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第 1 章 イス ラー ム 


世界 の あら ゆる 宗教 に は その 創始 者 の 名 、 あ る い は その 宗教 が 生ま れ 
た 社会 や 国家 に 因 ん だ 名 が 付け られ て いる 。 た と えば キリ スト 教 は 預言 
者 イー サー (イエ ス ・ キ リス ト ) の 名 か ら 付け られ た も の で あり 、 仏 教 
は その 創始 者 ゴー ダマ ・ ブ ッ ダ の 名 か ら 、 また ゾロ アス ター 教 は その 創 
_ 始 者 プ ゾロ アス ター の 名 か ら 、 ま た ユダ ヤ 人 の 宗教 で も る ユダ ヤ 教 は それ 
を 生ん だ ユダ ヤ 族 の 名 が 由来 し て いる 。 そ の 他 の 宗教 の 場合 も よく 似 て 
いる 。 し か し イス ラー ム の 場合 は 全く 異な る 。 イス ラー ム の 特徴 は 、 特 
定 の 個人 や 民族 と 何ら 関係 が な いこ と で ある 。「 イ スラ ー- ム 」 と いう 言 
葉 は この よう な 関係 を 含ん で いな い 。 イ スラ ー ム は 特定 の 個人 、 集 団 、 
国家 に 属し て いな い 。 

イス ラー ム と いう 名 称 は 、 特定 の 民族 、 集団 、 国家 か ら 生 まれ た も の 
で も な けれ ば 、 特定 の 社会 と も 関係 が ない 。 イス ラー ム は 人 間 の 心 の 中 
に その 教え に 基づい た 信仰 と 道徳 を 育成 し 啓発 する 普遍 的 な 宗教 で あ 
る 。 こ れ を 信仰 する 者 は 誰 で も ー い か な る 人 種 、 党派 、 社会 、 国 家 に 属 
し て いよ うと も 一 ムスリム で ある 。 あ ら ゆ る 時 代 を 通じ て 、 あ ら ゆ る 
人 々 の 間 に こ の 信仰 を 持っ た 敬 度 で 善良 な 人 々 は 存在 し て いた し 、 ま た 
今や 存在 し て いる 。 その よう な 人 々 は 皆 、 ム スリ ム で あっ た し 、 現 在 も 
そう で ある 。 

ここ で お の ず と 次 の 疑問 が 湧い て くる 。 イ スラ ー ム と は どう いう 意味 
な の か 。 ま た ムスリム と は どう いう 人 々 の こと な の か 。 


1. イス ラー ム の 意味 


「 イ スラ ー ム 」 と は アラ ビア 語 で 服従 、 帰依 、 従 順 を 意味 する 。 宗教 
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的 に は 、 イ スラ ー ム は 唯一 神 ア ッ ラ ー に 対し て 完全 な る 帰依 と 服従 を 表 
明 す る こと で ある 。 こ れ が 「 イ スラ ー ム 」 と 呼ば れる 所 以 で ある 。 

*※ 注 イス ラー ム の も う ひ と つの 意味 は 「 平 和 」 で ある 。 こ れ は 、 人 間 は 唯 
ー 神 アッ ラー へ の 帰依 と 服従 に よっ て 初め て 、 肉 体 と 精神 の 本 当 の 平和 を 得る 
こと が で きる と いう こと を 意味 し て いる 。 こ の よう な 従順 な 生活 は 心 の 平和 を 
も た らし 、 ひ いて は 真 の 社会 平和 を 建設 する こと が で きる 。 


我々 が 住ん で いる 宇宙 が 秩序 正しい 組織 体 で も る こと は 明らか で あ 
る 。 この 宇宙 の あら ゆる 構成 要素 の 問 に は 一 定 の 法則 と 秩序 が ある 。 万 
物 は 思慮 を 絶する 壮 豚 な 動き を し て いる 宇宙 の 中 に 各々 の 位置 が 割り 
当て られ て いる 。 太陽 、 月 、 星 そ し て あら ゆる 天体 は 壮大 極まりない 機 
構 の 中 で 互い に 結び 合っ て いる 。 それ ら は 不変 の 法則 に 従い 、 定め られ 
た 進路 か ら 人 逸脱 する こと は な い 。 地球 は 地軸 を 中 心 に 自転 し 、 太陽 の 周 
囲 を 回 転 す る が 、 必ず 定め られ た 軌道 を 廻る 。 同様 に この 世 の あ ら ゆ る 
も の は 一 極 微小 な 電子 か ら 膨 大 な 星雲 に 至る まで 一 必ず 定め られ た 法 
則 に 従う 。 物 質 、 エ ネル ギー、 生 命 の 全て は その 法則 に 従っ て 成長 し 、 
変化 し 、 生 き て 、 死滅 する 。 人 間 の 世界 に お いて も 自然 の 法則 が 働い て 
いる こと は 一 目 瞭 然 で も る 。 人 間 の 誕生 、 成長 、 生命 は 一 連 の 法則 、 い 
わ ゆ る 生物 学 的 な 原則 に よっ て 規制 され て いる 。 人 間 は 不変 の 法則 に 1 
っ て 自然 か ら 生活 の 糧 を 摂取 する 。 微 小 な 組織 か ら 心 臓 、 脳 に 至る まで 、 
人 間 の 身体 の あら ゆる 器官 は 定め られ た 法則 に よっ て 支配 され て いる 。 
要する に 我々 が 住む 宇宙 は 一 定 の 法則 に よっ て 支配 され て お り 、 そ こ に 
生存 する 万 物 も 各々 に 定め られ た コー ス を 歩ん で いる の で ある 。 

極微 小 な 塵 か ら 天空 の 壮 肌 な 銀河 に いた る まで 、 宇 宙 を 構成 する あり 
と あら ゆる も の を 支配 する 偉大 な 普遍 の 法則 は 、 宇宙 を 創造 ・ 支 配 する 


唯一 神 の 法則 で ある 。 一 切 の も の は 唯一 神 の 法則 に 従っ て いる 。 まさ に 
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全 宇 宙 が イス ラー ム の 教え に 従っ て いる の で ある 。 す な わ ち イス ラー ム 
と は 宇宙 の 唯一 創造 主 ア ッ ラ ー へ 帰依 し 服従 する こと で ある 。 太 陽 、 月 、 
地球 、 そ の 他 あ ら ゆ る 天体 は 創造 主 の 命令 を 忠実 に 実行 する も の 、 す な 
わ ち ムスリム で ある 。 空 気 、 水 、 熱 、 石 、 木 や 動物 も 同様 に スス リム で 
ある 。 宇宙 の 万 物 は 唯一 神 の 法則 に 従っ て お り 、 ム スリ ム で ある 。 こ の 
意味 に お いて 、 唯 一 神 を 信じ な い 人 や 唯一 神 以外 の も の を 上 崇拝 する 人 で 
_ さえ 肉体 的 生存 に 関す る 限り ムスリム で ある と いわ ざる を えな い 。 何故 
な ら 人 間 の 全 生 涯 は 、 胎児 の 段階 か ら 死 し て 肉体 が 土 に 帰る まで 、 筋肉 
の 全 組 織 と 四肢 を 含め 唯一 神 の 定め られ た 道 に 従う か ら で あ る 。 無 知 ゆ 
え に 唯 一 神 の 存在 を 否定 し 、 多 神 教 を 唱え る 者 さえ も その 本 質 は ム ス リ 
ム で ある 。 ア ッ ラ ー 以 外 の な に も の か に 忠 拝 する その 頭 も 生来 は ム ス リ 
ム で ある 。 本 当 の 無知 ゆえ に アッ ラー 以外 の な に も の か に 愛着 と 崇拝 の 
念 を 抱く その 心 も や 本 来 は ムスリム で ある 。 これら は すべ て 唯一 神 の 法 に 
従い 、 そ の 機能 と 活動 は 唯一 神 の 法則 に よっ て の み 支 配 さ れ て いる 。 
以上 が 人 間 と 宇宙 の 真実 の 変 で ある 。 こ こ で 別 の 観点 か ら 問題 を 検討 
し て みよ う 。 人間 の 構造 に は 2 つの 面 、 す な わ ち 2 つの 異な る 活動 が 
ある 。 ひ と つ は 唯一 神 の 法 に よっ て すべ て 規制 され て いる 活動 で あり 、 
そこ か ら は わずか も 動く こと が で き な い し 、 一 歩 た り と も 区 れ る こと が 
で き な い 。 また いか な る 方 法 、 いか な る 形態 を も っ て し て も それ を 回 避 
する こと は で き な い の で ある 。 事実 人 間 は 他 の 一 切 の も の と 同様 、 自然 
の 法則 に 完全 に 縛ら れ 、 それ に 従う 運命 に ある 。 し か し 、 人 間 の 活動 に 
は も う ひ と つの 面 が ある 。 す な わ ち 人 間 は 天 冊 の 知性 と 理性 を 与え られ 
て いる 。 人 間 は 思慮 し 、 判断 し 、 選択 し 、 反 双 する 能力 を 与え られ て い 
る 。 人 生 で いか な る 選択 を し 、 歩も うと も 目 由 で ある 。 いろいろ な 考え 
を 持つ こと も で きる し 、 好み の 主義 ・ 趣 向 に 合わ せ て どん な 生活 を も 営 
むこ と が で きる 。 自分 で 生活 信条 を 規定 し て も よい し 、 他人 が 規定 し た 
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生活 信条 を 受け 入れ て も よい 。 人 間 は 「 自 由 意志 」 を 与え られ 自分 の 行 
動 方 針 を 設計 で きる の で ある 。 こ の 「 自 由 意 志 」 に お いて 、 人 間 は 他 の 
生物 と は 異な り 、 思 想 、 選択 、 行 動 の 自由 が 与え られ て いる の で ある 。 
この 2 つの 面 は 人 間 の 生活 の 中 に 並存 し て いる 。 

まず 人 間 は 他 の 生物 と 同様 、 生 来 の ムスリム で あり 唯 一 神 の 法 に 必ず 
従う よう に 運命 づけ られ て いる 。 も う ひ と つの 面 に つい て いえ ば 、 人 間 
は 自ら ムスリム に な ろう が 、 そ れ を 拒絶 し よう が 自由 で ある 。 人 間 は 選 
択 の 自由 を 与え られ て いる た め 、 こ の 自由 を いか に 使う か に よっ て 2 
つ に ーー すなわち 信仰 する 者 と 信仰 し な い 者 に 一 大 別 す る こと が で きる 。 
創造 主 を 認め る 人 は 唯一 神 を 己 の 主として 崇拝 し 唯一 神 の 法 と 命令 に 
誠実 か つ 厳 格 に 従い 、 唯 一 神 が 人 間 と 社会 生活 の た め に 示し た 法 に 従い 、 
完全 な ムスリム に な ろう と する 。 この よう な 人 は 、 自 由 と 選択 が 与え ら 
れ て いる 範囲 内 で 主体 的 に 唯一 神 に 従う こと を 決意 し た こと に よっ て 、 
その イス ラー ム 的 認識 に お いて いわ ば 完全 の 域 に 達し た と いえ る 。 
今や 全 生 活 で 唯一 神 に 従う こと を 決意 し た た め 、 人 間 性 に お いて 、 い 
か な る 矛盾 や 葛藤 も な く な る 。 そ の 考え 方 は 完全 な る ムスリム で あり 、 
その イス ラー ム に 対す る 信念 は 完璧 で ある 。 一 何故 な ら 全 生涯 を アッ ラ 
ー の 意志 に そっ て 生活 する こと が イス ラー ム で あり 、 ま さ に イス ラー ム 
以外 の な に も の で も な いか ら で あ る 。 

それ まで 無意識 的 に 従っ て いた 創造 主 に 、 今や 意識 的 に 服従 し 、 そ れ 
まで は 何気なく 服従 し て いた 唯一 神 に 今や 自発 的 に 服従 する こと に な 
っ た の で ある 。 知覚 し か つ 認 識 す る 能力 を お 授け に な っ た 「 和 全 智 全能 の 
自 存 者 」 を 認め る こと に よっ て 、 そ の 人 の 認識 は 本 物 と な る 。 今や その 
理性 と 判断 は 確固 不動 な もの と な る 一 な ぜ な ら 、 人 間 に 思 考 し 判断 する 
機能 を お 授け に な っ た 全 智 全能 の 自 存 者 に 正しく 服従 する こと を 決め 
た か ら で あ る 。 


人 間 に 舌 を 活か す 機 能 を お 授け に な っ た 主 の 真意 を 、 確 信 を 持っ て 表 
明 す る た め 、 その 口 か ら 発する 言葉 は 真実 な も の と な る 。 今や 自発 的 で 
ある か どう か に か か わら ず 、 人 生 の あら ゆる 面 で 宇宙 の 主 で ある 唯一 神 
の 法則 に 従い 、 そ の 真理 を 具体 化す る こと に な る 。 こ の よう に 、 全 宇 宙 
が 帰依 祭 拝 す る 主 に 従う の で ある 。 こ の よう な 人 は 地上 に お ける 唯 一 神 
の 皿 実 な 僕 で ある 。 


2. ク フ ル の 本 質 


以上 述べ た よう な 人 物 と は 反対 に 、 生来 の ムスリム で あり な が ら 、 ま 
た 死ぬ まで 無意識 的 に は ムスリム で あり な が ら 、 理性 、 知性 、 直 覚 の 機 
能 を 真 の 主 、 す な わ ち 創造 主 を 認め る た め に 働か せ ず 、 選択 の 自由 を 誤 
用 し て 唯一 神 を 否定 する 人 が いる 。 こ の よう な 人 は 不信 仰 者 - イ スラ ー 
ム で は 「 カ ー フ ィ ル 」 一 と 呼 豆 。、「 ク フル 」 は 文字 通り に は 「 覆 う 」「 隠 
蔽 する 」 と いう 意味 で ある 。 唯一 神 を 否定 する 人 は 不信 仰 に より 自分 の 
本 質 の 中 に 潜在 じ 魂 の 中 に 秘 さ れ て いる も の を 隠蔽 する た め に 、 一 な ぜ 
な ら ば 、 人 間 に は 本 質 的 に 「 イ スラ ー ム 」 が 浸 透 し て いる の で ある か ら 
_ 一 カー フィ ル (隠す 人 ) と 呼ば れる 。 人 間 の 肉体 、 筋肉 や 内 洋 は すべ て 
その 本 能 に 従っ て 働く 。 あ り と あら ゆる 構成 要素 は 一 活動 し て いる も の 
も そう で な いも の も 含め て ー イ スラ ー ム に 従っ て 機能 し て お り 、 個 々 に 
割り 当て られ た 役割 を 果たし て いる の で ある 。 し か し 視覚 が 曇り 、 知性 
が 乱れ る と 、 その 証拠 を 見 出す こと が で き な い 。 自分 自身 の 本 質 さ えも 
心 の 眼 か ら 隠 蔽 され 本 質 を 全く 無視 し た 行動 を 取っ て し まう 。 そ うな る 
と お よそ 真理 か ら 遠 ざか り 、 道 に 迷っ て し まう 。 こ れ が ク フ ル の 性 質 で 
ある 。 

ク フ ル は 純粋 か つ 単 純 な 無知 の 一 形態 で ある 。 唯 一 視 す な わ ち 全 宇 宙 
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の 創造 主 に つい て 無知 で ちあ る こと 以上 に 大 き な 無 知 が ある だ ろう か 。 自 
然 の 広大 な パノラマ 、 休む こと な く 働 く 壮 大 な メカ ニズム 、 創造 の あら 
ゆる 面 に 現われ て いる 唯一 神 の 偉大 な 配慮 を 見 る 。 彼 ら は この 壮 衣 な 機 
構 を 見 て も 、 誰が それ を 作り 、 誰 が 支配 し て いる の か を 知ら な い の で あ 
る 。 人 は 自分 の 身体 の 中 で 精巧 に 働く 素晴らし い 器 人 方 に は 気 を 配り 、 目 
的 を 遂行 する た め に 働か せる 。 し か し な が ら 自 分 の 身体 を 生み 出し た 
「 原 動力 」、 こ の 精巧 な メカ ニズム を 設計 し 創り 出し た 「 製 作者 」、 炭 素 、 
カル シウム 、 ナ トリ ウム 等 の 無機 質 か ら 唯 一 無類 の 生き 物 を 創 ら れ た 
「 創 造 主 」 の こと が 理解 で き な い の で ある 。 宇宙 の 素晴らし い メ カニ ズ 
ム を 見 て も 、 そ の 背後 に いる 「 設 計 者 」 の こと は 考え な い 。 宇宙 の 偉大 
な 美 と 調和 を 見 て も 、 万 物 の 「 創 造 者 」 を 見 よう と し な い 。 自然 の 素 晴 
らし い 景 観 は 見 て も 、 そ の 「 設 計 者 」 を 知ら な い の で ある 。 我々 が 住む 
世界 に お いて 、 科学 と 知識 、 数 学 と 技術 、 計画 と 目的 が 結合 する 完成 物 
に つい て 、 凡 いざ ばか り の 一 大 壮観 を 眼 に する が 、 この 無限 で 広大 無辺 の 
宇宙 を 誰が 創り 出し た の か に つい て は 全く 知ら な い の で ある 。 人 間 は こ 
の 重大 な 事実 を 知ら ず に 、 ど の よう に し て 知識 の 真 の 変 に 近づけ る の で 
め あろ うか 。 こ の よう な 人 に どう し て 真理 と 知性 の 扉 が 開か れる こと が あ 
ろう か 出発 点 に 誤り が ある 人 が どう し て 正しい 目的 地 に 到達 する こと 
が で きよ うか 。 こう いう 人 は 真理 を 把握 し 得 な いで あろ う 。「 正 し い 道 」 
は 隠蔽 され 、 ど ん な 科学 や 学問 に 専心 勉 励 し て みて も 、 その 人 の 眼前 に 
は 真理 と 知恵 の 栄光 は 決し て 輝 く こ と な く 、 渦 に 巻 か れ 、 無知 の 暗 閣 の 
中 に さま よい 模索 する の で ある 。 
それ だ け で は な い 。 ク フ ル は 悪徳 や 極悪 非道 の 暴虐 で ある 。 暴 慮 と は 
何 か 、 そ れ は 権力 と 威力 を 残虐 か つ 不 正 に 行使 する こと で ある 。 も し 物 
事 を 不正 に 行使 させ 、 そ の 真意 、 意志 、 先天 的 性 向 に 反 し て その 不正 を 
強制 する な ら ば それ は 徹頭徹尾 暴 慮 で ある 。 
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我々 は 宇宙 の すべ て の も の が 、 創 造 主 に 従っ て いる と いう こと を 知っ 
た 。 唯一 神 の 意志 、 唯一 神 の 法 に 従っ て 生き る こと は ー も っ と は っ きり 
いえ ば 、 イ スラ ー ム で ある こと は 一 天地 万 物 の 真性 に 初め か ら 備 わっ て 
いる 法 で ある 。 唯一 神 は 人 間 に 物 事 を 処理 する 能力 を 与え られ た が 、 そ 
の 能力 は 唯一 神 の 意志 を 成就 する た め に 使う べき で あっ て 、 決 し て その 
他 の 目的 に 使う べき で は な い 。 し か し 唯一 神 に 従わ むず に ク フ ル に 盟 す る 
者 は 、 不 正 非道 を 犯す 者 で ある 。 唯一 神 か ら 授け られ た 肉体 と 精神 の 
諸々 の 能力 を 本 来 の 真性 に 反 し て 用 い 、 逸 脱し た 人 生 を 送っ て し まう か 
ら で あ る 。 そし て 唯一 絶対 和信 で は な い 諸 々 の 神々 に 頭 を 垂れ 、 心 の 奥底 
か ら 湧 き 出 る 本 能 的 呼び 声 を 無視 し て 、 他 の 「 権 威 」 に 執着 し 、 崇 拝 し 、 
長 休 の 念 を 抱く 。 自 分 に 与え られ た 能力 と 思い 通り に な る あら ゆる 物事 
を 駆使 し て 、 唯 一 神 の 自明 な 意志 に 反抗 し 、「 暴 虐 の 時 代 」 を 作る の で 
ある 。 この 世 の あ ら ゆ る も の を 搾取 乱用 し 、 こ と も あろ うに それ を 自然 
と 正義 に 反する 方 向 に 強制 する こと ほど この 世に 大 き な 不 正 非道 、 暴 虐 、 
残忍 な も の が ある だ ろう か 。 

ク フ ル は 単なる 暴虐 だ け で は な い 。 少 なく と も それ は 反逆 、 忘 恩 、 真 
切り の 行為 で も る 。 い っ た い 人 間 の 実在 と は 何で あろ うか 。 人間 の カ 、 
権威 と は な ん で あろ うか 。 人 間 は 己 の 精神 、 心 、 魂 そ の 他 身 体 諸 器 宜 の 
創造 主 で も わろ うか 。 それ と も 、 それ ら は 唯一 神 に よっ て 創造 され た も の 
で あろ うか 。 一 体 誰が あら ゆる 力 と エネ ルギー を 人 間 に 役 立た せる よう 
に し た の だ ろう か 。 一 人 間 か 神 か 。 も し あら ゆる も の が 唯一 神 の み に よ 
っ て 創造 され た の で あれ ば 、 一 体 、 物 は 誰 に 属す る の だ ろう か 、。 誰が 
万 物 の 真 の 所 有 者 で あろ うか 、。 誰が 万物 の 正しい 支配 者 で あろ うか 、。 明 
ら か に それ は 唯一 神 で あり 、 唯 一 神 以 外 の な に も の で も な い 。 唯一 神 が 
創造 主 、 主人 、 支配 者 で ある な ら ば 、 唯一 神 か ら 授け られ た も の を 唯 … 
神 の 法 を 犯し て 使う 人 間 一 唯一 神 に 背 を 向け 邪悪 な 考え を 起こ し 、 唯 … 
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神 に 不信 の 念 を 抱き 、 支 配 者 の 意志 に 反 し て 諸々 の 能力 を 使う 人 間 一 ほ 
ど 罪 深い 反逆 者 は な いで あろ う 。 も し 召使 い が そ の 主人 を 裏切る な ら ば 、 
人 は その 召使 い を 忠実 で な いと 非難 する で あろ う 。 も し 役人 が 国家 に 忠 
義 を 尽く さ な け れ ば 、 売国 奴 と 呼ば れる で あろ う 。 も し 恩人 を 骨 く 者 が 
あれ ば 、 恩 知ら ず と 槍 玉 に 上 げ ら れる で あろ う 。 し か し これ ら の 裏 切り 、 
忘 恩 、 反逆 も 、 不信 の 徒 が ク フ ル に よっ て 犯す 罪 に 比べ れ ば も の の 数 で 
は な い 。 一 体 誰が あら ゆる 力 と 権威 の 真 の 源泉 で あろ うか 。 誰が 人 間 に 
自然 を 支配 する 力 を 授け た の だ ろう か 。 誰 が 人 間 を 高い 権威 と 力 を 持つ 
地位 に まで 高め た の だ ろう か 。 人間 が 他人 の た め に 使う 一 切 の も の は 唯 
ー 神 か ら 贈 られ た も の で ある 。 人 間 が この 世 で 持つ べき 最大 の 感謝 の 念 
は 両親 に 向け られ る べき で ある が 、 そ れ で は 誰が 子供 に 対す る 愛 を 両親 
の 心 に 植え つけ た の だ ろう か 。 誰 が 母親 に 子供 を 義 育 し 成長 させ る 意志 
と 力 を 授け た の だ ろう か 。 誰 が 親 に 持て る 全て の 物 を 子供 の 幸福 の た め 
に 惜しみ な く 与 えよ うと する 気持 ち を 授け た の で あろ うか 。 少 し で も 沈 
思 部 考 し て みれ ば 、 人 間 の 最も 偉大 な 恩人 は 唯一 神 で ある こと が わか る 。 
唯一 神 は 人 間 の 真 の 王 、 支配 者 で ある と と も に 人 間 の 創造 者 、 主 人 、 状 
育 者 、 文 持 者 で ある 。 こ れ が 唯一 神 の 人 間 に 対 する 立場 で も や る か ら 、 人 
間 が その 真 の 主人 、 支 配 者 を 否定 し 服従 し な い ク フル を 犯す こと ほど 罪 
深い 異 切り 、 忘 恩 、 反 逆 、 背 信 は な い の で ある 。 

- で は 、 人 間 は ク フ ル を 犯す こと に より 全能 の 神 に 被害 を 与え て いる と 
いえ る で あろ うか 。 それ は 全く ば か げた こと で ある 。 無限 の 宇宙 の 一 点 
に 立つ 、 取る に 足ら な い 極 微粉 の よう な 人 間 が 、 最高 級 の 望遠 鏡 を 借り 
て も その 境界 を 見 出せ な い ほ ど 和 無限 に 壮大 な 領域 を 統 べ 給 う 宇 宙 の 主 
に どの よう な 損害 を 与え る こと が で きよ うか 。 唯 一 神 の 力 は 、 地 球 、 月 、 
太陽 、 星 な ど 数 えき されない ほど 多く の 天体 を 命じ られ た 通り に 小さ な ボ 
ー ル の よう に その 周り を 回 転 さ せる ほど 偉大 で ある 。 神 は 全 宇 宙 の 唯一 
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の 主 で ある だ け に 、 その 富 は 計り し れ な い 。 万 物 の た め に 恵み を 垂れ 給 
う の は 誰か 。 唯一 神 の た め に 仕え な い の は 誰か 。 唯一 神 に 対す る 人 間 の 
反抗 は 唯一 神 に 僅か の 損害 を も 与え る こと は で き な い の で ある 。 逆 に 、 
唯一 神 に 服従 し な い 者 は 目 も あて られ め ぬ 破 滅 と 没落 の 道 を 辿る だ け の 
こと で ある 。 

この よう に 唯一 神 に 反抗 し 唯一 神 の 実在 を 否定 する こと の 必然 的 な 
結果 は 、 人 生 究 極 の 理想 に 失敗 する こと で ある 。 この よう な 唯一 神 へ の 
反逆 は 決し て 真 の 知識 と 洞察 力 を も た ら さ な いで あろ う 。 創 造 主 を 明 ら 
か に で き な い よう な 知識 は 真理 を 説き 明か せな いで あろ う 。 こ の よう な 
知性 と 理性 は 迷路 に 陥っ て し ま う 。 創 造 主 を 認識 で き な い よう な 理性 は 
人 生 の 道 を 照ら すこ と は で き な い で あろ う 。 こ の よう な 人 は 人 生 の あら 
ゆる 出来 事 に 失敗 する で あろ う 。 道徳 、 市 民生 活 、 社 会 生活 、 生 存 競争 、 
家庭 生活 な ど や が て 全 生 活 が くつ が えさ れる と き が 来る で あろ う 。 地 上 
に 混乱 と 無秩序 を 搬 き 散ら し 、 良心 の 末 責 に 和夫 め られ る こと な く 、 他 人 
の 血 を 流し 、 他人 の 権利 を 侵略 し 、 他人 に 残虐 に 当り 散ら し 、 そ し て こ 
の 世に 無秩序 と 破滅 の 種 を 圧 い て 去っ て 行く 。 そ の 歪曲 し た 考え 方 と 野 
心 、 涯 っ た 洞察 力 と 不当 な 価値 観 、 更に その 非道 な 行為 は 自ら の みな ら 
ず 周 囲 の 人 々 の 人 生 を も 暗い も の に する 。 こ の よう な 人 は 人 生 の 平静 と 
均衡 を 破壊 し 、 理 失 し て し ま う 。 現世 に お いて 自分 の 本 性 、 能 力 、 才能 
に 関し て 犯し た 罪 の た め に 、 来 世に お いて 有罪 の 宣告 を 受け る で あろ 2。 
身体 の あら ゆる 器官 一 頭脳 、 目 、 鼻 、 手 、 足 すら ち も ー そ れ ら に 加え た 不 
正義 と 残虐 非道 に 対し て 攻撃 する で あろ う 。 自 分 を 形成 し て いる あら ゆ 
る 組織 は 唯一 神 に 向かっ て この 人 を 非難 する で あろ う 。 正 義 の 源泉 で あ 
り 給 う 唯 一 神 は 、 そ の 罪 に ふさ わし い 最 も 厳し い 久 を 下 し 給 う で あろ 2 う 。 
これ が ク フ ル の 不 名 共 な 結末 で ある 。 ク フル は 現世 に お いて も 来世 に お 
いて も 人 を 完全 な る 破滅 の 袋小路 に 迷い 込ま せる で あろ 2。 
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3. イス ラー ム の 恩恵 


さて ク フ ル の 因 悪 と その 不利 益 に つい て 述べ る の は この 辺 で と ど め 、 
傘 に イス ラー ム の 恩恵 に 目 を 転じ よう 。 

人 は 自ら の 小宇宙 の 中 に も 唯一 神 の 神秘 の 力 と その 麻 示 を 数 限り な 
く 見 る こと が で きる 。 不 変 の 法則 と 比 頼 な き 秩序 に 従っ て 滞 み な く 動 く 
この 素晴らし い 宇 宙 は その 設計 者 、 創造 者 、 支配 者 こそ が 無限 の 万 物 を 
包括 する 全能 者 で ある こと を 示し て いる 。 そ し て 計り 知れ な い 能 力 と 知 
識 と 資源 を 持っ た 全能 の 「 自 存 者 」 で あり 、 ま た その 知恵 は 最も 完全 で 、 
宇宙 の 生き と し 生け る も の の 中 で その 「 自 存 者 」 に 従わ な いも の は ひと 
つと し で な いと いう 事実 を 証明 し て いる 。 この 宇宙 に 在 る あり と あら ゅ ゆ 
る も の と 同様 に 、 唯 一 神 に 服従 する こと が 人 間 た る も の の 本 性 で ある 。 
実際 の と ころ 人 間 は 毎日 毎日 無意識 的 に 唯一 神 の 法 に 従っ て 生き て い 
る の で ある 。 な ぜ な ら ば 唯一 神 の 法 を 逸脱 する や 否や 、 人 間 は 死 と 破滅 
に 昌 さ れる か ら で あ る 。 こ の 唯一 神 の 法 こ そ が 我々 が 日 常 部 守 し て いる 
自然 の 法則 と 呼ば れる も の で ある 。 

唯一 神 は 人 間 に 知 識 を 得る 能力 と 思考 熟慮 する 感性 、 善 と 悪 を 識別 す 
る 判断 力 を 授け よう と 思 名 され 、 人 間 に か な り の 意志 と 行動 の 自由 を 授 
けた の で ある 。 こ の 自由 の 中 に こそ 人 間 に と っ て 真 の 試練 が ある 。 人 間 
の 知識 、 知恵 、 識別 力 、 意志 と 行動 の 自由 は すべ て 試さ れ て いる の で あ 
る 。 この 試練 に お いて は 、 人 間 は 一 定 の 道 を 取る こと を 押し 付け られ て 
は いな い 。 強制 さ れれ ば 試練 の 目的 その も の が 失わ れる 。 試験 の 際 、 答 
案 用 紙 に 決ま っ た 答え を 書く よう に 強い られ る な ら ば それ は 受験 者 の 
自由 意志 に 基づい た 答案 で は な く な り 、 当然 その 試験 は 無効 に な る 。 本 
当 の 価値 は 自分 自身 の 知識 と 理解 力 に 従っ て 質問 に 自由 に 答え られ る 
場合 に の み 正 当 に 評価 で きる 。 答え が 正しけれ ば 成功 し 、 将来 の 発展 へ 
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の 道 を 開く で あろ う 。 答え が 違っ て いれ ば 失敗 し 、 将来 の 発展 を 妨げ る 
で あろ う 。 同 じ こ と は 人 間 が いか に 生き て いく か と いう こと に つい て も 
いえ る 。 唯一 神 は 、 人 間 が 好き な よう に 人 生 の 選択 を し 、 イ スラ ー ム に 
な る か ク フ ル に な る か 、 自 分 自身 で 自由 に 決め られ る よう に 意志 と 行動 
の 自由 を 与え られ た の で ある 。 
_ と ころ で 、 一 方 で 自分 の 本 性 も 宇宙 の 本 質 も 理解 し な い 人 が いる 。 真 
の 主 を 認め る こと が で きず 、 唯 一 神 が 虹 与 さ も て いる も の を 知る こと が 
で き な い の で ある 。 こ の よう な 人 は 、 知 識 、 知性 、 義 務 感 の 試練 に 落第 
し た の で ある 。 一 定 標準 に 達し 得 ず 、 好 まし い 運 命 は 望め な い の で ある 。 
また 他方 に は この 試練 に 見 事 に 合格 する 人 が いる 。 知 識 と 知性 を 正 し 
く 用 いて 創造 主 を 認識 し か つ 信仰 し 、 強 制 さ れ て いな い に も か か わら ず 
創造 主 に 服従 する 道 を 選ぶ 。 過ち を 犯さ ず 、 療 悪 を 識別 し 、 邪道 に 陥る 
性 向 を 持ち な が ら や 正義 に 従う こと を 選ぶ 。 自 分 自身 の 本 性 を 理解 し 、 
自然 の 法則 と 実在 を 実現 し 、 い か な る 道 を も 選べ る 能力 と 自由 を 持ち な 
が ら ゃ 唯一 神 へ の 従順 と 忠実 の 道 を 選ぶ の で ある 。 自 分 の 知性 や あら ゆ 
る 機能 を 正しく 使う か ら こそ 試練 に 成功 で きる の で ある 。 目 は 実在 を 見 
る た め 、 耳 は 真理 を 聴く た め 、 精神 は 正しい 意見 を 持つ た め に 用 い 、 心 
と 魂 は その よう に 選ん だ 正しい 道 を 辿る た め に 働か せる 。 真 理 を 選び 、 
実在 を 見 、 自発 的 に 喜ん で 自分 の 主人 で ある 支配 者 に 従う 。 そ し て 思 席 
深く 、 誠実 で 義務 感 の 強い 人 に な る 。 な ぜ な ら 、 凍 の 上 に 立つ 光 を 選ん 
だ か ら で あ り 、 実在 の 光明 を 見 た 後 は 、 そ の 光 の 呼び 声 に 長 び 熱 心 に 応 
えた か ら で あ る 。 その 人 は 行為 に よっ て 、 真理 の 探求 者 で ある だ け で な 
く 、 真 理 を 知る 者 、 真 理 を 崇拝 する 者 で ある こと を 証明 する の で ある 。 
この 人 は 正道 に 立っ て いる の で あり 、 現 世に お いて も 来世 に お いて も 成 
功 す る こと は 明らか で ある 。 

この よう な 人 は 知識 と 行動 の あら ゆる 分 野 に お いて 常に 正しい 道 を 
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選ぶ で あろ う 。 唯 一 神 と 、 唯 一 神 の 風 与 し 給 う あら ゆる 恵み を 知る 者 は 、 
実在 の 出発 点 と 共に 究極 の 目的 を 知っ て いる 。 正しい 道 に 立ち 、 人 生 航 
路 の 方 向 と 終着 点 を 確信 し て いる か ら 決 し て 迷路 に 陥る こと は な い 。 哲 
学 に お いて は 宇宙 の 秘密 を 考察 し 自然 の 神秘 を 探 ろ うと は する が 、 不 信 
心 な 特 学 者 の よう に 、 疑 惑 と 懐疑 の 迷路 に 陥る こと は な い だ ろ う 。 人 生 
の 道 は 唯一 神 の 啓示 に よっ て 照ら され 、 自 ら の 足 は すべ て 正しい 方 向 に 
向く の で ある 。 科学 に お いて 自然 の 法則 を 知り 、 地球 の 隠さ れ た 宝物 を 
見 出し 、 ま だ 知ら れ て いな い ゆい 精神 と 物質 の あら ゆる 力 を 管理 し よう と 努 
め る が 、 それ は すべ て 人 間 性 の 向上 の た めで ある 。 知識 と 能力 に 至る あ 
ら ゆ る 道 を 開発 し 、 人 類 の 幸福 の た め に 地上 と 天上 に ある あら ゆる も の 
を 駆使 し よう と 全力 を 尽く す 。 その 探究 の 全 段 階 を 通じ し て 、 唯 一 神 を 意 
識 し 、 科 学 と 科学 的 旋法 を 邪悪 か つ 破 壊 的 に 使う 過ち を 犯 さ な い の で あ 
る 。 自分 を 万 物 の 支配 者 と 家 言 し た り 、 唯 一 神 の 領域 と 至高 の 力 を 我 物 
顔 に 独占 し た り 、 世界 を 転 林 し よう と する 野心 を 抱い た り 、 不正 不義 の 
手段 に より 人 類 を 屈服 させ 全 世 界 を 制御 し よう と 企 て た り し て 自分 自 
身 を 玖 く よう な 行為 は し な い 。 ムスリム の 学者 が この よう な 唯一 神 に 対 
する 謀反 の 戦い を 挑む こと は あり えな い 。 た だ カー フィ ル の 科学 者 だ け 
が この よう な 幻影 の 餌食 と な り 、 こ の 究 想 の 虜 と な っ て 人 類 を 全面 破 壇 
と 絶滅 の 危機 に 史 す の で ある 。 

これ に 反し て ムスリム の 科学 者 は 全く 違っ た 態度 で 振舞 う で あろ う 。 
科学 の 世界 へ の 洞察 が 深 け れ ば 深い ほど 、 ま すま す 唯 一 神 へ の 信仰 は 強 
く な り 、 衣 ん で 唯一 神 の 前 に 頭 を 垂れ る で あろ う 。 自ら の 主人 が 偉大 な 
力 と 知識 を 与え られ た よう に 、 自 分 も また 自分 自身 と 人 類 の 幸福 の た め 
に 努力 し な けれ ば な ら な いと 思う よう に な る で あろ 2。 令 慢 の 代り に 
虚 に な る で あろ う 。 力 に 酔い し れる 代わ り に 人 類 に 奉仕 し に うと いう 実 
感 が 湧き 出る で あろ う 。 自由 は 放 縦 で は な く な り 、 道徳 と 唯一 神 の 啓示 
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に 導 か れる で あろ 2 う 。 科 学 を 掌握 し て 破壊 の 道具 に する 代り に 人 類 の 福 
祉 と 道 術 の 再生 の 発動 カ と し て 役立て で る で あろ う 。 これ こそ が 、 我 ら の 
主 が 人 類 に 授け た 贈物 と 恩恵 に 対し て 、 我 々 が 感謝 を 表わす 方 法 な の で 
ある 。 

玉 注 現代 人 が 直面 する 事態 に つい て 同じ こと が いえ る 。 ジ ュー ド 博 士 は 去 
う 。「 科 学 は 我々 に も 神 に も 等 し い 力 を 与え た 。 し か し 我々 は それ を 小児 の よう 
に 使う 。」 

*※ ま また 著名 な 哲学 者 バー トラ ンド ・ ラ ッ セ ル は 次 の よう に 語る 。『・・・ 一 般 
的 に 我々 は 手段 関し て は 高い 技術 を 持つ が 結果 に 関し て は 遇 劣 極まりない 処 
置 を 執る 。 目 的 遅 成 の た め に 技術 の 進歩 が 結局 悪い 結果 に 終わ る 場合 が 多い 。』 


また 歴史 学 、 経済 学 、 政 治 学 、 法律 学 、 芸術 、 自 然 科 学 の あら ゆる 分 
野 で 、 ム スリ ム は 研究 面 で 決し て カー フィ ル に 遅れ を 取ら な い が 、 それ 
ぞ れ の 物 の 見 方 に 従っ て 、 運用 方 法 は 非常 に 異な る 。 ムスリム は 正しい 
観点 か ら 学 問 の あら ゆる 分 野 を 研究 し 、 正しい 目的 の た め に 努力 し 、 正 
し い 結 論 に 達する 。 歴 史学 に お いて は 人 類 の 過去 の 経験 か ら 正しい 教訓 
を 学び 、 文明 の 栄枯 盛衰 の 正しい 結末 を 究明 する 。 過去 に お いて 、 ム ス 
リム は 番 で あり 正義 で あっ た あら ゆる も の を 活か し 、 諸 国家 を 衰亡 と 没 
落 に 導い た 一 切 の も の を 賢明 に 回 避 し よう と 努め る の で ある 。 政 治 学 に 
お ける ムスリム の 唯一 の 目的 は 、 人 間 す べ て 兄弟 と し て 個々 の 人 格 を 尊 
重 し 、 い か な る 搾取 も 奴隷 制 も 許さ な い 、 また 個人 の 権利 が 確実 に 擁護 
され 国家 の 権力 は 唯一 神 か ら の 神託 と 見 な され 、 万 人 共通 の 福祉 の た め 
に 行使 され る よう な 平和 と 正義 と 友愛 と 慈善 が 支配 する 国家 の 樹立 に 
まい 進 す る こと で ある 。 法学 の 分 野 に お いて 、 ムスリム が 追求 する こと 
は 法律 を 真 の 正義 の 具現 と し 、 万 人 一 特に 弱き 者 一 の 権利 の 真 の 擁護 者 
と する こと で ある 。 あら ゆる 人 が 各々 正当 な 分 け 前 を 持ち 、 不正 と 圧迫 
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が 誰 に も 加え られ な いよ うに 配慮 する こと で ある 。 さ ら に は 法律 を 尊重 
し 、 他 の 人 々 に も 尊重 させ て 法律 が 正しく 公平 に 行使 され る よう に 配慮 
する の で ある 。 

ムスリム の 道徳 生活 は 常に 敬 神 と 敬 庶 と 正義 と 真実 の 念 に 溢れ て い 
る 。 神 の み が 万 物 の 主 で あり 、 自分 も 他人 も それ ぞ れ が 持っ て いる すべ 
て の も の は 唯一 神 か ら 与 えら れ 、 自 分 が 行使 する 力 は 唯一 神 か ら の 委託 
に すぎ ず 、 自 分 に 授け られ た 自由 は 無 分 別に 使う べき で は な く 唯 一 神 の 
意志 に 従っ て 使う べき で ある と いう 信念 を 持っ て 、 ム スリ ム は 現世 を 生 
きる の で ある 。 ムスリム は 常に いつ の 日 か 唯一 神 の 御 許 に 帰り 、 全 生 涯 
の 報告 を し な けれ ば な ら な いこ と を 念頭 に 置い て 生き て いる 。 ム スリ ム 
は この 貢 任 感 を 常に し っ か り と 心中 に 持っ て いる た め 、 決 し て 放 縦 で 無 
責任 な 行動 は 取れ な い の で ある 。 

この よう な 精神 で 生き る 人 間 の 高い 道徳 性 を 見 る な ら ば 、 人 生 は 純潔 
と 敬 度 と 愛 と 思い や り で ある こと が わか る 。 こ の よう な 人 物 こ そ は 人 類 
の 祝福 で ある 。 邪悪 な 考え 方 や 歪曲 し た 野心 で 機 れる こと は な い 。 悪事 
を 見 る こと も 聞く こと も 行なう こと も ゃ 人 慎む 。 口 舌 を 慎み 、 決し て 虚偽 を 
語ら な い 。 公明 正当 な 手段 で 生活 の 糧 を 得 、 控 取 や 非道 、 虚偽 に よっ て 
不正 に 得 た 食物 より むし ろ 人 角館 を 選ぶ 。 その 理由 の 如何 を 問わ ず 、 他人 
の 生命 と 名 蒼 を 決し て 弾圧 、 唄 嗣 する こと は な い 。 どの よう な 高価 な 犠 
牲 を 払 お うと も 決し て 悪 に は 屈 し な い 。 善良 と 高貴 の 具現 者 で あり 、 そ 
_ の 生命 を 犠牲 に し て も 正義 と 真実 を 高く 掲 場 する で あろ う 。 あ ら ゆ る 不 
正 不義 を 憎み 、 逆境 の 下 で も 強く 真理 を 擁護 する 。 この よう な 人 は ひと 
つの 権威 で あり 、 必ず や 成功 する で あろ う 。 何事 も 決し て 妨害 され る こ 
と な く 、 ま た 行く 手 を 阻ま れる こと も な い の で ある 。 

この よう な 人 こそ 最も 名 誉 あ る 最も 尊敬 すべ き 人 で ある 。 こ の 点 で は 
何人 も 比べ られ な い 。。 宇 宙 の 支配 者 で ある 万 能 の 神 以外 の 何 も の か に 恩 


16 


恵 を 求め て 頭 を 垂れ た り 、 ま た それ に 手 を 伸ばす こと を 絶対 に し な い 人 
に 、 ど の よう な 恥辱 が 訪れ る こと が あろ うか 。 

この よう な 人 こそ 最も 権威 が あり 最大 の 成果 を 収め る 人 で ある 。 何 人 
も 彼 以上 に 強く な る こと は で き な い 。 な ぜ な ら ば 、 唯 一 神 の 他 に 何 も の 
を も ゃ も 送れ ず 、 唯一 神 の 他 に 誰 に も 祝福 を 求め か いか ら で あ る 。 この よう 
な 人 に 、 ど ん な 圧力 を か けれ ば 正道 か ら 人 逸脱 させ る こと が で きる の だ ろ 
2 か 。 どれ ほど の 巨大 な 富 を 以 っ て すれ ば 、 彼 を 屈服 させ る こと が で き 
る だ ろう か 。 いか な る 権力 を 以 っ て すれ ば その 良心 を 変え る ろ こ と が で き 
る の で あろ うか 。 どん な に 圧力 を か け て も 、 この 人 の 信仰 と 行動 を 弾圧 
する こと は で き な い で あろ う 。 

彼 こ そ 最も 富める 者 で ある 。 この 世 の 何 人 も 彼 以 上 に 富み 、 か つ 独 立 
する こと は で き な い 。 彼 は 簡素 な が ら 満足 と 安定 の 生活 を し て いる 。 好 
色 家 で も な けれ ば 道楽 者 で も な いし 食欲 で も な い 。 正 直 に 稼い だ も の で 
満足 し 、 た と え 不 正 の 手段 で 得 ら れ た 富 を 前 に 差し 出さ れ た と し て も 、 
それ を 受け 取ら な いこ と は 当然 で ある 。 見 向き すら し な い だ ろ う 。 彼 は 
心 の 平和 と 安定 を 保っ て いる の で ある 。 これ 以上 の 大 き な 富 が あり えよ 
うか 。 

彼 は 最も 尊敬 され 愛さ れ 親 し まれ る 人 で ある 。 何 人 も ゃ 彼 以上 に 愛さ れ 
る こと は な いで あろ う 。 な ぜ な ら ば 慈愛 と 恩恵 の 生活 を 送る ちか ら で あ る 。 
すべ て の 人 に 正義 を 以 っ て 接し 、 義 務 を 正直 に 果たし 他人 の 幸福 の た め 
に 誠実 に 働く 。 人々 の 心 は 自然 と 彼 に 惹き つけ られ 、 彼 を 好み 、 愛 し 、 
末 敬 する よう に な る 。 

彼 は 最も 信頼 され る 立派 な 人 で ある 。 何 人 も 彼 以 上 に 信頼 され る こと 
は な い 。 な ぜ な ら 信 頼 を 裏切ら ず 、 また 正義 を 踏み は ず す こと が な いか 
ら で あ る 。 目 分 の 言葉 に 忠実 で 、 その 行ない は 真っ 直ぐ で ある 。 自分 の 
係わる 出来 事 に 対し て 明瞭 か つ 公 正 に 接する 。 な ぜ な ら ば いか な る 時 に 
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も 、 い か な る と ころ に お いて も ゃ 唯一 神 が す べ て 見 通し て お られ る こと を 
確信 し て いる か ら で あ る 。 こ の よう な 人 の 信用 と 善意 が いか に 大 きい か 
は 筆舌 し が た いい 。 彼 を 信頼 し な い 人 は いる だ ろう か ・…・・ 。 ムスリム ( イ 
スラ ー ム 信徒 ) の 人 生 と 品格 は 大 体 以 上 の よう な も の で ある 。 

も し あな た が ムスリム の 本 当 の 特性 を 理解 する な ら ば 、 ム スリ ム は 屈 
辱 と 卑下 の 下 に 生き る こと は で き な い と いう こと を 知る で あろ う 。 ム ス 
リム は 完 極 に お いて は 必ず 勝つ で あろ う し 、 地 上 の いか な る カカ も 彼 を 抑 
圧し た り 征 服 し た りす る こと は で き な い の で ある 。 な ぜ な ら ば 、 イ スラ 
ー ム は いか な る 現世 の 魅力 や 幻影 に よっ て も 曇ら すこ と が で き な い 品 
性 を 彼 に 征 え つけ る か ら で あ る 。 こ うし て ムスリム は この 世 で 尊重 すべ 
き 栄 誉 ある 人 生 を 終え た 後 、 創 造 主 の 許 に 帰る の で ある 。 

創造 主 は 最も 豊か な 恩恵 を 彼 に 施し 給 う で あろ う 。 な ぜ な ら ば 彼 は 義 
務 を 果たし た か ら で あ る 。 自 分 の 使命 を 立派 に 遂行 し 試練 を 見 事 に 克服 
し た か ら で あ る 。 己 の 人 生 で 現世 と 来世 に わた り 成 功 を 収め 、 永遠 に 
和 歓 喜 と 幸福 の 中 に 生き る で あろ う 。 

これ が 人 間 の 自然 の 宗教 、 す な わ ち いか な る 個人 、 民族 、 時代 、 場所 
に 拘ら な い 宗 教 イ スラ ー ム の 本 来 の 容 で ある 。 イ スラ ー ム は 自然 の 道 で 
あり 、 人 間 の 真 の 宗教 で も る 。 あ ら ゆ る 時 代 、 あ ら ゆ る 国家 、 ま た あら 
ゆる 民族 の 中 で 唯一 神 を 知り 真理 を 愛す る 入 は イス ラー ム を 信奉 し 、 こ 
の 款 教 の 戒律 の 下 に 生き て きた 。 彼ら が 「 イ スラ ー ム 」 と 呼ば ぼう が 、 そ 
の 他 の 名 で 呼ば ぼぼ が そん な こと は 関係 な く 、 彼 ら は すべ て ムスリム な の 
で ある 。 呼 名 は な ん で あれ 、 そ れ は イス ラー ム を 意味 し 、 イ スラ ー ム 以 
外 の 何 も の で も な い 。 
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第 2 章 信仰 と 従順 


イス ラー ム と は 唯一 神 に 従う こと で ある 。 そ の た め に は 人 生 の 根本 的 
事実 を 知り 、 そ の 事実 に 確 天 た る 信念 を 持た な けれ ば な ら な い 。 この 事 
実 と は どう いう こと で あろ うか 。 唯 一 神 の 道 に 適合 し た 人 生 を 設計 する 
た め に 知ら な けれ ば な ら な い 根 本 の 事柄 と は 何 か 。 本 章 で は この こと を 
論じ し て みた い 。 

まず 、 我々 は 唯一 神 の 存在 に 不動 の 確信 を 持た な けれ ば な ら な い 。 唯 
ー 神 の 存在 を 確固 か つ 純 粋 に 信じ る こと が で きず に 、 ど うし て 唯一 神 に 
従う こと が で きる で あろ うか 。 

學 に 我々 は 唯一 神 の 特性 と は 何 か を 知ら な けれ ば な ら な い 。 人 間 が 持 
つ 諸 々 の 特質 の 中 で 、 美 術 と 信仰 に 溢れ た 人 生 を 設計 で きる 最も 高貴 な 
人 間 を 培う も の こそ が 唯一 神 の 特性 で ある 。 も し 無知 ゆえ に 「 神 は 唯一 
で あり 万 物 の 創造 主 か つ 支 配 者 、 宇宙 を 支え る も の で あり 、 か れ に 対比 
され る も の は な に も の も な い 」 こ と を 知ら な けれ ば 、 虚構 の 神々 に 頭 を 
垂れ その 恩恵 を 受け よう と する で あろ う 。 

_ し か し 神 の 真 の 特性 で ある 唯一 性 (タウ ヒー ド ) を 理解 すれ ば 、 邪神 
の 幻影 に 叩 頭 する 過ち を 犯さ な い は ず で ある 。 同様 に 「 神 は 全 知 者 、 全 
聴 者 、 全 視 者 と し て 我々 の 公私 一 切 の 行為 の みな ら ず 心 の 奥 に 秘め られ 
た 思い さえ も 聞き 、 見 、 か つ 知 る 」 こと が わか れ ば 、 ど うし て 唯一 神 を 
な い が し ろ に し 、 唯一 神 に 背く こと が で きよ うか 。 人 は 自 分 が 永遠 の 守 
護 と 意志 の 下 に ある と 感ずる か ら こ そ 唯 一 神 の 法 に 従う の で ある 。 し か 
し 唯一 神 の この 特性 を 認識 し な い 人 は 無知 ゆえ に 唯一 神 に 従わ ず 、 初 衝 
う 2 ので ある 。 唯一 神 の あら ゆる 特性 に 関し て も これ と 同様 で ある 。 実際 
に 、 人 間 が 持た な けれ ば な ら な い 特 質 と 本 性 は 、 イ スラ ー ム の 道 を 探求 
し 、 唯 一 神 の 特性 を 深く 認識 する こと に よっ て の み 発 展 し 成就 させ る こ 


19 


と が で きる 。 人 間 の 心 と 魂 、 信仰 、 道 術 、 行為 を 純化 させ 給 う 貴一 神 の 
本 性 を 知る べき で ある 。 | 

この 本 性 は 単に 生か じ り や 、 つ け 焼 東 の よう な 知識 だ け で は 不 十分 で 
ある 。 知 ら ぬ 間 に 忍び よる 疑惑 や 曲解 に 振り 廻 さ れ な いよ うに 心 と 魂 に 
し っ か り 根 を 下ろ し た 確固 不動 た る 信念 を 持た な けれ ば な ら な い 。 ま た 
唯一 神 の 思 石 し に 従っ た 生き 方 を 千 二 分 に 会 得 し な けれ ば な ら な い 。 唯 
ー 神 が 喜ば れる こと と 駄 わ れる こと を 知ら ず に どの よう に し て 善き こ 
と を 選び 、 悪し き を 避け る こと が で きる で あろ うか 。 ま た 、 唯一 神 の 法 
を 知ら ず に どの よう に し て それ に 従う こと が で きる で あろ うか 。 こ の よ 
2 に 唯一 神 の 法 と 人 生 の 啓示 を 知る こと は 絶対 に 必要 不可 欠 な の で あ 
る 。 | 

し か し 単に 知る だ け で は 充分 と は 言え な い 。 そ れ が 唯一 神 の 法 で あり 
目 己 の 救済 は この 法 に 従う 以外 に な いと いう こと に 対し て 絶対 的 な 自 
信 と 確信 を 持た な けれ ば な ら な い 。 な ぜ な ら ば この よう な 確信 を 伴わ な 
い 知識 は 、「 正 し い 道 」 に 導く 力 に な り 得 ず 、 不 従順 の 袋小路 の 中 に 迷 
いこ ませ る か ら で あ る 。 

最後 に 、 信仰 と 従順 の 結末 と 、 不信 仰 と 不 従順 の 結末 を 知ら な けれ ば 
な ら な い 。 唯一 神 の 道 を 選び 純愛 と 美 徹 と 従順 の 人 生 を 生き る な ら ば 、 
どの よう な 恩恵 が 注 が れる か を 知る べき で ある 。 ま た 不 従順 と 反逆 の 道 
を 取る な ら ば 、 ど れ ほ ど 凶 悪 で 悲惨 な 結果 が 起こ る か を 知る べき で ある 。 
さら に 死後 の 人 生 を 知る こと は 絶対 に 欠く べから ざる こと で ある 。 死 が 
生命 の 終 駐 で は な いと いう 事実 に 不動 の 信念 を 持た な けれ ば な ら な い 。 
死後 の 復活 が あり 、 人 間 は 唯一 神 み ず か ら が 司る 最高 審判 に 呼び 出さ れ 
る 。 そ こ で この 最後 の 裁き に お いて 善行 は 報い られ 悪行 は 罰せ られ る 。 
いか な る 人 間 も 公 平 に 取扱 われ 、 し か も その 裁き か ら 逃 れる こと は で き 
な い の で ある 。 この こと は 必ず 起こ る の で ある 。 この 事実 を 認識 する こ 
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と は 、 唯 一 神 の 法 に 従う た め に 必要 欠く べから ざる こと で ある 。 

来世 を 知ら な い 人 は 、 従 順 も 不 従順 も 全く どちら で も よい こと で ある 
と 見 な す で あ ろう 。 人 々 は 信仰 する 者 も 信仰 し な い 者 も 共に 似 た り よ っ 
た り の 終末 に 会 うだ ろう と 考え て いる 。 と いう の も 死後 は いずれ も 灰 短 
に 帰す る と 考え て いる か ら で あ る 。 こ の よう な 考え 方 を 持っ て いる 人 が 、 
自発 的 な 従順 の 人 生 に は 必ず つい て まわ る あら ゅ ゆる 厄介 と 困難 を 甘受 
し て まで 罪悪 を 回 避 す る こと が どう し て で きる で あろ うか 。 これ ら の 人 罪 
は この 世 で は 表面 的 に は 道徳 的 お よび 実質 的 損失 を も た ら さ な いな ら 
な お さら で ある 。 こ の よう な 心構え で は 唯一 神 の 法 を 認 す る こと は で 
き な い し 、 当然 唯一 神 の 法 に 従う こと も で き な い の で ある 。 また 来世 の 
生命 と 唯一 神 の 審判 を 信じ な い 人 は 、 罪 悪 と 災 禄 の 誘惑 に 満ち 溢れ た 世 
間 の 荒波 に 毅然 と 立ち 向かう こと は で き な い で あろ 2 う 。 疑 惑 と た め ら い 
は 人 間 か ら 行 動 の 意志 を 奪い 取っ て し ま う 。 信 仰 が 確固 不動 で も われ ば こ 
そ 、 行動 が 確信 に 満ち た も の と な る だ ろう 。 ふら つい た 精神 で は 、 決し 
て 毅然 た る 態度 を と る こと は で き な い 。 唯 一 神 の 法 に 従う な ら 祝 福 が 到 
来 す る こと を 、 ま た それ に 従わ な いな ら 災 禄 と 悲嘆 に 引き 込ま れる こと 
を 確信 し て 初め て 、 心底 か ら こ の 道 に 従う こと が で きる 。 この よう に 信 
仰 あ る い は 不信 仰 に よる 人 生 の 結末 と 来世 の 生命 を 深く 認識 する こと 
は 、 唯 一 神 の 教え に 従っ て 人 生 を 歩む た め に 極め て 重要 な こと で ある 。 
以上 が 唯一 神 に 従う 人 生 、 す な わ ち イス ラー ム 的 生き 方 の た め に 必ず 
知ら な けれ ば な ら な い 基 本 原則 で ある 。 


信仰 一 それ は 何 を 意味 する の か 

信仰 と は 「 知 識 と 信念 」 で あり 、 こ れ ま で 論じ て きた と ころ の も の で 
ある 。 英語 で Faith (日 本 語 で 信仰 ) と 訳し て いる アラ ビア 語 の イー マ 
ー ン は 、 文 字 通 り に は 「 知 る 」「 信 じ る 」 ま た は 「 い ささ か の 疑惑 も 持 
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た ず に 信じ る 」 と いう 意味 で ある 。 信仰 と は この よう に 知識 と 確信 か ら 
生じ る 確固 た る 信念 で ある 。 神 の 唯一 性 、 神 の 属性 、 神 の 法 、 啓示 され 
た 導き 、 報い と 凡 の 神 の 定め を 知り 、 それに 不動 の 信念 を 持つ 人 は ムッ ゥ 
ミン (信仰 者 ) と 呼ば れる 。 こ の 信 仲 は 常に 唯一 神 の 意志 に 従い 唯一 神 
の 御 許 に 戻る 人 生 に 人 を 導く の で ある 。 また 、 この よう に 唯一 神 の 意志 
に 従い 生き る 人 を ムスリム と 呼ぶ の で ある 。 
この こと は 信仰 (イー マー ン ) を 持た な けれ ば 何人 と いえ ども 真 の ム 
スリ ム に な りえ な いと いう 厳然 た る 事実 に 帰着 する 。 そ れ は 必要 欠く べ 
か ら ざ る 根本 的 な 事柄 で ある 。 いや 、 それ が 解ら な けれ ば 始め られ な い 
出発 点 そ の も の で ある と 言え よう 。 イ スラ ー ム と イー マー ン の 関係 は 、 
- ちょ うど 樹木 と その 種子 の 関係 と 同じ で ある 。 樹 木 は 種子 が な けれ ば 育 
た な い の と 同じ よう に 、 出 発 点 と な る べき 信仰 を 持た な い 人 間 は ム ス リ 
ム に な る こと は で き な い 。 逆 に 、 種子 を 甘い て も 樹木 が いろ いろ な 理由 
で 発芽 し な か っ た り 、 その 発芽 や 成長 が 妨げ られ た り 、 遅れ し た りす る こ 
と が ある よう に 、 信 仰 を 持っ て いる 人 も いろ いろ な 弱 さ の た め に 真 に 強 
い ム スリ ム に な れ な いこ と が ある 。 こ こ で 、 信仰 が 出発 点 で あり 、 信仰 
が 唯一 利 に 従っ た 人 生 に 人 間 を 導く と いう こと 、 信 仰 が な けれ ば ム ス リ 
ム に な る こと は で き な い と いう こと を 理解 し た 。 反 対 に 信仰 を 持っ て い 
て も や 意志 が 弱かっ た り 、 上 財 拝 行為 が た りな か っ た り 、 環境 が 悪い と 、 真 
の ムスリム の 生活 を する こと が で き な い こと も あり える の で ある 。 その 
た め イ スラ ー ム の 観点 か ら 人 間 を 4 つの カテ ゴリ ー に 分 類する こと が 
で きる 。 
1. 確固 た る 信仰 一 心から 唯一 神 に 服従 する 信仰 を 持つ 人 間 。 彼 ら は 唯 
一 神 の 道 に 従っ て 唯一 神 が 喜 び 給 うこ と を 行ない 、 唯 一 神 が 駄 われ 給 
うこ と を 避け 、 全 身 全 圭 を あげ て 唯一 神 の 嘉 み し 給 うこ と を 求め る 。 
その 献 身 さ は 現世 の 財産 や 名 誉 を 求め る 人 を 遥か に 凌ぐ も の で ある 。 
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この よう な 人 は 真 の ムスリム で ある 。 

2. 信仰 を 持っ て 唯一 神 を 信じ 、 唯 一 神 の 法 と 審判 の 日 を 信じ て は いる 
が 、 そ の 信仰 が 強く な いた め に 絶対 的 に 唯一 神 に 服従 する こと が で き 
な い 人 間 。 彼ら は 真 の ムスリム の よう な 強い 信仰 を 持た ず 、 登 慢 と 人 逸 
脱 行為 の ゆえ に 負 を 受け る で あろ う が 、 そ れ で も な お ムスリム で ある 。 
意 慢 で 不 挫 者 で ある が 反対 は し な い 。 唯一 神 の 権威 と 法 を 認め 、 た と 
え 唯 一 神 の 波 を 犯す こと が あっ て や 唯一 神 の 権威 に は 反抗 し な い 。 彼 
ら は 唯一 神 の 崇高 さと 自分 の 罪 を 認め て いる 。 彼 ら は 罪 を 犯し て いる 
た め に 玉 を 受け る か も し れ な い が 、 そ れ で も か れ ら は ムスリム で あ る 。 

3. 全く 信仰 を 持た な い 人 間 。 唯 一 神 の 権威 を 否定 し 唯一 神 に 反抗 する 
人 間 の こと で ある 。 仮に 彼ら が 善い 行ない を し た と し て も 、 ま た 社会 
に 害悪 や 暴力 を 被 ら せな か っ た と し て も や 、 彼 ら は 反逆 者 で あり その 見 
せ か け の 和 醤 行 も ほとんど 価値 が な い 。 この 人 達 は 無頼 漢 の よう な も の 
で ある 。 彼 ら の 行為 は 国 の 法律 か ら 人 逸脱 し て いな く て も 彼ら は 法 を 守 
る 忠実 な 市 民 に な る こと は で き な い 。 全く 同様 に 、 唯一 神 に 反逆 する 
者 の 見 せ か け の 善行 は 犯し た 罪悪 と 反逆 と 不 従順 の 重大 さ を 償う こ 
と は で き な い の で ある 。 

4. 信仰 を 持た ず 善 い 行ない も し な い 人 間 。 彼 ら は 世界 に 混乱 を まき 散 
らし 、 あら ゆる 暴虐 と 抑圧 を ほし いま ま に す る 。 彼ら は 人 間 の うち で 
も 最悪 の 部 類 に 属す る 。 彼ら は 凶悪 者 、 罪人 で ある と と も に 唯一 神 に 
反逆 する 者 で ある 。 
以上 の よう に 人 間 を 分 類する と 、 人 間 の 真 の 成功 と 教 い は イー マー ン 

(信仰 ) に ある こと が わか る 。 唯一 神 に 従う 人 生 (イス ラー ム ) は イー 

マー ン と いう 種子 か ら 生 まれ る の で ある 。 イ スラ ー ム を 信奉 する 人 の 考 

格 は 完 避 で や る か も し れ な いし 、 また 欠点 が ある か も や し れ な い 。 し か し 

イー マー ン な くし て は イス ラー ム た りえ な い の で ある 。 す な わ ち イー マ 
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ー ン (信仰 ) な き と こ ろ に イス ラー ム は な い の で ある 。 イス ラー ム が な 
いと ころ に は ク フ ル (不信 仰 ) が ある 。 形 や 性 質 は 異な る か も し れ な い 
が 、 イ スラ ー ム が な いと ころ に は ク フ ル が 墓 延 り ク フ ル 以外 に は 何 も の 
も な い 。 

この こと は 唯一 神 へ の 絶対 的 服従 の 人 生 に と っ て いか に イー マー ン 
が 大 切 で ある か を 十 二 分 に 教え て くれ て いる 。 


1. いか に 唯一 神 を 知る か 


さて ここ で 疑問 が ある 。 人 は いか に し て 神 、 神 の 属性 、 神 の 法 、 最後 
の 審判 の 日 を 知り 、 そ れ を 信じ る こ と が で きる の だ ろう か 。 

本 書 で は 我々 の 周囲 と 我々 自身 の 中 に ある 、 数 えき れ な い 唯 一 神 の 啓 
示 を 述べ て きた が 、 そ れ は 唯一 神 が ー こ の 壮大 な 宇宙 の 唯一 の 創造 者 、 
支配 者 で ある 神 が 一 存在 し 給 い 、 宇宙 を 支配 し 、 統 べ 給 う も の で ある と 
いう 事実 を 証明 し て いる 。 こ の 証明 は 創造 者 の 神聖 な る 本 質 を 表わし て 
いる 。 唯 一 神 の その 侯 大 な 考 知 、 万 物 を 知り 給 う 知恵 、 全 知 全能 、 慈 愛 、 
万 物 を 統 べ 給 う 力 、 反抗 を 許さ な い 力 を 示し て いる 。 要する に 、 唯一 神 
の 御 業 の 印 は あら ゆる と ころ に 顕在 し て いる の で ある 。 だ が 人 間 の 知性 
と 能力 で は それ を 見 出し 理解 する こと は 難し い 。 この 唯一 神 の 啓示 は 全 
く 明 白 自明 で あり 、 我 々 の 眼 は 被 造物 の 上 に 大 きく 書か れ て ある も の を 
自由 に 読め る は ず で ある 。 し か し この 点 で 人 間 は 過ち を 犯し て きた の で 
ある 。 あ る 者 は 2 つの 神 が あ る と 言い ふら し 、 あ る 者 は 三位一体 を 信 
じ 始 め 、 ま た ある 者 は 多神教 に 追 科 し て きた 。 あ る 者 は 自然 崇拝 を 始め 、 
ある 者 は 雨 の 神 、 空 気 の 神 、 火 の 神 、 生 命 の 神 、 死 の 神 と いう よう に 神 
を 多種 多様 に 分 け て きた 。 唯 一 神 の 啓示 が 明らか で ある に も か か わら ず 、 
_ 人間 の 理性 は さま ざま な 場合 に 曇り 、 正 し い 位置 に ある 唯一 神 の 実在 を 
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見 失っ て きた の で ある 。 その 理性 は 次 々 と 医 念 に 惑 わ さ れ 、 思想 の 混乱 
を も た ら す の で あっ た 。 今 さら ここ で 人 間 の 判断 の 誤り を 説く まで も な 
いで あろ う 。 

死後 の 生命 に 関し て も 、 人 間 は 多く の 誤っ た 考え 方 を し て きた 。 た と 
えば 人 間 は 死ん だ ら す べ て 灰 千 に 帰し 復活 な ど あ りえ な いと し た り 、 あ 
る い は 人 間 は 現実 に この 世に お いて 繰返し 生ま れ 変 わり 、 来 る べき 輸 
の 中 で 負 せ られ た り 報 いら れる と いう 類 の 考え 方 を し て きた 。 

人 の 道 に な る と も っ と 難し く な っ て くる 。 人 間 の 知性 だ け を 頼り に し 
て 唯一 神 の 亮 し 給 う 完全 に 調和 し た 人 の 道 を 規定 する こと は 非常 に 難 
し い 。 最高 の 理性 と 知性 を 備え た 高い 見 識 と 豊富 な 思索 経験 を 持っ て い 
る 人 で すら 、 人 間 の 生命 と 生き 方 に つい て 正しい 考え 方 を 形成 する 可能 
性 は 薄い 。 人 生 と は 何 か を 思索 し 続け 、 悟っ た と し て も 、 まだ 自分 が 本 
当 に 真理 を 悟り 正しい 道 を 歩ん で いる の が その 自信 が 揺らぐ こと が あ 
る 。 

人 間 の 理性 と 知性 と 知識 を 最も 完全 か つ 公 平 に 試す 方 法 は 、 外 か ら の 
誘導 な し で 自分 の 持っ て いる も の だ け に 頼る こと で ある 。 そ れ ぞ れ 正 し 
い 生 き 方 を 求め よう と 苦心 する が 、 その 場合 、 覧 明 に 求道 し 努力 し て 真 
理 と 正義 に 達し た 者 は 成功 と 教 い を 得 、 真 理 と 正義 に 達し な い 者 は 敗北 
し 去る の で ある 。 し か し な が ら 唯 一 神 は 人 間 を この よう な か な 過酷 な 試練 よ 
り 免れ させ 給 う た 。 唯 一 神 は 人 間 に 対 する 素 悲 と 慈愛 と を も っ て 人 間 の 中 
か ら 真 に 人 間 ら し い 人 間 を 召し 給 い 、 生き る 意味 と 目的 、 死後 の 生命 に 
つい て 教え 、 そ れ に 従う な ら ば 必ず 成功 し 永遠 の 喜び を 得 ら れる 道 を 示 
され た の で ある 。 この 選ば れ た 人 々 は 唯一 神 の 使徒 た ち 、 預言 者 た ち で 
ある 。 唯一 神 は これ ら の 人 々 に ワー ヒ イ (啓示 ) と いう 手段 に よっ て 知 
識 と 知恵 を 伝達 され た 。 この 唯一 神 の 伝達 を 記し た 書物 は 、「 神 の 書 」 
また は 「 神 の 御 言葉 」 と 呼ば れる 。 人 間 の 艇 知 と 知性 の 試み は 、 預言 者 
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の 純粋 で 散 神 な 生涯 を くわ し く 知 り 、 精 魂 を 傾け て その 貴 き 教 え を 学ん 
で か ら 、 唄 一 神 の 使者 を 認め る か 否 か に か か っ て いる 。 正しい 考 知 と 健 
全 な 良 議 を 持つ 人 は 、 唯 一 神 の 使者 が も た ら す 真理 を 事実 と 認め その 教 
え を 受け 入れ る 。 も し 人 人 が 肉 一 神 の 使者 と その 教え を 拒む な ら ば 、 それ 
は その 人 に 真理 と 正義 を 見 出す 能力 が な いこ と を 表わし て いる 。 そ し て 
この 真理 を 拒む 者 は 試練 に 失敗 し た の で ある 。 この よう な 人 は 唯一 神 と 
唯一 神 の 法 と 死後 の 生命 に 関す る 真理 を 見 出す こと は で き な い で あろ 
り 。 


2. 未知 の 信仰 


日 頃 私 た ち は 何 か 知ら な いこ と が ある と 知っ て いる 人 に 尋ね 、 そ の 人 
の 言葉 を 信じ 頼る 。 も し 病気 に か か り 自 分 で 治療 で き な い 時 は 医者 の 診 
断 を 受け 、 疑 問 な く 医 者 の 診断 を 受け 入れ て それ に 従う 。 な ぜ だ ろう か 。 
それ は 医者 が 医学 的 な 助言 を 与え る 立場 に あり 、 多 数 の 患者 を 扱い 治療 
し た 経験 が なあ る か ら で あ る 。 医 者 の 忠告 を よく 守り 医者 が 勧め る こと を 
行ない 、 禁ず る こと を 避け る 。 同様 に 、 法律 の 問題 に お いて も 法律 の 専 
門 家 の 言葉 を 信用 し 、 それ に 従っ て 行動 する 。 教育 の 場合 も 教師 や 先生 
を 信じ 、 その 教え を 真実 と し て 受け 入れ る 。 ある 場所 へ 行く の に た また 
ま 道 を 知ら な い 時 は 、 その 道 を 知っ て いる 人 に 和 虹 ね 、 教え られ た 道 を 行 
く 。 要する に 知ら な いま た は 知る こと が で き な い 物事 に つい て 、 普段 日 
常 生活 で 選ぶ 正しい 方 法 は 、 そ れ を 知っ て いる 人 に 助言 を 仰ぎ それ に 従 
っ て 動く こと で ある 。 そ の 物事 や 問題 に 認識 不 十分 な 場合 は それ を 知っ 
て いる 人 を 苦心 し て 探し 、 そ の 助言 を 受け 入れ る 。 そ の 場合 、 こ れ と 思 
う 人 を 選ぶ の に あら ゆる 努力 を する で あろ う 。 し か し ふさ わし い 人 を 選 
ん だ な ら ば 、 問題 な くそ の 人 の 忠告 を 受け 入れ る だ ろう 。 この よう な 信 
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じ 方 は 「 未 知 の 信仰 」 と 呼ば れる 。 自分 の 知ら な い 事 を 知っ て いる 人 に 
頼る か ら で あ る 。 こ の よう に 以前 に 知ら な か っ た こと を 信じ た り 信 仰 し 
た りす る こと は 「 未 知 の 信仰 」( イ ー マ ー ン ・ ビ ピル ・ ガ イブ ) と 呼ば れ 
る 。 

イー マー ン ・ ビ ル ・ ガ イプ と は 知ら な か っ た 物事 に つい て の 知識 を 、 
それ を 知っ て いる 人 か ら 得 る と いう こと で ある 。 神 と 神 の 本 性 を 知ら な 
いと する 。 唯 一 神 の 天使 た ち が 唯 一 神 の 命 に 従っ て 全 宇宙 の 機構 を 統 べ 、 
四方 人 方 で あな た 方 を 取り 囲ん で いる と いう こと に 気付 か な い 。 創 造 才 
の 喜 し 給 う こと を 求め る に は どう いう 人 生 の 道 を 辿 ら ね ば な ら な いか 
が 分 か ら な い 。 来世 の 生命 に つい て も また 全く 盲目 で ある 。 これ ら す べ 
て の 事柄 に 関す る 知識 は 、 至 高 者 と 直接 に 接触 を 持ち 正しい 知識 を 授 か 
っ て いる 預言 者 を 通じ て 授け られ て いる の で ある 。 預言 者 と は 誠実 さ 、 
清廉 、 真実 、 さ ら に 絶対 的 に 純潔 な 生活 に よっ て 、 その 知識 を 持っ て い 
る と 公言 し て いる 真実 を 明白 に 証明 で きる 人 で ある 。 そ し て な に より や 
まず 、 預 言 者 の 八 知 と 警告 の 力 その も の が 、 真 理 を 説く 説教 が 信頼 に た 
り 、 か つ 従 うに 値する と 聞く 者 に 思わ せる の で ある 。 この よう な 確信 が 
イー マー ン ・ ビ ル ・ ガ イプ で ある 。 真理 を 判断 し 真理 を 認め る 態度 ( イ 
ー マ ー ン ・ ビ ル ・ ガ イプ) は 唯一 神 に 従う た め に 、 ま た 唯一 神 の み し 
給 う こと と 一 致し て 行動 する た め に 不可 欠 で ある 。 な ぜ な ら ば 真 の 知識 
を 得る た め に は 、 唯一 神 の 使徒 の 他 に 仲介 者 が 存在 し な いし 、 また 正確 
な 知識 が な けれ ば 、 イ スラ ー ム の 道 を 正しく 進む こと は で き な い か ら で 
ある 。 
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第 3 章 預言 


本 書 で これ まで 論じ し て きた こと は 次 の 3 つ に 要約 する こと が で きる 。 

1、 まず 、 人 間 の 正しい 道 は 唯一 神 の 教え に 従っ た 生活 を する こと で あ 
る 。 唯 一 神 を 知り 、 唯一 神 に 従い 、 唯一 神 を 信じ る 生活 を する た め 
に は 次 の こと を 知る こと が 不可 欠 で ある 。 唯一 神 の 真性 、 唯一 神 が 
頁 ば れる こと と 慌 わ れる こと 、 唯 一 神 の 選び 給 う 道 お よび 唯一 神 の 
審判 の 日 。 そ し て これ ら を 知る こと が 根本 で あり 真実 で ちや る こと を 
固く 信じ る こと 。 こ れ が イス ラー ム で ある 。 

2、 次 に 、 唯 一 神 は 人 間 に 個人 の 努力 だ け で この 知識 を 得る と いう 困難 
な 仕事 を 免れ させ られ た 。 唯一 神 は 普通 の 人 々 に は この 試練 を 課せ 
られ な か っ た 。 唯一 神 は この 知識 を 人 類 の 中 か ら 選 ば れ た 預言 者 に 
啓示 し 、 唯 一 神 の 意志 を 人 類 に 伝え 人 間 に 正しい 道 を 示す よう に 預 
言 者 に 命じ し られ た 。 

3、 最後 に 、 一般 の 人 々 の 義務 は 預言 者 を 認め る こと で ある 。 そ の 預言 * 
者 が 唯一 神 の 本 当 の 預言 者 で ある こと を 確か め て か ら 、 預 言 者 と そ 
の 教え を 信じ 、 預言 者 に 心から 従い 、 そ の 模範 的 な 生き 方 に 従っ て 
生き る こと で あり 、 そ れこ そ が 救済 へ の 道 で ある 。 


この 章 で は 、 預 言 者 の 性 質 と 歴史 お よび その 特質 に つい て 論じ し て いる 。 
1. 預言 者 一 その 性 質 と 必要 性 
人 は 、 唯 一 神 が 慈 愛 を も っ て 人 間 が この 宇宙 で 必要 と する 一 切 の も の 


を 授け 給 うた こと を 知っ て いる 。 生 まれ た て の 赤ん坊 は それ ぞ れ の 機能 
を 持っ た 五感 と 身体 、 そ し て 感じ る た め の 心 を 授け られ て この 世に 出 て 
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くる 。 人間 が 必要 と する あら ゆる 潜在 力 、 能力 、 機能 は 細心 の 考慮 も 払 
っ て 創 られ 、 敬 くべ き 精 巧 さ で ちっ ぽ け な 身体 の 中 に 組み 入れ られ て い 
る 。 微小 な あら ゆる 必要 物 も 予知 され 与え られ て いる 。 人 間 が 必要 と す 
る も の は 洩れ な く 与 えら れ て いる の で ある 。 

同じ こと は 、 我々 が 住ん で いる 地球 に つい て も 言え る 。 人 間 の 生存 に 
不可 欠 な も の 一 空気 、 光 、 熱 、 水 は 地球 に 溢れ て いる 。 幼児 は 目 を 開け 
る や 否や 母親 の 胸 の 中 に ある 生命 の 橋 を 見 出す 。 両 親 は 子供 の 面倒 を 見 、 
すく すく と 成長 させ 、 子 供 の 幸福 の た め に は 自分 の 一 切 を 犠牲 に し よう 
と いう 抗 し 難い 衝動 が 植え 付け られ て いる 。 子 供 は この よう な 生存 の 底 
護 の 下 で 成長 し 、 人 生 の あら ゆる 段階 で 必要 と する 一 切 の も の を 自然 か 
ら 得 る 。 生 存 と 成長 の た め の あ ら ゆ る 物質 的 条件 は 与え られ て いる 。 
我々 は 全 宇宙 が 人 間 に 奉 仕 し あら ゆる 局面 で 人 間 に 役 に 立っ て いる こ 
と を 知る 。 

更に 人 間 は 生存 競争 に 必要 な あら ゆる 能力 と 機能 一 肉体 的 に も 精神 
的 に ゃ 道徳 的 に も ー に 恵まれ て いる 。 こ こ で も 唯 一 神 は 素晴らし い 配 慮 
を 示し 給 う た 。 唯 一 神 は これ ら の 恵み を 厳密 に 平等 に は 与え られ な か っ 
た 。 唯一 神 の 恵み が 平等 で ちる な ら ば 、 人 間 は 相互 に 信頼 し 合わ な く な 
り 、 お 互い の 気づか いと 協力 の 可能 性 が 損なわ れる で あろ う 。 この よう 
に 人 類 全 体 と し て は 必要 と する あら ゆる も の を 持っ て いる が 、 し か し 人 
間 の 間 で は 天風 の 能力 は 平等 に か つ 十 二分 に 分 配 さ れ て は いな い 。 あ る 
者 は 強い 肉体 を 持ち 、 ある 者 は 知 的 な 才能 に 秀 で て いる 。 ある 者 は 偉大 
な 文才 を も っ て 生ま れ 、 ある 者 は 雄弁 の 才能 を 持ち も 、 ま た ある 者 は 優れ 
た 軍事 的 能力 を 持ち 、 更 に 商業 に 長け る 者 、 数 学 の 天才 、 科 学 へ の 情熱 、 
文学 鑑賞 、 哲 学 的 志向 を 持つ 者 な ど ・・・・ 数 え 上 げ れ ば きり が な い 。 
人 間 は 特別 な 才能 を 持つ た め に 個性 が あり 、 他 の 人 が 理解 で き な い よう 
な 複雑 で 込み 入っ た こと を も 捉え る こと が で きる の で ある 。 これ ら の 洞 
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宗 力 、 傾向 、 才能 は 唯一 神 の 贈物 で ある 。 そ れ ら は 唯一 神 が あ る 一 定 の 
特性 を 授け よう と 思 如 され た 人 間 の 性 質 の 中 に 具体 化 さ れ て いる 。 これ 
ら の 才能 は 大 部 分 生ま れ な が ら の も の で あり 、 単 に 教育 や 訓練 に よっ て 
得る こと は で き な い 。 

この 唯一 神 の 贈物 に 対す る 配慮 を 注意 深く 観察 し て みる と 、 そ の 才能 
が 驚く ほど うま く 人 間 に 分 配 さ れ て いる こと が 明らか に な る 。 人 間 の 文 
化 を 保つ た め に 一 般 に 不可 欠 な 才能 は 普通 の 人 間 に 与 えら れ て いる が 、 
限ら れ た 程度 の み 要求 され る 特殊 な 才能 は 少数 の 人 間 だ け に 与え られ 
て いる 。 兵 士 、 農民 、 職 人 、 労 働 者 の 数 は 多い 。 し か し 将軍 、 学 者 、. 政 
治 家 、 知 識 人 は 比較 的 少数 で ある 。 同 じ こ と は 、 職業 、 芸術 、 文 化 事業 
に つい て も いえ よ 2 う 。 高い 能力 と 偉大 な 天才 で あれ ば ある ほど 、 それ を 
持つ 人 間 の 数 が 少な いこ と は 一 般 的 に 妥当 で ある 。 人 間 の 歴史 に 不朽 の 
足跡 を 残し 、 そ の 影響 が 何 世紀 間 も 人 類 を 導く よう な 超 天 才 は 極め て 稀 
で ある 。 そ の 天 由 の 才能 を 持つ 人 に いた っ て は 更に 少な い 。 

ここ で も う ひ と つの 疑問 に 直面 する 。 人 間 の 文化 が 絶対 的 に 要求 する 
の は 、 法 律 と 政治 、 科学 と 数 学 、 技術 と 機械 学 、 財政 と 経済 等 々 の 分 野 
の エキ スパ ー ト と 専門 家 だ け で あろ うか 。 それ と も 人 間 の 文化 は 「 正 し 
い 道 」 一 唯一 神 と 示 い へ の 道 一 を 人 類 に 教え る 人 間 の 出現 も また 要求 す 
る の で あろ うか 。 そ の 道 の 権威 者 達 は この 世 の あ ら ゆ る 知識 と それ を 利 
用 する 方 法 と 手段 を 我々 に 提供 する が 、 し か し 創造 の 目的 と 人 生 その も 
の の 意味 を 我々 に 教え る 人 が いな く て は な ら な い 。 人 間 と は 何 か 、 ま た 
何故 に 人 間 は 生ま れ て きた の か 。 誰 が 人 間 に あ ら ゆる 能力 と 資源 を 与え 
た の か 。 ま た その 理由 は 。 人 生 の 正しい 目的 と は 何 か 、 い か に し て その 
目的 を 成就 すべ きか 、 人 生 の 正しい 価値 と は 何で あり 、 いか に し て その 
価値 に 達する こと が で きる の か 。 これ ら の 疑問 は 人 間 が 最も 知り た いと 
思う 事柄 で あり 、 こ れ ら を 知ら な けれ ば 人 間 は 健全 な る 基礎 の 上 に 文化 


30 


の 暴 堂 を 簿 く こと は で き な い し 、 ま た 現世 に お いて も 来世 に お いて も 成 
功 す る こと は 難し い 。 し か し 必要 と する 最も 此 細 な も の まで 人 間 に 授 け 
られ た 唯一 神 が 、 人 間 の 最も 本 質 的 で 強い この 要求 を 知ら れ な い は ず が 
な い 。 断じて そん な こと は あり えな い 。 事実 また そう で は な い 。 唯一 神 
は 芸術 と 学問 に 非 過 な 人 間 を 創 ら れ た が 、 そ の 人 が 唯一 神 を 知り 理解 す 
る よう に 深い 洞察 力 と 純粋 な 直感 力 と 最高 の 能力 を 与え 給 う た の で あ 
る 。 神 御 和 目 身 が その 人 々 に 信心 と 敬 度 と 正義 の 道 を 啓示 し 給 う た 。 唯一 
神 は 人 生 の 目的 と 道徳 の 価値 を その 人 々 に 教え 給 い 、 そ の 啓示 を 人 類 に 
伝え 正しい 道 を 示す 義務 を 託さ れ た 。 そ の 人 々 こそ 預言 者 で あり 唯一 神 
の 使徒 で ある 。 
預言 者 は 特別 の 才能 と 生ま れつ き の 精 神 的 傾向 、 議 虚 で 意義 深い 生活 
に よっ て この 世に 高く そびえ 立つ 人 で ある 。 預 言 者 は 芸術 や 学問 上 の 天 
才 達 と 同じ よう に 、 希 有 な 能力 と 生ま れつ き の 天 才 を 兼ね 備え た その 英 
窒 は 意 爽 と し て いる 。 天才 的 な 人 間 は 人 を 感服 させ る 風格 を 持ち 、 人 を 
し て 直ちに 天才 で ある こと を 認め させ 、 納 得 さ せる 何 も の か を 持っ て い 
る 。 た と えば 天性 の 詩人 の 詩 に 接する と 、 我々 は 彼 が 非常 な た 天才 で ある 
こと を 認め る 。 も し 生ま れ な が ら の 才能 を 持た な い 人 が 文芸 で 一 家 を 成 
そう と 最大 の 努力 を し た と ころ で 真 の 成功 は 期し 得 な いで あろ う 。 同 じ 
こと は 生ま れ な が ら の 雄弁 家 、 著述 家 、 指導 者 、 発明 家 に つい で も いえ 
る 。 こ の よう な 天才 は すべ て 素 本 ら し い 能 力 と 英 く べき 業績 に よっ て 卓 
越し 、 値 の 人 々 の 追従 を 許さ な い 。 預 言 者 に つい て も 同じ こと が いえ る 。 
預言 者 の 心 は 他 の 人 々 の 心 で は 捉え られ な い 癌 題 を 把握 する 。 預 言 者 は 
他 の 人 が 論じ る こと の で き な い 物事 を 論じ 、 新 し い 光 を 投げ つけ る 。 預 
言 者 は 、 何 年 も 深く 思案 し 由 想 し て も 誰 一 人 と し て 理解 で き な か っ た 微 
妙 で 複 維 な 間 題 を 看破 する 。 理性 も 預言 者 の 説く と ころ を 認め 、 心 も そ 
の 真理 を 直感 する 。 日 常 の 出来 事 の 経験 と この 世 の 様 相 を 観察 し て みて 
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も 、 預言 者 の 口 か ら 出 る すべ て の 言葉 は 真実 で ある こと が 分 か る 。 し か 
し 我々 が 同じ よう な こと を 試み て も 、 結局 失敗 に 終わ っ て し ま う 。 預言 
者 の 気質 は 非常 に 善良 、 純 粋 で 、 そ の 本 質 は すべ て の 面 に お いて 真実 、 
率直 、 高 足 で ある 。 預 言 者 は 決し て 不正 を 言っ た り 行 な っ た り し な いし 、 
どん な 悪事 も 犯さ な い 。 預言 者 は 善行 と 正義 を 哉 無 し 、 他人 に 説教 する 
こと を 自ら 実践 する 。 預 言 者 の いか な る 行為 も 彼 の 生活 が 彼 の 信仰 告白 
と 一 致し て いる こと を 示し て いる 。 預 言 者 の 言葉 も 行為 も 決し て 個人 的 
な 利益 に よっ て 動か され る こと は な い 。 預言 者 は 他人 の 幸福 の た め に 苦 
し み 、 自 分 の 名 誉 の た め に 決し て 他人 を 燥 わせ な い 。 預言 者 の 全 生 涯 、 
- 全 生活 は 真実 と 高貴 と 純粋 と 高 な る 思案 の 典型 的 な も の で あり 、 人 間 
_ 性 の 最も 高揚 し た 形 で ある 。 預言 者 の 人 格 は 非 の 打 ち ど ころ が な く 、 い 
くら あら を 探 そう と し て も 彼 の 生活 に は ひと つの 欠点 も 見 出せ な いで 
あろ う 。 こ れ ら すべ て の 事実 と これ ら す べ て の 品格 は 彼 が 正真正銘 の 唯 
一 神 の 預言 者 で あり 、 我 々 は 彼 を 信じ な けれ ば な ら な いと いう 結論 に 到 
達する 。 
この よう な 人 が 唯一 神 の 本 当 の 預言 者 で ある こと が 明らか に 解れ ば 、 
我々 の 当然 な すべ き 次 の こと は 預言 者 の 言葉 を 受け 入れ 、 そ の 教え に 耳 
を 傾け 、 その 言う と ころ に 従う こと で ある 。 逆 に 預言 者 の 言 に 従わ な い 
こと は 唯一 神 に 従わ む な か いこ と に な る 一 そし て 唯一 神 へ の 不服 従 は 我々 
を 滅亡 と 堕 落 に 導く 以外 の な に も の で も な い 。 その た め 、 預言 者 を 容認 
する こと 自体 が その 教え を 財 め る こと を 義務 づけ させ 、 絶 対 に 異議 を 挟 
むこ と な く 教 え を 受け 入れ させ る の で ある 。 あな た 方 は も ろ も ろ の 命令 
の 考 智 と 有 泡 性 を 十分 に 把握 する こと は で き な い か も し れ な い が 、 そ の 
教え が 預言 者 か ら 出 た 限り は それ が 真実 で ちあ る こと を 十分 に 保証 し 、 医 
念 の 余地 を は さむ こと は で き な い 。 あ な た 方 が 理解 で き な い か ら と いっ 
て 真理 が 欠点 や 誤り を 持っ て いる の だ と いう こと に な ら な い 。 普 通 の 人 
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の 理解 力 に は 限界 が あり 、 その 限界 を 無視 する こと は で き な い 。 ある 分 
野 の 技能 を 知ら な い 人 は その 精巧 優秀 さ を 完全 に 理解 で き な い 。 し か し 
そう いう 人 が 彼 自 身 その 道 を よく 知ら な いか ら と いう 理由 だ け で その 
専門 家 の 言 うこ と に 反 双 する の は ば か げ て いる 。 こ の 世 の あ る 重要 な 事 
柄 に お いて 専門 家 の 助 言 を 求め る 場合 、 あ な た が た は その 専門 家 を 信頼 
し て 依頼 する 。 自 分 の 判断 と 解 収 を 捨て 、 専 門 家 に 心 よ り 従 う で あろ う 。 
普通 の 人 間 は この 世 の あ り と あら ゆる 学問 や 技能 を 修得 で きる も の で 
は な い 。 そこ で 一 般 の 人 々 に と っ て 正しい 道 は 、 自分 で で きる こと は 自 
分 で 行ない 、 で き な い こと は 自分 を 導き 助け て くれ る の に 相応 し い 人 を 
見 つけ る た め 、 知恵 と 頭脳 を 働か し 、 その よう な 人 を 見 出す と 彼 の 助言 
を 受け 容れ 、 彼 に 従う こと で ある 。 この 人 が 自分 の 目的 に 最も 有益 で 最 
上 の 人 間 だ と 確信 する な ら ば 、 その 人 に 助言 と 指導 を 表 願 し 、 心から そ 
の 人 を 信頼 する こと で ある 。 法律 上 の 事件 で 弁護 士 に 依頼 する と き に 、 
あな た が た は 弁護 士 の や る こと な すこ と に ひと つ ひ と つつ 千 渉 し な い 。 む 
し ろ 弁 護 士 を 信頼 し 彼 の 忠告 に 従う だ ろう 。 医 者 の も と に 治療 し に 行く 
な ら ば 、 医者 の 指示 に 従う で あろ う 。 医学 上 の 事柄 に で し ゃ ば る こと も 
し な いし 、 理 論 上 で 自分 の 方 が 勝っ て いろ る から と 言っ て 医者 と 議論 を す 
る こと も な いで あろ う 。 こ れ が 人 生 の 正しい 態度 で ある 。 同じ こと が 宗 
教 に お いて も いえ る 。 あ な た が た は は 唯一 神 を 知り た いと 念願 し て いる 。 
唯一 神 の 各 し 給 う と ころ に 従っ た 生き 方 を 知り た いと 念願 し て いる 。 だ 
が あな た が た は これ を 知る 手段 を 持た な い 。 それ 故に 、 唯一 神 の 本 当 の 
預言 者 を 探す こと が あな た 方 の 義務 に な る 。 預 言 者 を 探す に は あな た が 
た の 最大 の 苦心 と 洞察 力 と 知恵 を 動員 し な けれ ば な ら な い 。 な ぜ な ら も や 
し 預言 者 に 悪い 人 間 を 選ぶ な ら ば 、 悪 へ の 道 に 陥っ て し まう か ら で あ る 。 
し か し あら ゆる 事情 を 正しく 照合 し 、 考 察し て 、 こ の 人 こそ 本 当 の 唯 
神 の 預言 者 で ある と 決め る な ら ば 、 あ な た が た は 心から 彼 を 信頼 し 彼 の 
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あら ゆる 教え に 中 実に 従わ なけ れ ば な ら な い 。 

今や 、 人 間 の 正しい 道 は 預言 者 が 示す 道 、 し か も それ の み で あり 、 人 
間 の 正しい 生き 方 は 預言 者 が 唯一 神 か ら 聞 いて 我々 に 教え る 生き 方 だ 
け で ある と いう こと が 明らか に な っ た 。 我 々 は 預言 者 を 信じ 預言 者 に 従 
うこ と は あら ゆる 人 間 に 絶 対 必要 で あり 、 預 言 者 の 教え と 預言 者 その も 
の を 無視 ずる 者 は 自ら 墓穴 を 掘っ て 正しい 道 か ら 人 逸脱 し 、 迷 路 に 入り 込 
む 者 で ある こと が 容易 に 理解 で きる で あろ う 。 

この 点 で 我々 は 奇妙 な 誤解 を し や すい 。 表 言 者 の 完全 さ と 真実 さ を を 認 
め て も 、 預 言 者 を 敬愛 する 心掛け な く 、 また 自分 の 処世 上 の 都合 で 預言 
者 に 従わ な い 人 々 が いる 。 こ の よう な 人 々 は カー フィ ル (不信 仰 者 、 背 
教徒 ) で ある だ け で な く 、 不 自然 な 量 か し い 生 き 方 を し て いる の で ある 。 
何故 な ら ば 、 預 言 者 を 認め て いな が ら 預 言 者 の 教え に 従わ な いこ と は 、 
まさ し く 自 ら 己 の 心 を 裏切り 故意 に 不 真 実 を 求め て いる こと に 他 な ら 
な いか ら で あ る 。 世 に これ より も や 愚か な こと が ある だ ろう か 。「 我 々 は 
預言 者 の 導き な ど 必 要 と し な い 。 我 々 自身 で 真理 へ の 道 を 見 出す で あろ 
う 。」 と 言う 人 々 が いる 。 これ も また 誤っ た 仙 慢 な 考え 方 で あめ る 。 あ な 
た 方 は 幾何 学 を 学ん だ な ら ば 、 二 点 の 間 に た だ ひと つの 直線 だ けが あり 、 
その 他 の あら ゆる 直線 は その 点 か ら 外 れ 、 そ の 点 を 通ら な いと いう こと 
を 知っ て いる に 違い な い 。 イス ラー ム の 用 語 で スィ ラー ト ・ ル ・ ム スタ 
キー ム ( 真 直ぐ な 道 ) と 呼ば れる 真理 へ の 道 に つい て も や 全く 同様 で ある 。 
この 道 は 人 間 か ら 始 まり 真直 ぐ 唯 一 神 に 通じ し 、 こ の 道 は た だ ひと つ で あ 
り 、 ひ と つ で な けれ ば な ら な い 。 そ の 他 の あら ゆる 道 は 外れ 道 で あり 、 
迷路 に 通し て いる 。 その 道 を 無視 し 、 他 の 方 向 を 求め る 者 は た だ 自ら の 
想像 、 幻想 の と りこ に すぎ な い 。 彼 は ある 道 を 選び それ が 正しい と 想像 . 
する が 、 間 も な く 自 分 が 罠 に か か り 、 自分 の 想像 が 作り 出し た 貴 八 百 と 
迷路 に 陥っ て いる こと が 解る だ ろう 。 道 に 迷っ て いる と き 、 親 切な 人 が 
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正しい 道 を 教え て いる の に 、「 あ ん た な ん か の 指示 を 受け な いし 、 道 な 
ん か 教え て 貰い た くも な い 。 未 知 な と ころ で も 自分 で 手探り で 道 を 探す 
し 、 好 き な よ うに 目的 地 に 達する さ 。」 と 言っ て 、 親 切な 人 の 指図 を き 
っ ぱり 無視 する よう な 人 間 を あな た が た は 考え る こと が で きる だ ろう 
か 。 預言 者 の 明瞭 な 指導 が ある の に 、 こ の よう な 拒否 を する な ら ば 、 全 
く 愚 劣 の 極み で ある 。 出発 点 か ら 再び 出 直 そ うと する な ら ば 、 それは 時 
間 と 精 カ の 大 いな る 浪費 で あろ う 。 我 々 は こん な 無駄 な こと を 科学 や 学 
問 の 分 野 で は 決し て し な い 。 し か る に 何故 宗教 に お いて は 敢えて 愚か な 
こと を する の だ ろう か 。 

これ は よく ある 過ち で ある が 、 少 し 考え て みれ ば その 欠点 と 弱点 が す 
ぐに わか る 。 あな た が た が 少し 立ち 入っ て 考え る な ら ば 、 本 当 の 預言 者 
を 信じ る こと を 拒絶 する 者 は 唯一 神 に 至る 真直 ぐ な 道 を 見 出す こと は 
で き な い こと が わか る で あろ う 。 その 理由 は 、 真実 な 人 間 の 忠告 を 信じ 
よう と し な い 者 は ひね くれ た 態度 を 取る か ら 真 理 へ の 道 は 彼 か ら 郊 れ 、 
彼 は 自ら の 頑固 、 短 慢 、 偏 見 、 曲解 の 虜 に な る か ら で あ る 。 ま た この 拒 
絶 は し ば し ば 、 偽り の 人 慢 、 盲 目 の 保守 主義 、 先祖 代 々 の 生き 方 に 対す 
る 固執 、 自分 自身 の 和 米 小 な 願望 の 虜 の た め に 、 預言 者 の 教え に 服従 する 
こと を 不可 能 に させ る 。 も し 我々 が 今 述 べた 事態 に 陥る な ら ば 、 真理 へ 
の 道 は 閉ざさ れる 。 世 の すね 者 の よう に 物事 を 真実 の 人 り な い 観 点 か ら 
見 る こと が で き な く な る の で ある 。 そ うな れ ば 教 い の 道 を 見 出す こと は 
で き な い 。 こ れ に 反し て 、 我々 が 誠実 で 真理 を 愛し 、 上述 の 事態 に と ら 
われ て いな いな ら ば 、 真 実 の 道 は 常に 我々 に 開か れ 、 預言 者 を 信じ よう 
と し な い 理 由 は 見 つか ら な い は ず で ある 。 預 言 者 の 教え ん の 中 に 我々 の 魂 
の 反映 その も の を 見 出し 、 預 言 者 を 発見 する こと に よっ て 我々 自身 を 再 
発見 する の で ある 。 

何より も まず 重要 な こと は 、 本 当 の 預言 者 は 神 御 自身 に よっ て 創 られ 
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た と いう こと で ある 。 預言 者 を 人 類 に 遣わ し 、 人 間 に 唯 一 神 の 意志 を 伝 
達 させ られ た の は 唯一 神 で ある 。 預 言 者 を 信じ 預言 者 に 従う こと は 唯一 
神 の 命令 で ある 。 だ か ら 、 唯一 神 の 使い を 信じ よう と し な い 者 は 、 現実 
に 唯一 神 の 命令 に 従う こと を 拒絶 し た 者 で あり 、 反逆 者 と な る 。 例え ば 
ー 国 の 元首 の 遭わ し た 総督 の 権威 を 認め よう と し な い 者 は 、 現 実に は そ 
の 元首 の 権威 その も の を 拒絶 し た こと に な る 。 こ の よう な 不 散 の 人 は 反 
逆 者 と され る 。 唯一 神 は 宇宙 の 支配 者 、 元 首 、 王 の 王 で ある 。 唯一 神 の 
使者 と 伝道 者 の 権威 を 認め 、 唯 一 神 の 遣わ し 給 う た 預言 者 と し て 従う こ 
と は 、 あら ゆる 人 間 が 頁 任 を 持っ て な すべ き 義 務 で ある 。 唯一 神 の 預言 
者 に 痛 を 向け る 者 は た と え 唯 一 神 を 信じ し て いよ う が 信 じ し て いま い が カ 
ー フ ィ ル ( 背 教 者 ) で ある 。 


2. 預言 者 の 歴史 


ここ で 預言 に 関す る 歴史 を 調べ る こと に し よう 。 ど の よう に し て この 
長い 連鎖 が 始ま り 、 ど の よう に し て 唯一 神 の メッ セー ジ が 次 第 に 打 明 か 
され 、 送 に は 最後 か つ 最 高 の 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) に 
至っ た か を 調べ る 。 

人 類 は 最初 一 人 の 人 間 か ら 始 まっ た 一 アー ダム (アダ ム ) で ある 。 人 
間 の 家族 が 成長 し 人 類 が 分 か れ た の は アー ダム (アダ ム ) か ら で あ る 。 
この 世に 生ま れ た あら ゆる 人 間 は 結局 あの 最初 の 夫婦 アー ダム (アダ 
ム ) と ハウ ワー (イブ) 一 に 端 を 発し て いる の で ある 。 

*※ 注 これ は 非常 に 重要 で 革命 的 な 概念 で ある 。 そ の 倫理 的 な 帰結 は 人 類 の 
ー 体 化 と 人 間 の 平等 で ある 。 人 間 を 階級 、 皮 膚 の 色 、 人 種 、 領 土 の 相 違 に 基 づ 
いて 分 類する の は 出 劣 で も る 。 ナ ショ ナリ ズム と 偏狭 な 人 種 主義 と 残虐 な 反 セ 
ム 運 動 が 世界 を ず た ず た に 引き 肌 い て きた 時 代 に お いて 、 こ の 人 類 の 一 体 化 の 
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信条 は 将来 へ の 強力 な 光明 で ある 。 一 編者 

また 人 間 の 起源 を 科学 的 に 研究 し て みる と 、 世 界 の 各地 で いろ いろ な 
人 間 が 、 同 時 に また は 異な っ た 時 期 に 生ま れ た の で は な いこ と は 明らか 
で ある 。 大 多数 の 科学 者 も また 最初 に 一 人 の 人 間 が 誕生 し 、 そ し て 全 人 
類 は この 同じ 一 人 の 人 間 か ら 出 て いる と いう 説 を 支持 し て いる 。 

地上 の 最初 の 人 間 で ある アー ダム (アダ ム ) は また 唯一 神 の 最初 の 預 
言 者 と し て 任 ぜ られ た の で あっ た 。 唯 一 神 は その 宗教 エイ スラ ー ム ー を 
アー ダム (アダ ム ) に 啓示 し 、 イ スラ ー ム を 子孫 に 伝導 する よう に 命じ 
給 う た 。 すなわち 人 間 に 、 アッラー は 唯一 で あり 世界 の 創造 者 で あり 支 
配 者 で ある こと 、 ア ッ ラ ー は 宇宙 の 主人 で 人 間 は アッ ラー の み 礼 拝 し 従 
うこ と 、 人 間 は いつ の 日 か アッ ラー の 許 に 帰ら ね ば な ら ず 、 アッラー の 
み に 助け を 求め る べき で ある こと 、 人 間 は 唯一 神 の 嘉 し 給 う と ころ に 1 
っ て 善良 で 謙 典 で 正義 の 生き 方 を せ ね ば な ら ず 、 そ うす れ ば 唯一 神 か ら 
良い 報い を 恵まれ 、 唯 一 神 に 育 を 向け 従わ な いな ら ば 、 人 間 は 現世 で も 
来世 で も 和 失敗 者 と な り 不 信仰 と 不 従 若 の ゆえ に 厳重 に 名 せ られ る こと 、 
これ ら の こと を 人 間 に 伝え る よう に 唯一 神 は アー ダム に 命じ 給 うた 。 

アー ダム の 子孫 の うち で 善良 な る 者 は アー ダム に よ っ て 示さ れ た 正 
し い 道 を 選ん だ が 、 悪 い 者 は 彼ら の 父 の 教え を 捨て て 座 第 に 邪道 に 踏み 
入っ て いっ た 。 あ る 者 は 太陽 と 月 と 星 を 崇拝 し 始め 、 あ る 者 は 樹木 と 動 
物 と 河川 を 崇拝 し だ し た 。 ある 者 は 、 空気 や 水 や 火 や 健康 や その 他 自 然 
の あら ゆる 恵み と 威力 は それ ぞ れ 異な っ た 神々 の 支配 下 に ある か ら 、 そ 
れ ぞ れ の 神々 を 礼拝 し て 慰め な けれ ば な ら な いと 信じ た 。 こ の よう に し 
て 無知 な 多神教 と 偶像 貯 拝 を 生み 出し 多く の 宗教 が 形成 され た 。 これ は 
アー ダム の 子孫 が 地球 上 いた る 所 に 散ら ば り 、 それ ぞ れ の 異な っ た 人 種 
と 民 を 形成 し た 時 代 に お いて で あっ た 。 あ ら ゆる 民 は それ ぞ れ 独自 の 形 
式 と 儀式 を 持つ 異な っ た 宗教 を 作り 出し た 。 神 一 人 類 と 宇宙 の 唯一 の 主 
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人 で 創造 者 一 は 全く 忘れ 去ら れ た 。 それ だ け で は な く 、 アー ダ ム の 子 丈 
達 は 唯一 神 が 人 間 に 示さ れ た 偉大 な 人 類 の 教師 達 が 人 間 に 教 えた 生き 
方 さえ 忘れ て し まっ た 。 彼ら は 自分 の 短 知 少 才 に 従っ て きた 。 あら ゆる 
種類 の 悪い 習慣 が で き 、 あら ゆる 種類 の 無知 が 彼ら の 間 に は び ぴこ り 、 彼 
ら は 善 と 悪 の 見 分 けが つか な く な り 混 同 し 始め た 。 多 く の 悪 が 善 と 見 な 
され る よう に な り 、 多 く の 善 行 が 無視 され る ば か り で な く 却 っ て これ は 
悪 と 呼ば れ た 。 

*※ 注 イス ラー ム の 多く の 見 方 は 自然 財 拝 を 最初 の 段階 と する 進化 論 的 款 教 
観 と 正反対 で ある 。 こ の 説 を 唱え る 人 々 は 原始 的 社会 に お ける 自然 崇拝 の 発表 
に 止ま り 、 も っ と 初期 の 宗教 形態 を 調べ よう と は し な い の で ある 。 最 近 の 科学 
的 研究 に よれ ば 、 タ ウ ヒ ー ド (唯一 神 崇拝 ) は 礼拝 の 最も 初め の 形 で あっ て 、 
その 他 の あら ゆる 形態 は 原始 宗教 を 後に 曲解 し て 作ら れ た も の で ある と いう こ 
と が わか っ て いる 。 こ の 問題 を 詳し く 研究 し た い 方 は 、W・ シ ュ ミ ッ ド 博士 の 
「 款 教 の 起源 と 成長 」(H・」・ ロ ー ズ 氏 の 英訳 ちり 一 ロン ドン 、 メ セヴン 社 ) 
を 参照 され た い 。 一 編者 

この 時 に あたっ て 唯一 神 は あら ゆる 民族 に 預言 者 を 下 し 給 い 、 イ スラ 
ー ム を 伝え させ た 。 預 言 者 達 は それ ぞ れ の 民族 に 忘れ 去ら れ た 教え を 覚 
醒 さ せ た 。 預言 者 達 は 彼ら に 唯一 神 を 礼拝 させ る こと を 説き 、 偶像 祭 拝 
と 絶 綴 す る こと 、 つ まり 唯一 神 へ の 崇拝 と 唯一 神 以外 へ の 崇拝 と を 結び 
つけ る こと に 終止 符 を 打ち 、 あ ら ゆ る 無知 の 習慣 を 取り 去り 、 彼 ら に 唯 
一 神 の 嘉 み し 給 う と ころ に 従っ た 正しい 生き 方 を 教え 、 そ れ に 従う よう 
に 説き 、 か つ 社 会 で 施行 すべ き 生 きた 法 を 与え た 。 唯一 神 の 真 の 預言 者 
_ は あら ゆる 民 に 一 あら ゆる 土地 と 人 間 の 間 に 一 遣わ され た 。 彼 ら は 一 人 
残ら ず 同 じ 宗 教 を 持っ て いた 一 すなわち イス ラー ム と いう 宗教 を ( 注 )。 
も ちろ ん 、 そ れ ぞ れ 預 言 者 達 の 教え の 形式 と 宗教 の 戒律 は 彼ら が 生ま れ 
た 民族 の 必要 と 文化 の 程度 に よっ て 少し は 異な っ て いた 。 各 預言 者 の 教 
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え の 詳 細 は その 預言 者 が 直面 し 取り 除く こと に 苦心 し て いる 害悪 の 種 
類 に よっ て 決め られ た 。 改 革 の 方 式 は 様々 な 概念 や 考え 方 と 戦う 事態 の 
相違 に よっ て 異な っ た 。 社会 、 文 明 、 知性 の 発達 が 低い 段階 に あっ た 時 
は 、 預言 者 の 法 と 指図 は 簡単 で ちっ た が 、 それ は 社会 が 進化 し 発展 する 
に つれ て 修飾 され 進歩 し て いっ た 。 し か し この 相違 は 表面 的 一 面 的 に す 
ぎ な い 。 あら ゆる 宗教 の 根本 的 な 教え は 同じ で あっ た 。 一 神 が ひ と つ で 
ある こと を 信じ 、 謙虚 に 智行 と 平和 の 生活 に 終始 し 、. 報 いと 久 を 正しく 
審判 する 死後 の 世界 を 信じ し る こと で ある 。 

*※ 注 特に 西洋 の 学者 の 間 に は イス ラー ム の 起源 は 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 
上 に 平安 あれ ) で ある と いう 誤解 が 多く 見 られ る 。 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 
あれ ) を 「 イ スラ ー ム の 創始 者 」 と 呼ん で いる 学者 さえ ある 。 こ れ は 真理 の 冒 
流 で ある 。 イス ラー ム は 唯一 神 の あら ゆる 預言 者 達 の 宗教 で も っ て 、 すべ て の 
預言 者 は 唯一 神 か ら 同一 の 啓示 を 受け た の で ある 。 預言 者 達 は イス ラー ム の 創 
始 者 で は な く 、 教え を 伝達 する 人 間 、 メ ッ セ ンジ ャ ー で あっ た 。 イ スラ ー ム は 
真実 の 預言 者 達 か ら 人 類 に 伝え られ た 唯一 神 の 啓示 の 教え で あっ た 。 

人 々 の 預言 者 に 対す る 態度 は さま ざま で あっ た 。 ま ず 人 々 は 預言 者 を 
虐待 し 教え を 聞き 入れ る こと を 拒絶 し た 。 ある 預言 者 は その 土地 か ら 追 
放さ れ 、 あ る 預言 者 は 殺害 され た 。 また ある 預言 者 は 人 々 が 白眼 視 す る 
最 中 に も 全 生涯 に わた っ て 説教 し 続け 、 わずか に 数 人 の 共鳴 者 を 獲得 す 
る に すぎ な か っ た 。 激 し い 反 対 と 喘 笑 と 俺 辱 を 浴び て も これ ら の 唯一 神 
の 使者 達 は 説教 する こと を 止め な か っ た 。 彼 ら の 忍耐 強い 決心 は つい に 
勝っ た 。・ 彼 ら の 教え は 結局 功 を 奏 さ な いこ と は な か っ た の で ある 。 大 多 
数 の 民族 と 民 は つい に 彼ら の 宣教 を 受け 入れ 彼ら の 教義 に 改 未 し た 。 幾 
世紀 や も 続い た 逸脱 と 無知 と 破 廉 取 行 為 か ら 生じ た 人 々 の 悪い 傾向 は 今 
や 変わ っ た 形 を 取っ た 。 し か し 預言 者 達 の 存命 中 は 人 々 は その 教え を 受 
け 入 れ 実 行 し て いた が 、 預言 者 の 死後 、 人 々 は 次 第 に 歪曲 し た 考え 方 を 
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宗教 に 取り 入れ 、 預言 者 の 教え を 変え て し まっ た 。 人 々 は 唯一 神 を 礼拝 

する の に 全く 新奇 な 方 法 を と っ た 。 ある 者 は 預言 者 を 神 の 権化 と し 、 あ 

る 者 は 預言 者 を 神 の 子 と し た 。 ま た ある 者 は 預言 者 を 神聖 さ に お いて 神 

と 同一 と し た 。 つま り 、 この こと に 対す る 人 間 の さま ざま な 態度 は 理性 

の 乱用 で あり 人 間 自 身 を 愚 弄 する も の で あっ た 。 そ の 使命 が 偶像 を こ な 

ご な に 破 壌 する こと で あっ た 預言 者 を こと も あろ うに 人 間 は 偶像 に し 

て し まっ た 。 宗教 に 無知 の 習慣 と 儀式 と 根 も 葉 も な いで た ら め の 伝説 と 

人 間 が 作っ た 控 を まぜ て 、 人 間 は 預言 者 が 説い た 教義 を 変え 歪曲 し た 。 

それ に よっ て 時 が 経過 する に つれ て 真実 と 虚偽 が 混 然 一 体 と な り 、 無 価 

値 な も の と 本 質 的 な も の を 区 別 す る こと が 出来 な く な っ た 。 人 々 は 更に 、 
預言 者 の 教え も を この よう に 堕落 させ た だ け で は 満足 せ ず に 、 預 言 者 の 生 

涯 に 根 も 葉 も な い 人 逸話 や と る に た ら ぬ 伝説 を 付け 加え 、 預 言 者 の 生涯 の 

信頼 で きる 真 の 記録 が 認め られ な い ほ ど に 虚偽 の も の に で っ ちあ げた 。 

追従 者 に よる この よう な 虚構 に も か か わら ず 、 預 言 者 の 偉業 は 全く 失わ 
れ は し な か っ た 。 あ ら ゆ る 勝手 な 作り 変え と で っ ちあ げに も か か わら ず 。 
あら ゆる 民 の 間 に 真 理 が 少し は 残存 し て いた 。 神 と 死後 の 生命 の 考え 方 

は 明らか に 似 か よっ た 形 に 同化 し た 。 善 行 と 真実 と 道徳 の ある 種 の 原理 

は 全 世 界 を 通じ て 共通 に 認め られ る 。 こ の よう に 言 者 は 人 々 が 普遍 的 

世界 的 宗教 一人 間 の 本 質 と 全く 一 致し 、 他 の あら ゆる 教養 や ある い は 社 
会 で 良い と され て いる も の を 含み 、 全 人 類 に 自然 に 共通 し て 受け 入れ ら 

れる 宗教 一 を 安心 し て 歓 迎 す る こと が で きる よう に 、 そ れ ぞ れ の 民族 の 

知 的 態度 に 応じ た 説き 方 を 準備 し た 。 

上 に 述べ た よう に 、 は じ め は 預言 者 達 が それ ぞ れ 異な っ た 民 や 民族 集 
団 の 間 に 出 現し 、 そ れ ぞ れ の 預言 者 の 教え は 特別 に 自分 の 民族 また は 集 
団 に 向け られ て いた 。 歴史 の 段階 に お いて は 、 それ ぞ れ の 国家 は 地理 的 
に 離れ た 位置 に あり 、 国 家 問 の 接触 は 互い に 断絶 され て 閉鎖 され て いた 
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た め 、 国家 間 の 交渉 手段 は 存在 し な か っ た 。 こ の よう な 状況 の 中 で 、 こ 
の 世 の 生 活 に 適し た 法律 制度 を 伴っ た 共通 の 普遍 的 信仰 を 布教 する こ 
と は 困難 で あっ た 。 その うえ 、、 古 代 の 民族 の 一 般 的 状態 は 互い に 非常 に 
異な っ て いた 。 無知 は 大 きく 、 それ ぞ れ の 民族 の 間 で 道徳 的 李 廃 と 信仰 
の 歪曲 が いろ いろ な 形 で 墓 延 っ て いた 。 そ の た め 預 言 者 た ち が 生 まれ 、 
人 人々 に 真理 を 説教 し 、 唯一 神 の 道 に 向かわ せ 、 徐々 に 害 毒 と 類 廃 を 根絶 
し 、 無知 蒙 味 の 生き 方 を 改め させ 、 敬 度 な 正しい 生き 方 の 最高 原理 を 実 
践 する こと を 教え て 、 人 生 の 生業 に 訓練 させ 熟達 させ る こと が 必要 で あ 
っ た 。 唯 一 神 の み が 、 こ の よう に 人 間 を 育成 し 、 人 間 を 知 的 、 道 徳 的 、 
精神 的 に 発展 させ る の に 何 千年 か か っ た か を すべ て ご 存 知 な の で ある 。 
と に か く 人 間 は 進歩 を 続け 、 遂に 人 類 が 幼児 時 代 か ら 発展 し 、 成 熱 の 時 
代 に 入る 時 が 来 た の で ある 。 

交易 、 産業 、 芸術 の 発達 と 普及 に 伴っ て 、 交流 が 諸 民 の 間 で 確立 され 
た 。 中 国 や 日 本 か ら 、 遠く ヨー ロッ パ や アフ リカ 大 陸 か ら 、 本 格 的 な 交 
通路 が 海 や 陸 で 開か れ た 。 多く の 人 々 が も の を 書く 方 法 を 学ん だ 。 知識 
と 学問 は 広がり 、 思想 は 国 か ら 国 へ 伝達 され 、 学問 と 技術 は 交流 し 始め 
た 。 偉 大 な 征服 者 が 現われ 、 征 服 を 遠く 広く 押し 進め 、 大 帝国 を 建設 し 、 
多く の 異な っ た 民族 を ひと つの 政治 組織 の 元 に 結び つけ た 。 こ の 様 に し 
て 諸 民 族 は 次 第 に 交流 を 深め 、 彼 ら の 相違 は 次 第 に 少な く な っ て きた の 
で ある 。 こ の 様 な 状況 下 で 、 包括 的 な 全 人 的 な 人 生態 度 を 示唆 し 、 人 類 
の 道 衝 的 、 精神 的 、 社会 的 、 文 化 的 、 政治 的 、 経済 的 その 他 あ ら ゆ る 切 
望 を 満た し 、 宗 教 的 に も 世俗 的 に も 必要 な も の を 具現 化し た 唯一 の 信仰 
が 唯一 神 か ら 全 人 類 に 授け られ る こと に な っ た の で ある 。 2000 年 以上 
昔 に 人 類 は 普遍 的 宗教 を 当 望 す る よう に な っ た ほど 、 一 般 的 な 進歩 を 遂 
げた の で ある 。 仏教 は 道徳 的 原理 を あま り 含 まず 、 人 生 の 完全 な 組織 で 
は な か っ た が 、 イ ンド か ら 発 生 し 、 東 は 日 本 や 蒙古 まで 、 西 は アフ ガニ 
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スタ ン や ボ ハ ラ に も 広まっ た 。 仏 教 の 伝達 者 達 は 世界 の 隅 々 まで 布教 の 
旅 に 出 た 。 数 世紀 後に は キリ スト 教 が 現われ た 。 イー サー (イエ ス ) ( 彼 
に 平安 が あり ます よ うに) に よっ て 伝え られ た この 宗教 は 本 来 イ スラ ー 
ム に 他 な ら な か っ た が 、 後 の 信奉 者 達 は この 宗教 を キリ スト 教 と 呼び 、 
ペル シャ や 小 アジ ア の 各地 に 深く 浸透 し 、 更 に は 遠く ョ ヨー ロッ パ や アフ 
リカ の 国々 まで 伝 据 し て いっ た 。 これ ら の 出来 事 か ら 、 その 時 代 の 人 々 
が 全 人 類 に 共通 普遍 の 宗教 を 切望 し て いた こと が 判る 。 か れ ら は 完全 な 
真 の 宗教 で な いと わか る と 、 どの よう に 欠点 が あり 、 不 完全 で 満足 が で 
き な い も の で あれ 、 よ り 優 秀 な 宗教 を 他 の 諸 民 族 に 伝道 し 始め た の で あ 
る 。 当 時 、 人 類 の 文明 は この 様 な 決定 的 な 段階 に 達し て お り 、 人間 の 心 
その も の が 世界 的 な 宗教 を 渦 崖 し て いた 時 に 、 全 世界 と 全 民 族 の た め に 
一 人 の 預言 者 が アラ ビア に 生ま れ た 。 その 預言 者 が 伝道 する た め に 与え 
られ た 宗教 が 再び イス ラー ム で あっ た 。 一 だ が 今度 は 個人 と 集団 、 人 間 
の 道徳 的 ・ 物 質 的 生活 の あら ゆる 面 に わた る 包括 的 で 完全 な 形 で 啓示 さ 
れ た の で ある 。 その 預言 者 は 全 人 類 の 預言 者 と され 、 これ を 全 世 界 に 広 
め る 重大 な 使命 を 持っ て いた その 預言 者 こそ 、 イ スラ ー ム の 預言 者 ム ハ 
ンマ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) で あっ た 。 


3. ムハンマド の 預言 


世界 地図 を 見 る と 、 我 々 が 念願 の 世界 宗教 を 受け 入れ る の に アラ ビア 
より も 他 に 相応 し い 国 は どこ に も な いと いう こと が わか る 。 ア ラビ ア は 
アジ ア と ヨー ロッ パ の 丁度 真中 に 位置 し て いる 。 そ し て ヨー ロッ パ か ら 
も それ ほど 遠く は な い の で ある 。 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 時 
代 、 ヨ ー ロ ッ パ の 文化 的 に 進ん だ 民族 が ヨー ロッ バ パ 大 陸 の 南部 に 居住 し 
て いた 。 ア ラビ ア は 地理 的 に イン ド 人 と ヨー ロッ パ 人 の ほ ば 中 間 的 な 位 
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置 を 占め て いた 。 この 事実 が アラ ビア に 中 心 的 な 位置 を 与え た の で ある 。 
また その 時 代 の 歴史 を ひも 解く な ら ば 、 こ の 預言 が 与え られ る の に ア 
ラビ ア 民 族 以 上 に 相応 し い 民 族 は 他 に いな か っ た こと が わか る だ ろう 。 
_ 世界 の 偉大 な 諸 民 族 は 世界 征服 を 目指 し て 烈 し く 争 っ て きた が 、 こ の 
長い 闘争 と 絡 え ざる 戦果 を 通し て 財力 と 活力 を 強め た 。 ア ラブ 民族 は 生 
気 溢れ る 剛健 な 民族 で あっ た 。 い わ ゆ る 社会 的 進歩 は 進歩 し た 民 に 数 々 
の 悪 習 を も た らし た が 、 ア ラブ 民族 に は その よう な 社会 機構 が 存在 し な 
か っ た た め 、 春 修 と 官能 的 飽 満 か ら 生 じ る 無気力 、 稀 廃 、 放 縦 に 陥る こ 
と は な か っ た 。 信仰 を 持た な か っ た 6 世紀 の アラ ブ 民 族 も 、 世 界 の 在 
服 民 族 の 人 工 的 な 社会 組織 と 文明 か ら 悪 影響 を 尊 ら な か っ た 。 ア ラプ 民 
族 は 、 当 時 の 「 社 会 進歩 」 に 犯さ れ な い 民 族 が 必ず 持っ て いる あら ゆる 
良い 人 間 性 を 持っ て いた 。 か れ ら は 勇敢 で 、 恐 れ を 知ら ず 、 寛 大 で 、 約 
東 に 忠実 で 、 自 由 を 愛し 、 政治 的 に 独立 し て いた 。 そ の た め 、 い か な る 
大 帝国 の 支配 に も 屈し な か っ た 。 彼ら は 簡素 な 生活 を 営み 、 贅沢 と 放 縦 
の 生活 に は 縁 が な か っ た 。 勿論 、 後 で 述べ る よう に 好ま し く な い 生 活路 
度 も 合っ た が 、 こ の よう な 状況 が あっ た こと は 、 何 千年 も 彼ら の 中 に 預 
言 者 が 出現 し な か っ た こと が 理由 で あっ た 。 その た め 彼 ら を 啓 襲 し 、 彼 
ら の 道徳 生活 か ら あ ら ゆ る 有害 な 不純 物 を 取り 除く 改革 が で き な か っ 
.- た こと も その 原因 で あっ た 。 乾 燥 し た 砂漠 の 中 に 何 世 紀 に も わた っ て 目 
由 と 独立 の 生活 を 営ん だ こと が 、 ア ラブ 民族 に 極端 な 無知 が 広がっ て し 
まっ た の で ある 。 その た め 、 彼 ら を 人 間 ら し くす る こと が 並 大 抵 で は で 

き な い ほど 、 彼 ら の 心 は 頑 迷 に な り 無 知 の 伝統 を 固執 する よう に な っ た 。 

し か し 同時 に 、 か れ ら は 尋常 で な い 力 を 持っ た 人 間 が 改革 の た め 招 か れ 、 
彼ら に 高貴 な 理想 と 完全 な 計画 を 与え る な ら ば 、 その 呼び 声 に 応じ 、 目 
的 達成 の た め に 迅速 に 行動 し し 、 そ の た め に は 戦い も 犠牲 も 惜しま な いよ 
うな 性 格 を 有 し て いた 。 ア ラブ 民族 は 、 彼ら の 使命 の た め に 、 時 踏 する 
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こと な く 全 世界 の 敵意 と すら 勇 ん で 直面 し た 。 世界 の 預言 者 「 ム ハン マ 
ド 」( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え を 布教 する こと を 命じ られ た 民族 は 、 
若く 力強い 剛健 な 民族 で あっ た 。 

さら に アラ ビア 語 を 学び 、 その 文学 に 精通 する な ら ば 、 ア ラビ ア 語 ほ 
ど 高い 理想 を 表現 し 、 神 に 関す る 難解 で 微妙 な 問題 を 説明 し 、 人 間 の 心 
を 強く 打ち 唯一 神 へ の 従順 を 呼び か ける た め に 相応 し い 言語 が 他 に は 
な いこ と を 確信 する で あろ うぅ 。 簡単 な 文句 と 短い 文章 で も 深い 思想 を 表 
現し 、 同時 に 心 に 染 込 み 、「 聞 いた だ け で 人 間 を 感動 させ 層 惚 と させ る 」 
ほど 偉大 で ある 。 ア ラビ ア 語 の 言葉 は 審 が 耳 に 注ぎ 込ま れる と いう ほど 
甘い 。 そ の 言葉 は 、 開 く 人 の 全身 、 あ ら ゆ る 器 念 が その シン フォ ニー に 
感動 させ られ る ほど 調和 に 溢れ て いる 。 唯一 神 の 偉大 な 御 言葉 、 ク ル ア 
ー ン に 必要 な の は この よう な 豊富 な 偉 力 ある 言語 で ある 。 

唯一 神 が 世 界 の 預言 者 の 誕生 地 と し て アラ ビア の 土地 を 選び 給 わ れ 
た の は 、 唯一 神 の 偉大 な 攻 智 の 頭 わ れ で ある 。 こ こ で 、 世界 の 預言 者 の 
た め に 唯一 神 か ら 選 ば れ た 祝福 され た 人 が いか に 特色 の ある 素晴らし 
い 人 物 で あっ た か を 見 て みよ う 。 


A. 合理 的 な 証明 

目 を 閉じ て 、1400 年 前 に 生き て いた と 想像 する な ら ば 、 今 の 世界 の 
混乱 と 転倒 の 様相 を 全く 持た な い 、 現 代 と は 完全 に 異な っ た 世界 を 見 出 
す で あ ろう 。 その 時 代 は 思想 の 交流 の 機会 な ど 皆無 で あっ た 。 伝達 の 手 
段 が 制限 され 、 未 発達 な 状態 で あっ た 。 人 間 の 知識 は 恐ろし く 下 小 で 貧 
弱 で あり 、 見 識 は 稀 く ほど 狭かっ た の で ある 。 人 間 は 迷信 と 不毛 の 悪 ず 
れ し た 考え 方 に 覆い 彼 さ れ て いた の で ある 。 

暗黒 が 支配 し 、 人 間 の 知識 を ほとん ど 照 ら さ な いよ うな 一 条 の 学問 の 
光 が あ る に すぎ な か っ た 。 無線 も な けれ ば 電話 も な く 、 も ちろ ん テレ ビ 
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も 映画 も な か っ た 。 鉄道 や 自動 車 は 夢 に も 考え られ ず 、 印刷 機 や 出版 技 
術 は 知ら れ て いな か っ た 。 手 写し の 写本 と 写本 を 作る 人 だ けが ご くわ ず 
か の 書物 を 提供 し 、 そ の 書物 は 世代 か ら 世 代 へ と 受け 継が れ て いっ た 。 
教育 は 極 恵 ま て た 者 だ け の 銘 沢 三昧 を 意味 し 、 教 育 施 設 は 全く な いと い 
っ て よかっ た 。 人 間 の 知識 量 は 少な く 、 見 議 は 狭く 、 人 間 と 物事 に 関す 
る 考え 方 は 制限 され た 環境 に 閉じ 込め られ て いた 。 当 時 の 学者 さえ ある 
点 で は 今日 の 一 般 人 より も 知識 が 乏しく 、 最 も 文化 の 高い 人 で も 今日 の 
普通 の 人 間 よ りや 洗練 され て いな か っ た の で ある 。 

実際 に 人 間 性 は 無知 と 迷信 に は まり 込ん で いた 。 学 問 の 光 は ある こと 
に は あっ た が 、 い た る と ころ に 葛 延 っ て いる 暗黒 に 対し て 負 戦 を 続け て 
いる よう で あっ た 。 今日 で は 常識 的 な 事柄 も 、 当時 に お いて は 何 年 間 も 
考察 され 忍耐 強く 審査 され た 後 で すら 、 ほ と ん ど 受 け 入れ られ る こと が 
な か っ た 。 現代 人 は 万 人 の 遺産 で ある 知識 を 獲得 する た め に 、 危険 な 旅 
を し 、 全 生涯 を 費やす 必要 は な い 。 今日 で は 「 神 話 」 や 「 迷 信 」 に 類 す 
る 物事 が その 当時 で は 疑い の 無い 真理 で あっ た 。 現 代 で は 我々 が 極悪 で 
野 恋 と 見 な す 行為 が 当時 の 「 秩 序 」 で あっ た 。 現代 の 道徳 鈴 で は 耐え ら 
れ な いこ と が その 時 代 の 道徳 の 精神 で あり 、 自 分 達 の 生き 方 と は 異な る 
生き 方 が ある と は 当時 ほとん ど 想 像 する こと も で き な か っ た の で ある 。 
不信 と 懐疑 が 広範 囲 に 広まっ て いた た め 、 当時 の 人 々 は 超自然 的 で 、 異 
常 で 、 神秘 的 で 、 信じ しら れ な いよ うな 装い を ま と わ な けれ ば 、 物事 を 深 
遠 で 祭 高 な も の と 考え よう と は し な か っ た 。 人 々 は 人 類 が 神 の よう な 魂 
_ を 持ち 、 人 類 が 聖人 に な る こと は 想像 する こと も で き な か っ た ほど に 3 
等 感 を は ぴこ ら せ て いた 。 


B. アラ ビア ー 無 限 の 暗黒 
その 混迷 の 時 代 に 暗黒 が さら に 深く 重く 横たわっ て いた 土地 が あっ 
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た 。 ペル シャ 、 ビ ザン チン 、 エジプト な ど 隣 接する 国々 に は 低 次 の 文明 
と 学問 の 微 光 が 見 られ た 。 し か し アラ ビア は それ ら の 文化 的 影響 を 全く 
受け る こと が で きず 、 砂漠 の 大 海原 に さえ ぎら れ て 孤立 し て いた 。 アラ 
ビア 商人 は 数 ヶ月 も か か る 遠 距離 を 旅 し 、 こ れ ら の 国々 の あちら こち ら 
へ 荷物 を 運ん だ 。 だ が 彼ら の 旅行 は 知識 を 得る た めで は な くま た それ を 
吸収 する 下地 と し て 必要 な 知 的 教養 も 持ち 合わ せな か っ た 。 自 分 の 国 に 
は ひと つの 教育 施設 も 図書 館 も 持た な か っ た 。 誰 一 人 と し て 教義 や 知識 
の 向上 に 関心 を 示さ な いよ う で あっ た 。 読 み 書 き の で きる わずか の 人 々 
も 学問 と 科学 を 活用 する ほど の 教養 を 持ち 合わ せ て いな か っ た が 、 彼 ら 
は 人 間 の 考え の 微妙 な 色合い を 素晴らし く 上 手 に 表現 する こと が で き 
る 高度 に 発達 し た 言語 を 持っ て いた 。 ま た 高尚 な 文学 趣味 を 持っ て いた 。 
し か し 彼ら の 当時 の 文学 遺産 を 研究 し て みる と 、 い か に 彼ら の 知識 が 乏 
し く 、 いか に 文化 と 文明 の 水準 が 低く 、 いか に 迷信 が 心 に 染み 込ん で い 
た か 、 いか に 思想 と 習慣 が 野 論 で 凶暴 で あっ た か 、 また いか に 道徳 観 が 
粗暴 で 類 廃 し て いた か が よく 解る 。 ア ラビ ア は 統治 者 の v ゝ な い 国 で あっ 
た 。 それぞれ の 部 族 は 主権 を 主張 し 、 独 立体 で ある と 信じ し て いた 。「 ジ 
ャ ング ル の 法 」 以 外 に 法律 は 無かっ た 。 罪 の 無い 弱い 人 々 か ら 略 礁 し 、 
放火 、 殺人 が 当時 の 秩 訟 と な っ た 。 生命 と 財産 と 名 誉 は 常に 危険 に さら 
され て いた 。 それ ぞ れ の 部 族 は 互い に 深い 敵意 を 抱い て いた 。 ど ん な 衝 
細 な 事件 で も 残忍 凶暴 な 戦争 の 原因 と な っ て 、 時 に は 教 世代 も 畔 失 に 続 
く 、 国 を 挙げ て の 大 戦火 に 発展 し た 。 実際 ベ ド ウィ ン 人 は 目 分 が 生 条 与 
礁 の 権利 を 持つ と 考え る 他 の 部 族 の 人 間 を な ぜ 解 放し な けれ ば な ら な 
い の か 理解 で き な か っ た の で ある 。 
米 注 ジョ ゼ フ ・ へ ヘル 教授 は 「 ア ラビ ア 文 明 」 で 次 の よう に 書い て いる 。「 こ 
れ ら の 闘争 は 民 統一 の 理念 を 全 壊 し 、 救 い が た い 「 特 殊 主 義 」 を 発展 させ た 一 
それ ぞ れ の 部 族 は 自給 自足 で きる と 信じ 、 他 の 部 族 を 殺人 と 強盗 と 略奪 の 合法 
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的 犠 衝 と 見 な し た 。」 一 編者 


彼ら の 道徳 や 教養 や 文明 に 対す る 考え 方 は た いて い 粗 野 で 原始 的 で 
あっ た 。 彼ら は 純粋 な も の と 不純 な も の 、 合法 的 な も の と 非 合 法 的 な も 
の 、 社 会 的 な も の と 非 社 会 的 な も の の 区 別 が ほとん ど で き な か っ た 。 彼 
ら の 生活 は 野 窒 で あっ た 。 彼ら の 秩 庄 も また 野 変 で あっ た 。 彼ら は 不貞 
と 賭博 と 飲酒 に 腕 り 、 分 捕り と 略奪 を モッ トー と し 、 殺人 と 強盗 は 常習 
で あっ た 。 良心 に と が め ら れる こと も な く 互 い に 真 裸 で いた 。 婦人 で さ 
えも 、 カ アバ を 巡回 する 儀式 の 際 に も 裸 で あっ た 。 全 く 愚 か な 威信 か ら 、 
自分 の 娘 を 生き た まま で 埋め た り し た 。 彼 ら は 自分 の 父親 が 亡くな る と 
継母 と 結婚 し た 。 彼 ら は 食事 の 作法 や 清潔 な 衣服 を 身 に 着け る 日 常 作法 
の 初歩 さえ 知ら な か っ た 。 

彼ら の 宗教 的 信仰 は 、 世 界 の 人 々 を 破 壌 に お と し め て いる も の と 同じ 
害悪 を 或 っ て いた 。 石 や 樹木 や 偶像 や 星 や 妖精 一 要する に 神 の 外 に 考え 
られ る すべ て の も の を 祭 拝 し た 。 彼 ら は いにしえ の 預言 者 の 数 を 全く 知 
ら な か っ た 。 彼 ら は イプ ラー ヒー ム と イス マー イー ル が 自分 達 の 先祖 で 
ある と 言う こと は 知っ て いた が 、 イ ブ プラー ヒー ム と イス マー イー ル の 宗 
教 の 教え と 彼ら が 礼拝 し た 唯一 神 に つい て は ほとん ど 知 ら な か っ た 。 彼 
ら の 伝説 に は アー ド と タム ー ド の 物語 を 見 出せ る が 、 そ の 物語 は 預言 者 
フー ド と サー リフ の 教え に 全く 触れ て いな か っ た 。 ユ ダ ヤ 人 と キリ スト 
教徒 は イス ラ エ ル の 預言 者 の こと を 述べ て いる 伝説 的 な 説話 を 彼ら に 
伝え て いた 。 


C. 救世 主 の 誕生 
この よう な 無明 時 代 の 暗黒 の 国 に 、 一 人 の 人 間 が 生ま れ た 。 幼年 時 代 
に 両親 を 失い 、 その 後 数 年 し て 祖父 も 亡くな っ て し まっ た 。 その た め 彼 
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は 同年 配 の アラ ビア の 子供 た ち が 受 ける わずか ば か り の 訓練 と 教育 す 
ら 受 ける こと が で き な か っ た 。 少 年 時 代 に は ベ ド ウィ ン の 少年 達 に 混 じ 
っ て 、 羊 と 山羊 の 世話 を し て いた 。 成年 に 達する と 商売 を は じ め た 。 彼 
が 交際 し 商売 を し た 人 間 は すべ て アラ ビア 人 で あっ た が 、 当 時 の アラ ビ 
ア 人 の 状態 は すでに 述べ た 通り 教育 と は お よそ 縁遠い も の で あっ た 。 彼 
は 全く 無 学 文 証 、 無 教養 で 、 学 問 の ある 人 に 交わ る 機会 が 全く 無かっ た 。 
と いう の は 当時 の アラ ビア に は 学問 の ある 人 間 は 全く いな か っ た の で 
ある 。 国外 に 出る 機会 は 多少 あっ た が 、 その 場合 も 普通 の アラ ビア 商人 
の 隊商 と な ん ら 異 な る と ころ は な か っ た 。 も し 彼 が その 旅行 で 学問 の あ 
る 人 に 接し た り 、 文 化 と 文明 の 素晴らし さ を 観 察する 機会 が あっ た と し 
て も 、 それ は 彼 の 人 格 形成 に は 全く 資す る こと が な か っ た で あろ う 。 な 
ぜ な ら ば 、 その よう な 偶然 の 出会い は 、 生ま れ 育 っ た 環境 か ら 彼 を 完全 
に 引き 上 げ 、 変貌 させ 、 彼 が 生ま れ た 社会 と は 全然 関係 の な いよ うな 創 
造 性 と 栄光 の あの 素晴らし い 高 さ に まで 、 彼 を 成長 させ る ほど 深い 影響 
を 与え られ る も の で は な か っ た か ら で あ る 。 ま た そん な こと は この 和 無 学 
な 一 介 の ベ ド ウィ ン を 、 彼 が 生き た 国 と 時 代 だ け で は な く 全 世界 と 未来 
永 元 の 指導 者 に させ る よう な 、 あ の 深遠 で 広大 な 知識 を 獲得 する 手立て 
と は な りえ な か っ た か ら で あ る 。 人 々 は この 隊商 旅行 が どれ ほど 彼 に 知 
的 ・ 文 化 的 影響 を 与え た か を 想像 する が 、 実際 に その 旅行 が 当時 の 世界 
に は 全く 存在 し な か っ た 宗教 、 代理 、 文 化 、 文 明 の 理念 と 原理 を 彼 に 与 
える も の で は あり えな か っ た し 、 ま た 当時 何処 に も 見 出す こと が で き な 
か っ た 上 岩 高 で 完璧 な 人 間 性 を 彼 に 備え そ さ せ た わ け で は な か っ た 。 


D. 石 の 中 の ダイ ヤ モ ン ド 
本 項 で は 、 ア ラビ ア の 社会 だ け で な く 当時 の 全 世 界 と 関連 させ な が ら 、 
この 高貴 な 人 間 の 生涯 と 業績 を 見 る こと に し よう 。 彼 は 、 共に 青年 時 代 
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と 壮年 時 代 の 初め を 過 し た 人 々 と は 全く 上 異 な っ て いた 。 ま ず 彼 は 決し て 
嘘 は 言わ な い 。 彼 を 信じ る あら ゆる 人 々 は 異 口 同 意 に 彼 の 誠実 さ を 証言 
する 。 彼 を 憎悪 する 敵 で さえ も ゃ も 、 彼 の 生涯 の いか な る 時 に も 嘘 を つい た 
と 彼 を 非 媒 し た こと は 一 度 も な か っ た 。 彼 は 丁寧 に 話し 、 み だ ら な 悪い 
言葉 は 決し て 使わ な か っ た 。 彼 は 自分 に 近づく 人 々 の 心 を 魅惑 する 魅力 
的 な 人 格 と マナ ー を 持っ て いた 。 人 々 と 接触 する 際 に は 常に 正義 と 公正 
の 原則 に 従っ た 。 彼 は 永年 に わた り 交 易 と 商業 に 従事 し た が 、 決し て 不 
正 な 取引 は し な か っ た 。 商 売上 彼 と 交渉 する 人 々 は 彼 の 正直 さ を 心 か ら 
固く 信じ た 。 あ ら ゆ る 人 々 は 彼 を 「 ア ル ・ ア ミー ン (正直 で 信頼 で きる 
人 )」 と 呼ん だ 。 彼 の 敵 で すら 大 事 な 所 有 物 を 安全 に 保管 する た め に 彼 
に 委託 し 、 彼 は 彼ら の 信頼 に 誠意 を 込め て 応え た 。 全く 無 作法 が 慣例 と 
な っ て いた 当時 の 社会 で 、 彼 は 謙譲 の 権化 の よう で あっ た 。 飲酒 や 賭け 
事 を 美 箱 と 思っ て いた 人 々 の 間 で 生ま れ 成 長 し た に も か か わら ず 、 決 し 
て 酒 を 口 に せ ず 、 賭け 事 を し な か っ た 。 彼 の 民族 は 粗野 で 教養 が な く 不 
深 で あっ た が 、 彼 は 最高 の 教養 と 最も 洗練 され た 美的 感覚 を 体得 し て い 
た 。 凶悪 な 心 を 持っ た 人 々 に 四方 人 方 取り 囲ま れん な が ら も 、 彼 自身 は 親 
切な 人 情 が ミル ク の よう に 流れ 出る 心 を 持っ て いた 。 彼 は 孤児 と 未亡人 
を 助け た 。 旅行 者 を 親切 に も て な し 、 他人 を 傷つけ ず 、 進ん で 人 の 為 に 
苦難 を 忍 ん だ 。 戦 争 が 飯 よ り 好 き な 人 々 の 間 で 生き な が ら 非 常に 平和 を 
愛し た の で 、 人 々 が 武器 を 取り 戦火 を 交え よう と し た 時 で さえ 、 彼 の 言 
葉 は 人 々 を 和らげ た 。 彼 は 彼 の 部 族 の 争い に 加わ ら ず 真 先 に 和解 を も た 
ら そ うと し た の で あっ た 。 偶像 崇拝 の 民族 の 中 に 育っ て いな が ら 、 唯 一 
真 の 神 の 外 、 天 上 に も 地上 に も ゃ 礼拝 する べき も の は 何 も な いと 考え る ほ 
ど 、 彼 は 澄ん だ 心 と 純粋 な 魂 を 持っ て いた 。 少年 時 代 で さえ 、 被 造物 の 
前 に 頭 を 下げ ず 、 偶像 に 献 げ られ た 供物 を 食べ よう と し な か っ た 。 本 能 
的 に 彼 は 神 以外 の あら ゆる 被 造物 と 存在 物 へ の 一 切 の 崇拝 を 憎ん だ 。 要 
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する に その よう な 無明 と 暗黒 の 環境 の 真 内 中 に あっ て も 高く そびえ 光 
細 を 放つ 「 こ の 人 間 」 の 人 格 は 暗黒 の 夜 を 照ら す 照 明 灯 か 、 用 途 の な い 
積み 上 げ ら れ た 小石 の 中 に く ダイ ヤ モ ン ド に 只 え る こと が で きる 。 


E. 幕命 来 た る 

この よう に 彼 は 清潔 で 純粋 に 和 人生 の 大 半 を 過 し た 後に 、 内 面 的 な 革命 
が 起こ っ た 。 周り に 葛 延 る 暗黒 と 無知 に 砕 易 し て きた 彼 は 、 四方 人 方 か 
ら 取 り 囲 ん で いる 無知 、 舌 廃 、 不 道徳 、 偶 像 、 無 秩 護 の いま わし い 海 を 
泳ぎ 渡り た いと 願っ た 。 周 囲 の すべ て の こと が 自分 の 魂 と 調和 し な いこ 
と に 気がつい た 彼 は 、 人 の 雑踏 と 騒音 を 離れ て 山 に こも り 、 完全 な 隠 遂 
と 切 想 に 昼夜 を 過 し 、 魂 と 心 が 純粋 に 気高く な る まで 断食 を し た 。 

彼 は 深く 眼 想 し 、 沈 思 し 、 周 り の 暗黒 を 取り 去ら せる 光 を 求め て いた 。 
当時 の 笑 廃 し 切っ た 無秩序 の 世界 に 終 斑 を も た らし 、 新 し く よ り よい 世 
界 の 基礎 を 築く を 得 た いと 強く 願っ た 。 

見 よ 。 驚 くべ き 革 命 が 彼 を 龍 っ た 。 突 然 、 彼 の 心 に 唯一 神 の 光 が 輝 き 、 
祈 題 し て いた 力 が 与え られ た 。 その 後 、 洞窟 の 隠 遂 生 活か ら 出 て 人 々 の 
所 に 行き 、 次 の よう に 説い た 。 

「 あ な た が た が 礼拝 し て いる 偶像 は ご ま か し に し か すぎ な い 。 今 す ぐ 
そん な も の を 礼拝 する こと は 止め な さい 。 どん な 人 間 も 、 樹 木 も 、 星 も 、 
石 も 、 妖精 も 、 人 間 が 礼拝 すべ きも の で は な い 。 偶像 の 前 に 頭 を さげ て 
礼拝 する こと を 止め な さい 。 全 宇宙 の 中 に 在 る すべ て の 物 は 全 知 全能 の 
神 の も の で ある 。 唯 一 神 こ そ が 万 物 の 創造 者 、 義 育 者 、 支 持 者 で ある 。 
すべ て の 人 々 は 唯一 神 の 御前 に 路 き 、 唯 一 神 に 祈り 、 唯一 神 に 従わ ね ば 
な ら な い 。 神 こ そ が 我々 の 唯一 の 主 で ある 。 唯一 神 に の み 礼 拝 し 、 唯一 
神 の 命令 に 従い な さい 。 略奪 と 横領 、 殺 人 と 強盗 、 不 正 と 残 慮 あな た 
が た が 行っ て いる すべ て の 悪徳 は 、 唯一 神 の 眼 か ら 見 れ ば 罪 で ある 。 あ 
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な た が た は この 悪い 道 を 避け な さい 。 唯 一 神 は それ ら す べ て を 憎ん で お 
られ る 。 真実 を 話し な さい 。 正義 を 守り な さい 。 何人 も 殺し て は いけ な 
い 。 何人 か ら も 盗ん で は いけ な い 。 分 け 前 は 公平 に 取り な さい 。 公正 に 
判断 し て 正当 と 思わ れる 分 を 他人 に 与え な さい 。 

あな た が た は 人 間 で ある 。 あ ら ゆ る 人 間 は 唯一 神 の 眼 か ら 見 れ ば 平等 
で ある 。 誰 も 顔 に 恥ず か し い 汚 名 を つけ て 生ま れ て きた の で は な いし 、 
誰 も 胸 に 名 準 の 勲章 を な ぶら さげ て 世に 出 て きた の で も な い 。 唯 一 神 を 麗 
れ 、 唯一 神 を 敬い 、 言葉 と 行為 が 真実 で わる 人 間 だ けが 高貴 で 名 誉 を 与 
えら れる 。 家 柄 の 良さ や 自分 の 民族 が 栄え を て いる こと は 偉大 さと 名 誉 の 
尺度 で は な い 。 唯 一 神 を 恐れ 良い 行ない を する 者 が 最も 高貴 な 人 間 で あ 
る 。 唯一 神 の 愛 を 失い 不義 不正 に 凡 る 者 は 呪 わ れ た 人 間 で ある 。 あな た 
が た に は 死ん で か ら 唯 一 神 の 御前 に 現われ な けれ ば な ら な い 日 が 必ず 
や っ て 来る 。 あ な た が た は 自分 の 行為 一 善行 も 悪行 も ー の 責任 を 釈明 し 
な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 そし て その 時 、 あな た が た は 何事 も 隠す こと 
が で き な い 。 あな た が た の 全 生 涯 の 記録 は 唯一 神 の 御前 に 明らか に され 
る 。 あな た が た の 運命 は 自ら の 行為 の 善し悪し に よっ て 決定 され る 。 真 
実 の 審判 者 一 全 知 全能 の 神 一 の 法廷 で は 、 不 公平 や を え こ ひい き の 心 配 
は な い 。 あな た が た の 素性 や 家柄 は 全く 考慮 され な い の で ある 。 真 の 信 
仰 と 良き 行為 の み が そ の 時 あな た が た の 役に立つ で あろ う 。 信 仰 と 善行 
を 深め て きた 者 は 天国 で 永遠 の 幸福 の 中 に 生き る が 、 そ う で な い 者 は 地 
獄 の 業火 の 中 に 投げ 入れ られ る の で ある 。」 

これ が 彼 の た ず さ え て きた 唯一 神 の メッ セー ジ で あっ た 。 無知 な 人 々 
は 彼 に 背 を 向け 、 尊い 彼 の 身体 に 悪口 と 小石 を 容赦 な く 投げ 付け た 。 想 
像 を 絶する あら ゆる 頁 苦 と 残忍 さ が 彼 に 向け られ た 。 そ し て その 苦難 は 
一 両日 だ け で は な く 13 年 間 絶 え ず 続い た の で ある 。 そ し て と うと う 彼 
は 追放 され た が 、 そこ で も 休息 を 与え られ な か っ た 。 彼 は 追放 され た 先 
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で も 様々 な 方 法 で 苦し め ら れ た 。 ア ラビ ア の 全土 は 彼 に 反抗 する よう に 
煽動 され た 。 そ こ で 更に 8 年 間 も 絶え ず 迫 害 は 続け られ 、 あ ら ゆ る 人 迫 
害 を 蒙っ た が 、 そ れ で も 彼 は 自分 の 立場 か ら 一 歩も 動 こ うと は し な か っ 
た 。 彼 は 目的 と 任務 に お いて 決意 が 固く 毅然 と し 不動 で わっ た 。 


F. な ぜ あ ら ゅ ゆる 敵意 が ある の か 

な ぜ 彼 の 民 が 彼 に 対し この 世に 生か し て お け な い ほど の 憎しみ を 拘 
く の か 疑問 に 思う か も し れ な しい 、。 金 銀 や その 他 の 現世 の 富 が 問題 な の だ 
ろう か 。 流血 の 戦い が 原因 だ ろう か 。 それ と も 彼 が 自分 の 民族 に 物質 的 
な も の を 要求 し た の だ ろう か 。 そう で は な い 。 あら ゆる 敵意 は 彼 が 人 々 
に 唯一 の 真 の 神 を 礼拝 する よう に 求め た か ら で あ っ た 。 彼 は 唯一 神 以 外 
の も の を 崇拝 し て は いけ な いと 説教 し 、 人 々 の 悪い 生活 態度 を 非難 し た 。 
彼 は 聖職 者 の 世俗 的 策略 の 根元 を 暴 い た 。 彼 は 人 間 の 中 の 高貴 と 貧 農 の 
差別 を 烈 し く 非難 し 、 宗教 と 民族 の 偏見 を 全く 暗 購 だ と 非難 し た 。 記憶 
が な い ほ ど 遠 い 昔 か ら 続け られ て きた 社会 構造 の すべ て を 改革 し よう 
と 試み た の で ある 。 一 方 で 、 人 々 は 彼 の 伝道 の 原理 が 先祖 伝来 の 伝統 を 
破壊 する も の だ と 主張 し 、 彼 に 伝道 を 止め る か 、 そ れ と も 最悪 の 結果 を 
望む の か と 彼 に 詰め 寄っ た 。 

人 々 は 何 の た め に 彼 が その よう な あら ゅ ゆる 苦難 を 耐え 忍 ん だ の か 穫 
ね る か も しれ な い 。 彼 が 教え を 説く こと を や め 、 預言 を 流布 する こと を 
や め さ え すれ ば 、 彼 の 民族 は 彼 を 主人 と し て 迎え 、 彼 に その 土地 の あら 
ゆる 高 を 差し 出す こと を 提案 し た 。 し か し 彼 は その 誘惑 の 提案 を 拒否 し 、 
任務 の た め に 受難 の 道 を 選ん だ 。 それ は 何故 だ ろう か 。. も し 人 々 が 信仰 
深く な り 行ない が 正しく な る こと で 、 彼 が 何 か 得 を する こと が あっ た の 
だ ろう か 。 

な ぜ 彼 は 高 と 的 沢 と 王位 と 安 逸 と 豊か さ を 少し も 求め よう と し な か 


52 


っ つた の だ ろう か 。 彼 は そん な も の な ど 比 べべ よう に な ら な い ほ ども っ と 高 
価 な 物質 的 利益 を 得 よ うと し て 活動 し て いた の だ ろう か 。 そ の 物質 的 利 
人 益 は 、 彼 が 火 の 中 、 槍 の 中 に も 敢えて 入っ て 行き 、 心 の 平静 を 失わ ず に 
魂 の 苦 問 と 肉体 の 苦難 を 何 年 間 も 耐 え 妨 な こと が で きる ほど 欲望 を そ 
そる も の で あっ た の だ ろう か 。 我 々 は この 疑問 に 答え る た め に 沈 思 考慮 
せ ね ば な ら な い 。 

人 間 の 進歩 向上 の た め に 最善 の 努力 を し て いる 人 が 、 こ と も あろ うに 
幸 あ れ と 願っ て いる 当 の 人 々 か ら 石 を 投げ られ 、 虐待 され 、 亡命 先 に あ 
っ て さえ 住居 を 与え られ な か っ た の に も か か わら ず 、 彼 ら の 幸福 の た め 
に 圧 闘 する こと を 借 し まず 、 他 人 の 幸福 の た め に 自分 の 幸福 を 犠牲 に す 
る 人 が いる な ら ば 、 その 人 間 こ そ 同 胞 に 対す る 献身 、 同胞 受 と 親切 の 最 

も 貴 い 模 範 で ち も る 。 ど ん な 真面目 な 人 間 で あっ て も 、 誤 っ た 思想 の た め 
に それ ほど 大 き な 辛 苦 を な め る こと が で きる だ ろう か 。 い か な る 不正 直 
な 思案 家 と 夢想 家 で も 、 自 分 の 民族 が 彼 に 対し て 武器 を 取っ て 立ち 上 が 
っ て お り 、 想 像 も で き な い よう な 危険 と 暴 慮 に 対し て も 自説 を 堅持 し て 、 
鉛 静 、 沈 着 で いら れる ほど 自分 の 理想 に 対す る 強い 確信 と 決意 を 抱く こ 
と が で きる だ ろう か 。 

最後 の 勝利 を 得る まで 彼 の 運動 を 導い た 信仰 と それ に 基づく 忍耐 と 
決意 は 、 そ れ 自 体 彼 の 宗教 の 崇高 な 精神 を 雄弁 に 物語 る も の で ある 。 心 
の 中 に 少し で も 疑惑 と 不安 が あっ た な ら ば 、 彼 は 23 年 問 も の 長い 間 、 
暴虐 の 限り を つく し た 攻撃 と 陰謀 に 対し 勇 束 に い ど み 打 ち 勝 つこ と は 
決し て で き な か っ た で あろ う 。 

これ が 彼 の 内 部 の 中 に 起 っ た 革命 の 一 面 で わる 。 も う ひ と つの 面 は も 
っ と 素晴らし く 驚 くべ きこ と で ある 。 
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G. 40 才 の 時 に 襲っ た 運命 の 大 展開 

40 年 間 に わ た り 彼 は アラ ビア 民族 の 中 で アラ ビア 人 と し て 生き て き 
た 。 そ の 長い 間 、 彼 は 政治 家 、 説教 師 、 雄弁 家 と し て は 全く 知ら れ て い 
な か っ た 。 後に 彼 が 布教 を 始め た 時 、 誰 も 彼 が 知恵 と 知識 の エッ セン ス 
を 授け られ て いる の を 聞い た 者 は いな か っ た 。 形 面 上 学 、 倫 理学 、 法 学 、 
政治 学 、 経済 学 、 社会 学 等 の 原理 を 講述 し て いる 彼 の 姿 は 一 度 も 見 られ 
な か っ た 。 偉大 な 将軍 と し て は も ちろ ん の こと 、 普 通 の 兵士 と し て も 知 
られ る こと が な か っ た 。 彼 は 神 、 天 使 、 啓 示 書 、 初 期 の 預言 者 、 過 去 の 
_ 民 族 、 春 判 の 日 、 死後 の 生命 、 地 獄 と 天国 な ど に つい て は 一 言 も 話し た 
こと は な か っ た 。 も ちろ ん 彼 は 優れ た 性 格 と 魅力 的 な 態度 を 持ち 教養 が 
高かっ た が 、 将 来 人 類 が 彼 か ら 偉大 で 革命 的 な 精神 の 糧 を 期待 で きる よ 
うな 印象 の 強い 並外れ た も の は 何 も 彼 に は な か っ た 。 

彼 は 人 々 の 間 で は 気 立て の 良い 真面目 で 落ち 着い た 上 品 な 性 格 で 、 法 
を 守る 人 と し て 知ら れ て いた 。 し か し 彼 が 新しい 教え を た ず さ え 洞 宗 か 
ら 出 て 来 た 時 に は 変貌 し て いた 。 

彼 が 唯一 神 の 啓示 を 説教 し 始め る と 、 全 アラ ビア 人 が 博 然 と し 、 威 怖 
し 、 驚 倒 し 、 彼 の 素晴らし い 雄 弁 に 魅せ られ た 。 彼 の 雄弁 は 彼 を 最も 憎 
む 敵 で すら 思わ ず 耳 を 傾け る ほど 印象 的 、 魅力 的 で あっ た 。 彼 の 雄弁 は 
人 々 の 心 の 奥底 、 骨 の 髄 まで 浸透 し 、 彼ら の 足場 を 切 崩 し 、 古い 宗教 と 
文化 に 別れ を 告げ させ る ほど の 力強い も の で あっ た 。 彼 が 自分 に 敵意 を 
抱く 人 々 に 向かっ て 彼 が 朗 唱 し た 文句 に 似 た も の を 一 行 で も よい か ら 
作っ て みる よう に と 挑戦 し た 時 、 全 アラ ビア の 最高 級 の 詩人 、 説 教師 、 
雄弁 家 で さえ 、 言 葉 の 美 し さ と 表現 の 卓越 さ に お いて それ に 匹敵 する な 
に も の も 作れ な か っ た ほど に 比類 の な い 素晴らし さ で あっ た 。 
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H. 普遍 的 な メッ セー ジ 

今や 彼 は ユニ ー ク な 哲学 者 、 優れ た 革命 家 、 文明 と 文化 の 新しい 形成 
者 、 優れ た 政治 家 、 偉大 な 指導 者 、 最高 の 審判 記 、 比 燥 な き 拉 軍 と し て 
人 々 の 前 に 現われ た 。 この 無 学 な 砂漠 の ベ ド ウィ ン は 、 何人 や 彼 の 先 に 
も 後に も 説く こと が で き な か っ た よう な 学識 と 知恵 を 以 っ て 人 々 に 語 
2 か けた 。 彼 は 形 面 上 学 と 神学 の 複雑 な 問題 を 説明 し た 。 過去 の 改革 者 
の 業績 を 評論 し 世界 の 様々 な 宗教 を 批判 し 、 民 族 の 間 の 摩擦 と 相 市 に 判 
断 を 与え た 。 倫理 の 規範 と 文化 の 原則 を 教え 、 最高 の 思想 家 や 学者 が 生 
涯 を か け て 研究 し 、 人 事 百 般 に つい て 深 経験 を 経て 初め て 本 当 の 真理 
が 把握 で きる よう な 社会 文化 、 経済 組織 、 集団 行動 、 国際 関係 の 原理 を 
説い た 。 実際 、 人 間 は 理論 的 知識 と 実際 的 経験 に お いて 進歩 する に 従っ 
て 、 知 識 と 経験 の 美 し さ は 滞 次 実っ て くる 。 

以前 に 一 度 も 剣 を 振っ た こと も な く 、 軍 事 訓練 を 受け た こと も な く 、 
戦 当 に は た だ 一 度 の み ー し か も た だ 傍観 者 と し て し か 参加 し た こと の 
な か っ た 、 こ の 静か な 平和 を 愛好 する 商人 は どん な 激しい 戦い で あれ 一 
度 も 退却 し な か っ た 勇敢 な 軍人 に 突然 変わ っ た 。 兵器 が 未 発達 で 、 交通 
機関 が 貧弱 で あっ た 時 代 に 、 僅 か 9 年 間 で アラ ビア 全土 を 征服 し た ほど 
の 偉大 な 将軍 と な っ た 。 彼 の 軍事 的 才能 と 機動 力 は 最高 度 に 発揮 され 、 
彼 が 鼓 吹 し た 尚武 の 精神 と 、 ア ラビ ア 人 の 塵 の よ うな 群衆 に 授け た 軍事 
訓練 に よっ て アラ ビア 軍 は 数 年 を 経 ず に 、 当 時 の 二 大 強国 を 打ち 破り 、 
当時 知ら れ て いた 世界 の 大 部 分 の 支配 者 に な っ た ほど の 奇跡 を 生ん だ 。 

50 才 を と っ くに 越し て か ら 今 まで 政治 活動 に は 少し の 関心 も 示さ な 
か っ た この 落ち 着い た 物静か な 人 物 が 、 非 常に 偉大 な 政治 の 改革 者 と し 
て 突然 世界 の 舞台 に 現われ た 。 彼 は ラジ オ そ 無線 や 印刷 物 の 助け を 借り 
な いで 120 万 平方 マイ ル の 砂漠 に 散ら ば っ て 住む 人 々 、 好 戦 的 で 無知 、 
粗野 、 暗愚 で 、 部 族 同士 で 共倒れ に な る まで 戦い に 了 錠 っ て いる 民族 を ひ 
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と つの 旗印 、 ひ と つの 法律 、 ひ と つの 宗教 、 ひ と つの 文化 、 ひ と っ の 文 
明 、 ひ と つの 政治 形態 の 下 に 統一 させ た 。 

彼 は 人 々 の 考え 方 、 習慣 、 道徳 を 変え た 。 粗野 な 人 間 を 上 品 に 、 野 変 
な 人 間 を 文化 的 に 、 悪事 を な す 性 悪 な 人 を 、 唯 一 神 を 妨 れ る 敬 度 な 正 し 
い 人 間 に 変 えた 。 彼 ら の 手 に は 負え な い 頑 固 な 性 質 は 法律 と 秩序 に 服従 
させ る 模 男 と な っ た 。 高 名 と 言え る 偉大 な 人 間 を 一 人 も 産ん だ こと の な 
いそ の 民族 が 彼 の 影響 と 指導 の 下 に 、 数 世紀 の 間 に 宗教 と 道徳 と 文化 の 
原理 を 説教 する た め に 世界 の 隅 々 まで 出かけ た 何 千 人 も の 高貴 な 人 間 
を 生ん だ 。 

彼 は この 偉業 を 世俗 的 な 魅惑 や 圧迫 や 強制 に よっ て で は な く 、 魅 力 的 
な 態度 と 誰か ら も 慕 わ れる 高 潔 な 人 格 と 確信 に 溢れ た 伝道 に よっ て 成 
し 遂げ た の で あっ た 。 彼 は 高貴 で 上 品 な 態度 で 彼 に 敵意 を 抱く 者 と すら 
仲良 く な っ た 。 限り な い 同 情 心 と 親切 心 で 、 人 々 の 心 を と りこ に し た 。 
彼 は 正しい 政治 を し た 。 彼 を 生ま れ 故 卿 か ら 追 放し た り 、 ア ラビ ア 全 土 
を あげ て 彼 に 反対 させ た 、 憎む べき 敵 す ら 、 復讐 に 狂っ て 彼 の 亡くな っ 
た 伯父 の 肝 を 食っ て し まっ た 人 々 で さえ も 弾圧 し な か っ た 。 彼 ら を 征服 
し た 時 に は 、 彼ら 全て を 許し た 。 彼 は 自分 の 個人 的 不満 や 自分 に 加え ら 
れ た 悪意 の た め に 復讐 し た り 、 人 恨み を 晴らす よう な こと は 決し て な か っ 
7 だ は 

彼 は 国 の 支配 者 に な っ た に も か か わら ず 、 非 常に 無 私 無欲 か つ 謙 虚 で 
その 生活 は 極め て 簡素 で あっ た 。 以 前 と 同じ よう に 粗末 な 草 墓 の 泥 の 家 
に 住み 、 床 の 上 に 眠り 、 粗末 な 衣服 を 身 に まとい 、 最も 質素 な 食物 を 食 
べ 、 時 に は 何 も 食 べ ず に 出かけ て 行く こと も あっ た 。 そし て 夜 は 主 の 御 
前 に 祈り を ささ げ な が ら 過 す の が 常 だ っ た 。 い つも 貧し く 一 文 も な い 
人 々 を 末 い に 出 か けた 。 

彼 は 労働 者 の よう に 真っ 黒 に な っ て 働く こと を 少し も 恥 と は 思わ な 
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か っ た 。 最後 まで 王者 の よう に 華美 を 誇示 し た り 、 権勢 者 や 富 者 に あり 
が ちな 人 慢 な 態度 が 少し も 見 られ な か っ た 。 普 通 の 人 の よう に 人 々 と 共 
に 日 常 生 玲 し 、 苦楽 を 共に し た 。 彼 は 人 々 と 交わ り 一 緒 に な っ て いた の 
で 、 知ら な い 人 や 外部 の 者 に は 、 誰が 民 の 指導 者 、 国家 の 支配 者 で ある 
の か 見 分 ける こと は 難し か っ た と いう 。 

それ ほど 偉大 で あり な が ら 、 彼 が 徐 し い 人 に 接する 時 の 態度 は 、 何等 
他 の 人 と 分 け 隔 て が な か っ た 。 全 生 涯 の 努力 と 秦 斗 を 通じ て 、 自分 の た 
め の 利益 や 報酬 を 求め ず 、 また 後継 者 に 財産 を 残さ な か っ た 。 彼 は 総 て 
を 共同 体 の た め に 投げ 出し た の で あっ た 。 彼 の 子 際 が ザ カ ー ト ( 喜 捨 ) 
の 恩恵 を 受け る こと すら 禁じ た ほど で ある か ら 、 彼 や 彼 の 子孫 の た め に 
は 何 も の を も 求め な か っ た 。 将 来 彼 の 信者 が 彼 の 一 族 の た め に ザ カ ー ト 
( 喜 捨 ) の 全 割 当 を 出す よう に な る の を 恐れ た か ら で あ っ た 。 


I. 人 類 の 思想 に 対す る 預言 者 ムハンマド の 頁 献 

この 偉大 な 人 間 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 業績 は これ だ け で 
は な い 。 彼 の 真 の 価値 を 正しく 評価 すろ る た め に は 、 世界 史 全 般 の 背景 の 
下 で 調べ ね ば な ら な い 。 そ うす れ ば 1400 年 前 の 「 無 明 時 代 」 に 生ま れ 
た この アラ ビア の 砂漠 の 無 学 な 人 間 が 「 近 代 」 の 本 当 の 開拓 者 、 人 類 の 
本 当 の 指導 者 で あっ た こと が 明らか に な る 。 彼 は 彼 の 指導 を 受け 入れ る 
人 々 だ け で は な く 、 彼 を 指導 者 と し て 認め な い 人 々 、 さ ら に は 彼 を 非難 
する 人 々 の 指導 者 で も ある 。 た だ 唯一 の 違い は この よう な 人 々 に は 彼 の 
導き が 感じ られ な い が 、 依 然 と し て 彼ら の 考え 方 と 行動 に 影響 を 及ぼ し 、 
彼ら の 生活 を 律する 原理 で あり 、 か つ 近 代 の 精神 その も の で ある と いう 
事実 に 気がつか な いこ と で ある 。 

人 間 の 思想 の 進 向 を 、 迷信 、 自然 で な いも の 、 神秘 的 な も の ご と 補修 
道 院 制度 へ の 執着 か ら 、 合理 的 な アプ ロー チ 、 真実 を 愛し 、 敬 度 で 調和 
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が と れ た 現世 の 生活 を 愛す る よう に させ た の は 彼 で あっ た 。 要する に 、 

超自然 的 な 出来 事 の み を 奇 味 と 見 な し 、 そ の 出来 事 に 宗教 的 使命 の 真理 

の 証明 を 要求 し それ に 対す る 合理 的 証明 と 信仰 を 求め る 努力 を 真理 の 

基準 で ある と 強調 し た の は 彼 で あっ た 。 当時 、 自然 現象 の 中 に 唯一 神 の 

印 を 求め て いた 人 々 を 開眼 させ た の は 彼 で あっ た 。 根 拠 の な い 推 測 の 代 

り に 、 観察 、 実験 、 調査 に 基づい た 合理 的 な 理解 と 健全 な 推測 の 道 に 人 

類 を 導い た の も 彼 で あっ た 。 感覚 に よる 認識 、 理性 、 直観 の 機能 と 限 

界 を 明白 に し た の も 彼 で あっ た 。 精神 的 価値 と 物質 的 価値 の 調和 を も た 

らし た の も 彼 で あっ た 。 信 仰 に 知識 と 行動 を 調和 させ た の も 彼 で あっ た 。 
宗教 の 力 を も っ て 科学 的 精神 を 創造 し 、 科 学 的 精神 に 基 い た 真 の 熱烈 な 
款 教 を 発展 させ た の も 彼 で あっ た 。 

あら ゆる 形 の 候 像 崇拝 、 人 神 崇 拝 、 多神教 を 徹底 的 に 根絶 し 、 神 は 唯 
ー で ある と いう 非常 に 強い 信仰 の 下 に 、 迷 信 や 偶像 団 拝 を 基本 と し て い 
る 宗教 で さえ この 一 神 教 的 要素 を 取ら ざる を えな いよ うに し た の も 彼 
で あっ た 。 倫理 と 霊 性 の 根本 的 概念 を 変え た の も 彼 で あっ た 。 難 行 苦行 
と 自己 寂 滅 の み が 道 徳 の 規準 と 精神 の 純潔 一 その 純潔 は 現世 の 生 を 逃 
れ 、 人 間 性 の あら ゆる 欲望 を 無視 し 、 肉体 を ちら ゆる 苦難 に 投じ な けれ 
ば 得る こと は で き な い 一 で ある と 信じ て いた 人 々 に 、 身 近 な 世界 の 現実 
の 出来 事 に 積極 的 に 打ち 込む こと に よっ て 精神 の 発達 、 道 徳 の 解放 と 救 
済 を 得る こと の 道 を 示し た の も 彼 で あっ た 。 

人 間 の 本 然 の 価値 と 位置 を 人 類 に 教え た の も 彼 で あっ た 。 神 の 化身 や 
神 の 子 だ け を 道徳 的 教師 か つ 精 神 的 指導 者 と し て 仰い で いた 人 々 に 、 い 
か に 神 に 近い と は いえ 神 で は な い 人 間 が 地上 に お ける 神 と な る こと は 
で き な い こと を 教え られ た 。 偉 大 な 人 間 を 神 と 宣言 し 財 拝 し て いた 人 々 
は 、 自分 達 が 崇拝 し て いる も の は 結局 人 間 に す ぎ ず 、 それ 以上 の 何者 で 
も な いと いう こと を 納得 させ られ た 。 い か な る 人 間 も 「 生 まれ 」 に よっ 
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て 神聖 や 権威 や 支配 を 要求 する こと は で き な い 、 ま た 何人 も 不 触 賊 民 や 
奴隷 や 農奴 の 名 を 持っ て 生ま れ た の で は な いと 強調 し た の も 彼 で あっ 
た 。 人 類 の 一 体 化 、 人 間 の 平等 、 世界 の 真 の 民主 主義 と 真 の 自由 思想 を 
鼓 吹 し た の も 彼 で あっ た 。 

観念 の 領域 か ら 一 歩 眼 を 転 ず れ ば 、 こ の 無 学 で あっ た 人 物 の 思想 が 世 
界 の 様々 な 規範 と あり 方 に 強く 影響 を 与え て いる 現実 を 無数 に 見 出す 
こと が で きる 。 今日 世界 に 広く 行き わた っ て いる 善行 、 文化 と 文明 や 思 
想 と 行為 の 純潔 に 関す る 非常 に 多く の 原理 は その 起源 を さか の ぼれ ば 
彼 に 負う と ころ が 多い 。 彼 が 与え た 社会 の 規範 は 当時 の 人 々 の 社会 生活 
と その 構造 に 深く 浸透 し て お り 、 今 日 に 至る まで 影響 を あたえ て いる 。 
彼 が 説い た 経済 の 基本 原理 は 世界 史 の 多く の 運動 に 取り 入れ られ て き 
た が 、 将来 に お いて も その 可能 性 は 高い 。 彼 が 規定 し た 支配 の 規範 は 世 
界 の 政治 に 対す る 考え 方 と 倫理 に 多く の 論争 を も た らし た が 、 今 日 まで 
その 影響 は 持続 され つづ け て いる 。 彼 の 天 分 を 示す 法学 と 裁判 の 根本 的 
な 原理 は 諸国 家 の 法 廷 に お ける 裁判 に 顕著 な 影響 を 与え て きた が 、 後 世 
の 多く の 立法 学者 に と っ て 永遠 に 尽き な い 導 き の 源泉 で も ある 。 こ の 無 
学 な アラ ビア 人 が 始め て 国際 関係 の 全 機 構 に 足跡 を 残し 、 戦 争 と 平和 の 
法 を 規制 し た 最初 の 人 間 で あっ た 。 な ぜ な ら ば 、 戦争 に も また 倫理 的 規 
絶 が 必要 で あり 、 国 家 間 の 関係 は 共通 の 人 類 と いう 基盤 に 立っ て 調整 す 
る こと が で きる と いう 考え を 持っ た 人 が 以前 に 一 人 も いな か っ た か ら 
で ある 。 


J. 偉大 な 革命 家 

世界 史上 で この 素晴らし い 人 間 の 崇高 な 座 が 、 国 家 の 英 雄 と し て 名 高 
いあ ら ゆ る 時 代 の あら ゆる 偉人 達 の 上 に 高く そびえ そ て いる の で 、 彼 と 比 
較 す る と どん な 偉人 で さえ も 小 人 の よう に 見 える ほど で ある 。 彼 ら の 中 
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に は 、 唯 一 人 と し て 人 間 生 活 の 1 つか 2 つの 面 以上 に 深い 印象 を 与え 
る こと が で きる 天才 は いな か っ た の で ある 。 あ る 者 は 理論 と 思想 に 優れ 
て いる が 、 実際 的 な 活動 に 欠け て いる 。 ある 者 は 行動 の 人 で ある が 見 議 
が た りな い 。 ある 者 は 政治 家 と し て の み 知 られ 、 ある 者 は 策略 と 戦術 の 
名 人 で あっ た 。 ある 者 は 他 の いろ ん な 局面 に 目 を つぶ っ て 、 社 会 生活 の 
一 面 だ け に 全力 を 注い だ 。 ある 者 は 倫理 的 ・ 精 神 的 な 真理 の 探 完 に 精 カ 
を 注い だ が 、 経 済 や 政治 は 無視 し た 。 あ る 者 は 経済 や 政治 に 専心 し た が 、 
道徳 や 人 生 の 精神 的 な 面 を 怠っ た 。 要する に 、 我 々 が 英雄 と 呼ん で いる 
人 々 は た いて い 人 生 行 路 の た だ ひと つの 面 の 達人 、 熟練 者 で あっ た 。 ム 
ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) だ けが あら ゆる 美徳 長所 を 人 格 の 中 に 澤 
然 と 具現 し て いる 唯一 の 例 で ある 。 彼 は 哲学 者 で あり 、 表 言 者 で あり 、 
自分 の 教え を 一 身 に 具現 し た 人 で ある 。 軍事 的 天才 で ある と と も に 偉大 
な 政治 家 で ある 。 立法 者 で あり 、 か つま た 道徳 の 教師 で ある 。 宗教 の 導 
き で ある と と も に 精神 の 光明 で ある 。 彼 の 眼 は 人 生 の すべ て の 面 を 洞察 
し 、 彼 が 触れ て 飾ら な いも の は ひと つも な い 。 彼 の 法 と 命令 は 国際 関係 
の 調整 か ら 、 飲食 、 身体 を 清潔 に する こと な どの 日 常 生活 の 習慣 に 至る 
まで 広範 囲 に わた っ て いる 。 彼 の 理論 に 基づい て 、 文 明 と 文化 を 建設 し 、 
欠陥 や 弱点 や 不 完全 が いさ さか も 見 られ な い ほ ど 、 人 生 の 矛盾 し た 様々 
な 面 に 素晴らし い 調和 を 生み 出し て いる 。 こ の よう に 完全 で 万 能 的 な 人 
間 を 彼 の 他 に 指摘 する こと が で きる だ ろう か 。 

世界 の 著名 な 人 物 の 多く は 環境 の 産物 で ある と 言わ れ て いる 。 だ が 彼 
の 場合 は 一 種 独特 で ある 。 彼 の 環境 は 彼 の 人 格 形成 に は 関係 が な いよ う 
に 見 える 。 ま た 歴史 的 に 見 て 彼 の 出現 が 当時 の アラ ビア の 事情 に 合致 し 
た と は いえ な い 。 せい ぜ い 言 える こと は 、 当 時 の アラ ビア の 事情 は 、 相 
争っ て いる 部 族 を ひと つの 民 に 結合 する こと が で き 、 ま た 他 の 諸国 を 支 
配下 に お いて 経済 統一 と 福祉 の 基礎 を 置く こと が で きる よう な 人 間 の 
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出現 一 つま り 当 時 の アラ ビア 人 の 特性 を すべ て 持ち 、 残 虐 、 圧 迫 、 流 面 、 
航路 、 偽善 その 他 善 悪 の \ か な る 手段 を 用 いて も ゃ 、 民 を 富 ま せ 、 その後 
継 者 の 中 産 と し て 王国 を 残す こ と が で きる よう な 民 的 指導 者 の 出現 を 
切実 に 待望 し て いた と いう こと で ある 。 当 時 の アラ ビ ア の 歴史 を 見 る と 、 
この 切実 な 要求 以外 に 見 出す こと が で き な い 。 

ヘー ゲル の 歴史 哲学 や マル クス の 唯物 史学 の 観点 か ら せ い ぜ い 言 え 
る こと は 、 時 代 と 環境 が 、 民 を 形成 し 国家 を 建設 する こと が で きる 指導 
者 の 出現 を 要望 し た と いう こと で ある 。 し か し ヘー ゲル 流 や マル クス 流 
の 哲学 で は 説明 で き な い こと が ある 。 どう し て その よう な 環境 が 、 最善 
の 道徳 を 教え 人 間 性 を 清め 無明 と 吐 黒 の 時 代 の 偏見 と 迷信 を 一 掃 す る 
使命 を 帯び た 人 間 、 人 種 や 民族 や 国家 の 頑 迷 な 区 別 を 超越 し た 人 間 、 自 
国 の た め ば か り で な く 、 世 界 の 幸福 の た め に 、 道 徳 的 、 精 神 的 、 文 化 的 、 
政治 的 な 上 部 本 造 の 基礎 を 置い た 人 間 、 理論 上 で で は な く 現 実に 、 商 取 
引 、 市政 、 政治 、 国際 関係 等 を 道徳 の 基礎 の 上 に 置き 今日 まで も 彼 の 生 
前 と 全く 同じ よう に 、 知恵 と 預言 の 傑作 と 見 な され 、 世俗 的 な 生活 と 精 
神 的 な 向上 の 間 で 調和 する 中 証 の 統合 を 作り だ し た 人 間 一 この よう な 
人 間 を 生み 出す こと が で きた の だ ろう か 。 この よう な 人 間 が 、 ア ラビ ピア 
全土 に 浸透 し た 吐 黒 の 産物 と 言え を る で あろ うか 。 

彼 は た だ 自分 の 環境 と 無線 で ちあ っ た ば か り で は な い 。 彼 の 偉業 を 見 る 
な ら ば 彼 は 本 当 に 時 空間 の いか な る 限界 を も 超越 し て いる と いう 結論 
に 達せ ざる を えな い 。 彼 の 洞 宗 カカ は アッ ラー の 許し に よっ て あ ら ゆ る 俗 
界 や 自然 界 の 障害 を 通り 抜け て 看破 し 、 あ ら ゆ る 人 間 の 歴史 を 包括 し て 
いる の で ある 。 

彼 は 歴史 か ら 忘 れ ら れる よう な 人 間 で は な い 。 生 き て いる 時 良い 指導 
者 で あっ た た め に 賞 讃 され る の で は な い 、。 彼 は 彼 の 時 代 に そう で あっ た 
よう に 、 いつ の 時 代 に で も その 時 代 の 要望 に 応え 、 時 代 と 共に 進む 、 人 
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類 の 唯一 無 二 で 比較 する 者 が な い 指 導 者 で ある 。 ま こと に 彼 の 教え は 明 
日 の 朝 の よう に モダ ン で ある 。 

人 々 が 「 歴 史 を 作っ た 人 間 」 と 呼ん で いる 人 達 は 「 有 歴史 か ら 作 られ た 
人 間 」 に すぎ な い の で ある 。 ま こと に 人 類 の 全 歴 史 に お いて 、 彼 こそ は 

[歴史 を 作っ た 人 間 」 の 唯一 の 例 で ある 。 革命 的 大 改変 を も た らし た 世 
界 の 偉大 な 指導 者 達 の 生涯 と 環境 を 調べ て みる と 、 ど ん な 場合 に つい て 
も 革命 の 気運 が まさ に 起 ろ うと する 動乱 に 対し て 凝集 し て 、 あ る 一 定 の 
方 向 に 進路 を 取り 、 た だ 爆発 する 瞬間 を 待っ て いた に すぎ な いこ と を 見 
出す の で ある 。 この 革命 の 気運 の 時 を 得 て 行動 に 移す た め に 、 革命 指 導 
者 は 舞台 と 役割 が 前 も っ て 定め られ て いた 役割 を 果たし た の で あっ た 。 
これ に 反し て あら ゆる 時 代 の あら ゆる 「 歴 史 を 作る 人 間 」 と 革命 的 な 人 
物 の 間 で 、 彼 は 革命 に 必要 な 条件 を 結集 する た め に 方 法 と 手段 を 探し 、 
彼 の 目的 の た め に 要求 され る 人 間 を 自ら 教育 し 作り 上 ね ば な ら な か っ 
た 唯一 人 の 人 間 で ある 。 な ぜ な ら ば 、 彼 の 運命 が 投 ぜ られ た アラ ビア の 
人 々 の 間 に は 革命 の 精神 と それ に 必要 な 道具 立て が 少し も 存在 し な か 
っ た か ら で あ っ た 。 

彼 は 力強い 人 格 で 何 千 人 も の 弟子 達 の 心 に 消え る こと が な じい 影響 を 
与え 、 彼 の 望む よう に 彼ら を 統治 し た 。 彼 の 意思 に よっ て 革命 の 基盤 を 
準備 し 、 そ の 人 性格 と 姿 を 創り 上 げ 、 さ ま ざ ま な 事件 の 流れ を 彼 が 期待 し 
要望 し た ひと つの 水路 に 信仰 を 定め た 。 これ ほど 優れ た 「 歴 史 を 作る 人 
間 」 の 例 を 、 こ れ ほ ど 優 秀 で 素晴らし い 革 命 の 例 を 誰か 他 に 指摘 する こ 
と が で きる で あろ うか 。 


K. 最終 の 証明 
アラ ビア の よう な 未開 の 地 で 、1400 年 前 の 無明 時 代 に 元々 羊 飼い で 
無 学 な アラ ビア の 商人 あっ た 人 間 が な ぜ こ の よう な 光 、 知識 、 偉 力 、 能 
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カカ 、 そ し て 素晴らし く 発 達し た 道徳 を 持つ よう に な っ た の で あろ うか 。 
我々 は この こと を 沈 思 考慮 し な けれ ば いけ な い 。 

彼 の 啓示 に 特別 変わ っ た と ころ は 何 も な い 。 そ れ は 彼 自 身 の 心から の 
産物 で ある と 人 は 言う か も し れ な い 。 も し そう で ある な ら ば 彼 は 自分 が 
神 で ある と 宣言 し た は ず で ある 。 そ し て も し 彼 が 当時 その よう な 宣言 を 
し た な ら ば 、 た だ 想像 か ら ク リ シ ュ ナ や 仏陀 を 神 と 呼び 、 イー サー ( イ 
エス ) を 神 の 子 と 呼び 、 また 火 や や 水 や 空気 な どの 自然 の 力 さ え 平 気 で 祭 
拝 し て いた 当時 の 人 々 の こと を 考え る と 、 こ の よう な 素晴らし い 人 間 を 
主 な る 神 自身 で ある と た だ ち に 認め た で あろ う 。 

し か し 、 彼 の 啓示 は 全く 反対 で あっ た 。 彼 は 次 の よう に 言っ た 。 

「 私 は あな た 方 と 同じ 人間 で ある 。 私 は 自分 で は 何 物 も あな た 方 に 与 
える こと は で き な い 。 すべ て は 唯一 神 が 私 に 啓示 され た も の で ある 。 私 
が 持っ て いる あら ゆる も の は 肉 一 神 の も の で ある 。 同 じ も の を 誰 一 人 作 
る こと が で き な い この 啓示 は 唯一 神 の 啓 直 で ある 。 私 の 心 の 中 か ら 作 ら 
れ た も の で は な い 。 そ の ひと つ ひ と つの 言葉 は すべ て 槍 一 神 か ら 啓 示さ 
れ た も の で ある が 、 あ な た が た の 眼 に は 私 の 功績 で ある よう に 映っ て い 
る で あろ う 。 素晴らし いす べ て の 備 業 、 私 が 授け た あら ゆる 規 男 私 が 
説き 教え た すべ て の 原理 の 中 で 、 私 か ら 出 て いる も の は ひと つも な い 、。 
これ ら は どれ ひと つと っ て や 私 個人 の 能力 と 才能 か ら 作り 出す こと は 
全く 不可 能 で ある 。 私 は あら ゆる 物事 を 為す た め に すべ て 唯一 神 の 導き 
に すがっ て いる 。 唯一 神 が 和 欲し 給 う こと を 私 は 行ない 、 唯一 神 が 命じ 給 
うこ と を 私 は 官 言 し て いる だ け で ある 。」 

ああ 、 な ん と 素晴らし い 感 激 で あろ うか 。 な ん と いう 正直 さと 名 誉 の 
模範 で あわ ろ うか 。 暖 つき や 偽善 者 は 他人 の 名 准 を 自分 の も の に 横取り し 
て も 、 化け の 皮 が は が れ て も 、 少し も 良心 の と が め を 感じ し ない 。 し か し 
この 偉 大 な 人 間 は 、 彼 の イン スピ レー ショ ン の 源 を 見 出す 方 法 が な い の 
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で 、 誰 も 彼 を 否認 する こと が で き な い ほど 明らか な こと で も ゃ 、 彼 の 偉業 
の どれ ひと つと し て 自分 の 名 汰 に し よう と は し な い 。 

目的 の 完全 な 率直 さ 、 性 格 の 素直 さ 、 魂 の 祭 高 さ を これ 以上 に 証明 す 
る も の が どこ に ある だ ろう か 。 これ ほど の 多芸 多才 と 能力 を 秘密 の 経路 
か ら 得 て い る の に 、 自 分 を 啓発 し 激励 し た あら ゆる も の の 源泉 を 明らか 
に 指摘 し た 彼 ほど 誠実 な 人 間 が 他 に いる だ ろう か 。 これ ら の 要因 は すべ 
て 、 さ の よう な 人 間 こ そ 唯 一 神 の 真 の 御 使 いで あっ た と いう 結論 に 我々 
を 必然 的 に 導く の で ある 。 

この 人 こそ 我々 の 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) で あっ た 。 
彼 は 稀 嘆 すべ き 価 値 を 持っ た 人 で あり 、 美 術 と 善良 の 典型 で あり 、 真 実 
と 正直 の 象徴 で あり 、 唯一 神 の 偉大 な 使徒 で あや り 、 か つ 全 世界 へ べ の 御 使 
いで あっ た 。 彼 の 生活 と 思想 、 彼 の 真実 と 正直 、 彼 の 信仰 と 親切 、 彼 の 
性 格 と 道徳 、 彼 の イデ オロ ギー と 業績 - こ れ ら は すべ て 彼 の 預言 に 対す 
る 非難 の 余地 の な い 証 明 で ある 。 偏 見 を 持た ず に 彼 の 生涯 と 教え を 研究 
する 人 は 誰 で も 明らか に 彼 が 唯一 神 の 真 の 預言 者 で あり 、 ク ルアー ンー 
彼 を 通じ て 人 類 に 与え られ た 啓典 一 は 唯一 神 の 聖典 で あっ た こと を 証 
明 す る で あろ 2 う 。 偏 見 を 持た な い 真 面目 な 真理 の 探究 者 は この 事実 を 見 
逃す こと は な い 。 

更に 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) を 通じ て の み 、 我々 は イス ラ 
ー ム の 道 を 正しく 知る こと が で きる こと を は っ きり 理解 し な く て は な 
ら な い 。 ク ルアー ン と ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 伝承 (ハデ ィ 
ー ス ) だ けが 、 人 間 が 唯一 神 の 意志 を こと ご と く 知 る た め に 役に立つ 信 
頼 で きる 典拠 で ある 。 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 全 人 類 に 対す 
る 唯一 神 の 御 使 いで あり 、 往 古 か ら 、 次 か ら 次 へ と 続い て きた 聞 言 者 達 
の 輪 は 彼 の と ころ で 止ま っ た 。 彼 は 最後 の 預言 者 で あり 、 直接 の 啓示 を 
通じ て 人 類 に 伝え る の が 唯一 神 の 御 意志 で あっ た あら ゆる 教え は 、 ム ハ 
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ンマ ド ( 役 の 上 に 平安 あれ ) を 通じ て 唯一 神 か ら 授 けら れ 、 ク ルアー シン 
と ハデ ィ ー ス の 中 に 大 切 に 秘め られ て いる 。 真理 の 探究 者 、 正直 な ム ス 
ノム 、 唯 一 神 の 道 の 誠 実 な 信者 に な らん と 願う 人 は 誰 で も 、 唯一 神 の 最 
後 の 預 言 者 を 信じ 、 彼 の 教え を 受け 入れ 、 彼 が 人 類 に 示し た 道 を 進ま な 
けれ ば な ら な い 。 これ が 成功 と 救い へ の 真 の 道 で ある 。 


4. 最後 の 預言 者 


ーー で ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 預言 の 面 を 考察 し よ う 。 

預言 の 性 質 は 既に 論じ られ た が 、 こ の 論述 で 預言 者 の 出現 は 普通 の 出 
来 事 で は な いこ と が 明らか に な っ た 。 預 言 者 の 肉体 の 現存 も また あら ゆ 
る 土地 、 民 族 、 時 代 に 必要 欠く べから ざる こと で も な い 。 預言 者 の 教え 
は 人 々 を 正しい 道 に 導く 照明 灯 で あり 、 預 言 者 の 教え と 導き が 生き て い 
る か ぎり 、 いわ ば 預言 者 自身 も 生き て いる こと に な る 。 預言 者 の 本 当 の 
死 は 肉体 的 な 死 で は な く 、 彼 の 教え が 弱まり 、 彼 の 導き が 改ざん され る 
こと に ある 。 以前 の 預言 者 達 は 、 信奉 する 人 々 が その 教え に 卑 し く へ つ 
らい 、 教訓 を 勝手 に 作り 変え 、 偽り の 出来 事 を 付け 加え て 伝承 を 汚し て 
し まっ た た め に 、 死 ん で し まっ た の で ある 。 以 前 の 也 典 一 タ ワウ ラー ト ( ム 
ー サ ザー の 律 法 )、 ザ プ ブール (ダー ウー ド の 詩篇 )、 イ ンジ ー ル (イー サー 
の 福音 書 ) 一 は いずれ も 今日 その 原典 が 残っ て いな いた め 、 その 聖典 を 
信じ る 人 々 も 原典 を 持っ て いな いこ と を 告白 し て いる 。 過去 の 預言 者 達 
の 生涯 に つい て その 記録 は フィ クシ ョ ン が 非常 に 多く 混じっ て いる た 
め 、 彼 ら の 生涯 を 正確 に 信頼 で きる よう に 記述 する こと は 不可 能 で ある 。 
彼ら の 生涯 は 物語 や 伝説 と な ね っ て し まい 、 信 頼 す べき 記録 は どこ に も 見 
当たら な い 。 記録 が 失わ れ 、 存命 中 の 教え が 忘れ られ て いる ば か り で な 
く 、 い つど こ で その 預言 者 が 生ま れ 成 長 し た か 、 いか に 彼 が 生き 、 ど ん 
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な 規範 を 人 類 に 与え た か も 確実 に 言え を な い の で ある 。 ま さ に 預言 者 の 真 

の 死 は その 教え が 死滅 し た こと に ある . この 点 か ら 事実 を 判断 する の な 

ら ば 、 何人 も ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え ん が 生き て いる こと 

を 否定 する こと は で き な い 。 彼 の 教え は 偽作 され ず に ある し 、 偽作 する 

こと も で き な い の で ある 。 ク ルアー ン 一 彼 が 人 類 に 与え た 啓典 一 は その 

語句 も つづ り も 少し ゃ 違い な く 、 原典 の まま に 存在 し て いる 。 彼 の 生涯 

の あら ゆる 出来 事 一 彼 の 言っ た こと 、 訓示 し た こと 、 行 動 し た こと な ど 

ー は 完璧 な 正確 さ で 保存 され て いる 。 そ の た め 、13 世紀 経っ た 今日 で 

さえ 、 その 歴史 の 叙述 は 、 我々 が すぐ 間近 に 自分 の 眼 で 彼 を 見 て いる よ 

うに 思う ほど 明瞭 で 完全 で ある 。 どん な 人 間 の 伝記 も イス ラー ム の 預言 

者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 伝記 ほど よく 保存 され て いる も の 

は な い 。 我々 の 生涯 の あら ゆる 場合 に 、 我々 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平 

安 あ れ ) の 導き を 求め る こと が で きる し 、 彼 の 伝承 か ら 教 記 を 得る こと 

が で きる 。 それ が 最後 の 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 以後 

に 他 の いか な る 預言 者 も 要求 され な い 理 由 で ある 。 

また 新しい 預言 者 の 出現 を 必要 と する 3 つの こと が ある 。 問 言 者 の 

死去 だ け で は も う 一 人 の 預言 者 の 出現 を 招く こと に は な ら な い 。 新 し い 

預言 者 を 要望 する 事態 は 次 の よう に 要約 され る 。 

1、 前 の 預言 者 の 教え が 勝手 に 作り 変え られ た り 、 偽作 され た り 、 ま た 
は 教え が 死滅 し その 復活 が 望ま れ て いる 場合 。 この よう な 場合 に は 、 
人 々 の 生活 か ら 稼 れ を 取り 除き 彼ら の 宗教 を 元 の 形態 と 純粋 に 再 
生 す る た め に 新しい 預言 者 が 送ら れる 。 

2、 既に 亡くな っ た 預言 者 の 教え が 不 完全 で あり 、 そ の 教え を 修正 し 、 
改善 し 、 ま た その 教え に いく ら か 付け 加え る こと が 必要 な 場合 。 そ 
の 時 は 、 そ れ ら の 改善 進歩 を 成し遂げ る た め に 、 新 し い 預 言 者 が 遺 
わ さ れ る 。 
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3、 以前 の 預言 者 が ある 特定 の 民 や 地域 に の み 遣 わ ちさ れ た 場合 は 、 他 の 
民族 や 国家 の た め に 預言 者 が 派遣 され る 。 

以上 が 新しい 預言 者 の 出現 を 必要 と する 3 つの 根本 的 条件 で ある 。 
だ が 注意 し て みる と 、 こ れ ら の 条件 が どれ ひと つと し て 今日 存在 し な い 
こと が わか る 。 最後 の 預言 者 ム ハ ン マ . ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え は 
完全 に 保存 され て き て 不朽 の も の と な り 生 き て いる 。 彼 が 人 類 に 示し 給 
うた 導き は 完全 で 欠点 が な く 、 聖 クレ アー ン の 中 に 大 切 に 保存 され て い 
る 。 イス ラー ム の あら ゆる 典拠 は 完全 に その まま 残っ て お り 、 預言 者 の 
あら ゆる 教訓 と 行為 は 、 少 し の 疑惑 を 持た ず に 確か め る こと が で きる 。 
この よう に 彼 の 伝え た 教え は 完全 に 元 の まま で ある こと か ら 、 こ の 点 に 
関し 新しい 預言 者 の 必要 は な い の で ある 。 

* 原 著者 注 も う ひ と つの 場合 は 、 他 の 預言 者 を 助け る た め に 務 言 者 が 現 わ 
れる 場合 で ある 。 だ が その よう な 場合 の 例 は 極め て 稀 で ある 。 一 クル アー ン に 
は その 例 が 2 回 ある に すぎ な いこ の よう な 了 預言 は 極め て 例外 で あり 一 般 的 で 
な いか ら 、 我 々 は これ を 4 番目 と し て 取り 上 げ な か っ た の で ある 。 


第 二 は 、 唯 一 神 は 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) を 通じ て 、 
唯一 神 の 啓示 され た 導き を 完成 され 給 う た の で ある か ら イ スラ ー ム は 
人 類 の 完全 な 宗教 で ある 。 彼 は 「 今 日 、 液 ら の 為 に 、 液 ら の 信仰 一 宗教 
を 完成 し た り 。 液 ら に 与え る わが 恵み を 完成 し た り 。」 と 言い 給 う た 。 
人 生 の 完全 な る 道 と し て 、 イ スラ ー ム を 徹底 的 に 研究 する な ら ば 、 この 
クル アー ン の 言葉 の 真理 が 分 か る 。 イ スラ ー ム は 現世 と 来世 の 生き 方 の 
導き を 与え 、 そ し て 人 間 の 導き に 必要 欠く べから ざる こと は 決し て 漏れ 
て いな い 。 宗教 は 今や 完成 され た 。 未完 成 と いう 理由 で 新しい 頂 言 者 を 
求め る 必要 は な い 。 

最後 に ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 伝え た 教え は 、 特 定 の 民族 、 
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土地 、 時 代 に の み 与 えら れ た の で は な い 。 彼 は 「 世 界 の 預言 者 」 と し て 
ー 全 人 類 に 対す る 真理 の 御 使 いと し て 一 遭わ され た の で あっ た 。 ク ル ア 
ー ン に お いて は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) . に 「 お お 人 類 よ 。 我 は 
液 ら す べ て へ の 唯一 神 の 使い で ある 」 と 宣言 させ て いる 。 彼 は 「 世 界 の 

(あら ゆる 民族 へ の ) 祝福 」 で ある と 記さ れ て いる 。 彼 の 教え の 説き 方 
は 普遍 的 で 人 間 的 で あっ た 。 そ れ が 彼 以後 に 新しい 預言 者 の 出る 必要 が 
な く 、 彼 が クル アー ン に ハー タム ン ・ ナ ビィ イ (最後 の 預言 者 ) と 記さ 
れ て いる 理由 で ある 。 

唯一 神 と 唯一 神 の 道 を 知る た め の 唯 一 の 源泉 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 
平安 あれ ) で ある 。 我々 は 、 終末 の 日 まで 人 間 を 導く こと が で きる を 完全 
で 総括 的 な 彼 の 教え を 通じ て の み 、 イ スラ ー ム に つい て 知る こと が で き 
る の で ある 。 今 や 世界 は 新しい 預言 者 を 必要 と は し な い 。 ムハンマド ( 彼 
の 上 に 平安 あれ ) を 心から 信じ る 人 々 が 彼 の 神託 の 伝導 者 と な り 、 それ 
を 全 世 界 に 布教 し 、 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 人 類 に 与え た 文 
化 の 建設 に 努め る 人 々 の み を 世界 は 必要 と する 。 彼 の 教え を 実行 に 移し 、 
ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 建設 する た め に 遣わ され た 、 唯一 神 
の 法 に 支配 され た 社会 を 建設 する こと が で きる 人 々 を 世界 は 必要 と し 
て いる 。 こ れ が ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 使命 で あり 、 そ の 成 
耕 に 人 間 の 成 生 が か か っ て いる 。 
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第 4 章 信仰 箇条 


先 に 進む 前 に 、 今 まで 論じ て きた こと を 復習 し 、 そ の 真髄 を 要約 する 


ES つの 
1. イ スラ ー ム は 宇宙 の 主 で ちら れる アッ ラー に 帰依 し 服従 する こと で 


2. 


の 


ある が 、 唯 一 神 と 唯一 神 の 法 を 知る 唯一 の 真正 か つ 信 頼 で きる 源泉 は 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え で ある 。 イ スラ ー ム と 
は 預言 者 が 説く 唯一 神 の 教え を 信仰 し 、 彼 の 生活 態度 を 模範 と 仰ぎ 、 
これ に 近づこ うと 努力 する 宗教 で ある と 定義 され る 。 

古代 に は それ ぞ れ の 民族 に 別々 の 預言 者 が いた 。 そ し て 預言 の 歴史 
は 、 単 一 の 同じ 民族 の 中 に すら 、 幾 人 も が 次 か ら 次 と 出現 し た こと を 
教え て いる 。 その 時 代 に お いて は 、 イスラーム と は それ ぞ れ の 真 の 預 
言 者 に よっ て 民族 に 教え られ た 宗教 の 名 前 で あっ た 。 イ スラ ー ム の 人 性 
格 と 真 秋 は いか な る 時 代 や 国 に お いて も 同じ で あっ た が 、 礼 拝 の 仕方 、 
法 の 様式 、 そ の 他 の 生活 の 詳細 な 規範 や 規定 は 、 あら ゆる 民族 の 地方 
的 な 事情 に し た が っ て 多少 異な っ て いた 。 その た め 、 ど の 民 も 他 の 民 
の 預言 者 に 従う 必要 が な か っ た し 、 そ の 民 の 責任 は その 預言 者 か ら 与 
えら れ た 導き に 従う か どう か と いう こと に 限ら ちら れ て いた 。 

この 多く の 預言 者 の 時 代 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 出現 
と と も に 終 瘍 し た 。 イス ラー ム の 教え は 彼 を 通じ て 完成 され た 。 ひと 
つの 根本 的 規 功 が 全 世 界 の た め に 作ら れ 、 彼 は 全 人 類 の 預言 者 と な っ 
た の で ある 。 彼 の 預言 は 特定 の 民 や 国家 や 時 代 の た め の も の で は な く 、 
彼 の メッ セー ジ は すべ て の 人 々 、 あ ら ゆ る 時 代 の た め の も の で あっ た 。 
古い 規 幼 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 出現 と と も に 廃棄 され 、 
彼 は 新しい 完全 な 生き 方 を 世界 に 与え た 。 そ の た め 「 最 後 の 日 」 ま で 
に 、 将来 いか な る 預言 者 も 現われ な いし 、 いか な る 宗教 の 法 も 啓示 さ 


69 


れ な い の で ある 。 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え は アー ダム 

(アダ ム ) の すべ て の 子孫 、 全 人 類 の た め の も の で ある 。 イス ラー ム 
は アッ ラー と ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) に 従う こと 、 すなわち 
彼 の 預言 を 認め 、 彼 が 我々 に 信じ る よう に 求め た こと を 信じ 、 彼 に 従 
い 役 の あら ゆる 命令 と 指図 を 唯一 神 の 命令 と 指図 と し て 従う こと を 
真 倍 と し て いる 。 これが イス ラー ム で ある 。 

以上 の こと は 我々 に ひと つの 疑問 に 抱か せる 。 ムハンマド ( 彼 の 上 に 
平安 あれ ) が 我々 に 何 を 信じ る こと を 求め た の か 。 イス ラー ム の 信仰 内 
容 は どん な も の で ある か 。 それ で は 我々 は この 信仰 の 内 容 を 調べ 、 それ 
が いか に 簡易 で 、 真 実 で 、 愛 され て 、 価 値 が ある も の か 、 ま た 現世 と 来 
世に お いて 人 間 の 地位 を どれ ほど 高め る も の か 見 る こと に し よう 。 


1. タウ ヒー ド ( 神 の 唯一 性 ) 


項 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 説い た 最も 根本 的 で 重要 な 
教え は 、 神 が 唯一 で ある こと を 信じ る こと で ある 。 この こと は イス ラー 
ム の 最も 基本 的 な カリ マ (信条 ) で 「 ア ッ ラ ー の 外 に 神 は な し (ラー・ 
イラ ー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー)」 と 表現 され て いる 。 この 美しい 言葉 は イス 
ラー ム の 根本 で あり 、 土台 で あり 、 精 髄 で ある 。 真 の ムスリム を カー フ 
ィ ル (不信 の 徒 ) や ムシ ュ リ ク ( 神 の 神 性 を 他 の も の と 結び つけ る 者 ) 
か ら 区 別 す る も の が この 信人 条 で ある 。 この 言葉 を 認め る か 拒否 する か に 
よっ て 、 人間 と 人 間 の 間 に 異 な っ た 世界 を 形成 する 。 それ を 信じ る 人 々 
は ひと つの 共同 体 を 作り 、 そ れ を 信じ な い 人 々 は 反対 の 集団 を 形成 する 。 
信じ る 人 々 は 正しい 道 を 見 出し 、 真理 を 知り 、 真実 の 光 の 中 に 彼ら の 進 
路 を 押し 進め る 。 信じ な い 人 々 は 次 か ら 次 と 幻影 を 追い 、 暗黒 の 中 を 初 
得する 。 信じ る 人 々 は 何 も の に も 妨げ られ な い 進歩 と 、 現世 に お いて や 
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来世 に お いて も 確固 た る 成功 が ある 。 それ を 拒否 する 人 々 に は 、 結局 あ 
る の は 無駄 と 失敗 の 虚 し き 栄え で ある 。 ま こと に タウ ヒー ド は 草 命 的 な 
概念 で あり 、 恐ろし く 威 厳 の ある 理念 で も や り 、 か つ イ スラ ー ム の 出発 点 
その も の で ある 。 

し か し 信者 と 不信 者 の 間 に 生 じ る 差異 は . 単に 二 つ 三 つの 言葉 を 復唱 . 
し た 結果 で は な い 。 ニ つ 三 つ 言 葉 を 唱え て も 、 こん な に 大 き な 差 異 が 生 
じ る は ず が な い 。 そ の 真 の 原動力 は この 教理 と 条件 を 心から 受け 入れ 、 
現実 生活 で それ を 完全 に 守る こと に ある 。「 ア ッ ラ ー の 外 に 神 は な し 」 
と いう 言葉 の 真 の 意味 と 、 そ れ を 人 間 生 活 べ いか に 取り 入れ る か と いう 
方 法 を 知ら な いな ら ば 、 こ の 教理 の 真 の 重要 性 を 認識 する こと は で き な 
い 。 こ の 基本 的 な 事柄 が 行なわ れ な けれ ば 、 決し て 効果 が な い 。「 食 物 」 
と いう 言葉 を た だ 繰り 返し 言っ て みて も 、 負 え を 和 げ る こと は で き な い 。。 
処方 箋 を た だ 口 に 出し て 唱え て も 、 病人 を 治す こと は で き な い 。 同じ よ 
うに 、 その 意味 を 理解 し な いで カリ マ を 復唱 し て も 、 現われ る は ず の 変 
化 が いっ こう に 出 て こない 、。 教理 の 完全 な 意味 を 把握 し 、 そ の 意義 を 理 
解 し 、 そ れ を 心から 信じ 、 全身 全霊 を あげ て 受け 入れ 、 そ れ に 従っ た 時 
初め て 、 思想 と 生活 に 変化 が 起こ る の で ある 。 この カリ マ を 十分 理解 し 
て いな けれ ば 、 それ は 完全 に 効力 を 発 し な い 。 我々 は 火 が 燃え る こと を 
知っ て いる か ら 、 火 を 避け る 。 我々 は 人 間 が 毒 に 触れ る と 死ぬ と 知っ て 
いる か ら 毒 を 見 る と 避け る 。 同 様 に タウ ヒー ド の 真 の 意味 を 十分 に 理解 
する と 、 我々 は 信仰 と 行動 に お いて あら ゆる 形 の 不信 仰 、 無神論 、 多 神 
教 を 排 琴 する こと が で きる 。 これ が 神 の 唯一 性 を 信じ る こと の 自然 な 成 
行き で ある 。 


A. カリ マ の 意味 
アラ ビア 語 で イラ ーilah と いう 言葉 は 拝 さ れる 人 間 、 た と えば 僅 大 
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で あり 権威 が ある た め に 系 拝 され 威 服 さ れ 、 議 虚 に 頭 を 垂れ る 値 が ある 
と 思わ れる 人 間 や 、 人 間 に は 理解 で き な い よう な か な 偉大 な 力 を 持つ 存在 を 
意味 する 。 イラ ー の 概念 は 無限 の カ 、 敬 嘆 すべ き 力 を 持つ と いう 意味 も 
往 ん で いる 。 また イラ ー は 、 他 の も の が イラ ー に 依存 し て いる が 、 自 ら 
は 何者 に も 依存 し な いと いう 意味 ふ 持っ て いる 。 さ ら に イラ ー と いう 言 
葉 は 秘密 や 神秘 と いう 意味 に も 使う 。 つ まり イラ ー は 見 えも し な けれ ば 
五 官 で 知覚 する こと も で き な い 存在 で ある 。 ペ ル シ ャ 語 の 「 ホ ダー」、 
ヒン ディ ー 語 の 「 デ ヴァ 」、 英 語 の 「 ゴ ッ ド 」 と いう 語 が 、 多 少 は イラ 
ー ハ と 似 た 意味 を 持っ て いる 。 そ の 他 の 外国 語 に も 同じ よう な 意味 を 持 
つ 語 が ある 。 

※※ 注 た と えば ギリ シア 語 の OEOS、 ラ テン 語 の Deus、 古 代 ゴ ー ド 語 の guth、 
デン マー ク 語 の gud、 ド イツ 語 の gott な ど 。 (Encylopedia Britanica Vol 10、 
P460 か ら 引 用 。) 


一 方 、 ア ッ ラ ー と いう 言葉 は 唯一 神 の 根本 的 な 名 前 で ある 。「 ラ ー・ 
イラ ー バ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 は 文字 通り に は 「 ア ッ ラ ー」 と いう 名 で 知ら 
れ て いる 至 大 唯一 の 存在 の 他 に イラ ー は な いと いう 意味 で ある 。 全 宇 宙 
で アッ ラー の 外 に 礼拝 に 値する も の は 絶対 に な い 。 ア ッ ラ ー の み を 暴 服 
し 賛美 し て 頭 を 垂れ る べき で ある 。 ア ッ ラ ー は あら ゆる 力 を 持ち 給 う 唯 
ー の 御方 で あら れ 、 万 物 は アッ ラー の 名 忠 み を 必要 と し 、 万 物 は アッ ラ 
ー の 助け を 懇願 し な く て は な ら な いと いう こと を 意味 する 。 ア ッ ラ ー は 
我々 の 五感 で は 認識 で きず 、 我 々 の 知性 で は アッ ラー が どん な 方 で ある 
か 知る こと は で き な い 。 も ちろ ん 見 る こと も 聞く こと も 触れ る こと も で 
_- き な い 。 
これ ら の 言葉 の 意味 を 学ん だ ら 、 次 に その 言葉 の 真 の 意味 を 探 完 し よ 


ブフ 。 
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知ら れ て いる 最も 古い 人 間 の 歴史 か ら 、 ま た 我々 が 手 に 入れ る こと が 
で きた 最も 古い 古代 の 適 跡 か ら 、 人 間 は あら ゆる 時 代 に 神 また は 神々 を 
誰 め 、 礼拝 し て いた こと が わか る 。 現代 で も 世界 の あら ゆる 民族 は 一 最 
も 原始 的 な 民族 か ら 最 も 進歩 し た 民族 に いた る まで 一 神 を 信じ 礼拝 し 
て いる 。 この 事実 は 、 神 を 信じ 神 を 礼拝 し よう と いう 思い が 人 間 の 本 性 
に 埋め 込ま れ て いる こと を 明らか に し て いる 。 人 間 に そ うい う 気 持ち を 
抱か せる な に も の か が 人 間 の 魂 の 中 に ある 。 

し か し 、 それ は 何で あり 、 な ぜ 人 間 は そう せ ざ る を えな いよ うな 気 に 
な る の か と いう こと が 問題 に な る 。 こ の 問題 に 対す る 答え は 我々 が 広大 
無辺 の 宇宙 に お ける 人 間 の 位置 を 考え て みる な ら ば 、 見 出さ れる だ ろう 。 
この 観点 か ら 人 間 の 本 性 を 考察 すれ ば 、 人 間 は 全能 で は な いこ と が 明 ら 
か に な る 。 人 間 は 自給 自足 や 単独 で 存在 する こと も で き な い し 、 また そ 
の 能力 も 無限 で は な い 。 ま こと に 人 間 は 弱く 、 も ろく 、 貧しく. し い 
も の で ある 。 人 間 は 多種 多様 な カ に 依存 し 、 それ ら の 助け が な けれ ば 生 
き て 行く こと が で き な い 。 人 間 の 生存 を 支え る の に 必要 な も の は 数 えき 
れ な い ほ ど あ る が 、 そ れ ら すべ て が 人 間 の 能力 の 全く 手 の 届か な いと こ 
ろ る に ある 。 人 間 は 時 に は それ ら を 自然 か ら 容 易 に 見 出す が 、 時 に は それ 
ら を 失っ て し まう 。 人 間 が 得 よう と 努力 する 重要 で 価値 ある も の が た く 
さん ある 。 時 に は それ ら を 得る の に 成功 し 、 時 に は 失敗 サナ るー な ぜ な ら 5 
それ ら を 得る こと は 人 間 の 能力 を 超え て いる か ら で あ る 。 人 間 に 有 害 な 

も の も 多く ある 。 不慮 の 事故 は 人 の ライ フワ ー ク を 一 瞬 の 間 に 破 壊す る 。 
悪 運 は 人 間 の 希望 を 突如 と し て 失わ せる 。 疾病 、 苦 労 、 災 害 、 不 幸 な ど 
は た え ず 人 間 を お び や か し 、 幸福 へ の 道 を 妨げ る 。 人 間 は それ ら を 無く 
そう と 努め る が 、 成 功 も する し 失敗 も する 。 山 々 、 河 川 、 巨 大 な 動物 、 
野 油 な ど 、 停 大 さと 素晴らし さ で 人 間 を 虹 怖 させ る 多く の も の が ある 、 
人 間 は 地震 や 嵐 や その 他 の 自然 の 災害 を 経験 する 。 頭 上 に ある 時 実 が た 
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ち ま ち 厚 く な り 暗く な り 、 香 鳴 が と どろ き 、 稲妻 が ひら めき 、 ど し ゃ ぶ 
り に な る 。 太陽 や 月 や 星 が 永 克 不 変 の 動き を し て い の を 見 る と 、 人 間 は 
天体 が 何と 偉大 で カ が あり 素晴らし いも の で ある か 、 そ れ に 反し て 人 間 
は 何と 弱く 価値 の な いも の で ある か と いう こと を し み じ み 考え る 。 太陽 
や 月 や 星 の 向 嘆 すべ き 現 象 と 自分 自身 の 虚弱 さ を 意識 する こと に よっ 
て 、 自 ら が 弱く 、 卑 少 で 、 無力 で ある こと を 深く 実感 する の で ある 。 神 
に 対す る 予備 的 な 考え が この よう な 意識 と 合致 する の は 極め て 当然 で 
ある 。 人 間 は これ ら の 虹 る べき 不可 抗力 な 力 を 持つ も ろ も ろ の 存在 を 考 
える 。 そ し て それ ら が 偉大 で 不可 抗 カ で ある と いう 意識 は 人 を 謙虚 に し 、 
頭 を 垂れ させ る 。 そ れ ら が 素晴らしく と て つも な い カ を 持つ と いう 意識 
に よっ て 、 人 間 は それ ら に 助け を 求め 、 恵み を 与え て くれ る よう に 、 懇 
願 す る 。 また それ ら を 恐れ 、 そ れ ら か ら 破 壌 されない よう に 怒り を 避け 
よう と する 。 

無知 の 最も 初め の 段階 に お いて は 、「 偉 大 さや 素晴らし さ が 眼 に 見 え 
た り 、 人 間 に 危 害 を 加え た り 恩 恵 を 与え た り し そう に 思え る 自然 の 存在 
その も の の 中 に 、 真 の カ と 権威 を 具有 し て いる 」 と 人 間 は 考え た 。 そ の 
段階 で 人 間 は 、 樹 木 、 動物 、 河 川 、 山 々 、 火 、 雨 、 空 気 、 天 体 、 雷 その 
他 数 えき れ な い ほ ど 多 く の 有 体 物 を 崇拝 する 。 こ れ は 無知 の 最も 初歩 的 
な 形態 で ある 。 

人 間 の 無知 が いく ら か 少な く な り 、 光 と 知識 の 微 光 が 多少 現われ 、 知 
性 の 視野 が 広まる と 、 人 問 は これ ら の 偉大 な 強力 な も の は 、 それ 自身 は 
全く 無力 で 他 に 依存 し て お り 、 決 し て 人 間 以 上 で は な いと 一 人 間 よ り も 
も っ と 無力 で ある と いう こと を 一 知る よう に な る 。 最 も 巨大 で 強い 動物 
も 役 小 な 細菌 の よう に 死に 、 あ ら ゆ る カカ を 失う 。 大き な 川 も 満た され た 
り 欠 けた り し て 、 遂に 水 が 潤 れ る こと も ある 。 高い 山 も 人 間 に よ っ て 人 爆 
破 、 紛 砕 され る 。 地 上 の 作物 が 豊か で ある か どう か も 、 土地 自体 が 決定 
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する の で は な く 、 実 は 水 が 豊 作 に させ る の で あり 、 水 の 不足 は 凶作 を も 
た ら す 。 水 で さえ 何 も の の 支配 も 受け な い の で は な く 、 実は 水 は 雲 を も 
た ら す 空気 に 依存 し て いる 。 空気 自体 は カ の な いも の で ある が 、 空気 を 
有効 に 利用 させ る 他 の 原因 が ある 。. 月 や 太陽 や 星 も また 、 あ る 強力 な 法 
則 に 支配 され て お り 、 そ の 法則 の 指令 が な けれ ば 少し も 運動 する こと は 
で き な い 。 以上 の よう な こと を 考え る と 、 目 に 見 える あら ゆる も の を 支 
配 し 、 あ ら ゆ る カカ の 宝庫 で ある か も し れ な い 、 神 と お ぼ し き 偉 大 な 神秘 
的 な カ を 持つ も の の 存在 の 可能 性 に 、 人 間 は 心 基 か れる 。 この よう に し 
て 自然 現象 の 奥 に ある 神秘 的 な カ へ の 信仰 が 発生 し 、 多 く の 神々 が 空気 、 
光 、 水 な どの よう に 自然 の さま ざま 面 を 支配 し て いる と 想像 され 、 そ の 
神々 を 表現 する た め に 暗示 的 な 形 や 象徴 が 作 られ る 。 そ し て 人 間 は この 
像 や 象徴 を 礼拝 し 始め る 。 これ も また 無知 の 一 形式 に ほか な ら ず 、 知 的 
文化 的 で ある べき この 段階 に お いて さえ も ゃ 、 真 理 は まだ 人 間 の 眼 に は 隠 
され た まま で ある 。 

人 間 の 知識 と 学問 が 更に 進歩 し 、 生 命 や 存在 の 根本 的 問題 を 更に 深く 
考え る よう に な る と 、 人 間 は 宇宙 に お ける 全能 の 法則 と 万 物 の 支配 を 発 
見 する 。 日 出 や 日 没 、 風 や 雨 、 星 の 運行 、 四 季 の 変化 な ど に な ん と 完全 
な 秩序 が 見 られ る こと だ ろう 。 数 えき れ な い ほ どの さま ざま な 力 が 忙 事 
に 調和 し て 働い て いる 。 宇 宙 の あら ゆる 原因 が それ に 従っ て 共同 し て 働 
き 、 一 定 の 時 間 に 一 定 の 結果 を 生ま せる 。 な ん と 強力 な 「 い と も 賢 き 潜 」 
で あろ うか 。「 自 然 」 の あら ゆる 面 の 中 に ある この 秩序 、 調 和 、 法 則 へ 
の 完全 な 従順 を 考察 する な ら ば 、 多 神 教徒 で さえ 、「 至 高 の 権 成 を 持ち 
給 う 、 他 の 神々 より 偉大 な 神 が あ ら せ 給 うに ちがい な い 」 と 信じ ざる を 
得 な いで あろ う 。 な ぜ な ら 別 々 な 独立 し た 神々 が いる と する な ら ば 、 宣 
宙 の 全 機 構 は 群雄 割 居 の 戦国 時 代 の ご と く 大 混乱 する か ら で あ る 。 人 間 
は この 最も 偉大 な 神 を アッ ラー や ペル メシ ュ ワ ル 、 ゴ ッ ド 、 ホ ダー イ ・ 
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ホー ダ ア イガ ン な どい ろ い ろ な 名 前 で 呼ぶ 。 し か し 無知 の 暗闇 が 依然 続 
いて いる の で 、 人 間 は 「 至 高 者 」 と 並ん で その 他 の 神々 も 礼拝 し 続け る 。 
人 間 は 神 の 国 が 地上 の 国 と 差 が な いと 想像 し て いる 。 地 上 の 支配 者 が 多 
く の 大 臣 、 知 事 、 そ の 他 の 責任 の ある 役人 を 持つ よう に 、 一 段 格下 る 神々 
は 「 至 高 の 神 」 の いわ ば 責任 ある 役人 の よう な も の に な る 。 神 の 役人 を 
長 ば せ 、 機嫌 を 取ら な く て は 「「 至 高 の 神 」 に 近づく こと は で き な い 。 だ 
か ら 神 々 や 礼拝 し 、 助け を 求め 決し て 怒ら せ て は な ら な い 。 こ の よう な 
わけ で 、 神々 は 「 至 高 の 神 」 の 御 許 に 行く 際 に 通ら な けれ ば な ら な い 代 
理 人 の よう に 考え られ て いる 。 

人 間 の 知識 が 増 せ ば 増す ほど 、 人 間 は 多数 の 神々 に 満足 で き な く な る 。 
神々 の 数 は 減り は じ め る 。 も っ と 人 間 が 進歩 する と 神々 の 正体 を ひと つ 
ひと つつ 厳密 に 研究 し 、 遂 に は 人 間 が 作り あげ た 神々 は どれ ひと つと し て 
神 性 を 持っ て いな いこ と を 発見 する 。 そ の 神々 と 見 な され て いる も の 自 
身 が 、 実は 人 間 と 同じ く 、 い や 人 間 よ り も も っ と 無力 な 、 人 間 の 下 に よ 
る 被 造物 で ある 。 それ ゆえ 、 そ の 神々 は ひと つ ひ と び つ 脱 落し 、 最 後に 「 礁 
一 神 」 の み が 残 る 。 し か し 唯一 神 に 対す る 人 間 の 考え 方 は 、 依 然 、 無 知 
の 要素 の 残 津 が 含ま れ て いる 。 人 々 は 神 が 人 間 の よう に 身体 を 持ち 、 あ 
る 特定 の 所 に 住む と 想像 する 。 あ る 者 は 人 間 の 形 を し た 神 が 地上 に 下り 
て 来 ら れる と 信じ て いる 。 ま た ある 者 は 神 に 近づく に は 或 種 の 仲介 が 必 
要 で あり 、 そ の 仲介 が な けれ ば 何 も 得 る こと が で き な い と 信じ て いる 。 
また ある 者 は 神 が ある 姿 と 形 を 持っ て お られ る と 想像 し 、 礼 拝 す る た め 
に その 神 の 像 を 自分 の 前 に 置か な けれ ば な ら な いと 思っ て いる 。 こ の よ 
うな 歪曲 し た 神 の 考え 方 は まだ 消え 去ら ず 根強く 続い て お り 、 そ れ ら の 
大 半 は 現代 で すら いろ いろ な 民族 の 間 に 今 も 残っ て いる 。 

タウ ヒー ド は 神 の 最高 の 考え 方 で あり 、 神 が あら ゆる 時 代 に 預言 者 を 
通じ て 人 類 に 授け られ た 知識 で ある 。 最初 に アー ダム (アダ ム ) が 地上 
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に 遣わ され た 時 に 持っ て 来 た の が この 知識 で あっ た 。 ヌ ー フ ブ (ノア )、 
イプ ラー ヒー ム (アプ ラ ハ ム ) 、 ムー サー (モー ゼ ) 、 イー サー (イエ ス ) 

(彼ら すべ て に 神 の 平安 あれ ) に 啓示 され た も の と 同じ 知識 で あっ た 。 
ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 人 類 に も た らし た の も この 知識 その 
も の で あっ た 。 それ は 純粋 か つ 絶 対 和 的 で 、 少 し も 無知 の 影 の な い 知識 で 
あっ た 。 預言 者 の 教え か ら 逸 脱し 、 自分 の 誤っ た 推理 や 偽り の 認識 や 偏 
っ た 解 息 に 頼る だ け で も 、 人 間 は シル ク (唯一 神 に 他 の も の を 付与 する 
こと )、 偶 像 祭 拝 、 ク フル の 罪 に な る 。 タ ウ ヒ ー ド は あら ゆる 和 無知 の 雲 
を 追い 払い 、 地 上 を 真理 の 光 で 照ら す 。 

で は 、 こ の タウ ヒー ドー「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 短 
い 言 葉 が 、 ど ん な に 重要 な 真理 を 示し て いる か ー そ れ が どん な 真理 を 伝 
え 、 どん な 信仰 を 育て た か を 調べ る こと に し よう 。 以下 の 点 を 熟慮 する 
と 、 そ れ を 理解 する こと が で きる 。 


まず 神 性 の 問題 に 取り 組ん で みる 。 人 間 は 壮大 な 無限 の 宇宙 と 向かい 
合っ て いる が 、 宇 宙 の 始ま り を 知る こと も で き な け れ ば 、 その 終わ り を 
心 に 描く こと も で き な い 。 宇 宙 は 悠久 の 昔 か ら 定 め ら れ た 道 を 動き 続け 
未来 に 向かっ て その 旅 を 続け て いる 。 数 えき れ な い ほ ど 被 造物 が 宇宙 に 
現われ た 一 そし て 毎日 毎日 現われ 続け て いる 。 一 宇宙 の 現象 は 乏 嘆 極 ま 
りな いも の で あり 、 それ を 考え る 人 は 度肝 を 抜か れ 起 然 自 失 す る 。 誰 の 
助け も 借り ず 、 自分 の ヴィ ジョ ン で 宇宙 の 実体 を つか み 、 理解 する こと 


現われ た と は 信じ られ な い 。 宇宙 は 物質 の 偶然 の 集団 で は な い 。 宇宙 は 
関係 な い 雑 然 と し た 物 を 寄せ 集め て で き て いる の で は な い 。。 宇 宙 は 澤 池 
と し た 無 秩 度 な 意味 の な いも の の 集 塊 で は な い 。 宇宙 の すべ て は 、 創造 
者 、 設計 者 、 管 理 者 、 支 配 者 が いな けれ ば あり えな い の で ある 。 し か し 
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誰が この 巨大 な 宇宙 を 創造 し 、 管理 する こと が で きる の だ ろう か 。 万 物 
の 主 で あら せ 給 う 唯 一 神 の み が 、 宇宙 の 創造 者 で あり うる の で ある 。 唯 
ー 神 は 無限 で 永遠 で ある 。 唯一 神 は 全 知 全能 で ある 。 唯一 神 は すべ て を 
知り 給 い 、 す べ て を 見 給 う 。 唯一 神 は 宇宙 に 存在 する すべ て の も の の 上 
に 最高 の 権威 を 持ち 給 う 。 唯一 神 は 無限 の 力 を 持ち 、 宇宙 と 宇宙 に 存在 
する すべ て の も の の 主 で ある 。 唯一 神 に は 欠陥 や 弱点 は 微塵 も な く 、 唯 
一 神 の 御 業 を 妨げ る 力 を 持っ て いる も の は な に も な い 。 こ の よう な 御方 
だ けが 宇宙 の 創造 者 、 管 理 者 、 支 配 者 と な る こと が で きる 。 

第 二 に 、 こ れ ら の 神 性 と 力 は すべ て 唯一 の 神 に の み 与 えら れ て いる こ 
と が 必要 で ある 。 2 つま た は それ 以上 の も の が あら ゆる 特質 と 能力 を そ 
れ ぞ れ 持 ち つ つ 、 共存 する こと は 実際 不可 能 で ある 。 彼ら は 衝突 する に 
ちがい な い 。 他 の あら ゆる も の の 上 に 立っ て 、 そ れ ら を 統べる 唯一 の 
た だ ひと つの 最も 勝 れ た 支配 者 が いな けれ ば な ら な い 。 あ な た が た は 同 
じ 州 に 2 人 また は それ 以上 の 知事 、 同 じ 軍 隊 に 2 人 以上 の 最高 司令 官 
が いる と 考え る こと が で きる だ ろう か 。 仮 に これ ら の 力 を さま ざま の 
神々 に 平等 に 分 配 し 、 そ れ ぞ れ の 神 が 独 立 し た 分 野 を 持ち 、 あ る 神 は 知 
恵 の 神 、 あ る 神 は 摂理 の 神 、 あ る 神 は 生命 の 神 で ある と 考え た と し て も 、 
宇宙 は 分 離す る こと が で き な い 全体 を な し て いる か ら 、 そ の よう な 各々 
の 神々 が 自ら の 御 業 を 果たす 時 に は 、 他 の 神々 に 依存 する で あろ う 2。 
神々 が 独立 対等 の 時 は 神々 の 間 で 調整 が と れ な い 場 合 も 起こ る で あろ 
う 。 そし て も し この 不調 整 が 起き れ ば 、 世界 は 粉々 に な っ て し まう 運命 
に な る 。 これ ら の 特性 は 移す こと は で き な い も の で ある 。 ある 特性 が あ 
る 時 に は ある 神 に 依存 し 、 ま た 別 の 時 に は 、 それ を 別 の 神 に 見 出す こと 
は 混乱 を 招く 。 な ぜ な ら ば 自ら が 生き て いる こと が で き な い 神 は 他 の も 
の に 生命 を 与え る こと が で き な い し 、 自 ら の 神 性 力 を 保つ こと が で き な 
い 神 は 、 結 局 、 無 限 に 広大 な 宇宙 を 支配 する こと は で き な い か ら で あ る 。 
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この よう に 問題 を 深く 考察 すれ ば する ほど 、 神 の あら ゆる 力 と 本 性 は 唯 
ーー な 神 の み に 存 し な けれ ば な ら な いと いう 確信 を ます ます 強く 持つ で 
あろ 2 う 。 多神教 は 無知 か ら 出 た も の で あっ て 、 合 理 的 な 綿密 な 研究 に 面 
える こと は で き な し い 。。 多神教 は 実際 不可 能 で ある 。 人 生 と 自然 の 事実 か 
ら 多 神 教 の 説明 の 材料 が で て こない 。 人 生 と 自然 を 観察 する と 、 神 が 唯 
ー で ある こと が 真理 で ある と 人 間 に 教 えて いる の で ある 。 

さて 、 こ と の よう に 神 を 考え る こと が 正しく 完全 で ある こと を 念頭 に 軒 
き な が ら 、 この 広大 な 宇宙 を 考察 し よう 。 胸 に 手 を あて て 考え て みて く 
だ さい 。 あな た が た が 見 る すべ て の 物 の 中 に 、 あな た が た が 感知 する す 
べ て の も の の 中 に 、 あ な た が た が 考え 、 感じ 、 想像 する すべ て の も の の 
中 に 一 あな た が た が 知っ て いる あり と あら ゆる も の の 中 に 一 これ ら の 
神 の 象徴 を 持っ て いる も の が 何 か あ る だ ろう か 。 太陽 、 月 、 星 、 動 物 、 
鳥 、 魚 、 鉱物 、 金 属 、 機 械 、 そ れ に 人 間 一 これ ら す べ て の 中 で 神 の 象徴 
を 持つ 機能 が ひと つ で も ある だ ろう か 。 勿論 な い の は 当然 で も る 。 な ぜ 
な ら ば 、 宇宙 の 中 に ある すべ て の も の は 創造 され 、 支配 せら れ 、 規定 せ 
られ 、 他 の も の に 依存 し て お り 、 不滅 な も の は な く 、 自由 勝手 な 行動 が 
で きず 、 自 ら 推 進 で き な い か ら で あ る 。 一 ほん の か すか に 動く 時 で も 厳 
格 な 法則 に 支配 せら れ 、 その 法則 か ら 外 れる こと は で き な い 。 この 無力 
な 状態 は 、 それ ら が 神 を 疑う こと が で き な い こと を 証明 する 。 それ ら は 
神 の よう な 顕 わ れ は な い 。 神 性 を 持た な い ば か りか を 神 と 同列 に 論じ る 
こと は 真理 を 冒 潰す る も の で ある 。 こ れ が 「 ラ ー・ イ ラー へ ハ Lailah」 
の 意味 すなわち 、 神 は いな いい か な る 人 間 も 物 体 も 礼拝 し 服従 する に 
値する 神 性 と 権威 を 持た な い 一 と いう 意味 で ある 。 

し か し これ で 問題 が 終わ っ た の で は な い 。。 神 性 は 宇宙 の いか な る 物質 
的 また 人 間 的 要素 の 中 に も 存在 せ ず 、 そ れ ら は 神 性 の か けら さえ 持っ て 
いな いと いう こと を 我々 は 理解 し た の で ある が 、 こ の こと は と り も な お 
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さ ず 人 間 の ふし 穴 だ ら け の 眼 が 宇宙 の 中 に 見 る あら ゆる も の の は る か 
上 に 「 至 高 の 御方 (存在 )」 が 在 る こと を 教え て くれ る 。 そ の 存在 は 神 
の 本 性 を 持ち 、 あ ら ゆ る 現象 の 背後 に 働く 「 意 志 」 で あり 、 こ の 壮大 な 
宇宙 の 創造 者 で あり 、 すばらし い 法 則 の 管理 者 で あり 、 厳粛 な 調和 の 支 
配 者 で あり 、 あ ら ゆ る 行為 の 執行 者 で あら れる 。 その 存在 こそ 、 宇宙 の 
主 、 現 世 と 来世 の 主 ア ッ ラ ー で ある 。 そし て アッ ラー は 唯一 無 二 の 神 で 
ある 。 こ れ が 「 イ ッ ラ ッ ラ ー」( ア ッ ラ ー の 外 に ……) の 意味 で ある 。 

この こと を 知り 信じ る こと が 、 他 の 何事 より も 重要 で あり 、 こ れ を 知 
る よう に 努め る ほど 、 こ れ が あら ゆる 知識 の 出発 点 で ある と いう 確信 を 
ます ます 深め る こと で あろ 2。 物理 学 、 化学 、 天文 学 、 地質 学 、 生物 学 、 
動物 学 、 経済 学 、 政 治 学 、 社会 学 、 人 文科 学 な ど 、 科学 の いろ いろ な 研 
-_ 究 分 野 に お いて 問題 を 深く 研究 すれ ば する ほど 、 あ ら ゆ る 学問 と 研究 の 
分 野 に お いて 、「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 の 真理 が ます ます 明 
ら か に な っ て くる こと が わか る で あろ う 。 研究 と 調査 の 窓 を 開き 、 真理 
の 光 で 真 の 知識 に いた る 道 を 照ら す の は 、 こ の 「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ 
フッ フー」 で ある 。 も し この 真理 を 拒否 し た り 無 視 す る な ら ば 、 い た る 
と ころ で 幻滅 に 会 う で あろ う 。 な ぜ な ら ば この 根本 的 な 真理 を 否定 する 
こと は 、 宇 宙 に ある あり と あら ゆる も の か ら そ の 真 の 意義 を 奪う こと に 
他 な ら な いか ら で あ る 。 そ うな れ ば 、 宇宙 は 無 意 味 な も の と な り 、 進 歩 
へ の 展望 は 骨 み 、 混 乱 を 招く の み で あろ う 。 


B. タウ ヒー ド が 人 間 生 活 に 及ぼ す 影 響 

さて 、「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー (アッ ラー の 他 に 神 は な し )」 
を 信じ る こと が 人 間 生 活 に いか な る 影響 と を もたらす か を 調べ 、 ど うし て 
それ を 信じ る 人 は 終局 に お いて も 現世 に お いて も 必ず 人 生 の 成功 者 と 
な り 、 信 じ な い 人 は 人 生 の 失敗 者 と な る の か 見 る こと に し よう 。 
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イ ) この カリ マ を 信じ る 人 は 決し て 狭 陰 な 養 縮 し た 見 識 に 陥る 心配 は な 
い 。 天 と 地 の 創造 者 、 過去 と 現世 と 未来 の 主 、 全 宇宙 の 支配 者 で あら 
れる 神 を 信じ る 。 この 信仰 を 持っ て いる か ら 、 世界 の 何 物 を も 自分 に 
無線 な も の と は 思わ な い 。 宇宙 の あり と あら ゆる も の を 、 自分 が 属す 
る 同じ 主 な る 神 に 属し て いる と 考え る 。 自 分 勝手 な 考え 方 と 行動 に 固 
執 し な い 。 同情 、 愛情 、 奉仕 は ある 特定 な 範囲 や 集団 に 限ら れ て いな 
い 。 そ の 視野 は 大 きく 、 知 的 限界 は 広く 、 そ の 見 議 は 、 神 の 王国 の よ 
うに 、 目 由 同 達 で 果て しない 。 無神論 者 や 多神教 徒 や 、 人 間 の よう に 
限ら れ た 不 完全 な カカ を 持つ と 想像 され て いる 神 を 信じ し る 者 な ど は 、 こ 
の よう な 広い 見 議 、 寛 大 な 精神 を 持つ こと が で き な い で あろ 2 う 。 . 

ロ ) この 信心 は 人 間 に 最 高 の 自尊 心 と 自重 心 を 丁 えつ ける 。 信 じ る 人 は 、 
アッ フー の み が あ ら ゆ る 力 の 所 有 者 で あり 、 ア ッ ラ ー の 他 に 人 間 に 恵 
み を 与え た り 、 生命 を 奪っ た り 、 いか な る 権威 や 影響 を 与え た る も の 
も あり えな いこ と を 知っ て いる 。 こ の 確信 に よっ て 、 神 の 力 を 除い て 、 
あら ゆる 力 に 対し て 、 平然 と し 恐れ な いよ うに な る 。 神 の 被 造物 に 礼 
拝 す る こと は な く 、 神 の 他 に 誰 に も 助け を 求め る よう な こと は し な い 。 
ほか の 何 も の に も 明 服 圧倒 され る こと は な い 。 こ の よう な 毅然 と し た 
心構え と 態度 は 唯一 神 以外 の も の へ の 信仰 か ら は 決し て 生ま れ な い 。 
な ぜ な ら ば 、 他 の 存在 を 唯一 神 と 一 緒 に する 者 や 、 唯一 神 を 認め な い 
者 は 、 代り に 他 の 被 造物 を 崇拝 し な げ れ ば な ら ず 、 それ が 自分 に 恵み 
また は 危害 を 与え る か も し れ な いと 考え 、 そ れ を 恐れ 、 そ れ ら に あら 
ゆる 希望 を 託さ ね ば な ら な いか ら で あ る 。 

クハ) 自 尊 心 と と も に 、 こ の 確信 は 人 間 に 謙 虚 な 慎み 深い 心 を 植え 付け る 。 
この 確信 は 人 間 を 素朴 か つ 率 直 に する 。 これ を 信じ る 人 は 決し て 横柄 、 
高慢 に は な ら な い 。 自 分 が 持っ て いる すべ て の も の は 唯一 神 か ら 与 え 
られ 、 唯 一 神 は 与え る こと が で きる と と も に すべ て の も の を 奪う こと 
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も で きる と 知っ て いる か ら 、 権 力 や 富 や その 他 の 世俗 的 価値 を 騒 々 し 
く 誇 直す る こと な ど は 、 お よそ 愚 に も つか ぬこ と で ある と 考え る 。 こ 
れ と 反対 に 、 信 じ な い 者 は な に か 世俗 的 に 価値 が ある も の を 得る と 、 
その 得 た 価値 ある も の は 自分 自身 の 価値 に よる も の だ と 錯覚 し 、 高 慢 
に な りう め ぬ ぼ れる 。 同様 に 、 高慢 と 自惚れ は シル ク (唯一 神 の 神 性 を 
他 の も の と 混迷 する こと ) の 当然 の 結果 で あり 、 随伴 物 で ある 。 な ぜ 
な ら ば 、 ム シュ リク は 神々 と 他 の 人 々 の 間 に は 存在 し な い 特 殊 な 関係 
を 自分 が 神々 と 持っ て いる と 信じ て いる か ら で あ る 。 

ニ ) この 信心 は 人 間 を 高潔 に また 公明 正大 に する 。 信じ る 人 は 、 魂 の 純 
潔 と 行動 の 正直 さ 以 外 に 成功 と 救い に 導く 手段 は 他 に な いと いう 確 
信 を 抱い て いる 。 唯一 神 を 一 何 も の に も まし て 必要 と され 、 何 も の と 
も 縁 が な く 、 絶 対 的 に 正しく 、 神 性 の 力 に 何 も の も 影響 を 及ぼ し た り 、 
口 を は さむ こと が で き な い 唯一 神 を 心から 信仰 し て いる 。 こ の 信心 は 、 
正しく 生き 、 正しく 行動 し な けれ ば 、 成功 する こと は で き な い と いう 
意識 を 与え る 。 ま た いか な る 影響 力も 秘密 活動 も 破壊 か ら 救 うこ と は 
で き な い と いう 意識 も 与え る 。 これ に 反し て 、 カ ー フ ィ ル や ムシ ュ リ 
ク は 常に 虚偽 の 希望 を 持っ て 生き て いる 。 彼 らち の ある 者 は 神 の 子 が 彼 
ら の 罪 を 償 っ た と 信じ て いる 。 あ る 者 は 自分 達 が 神 に 愛さ れる 者 で あ 
る か ら 、 負 せら れ な い だ ろ うと 考え て いる 。 ある 者 は 彼ら の 聖人 が 信 
仰 に つい て は 神 に うま く 取 り 成 し て くれ る だ ろう と 信じ て いる 。 あ る 
者 は 神々 に 捧げ 物 を し 、 そ の よう な 神々 を 買収 すれ ば 、 あ ら ゆ る 人 不 面 
目 な こと や 不 道 和 な こと を し て も よい と いう 免許 状 を 神々 か ら 貰 う 
こと が で き 、 好 き 勝 手 に 振舞 っ て も よい と 信じ て いる 。 この よう な 誤 
っ た 確信 は 人 々 を 常に 罪 と 悪行 の 罠 に 陥れ 、 自 分 達 の 神々 に すがっ て 
いる うち に 、 魂 の 純化 を 怠り 、 純 深 で 善良 な 生き 方 を し な く な る の で 
ある 。 無神論 者 は どう か と いう と 、 自 分 達 を 支配 する 力 を 持つ 唯一 神 
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が 存在 する と は 信じ な い 。 それ ゆえ 彼 は 、 この 世 で どん な こと を し よ 
う が 全 く 自 由 で ある と 考え る 。 自分 達 の 想像 が 神 と な り 、 また 欲望 と 
願望 の 奴隷 に な っ て 生き る 。 

ホホ ) 信 じ る 人 は どの よう な みじめ な 環境 に 置か れ て も 、 失 望 落 胆 し な い 。 
地上 と 天上 の すべ て の 宝 の 持ち 主 で あり 給 い 、 限 りな き 慈 悲 と 恵み を 
与え 給 う 、 は か り し れ な い 力 を 持ち 給 う 唯一 神 を 固く 信じ る 。 この 信 
仰 が 心 の 確か な 支え と な り 、 心 は 幸福 に 溢れ 希望 に 胸 を ふむ くらま せる 。 
この 世に お いて 四方 人 方 か ら 反 撃 に 会 い 、 こ の 世 の 何 も の も や 自分 の 目 
的 に 役立た ず 、 あら ゆる 手段 が 次 か ら 次 と 見 放す か も し れ な い 。 し か 
し 唯一 神 へ の 信頼 と 帰依 は 決し て 心から 去ら な いで 、 そ の カカ に 頼っ て 
雄 雄 し く 開 い を 続け る 。 こ の よう な 強し 確信 は 唯一 神 へ の 信仰 か ら だ 
け 生 まれ 、 それ 以外 の 信仰 か ら は 決し て 生ま れ な い 。 ムシ ュ リ ク や カ 
ー フ ィ ル や 無神論 者 は 狭 少な 心 し か 持た な い 。 彼 ら は 限ら ちら れ た カカ に し 
か 頼ら な い の で 、 困難 な 事態 に 陥る と 、 絶望 感 に お そ わ れ 、 自殺 する 
こと も 少な く な い 。 

へ ) この 信心 は 人 間 に 強 い 決意 と 辛抱 強い 忍耐 を 植え 付け る 。 唯一 神 の 
長 び を 得る た め に 、 全 力 を つく し て 唯一 神 の 命令 を 実践 し よう と 決意 
する 時 は 自分 が 宇宙 の 主 の 援助 と 支持 を 受け て いる の だ と いう 確信 
を 持っ て いる 。 これ が 山 の よ うに 不動 な 強い 人 間 に な ら せ 、 い か な る 
困難 、 障害 、 敵意 を 持っ た 反対 に あっ て も ゃ 遅 疑 、 間 巡 する こと な くそ 
の 決意 は 不変 で ちあ る 。 ム シュ リク や カー フィ ル や 無神論 者 は この よう 
な わけ に は いか な い 。 

ト ) この 信心 の 表明 は 人 間 に 勇 気 を 鼓舞 する 。 人 間 を 有 病 に させ る も の 
が 2 つ あ る 。 第 一 は 、 死 を 恐れ 、 安 全 を 願う こと で ある 。 第 二 は 、 
神 の ほか に 生命 を 奪う こと が で きる 何者 か が 存在 し 、 人 間 は な に か 工 
夫 工 作 す れ ば 、 死 を 避け る こと が で きる と 考え て いる こと で ある 。「 ラ 
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ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー (アッ ラー の 外 に 神 な し )」 の 信心 は 、 
これ ら 2 つの 考え を 心 の 中 か ら 追 放す る 。 こ れ を 信じ る 人 は 、 自 分 
の 生命 、 財産 、 そ の 他 一 切 の も の が 本 当 に 唯一 神 に 属す る も の で ある 
こと を 知り 、 自 分 の すべ て を 唯一 神 の 長 み し 給 う と ころ に 喜ん で 献 ず 
る か ら 、 こ の 第 一 の 考え は 心から 消え 失せ る 。 いか な る 武器 、 い か な 
る 人 間 や 動物 も 自分 の 生命 を 奪う 力 を 持た ず 唯 一 神 の み が そ の カカ を 
持ち 給 う こと を 知っ て いる か ら 、 彼 は 第 二 の 考え も 追い 払 う 。 現世 で 
寿命 の 尽き る 時 は 生物 に 定まっ て いる 。 この 世 の あ ら ゆ る カカ を 結集 し 
て も 、 そ の 定まっ た 時 が 来る 前 に 何人 の 生命 も 無く な る こと は な い 。 
唯一 神 を 信じ る 人 の 他 に 勇気 が ある 人 が いな い の は この 理由 の た め 
で ある 。 何 も の も 彼 を 恐れ さす こと は で き な い 。。 苦 難 の 峠 、 反 対 の 嵐 、 
最強 の 軍隊 さえ 、 彼 を 威 服 させ る こと は で き な い 。 唯一 神 の た め に 出 
陣 す る 時 は 何 十 倍 も の 強い 力 さ え 長 れ な い 。 それ に ひき か え 、 ム シュ 
リク や カー フィ ル 無 神 論者 は 、 こ れ ほ ど 偉 大 な 決意 と 威力 を 持つ こ 
と が で きる だ ろう か 。。 彼 ら は 生命 を この 世 で 最も 愛す べき も の と 考え 、 
死 は 英 に よっ て も た ら さ れる も の 、 敵 か ら 人 逃れ れ ば 死 を 免れ る こと が 
で きる と 信じ て いる 。 

チ ) 「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー (アッ ラー の 外 に 神 は な し )」 の 信 
心 は 平和 と 満足 の 態度 を 生み 出し 、 始 や 羨望 や 貧 欲 に か られ て 動揺 
する 心 を 追い 払い 、 成 功 を 得る た め に 卑 仁 で 不正 な 手段 を 取 ろ うと す 
る 考え を 寄せ 付け な い 。 これ を 信じ る 人 は 人 富 が 唯一 神 の 御手 に あり 、 
唯一 神 は それ を 御 心 の まま に 施し 給 う こと 、 名 誉 や 権力 や 名 声 や 権威 
の すべ て は 唯一 神 の 御 意志 に 従い 、 唯 一 神 が 御 心 の まま に 与え 給 う こ 
と 、 そ し て 人 間 の 義務 は た だ 正しく 努力 し 奮闘 す る こと で ある と 知っ 
て いる 。 成功 や 失敗 は 唯一 神 の 問 悲 いか ん で あり 、 も し 唯一 神 が 与 え 
よう と 思 召 し に な れ ば 、 唯 一 神 が そ うな され 給 う こと を この 世 の い か 
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. な る 力も 妨げ る こと は で き な い し 、 唯 一 神 が 与え よう と 思 召 し に な ら 
な けれ ば 、 それ を 得る こと が で き な い こと を 知っ て いる 。 こ れ に 反し 
て 、 ム シュ リク や カー フィ ル 写 無神論 者 は 、 成功 と 失敗 は 自分 達 の 努 
の 結果 で あり 、 ま た 世俗 的 権力 の 援助 と 反対 次 第 で 決ま る と 考え て 
いる 。 そ の た め 、 彼 ら は 常に 健 欲 と 記 望 の 奴 閑 と な る 。 なぜなら ば 、 
成果 を 得る た め に は 買収 、 英 び 、 陰謀 、 その他 あ ら ゆ る 卑 舗 で 不正 な 
手段 に 訴え る こと も 辞 さ な い 。 他 人 の 成功 へ の 嫌 始 と 義 望 は 心 を 触 み 、 
成功 し た ライ バル を 没落 させ る た め に あら ゆる こと を 試み 、 最 悪 の 手 
段 に すら 訴え か ね な い 。 

リ ) 「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー (アッ ラー の 外 に 神 は な し )」 の 最 
も 重要 な 効果 は 、 人 間 を 唯一 神 の 法 に 従わ むせ 遵 守 さ せる こと で ある 。 
それ を 信じ る 人 は 、 唯 一 神 は 隠れ て いる こと も 顕 わ れ て いる こと も す 
べ て 知り 給 い 、 頸 動脈 より も 自分 に 近い と いう こと を 確信 し て いる 。 
も し 深夜 に 誰 も 見 て いな い 所 で 罪 を 犯し て も 、 唯 一 神 は それ を 知り 給 
う 。 唯 一 神 は 良い も の で あれ 悪い も の で あれ 我々 の 考え や 意図 も 知り 
給 う 。 我々 は 人 か ら 隠 すこ と が で きる が 、 し か し 唯一 神 か ら は 何事 も 
隠す こと は で き な い 。 我々 は 人 を 避け る こと が で きる が 、 し か し 唯一 
神 の 統御 力 か が から 逃れ る こと は で き な い 。 こ の 点 を 人 間 は 固く 信 ず れ ば 
信じ る ほど 、 人 間 は 唯一 神 の 命令 に ます ます 従順 に な る で あろ う 。 信 
仰 の ある 人 間 は 唯一 神 の 禁じ 給 う た こと を 避け 、 真 暗 痢 に 一 人 で いる 
時 さえ も 、 唯 一 神 の 命令 を 実行 する 。 な ぜ な ら ば 唯一 神 の 監視 役 が 決 
し て 一 人 に し て お か な いと いう こと を 知っ て いる し 、 絶 対 に 回 避 す る 
こと が で き な い 唯一 神 の 審判 を 私 れ る か ら で あ る 。 ム スリ ム で ある べべ 
き 最 初 の 重要 な 条件 は 「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 (アッ ラー 
の 外 に 神 は な し ) を 信じ る こと だ と いう の は 以上 の 理由 か ら で あ る 。 

「 ム スリ ム 」 は すでに 御 承知 の よう に 、「 唯 一 神 に 従順 な る 人 」 と い 
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う 意 味 で ある が 、 ア ッ ラ ー の 外 に 礼 振 す る に 値する も の な し と いう こ 
と を 明らか に 信じ な けれ ば 唯一 神 に 従う こと は で き な い 。 


ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え の 中 で 、 唯一 神 を 信じ し る こと 
は 最も 重要 で ある 。 それ が イス ラー ム の 根源 で あり 、 イ スラ ー ム の 源泉 
で ある 。 イス ラー ム の あら ゆる 信仰 、 命令 、 規 細 は この 原理 に 強く 基 づ 
いて いる 。 あら ゆる も の は この 源泉 か ら 力 を 得る 。 それ を な く し て は イ 
スラ ー ム に は な に も 残ら な い 。 


2. 唯一 神 の 天使 達 を 信じ る こと 


預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 唯一 神 の 天使 達 を 信じ る よ 
うに 教え た 。 こ の こと は イス ラー ム の 第 二 の 信仰 筐 条 で あり 、 タ ウ ヒ ー 
ド の 概念 を 考え られ る あら ゆる 稼 れ か ら 免 れ さ せ 、 それ を 純粋 に 、 簡潔 
に 保ち 、 考 えら れる あら ゆる シル ク (多神教 ) の 影響 の 危険 を な くさ せ 
る た め に 、 非 常に 大 切 で ある 。 

多神教 論者 は 二 種類 の 被 造物 を 神 に な ぞ ら えて きた 。 

イ ) 有形 の 存在 を 持ち 、 人 間 の 目 に 見 える も の 。 例え ば 、 太陽 、 月 、 星 、 

火 、 水 、 動 物 、 偉 大 な 人 物 な ど 。 

ロ ) 有形 の 存在 を 持た ず 、 人 間 の 目 に 見 えな いも の 一 宇宙 の 働き に 従事 

し て いる と 信じ られ て いる も の 。 不 可 知 な 存在 。 例 えば 、 火 を 司る 神 、 

光 を 司る 神 、 雨 を も た ら す 神 な ど 。 


( イ ) で 主張 され て いる 神々 は 形 の ある 存在 で 、 人 間 の 目 の 前 に ある 。 
それ ら の 神々 が 虚偽 で ある こと は 、 カ リマ ー ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ 
ラー (アッ ラー の 外 に 神 は な し ) 一 に より 完全 に 病 串 され た 。 
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( ロ ) の 類 は 非 物質 的 で あり 、 人 間 の 眼 か ら 隠 され 、 神 秘 的 で ある 。 
多神教 論者 は それ ら を 信仰 する 傾向 が 多分 に ある 。 彼ら は 、 そ れ ら は 神 
性 を 持つ 、 すなわち 神々 お よび 神々 の 子 と 考え て いる 。 彼ら は その 像 を 
作り 、 そ れ ら に 捧げ も の を する 。 神 の 唯一 性 の 信仰 を 純化 させ る た め 、 
また その 信仰 を ( ロ ) の 目 に 見 えな い 被 造物 と の 混同 か ら 明 ら か に する 
た め に 、 こ の 信仰 仙人 条 が 説 か れ て きた の で ある 。 ムハンマド ( 彼 の 上 に 
平安 あれ ) は それ ら の 感知 で き な い 、 人 々 が 神 性 を 持つ も の (あるいは 
神々 また は 神々 の 子 ) と 信じ て いる 霊 的 存在 は 、 実は 唯一 神 の 天使 達 で 
ある と 我々 は 考え て いる 。 そ れ ら は 唯一 神 の 神 性 と は 関係 が な い 。 

天使 達 は 唯一 神 の 命令 の 下 に あり 、 唄 一 神 の 命令 に 絶対 に 痛く こと が 
で き な い ほど 、 唯一 神 に 従順 し て いる 。 唯一 神 は 天使 達 を 神 の 国 を 支配 
する た め に 送ら れ 、 天使 達 は 唯一 神 の 命令 を 正確 に 忠実 に 実行 する 。 天 
使 達 は 自分 達 で 何 か を する 機能 を 持た な い 。 彼 ら は 自ら 考え た 計画 を 唯 
ー 神 の 御前 に 提出 する こと は で き な い 。 彼 ら は いか な る 人 間 の た め に も 、 
唯一 神 に 取り 成す こと さえ 許さ れ な い 、。 天使 達 を 礼拝 し 彼ら の 助け を 求 
め る こと は 人 間 に と っ て 、 恥ず べき こと で あり 、 卑 し いこ と で ある 。 な 
ぜ な ら ば 、 人 間 を 創り 給 う た 最初 の 日 に 、 唯 一 神 は 天使 較 を アー ダム ( ア 
ダム ) の 前 に 平伏 させ 給 い 、 アー ダム に 彼ら より や 倍 大 な 手 智 を 授け 給 
うた し 、 また 唯一 神 は 彼ら を と ば し て 、 ア ー ダ ム に 地上 に お ける 唯一 神 
の 代理 権 を 授け 給 う た か ら で あ る ( 注 )。 そ れこ そ 、 か つて 人 間 の 前 に 
平伏 し た も の の 前 に 平伏 し 、 そ れ ら の 愛 願 を 求め る ほど 、 人 間 に と っ て 
随 落 は また と ある だ ろう か 。 

* 玉 注 クル アー ン 第 2 章 3 4 節 、 第 7 章 11 節 を 参照 。 

ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 天使 達 に 礼拝 する こと と 、 彼 ら を 
神聖 な る 唯一 神 と 混合 する こと を 禁じ し た 。 し か し それ と 共に 、 彼 ら は 唯 
ー 神 の 選ば れ た る 被 造物 で あり 、 罪 に 陥る こと な く 、 彼 ら の 性 質 自 体 が 
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唯一 神 に 育 く こと が で き な い も の で あり 、 常 に 唯一 神 の 命令 を 実行 する 
こと に 専心 し て いる と ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 教え た 。 更 に 、 
唯一 神 の 天使 達 は 四方 人 方 か ら 人 間 を 包囲 し 、 付き 浅 っ て 、 常に 人 間 と 
一 緒 に いる と 彼 は 教え た 。 天 使 達 は 、 良 いこ と で あれ 悪い こと で あれ 、 
人 の 行動 を すべ て 注目 し 、 観察 し て いる 。 彼ら は すべ て の 人 間 の 生涯 の 
完全 な る 記録 を つけ る 。 死ん で か ら 、 あな た が た が 唯一 神 の 御前 に 連れ 
て 行か れ た 時 、 彼 ら は あな た が た の 地上 に お ける 一 生 の 完全 な 記録 を 提 
出す る で あろ う 。 あな た が た は その 記録 の 中 に 、 どん な に 取る に た ら な 
ら こ と だ ろう が 、 ひ と つも 渡れ な く あ ら ゆ る こと が 正しく 記録 され て い 
る の を 見 る で あろ う 。 天 使 達 の 本 質 的 な 性 格 は 我々 に は 知ら され て いな 
い が 、 彼 ら の 価値 と 本 性 は 若干 知 ら さ れ て お り 、 人 間 は 彼ら の 存在 を 信 
じ る よう に 求め られ て いる 。 我 々 は アッ ラー に よっ て 知ら され て いる こ 
と 以外 、 彼 ら の 性 格 、 属 性 、 本 質 を 知る 方 法 を 持た な い 。 そ れ ゆ え 、 勝 
手 に ある 形 や 性 格 を 彼ら の すべ て に 与え 、 彼 ら を 本 当 は 知ら な いく せ に 、 
天使 は か く か くし か じ か の も の で ある と 言う こと は 全く 愚 劣 で ある 。 天 
使 達 の 存在 を 否定 する こと は ク フ ル で ある 。 な ぜ な ら ば 、 我々 は その 否 
定 の 理由 を 持た な いし 、 我 々 が 天使 達 を 否定 する な ら ば 、 ム ハン マ ド ( 彼 
の 上 に 平安 あれ ) が 偽っ て いる と いう の に 等 し く な る か ら で あ る 。 我々 
は 、 唯一 神 の 真 の 御 使 い が 教 えて いる と いう だ け で 、 天使 達 の 存在 を 信 
じ る の で ある 。 


3. 聖典 を 信じ る こと 


ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 我々 に 信じ る よう に 命じ た 第 三 番 
目 の 信仰 仙人 条 は 、 聖典 ( 神 の 書 ) 一 代々 の 預言 者 を 通じ て 人 類 に 下 し 給 
うた 諸 啓典 を 一 を 信じ る こと で ある 。 
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唯一 神 は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) より 以前 の 預言 者 達 に 神 の 
書 (啓典 ) を 下 し 給 う た が 、 こ の 世 典 は 、 唯一 神 が ム ハン マ ド ( 彼 の 上 
に 平安 あれ ) に クル アー ン を 下 し 給 う た の と 同じ 方 法 で 下っ た の で ある 。 
我々 は この 啓典 の いく つか の 名 前 は 知っ て いる ー- イ プラ ー ヒ ー ム (アプ 
ラ ハ ム ) の 書 、 ムー サー (モー ゼ ) の タウ ラー ト ( 律 法 )、 ダ ー ウ ー ド 

(ダビ デ ) の ザ ブ ー ル (詩篇 )、 イ ー サ ー (イエ ス ) の イン ジー ル ( 福 
音 書 ) な ど 。 そし て 我々 は 過去 に お いて 唯一 神 か ら 購 ちち れ て きた あら ゆ 
る 啓典 は 真実 で ある こと を 暗黙 の うち に 信じ て いる 。 

啓典 と し て 伝え られ て いる 諸 書 の うち で 「 イ プラ ー ヒ ー ム の 書 」 は 散 
逸し 現存 する 世界 の 文学 遺産 の 中 に 形 を 留め て いな い 。「 ザ ブー ル ( 詩 
編 ) 」「 タ ウラ ー ト ( 律 法 )」「 イ ンジ ー ル (福音 書 )」 は ユダ ヤ ャ 教徒 や キ 
リス ト 教 徒 と 共存 し て いる が 、 ク ルアー ン は 人 々 が それ ら の 諸 啓 典 を 勝 
手 に 作り 変え 、 唯 一 神 の 言葉 が 人 間 の 作っ た 言葉 と 混合 され て いる と 教 
えて いる 。 この 啓典 の 改ざん と 改作 の 仕事 が あま り に 大 きく 、 あま り に 
明白 で ある か ら 、 ユダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 自身 で すら 「 自 分 達 は 啓典 
の 『 原 理 』 を 持た な い 。 自 分 た ちの 持っ て いる の は 、 何 世紀 に も わた り 
多く の 変更 が 加え られ 、 ま た 今 だ に つけ 加え られ て いる 啓典 の 翻訳 書 に 
すぎ な い 。」 と いう こと を 認め て いる 。 それら の 諸 書 を 研究 する と 、 明 
ら か に 唯一 神 か ら 下 され る 筐 の な い 多 く の 章 句 と 記述 を 見 出す 。 唯 一 神 
の 言葉 と 人 間 の 言葉 は 、 こ れ ら の 諸 書 の 中 で は 、 混合 し 、 ど の 部 分 が 唯 
一 神 に よっ て 啓示 され 給 う た 部 分 で 、 ど の 部 分 が 人 間 に よ っ て 加筆 され 
た 部 分 か 識別 する こと が で き な い の で ある 。 クルアーン の 以前 に 、 唯一 
神 が 預 言 者 達 を 通じ て 幾多 の 啓典 を 示し 給 い それ ら の 啓典 は すべ て 唯 
ー 神 一 クル アー ン を 下 し 給 う た 神 と 同じ 神 か ら 啓 示さ れ た の で あり 、 し 
か も 「 神 の 書 」 と し て の クル アー ン の 啓示 は 目新し く 変 わっ た 出来 事 で 
は な く 、 人 々 が と っ く の 昔 に 忘却 し て し まっ た 唯一 神 の 教え を 確認 し 、 
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絆 り 返し 唱え 、 完 成す る こと に 過ぎ な いと いう 意味 で クレ アー ン 以 前 に 

啓示 され た 諸 書 を 信じ る よう に 命ぜ られ て いる の で ある 。 
クル アー ン は 唯一 神 に よっ て 啓示 され た 最後 の 啓典 で あっ て 、 ク ル ア 

ー ン と それ 以前 の 啓典 の 間 に は 非常 な 相違 が ある 。 そ の 相違 点 を 要約 し 

て 言え ば 次 の 如く で ある 。 

イ ) 以前 の 啓典 の 大 部 分 は その 原典 を 全く 失い 、 そ の 翻訳 の み が 今日 、 
存在 し て いる 。 これ に 対し て 、 クルアーン は 笑 言 者 に 啓示 され た 一 字 
一 旬 そ の まま の 姿 で 現存 し て いる 。 ひ と つの 言葉 も 変わ っ て いな い 。 
クル アー ン は 原典 の まま 生き て お り 、 唯 一 神 の 言葉 は 永遠 に 保存 され 
て いる の で ある 。 

ロ ) 以前 の 啓典 に お いて は 人 間 が 唯一 神 の 言葉 と 人 間 の 言葉 を 混合 し た 
が 、 ク ルアー ン に お いて は 、 わずか の 変化 も 加筆 も され て いな い 。 こ 
の 事実 は イス ラー ム に 反対 する 者 に さえ 認め られ て いる 。 

ハ ) さま ざま な 民族 の 間 で 啓典 と され て いる 「 神 聖なる 書 」 の どの ひと 
つ に つい て も 、 精密 な 歴史 的 証明 に 基づい て 、 その 書 が ほん と うに 訂 
示さ れ た 預言 者 の も の で ある と 言う こと は で き な い 。 それら の 諸 書 の 
ある も の に 関し て は 、 どの 時 代 に 、 どの 預言 者 に 啓示 され た か と いう 
こと さえ 分 か っ て いな いも の が ある 。 し か し クル アー ン に 関し て は 、 
それ が ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) に 啓示 され た 証拠 が 非常 に 数 
多く 、 し か も 納得 せ ざ る を 得 な い ほ ど 強 い 確 信 を 与え る よう な 証拠 で 
ある た め 、 イ スラ ー ム を 攻撃 する 論者 さそ も クル アー ン を 疑う こと は 
で き な い 。 こ の 点 に 関す る 証拠 は 多く の 文句 や 教え ん が 、 い つど こ で 啓 
示さ れ た か は っ きり 知る こと が で きる ほど に 豊富 か つ 詳 細 で ある 。 

ニニ) 以前 の 啓典 は 、 ずっ と 音 に 既に 死語 と な っ た 言葉 で 啓示 され た も の 
が 多い 。 現代 で は 、 ど この 民 も 集団 も その 言葉 を 話さ ず 、 そ れ を 理解 
する こと が で きる と 主張 する 人 は 極め て 稀 に し か いな い 。 そ の た め 、 
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た と え そ れ ら の 啓典 が 混ぜ 物 の 入ら な い 原 典 の 形 で 今日 存在 し て い 
て や も 、 その 教え を 正しく 理解 し 解釈 し 、 要求 され る 形 で その 教え を 実 
行 に 移す こと は 、 現代 で は 事実 上 不可 能 で ある 。 こ れ に 対し て 、 ク ル 
アー ン の 言葉 は 現在 生き て いる 言葉 で ある 。 無数 の 人 が それ を 話し 、 
書き 、 そ の 言葉 を 知り 理解 で きる 人 は さら に 膨大 な 数 と な る 。 その 言 
葉 は 世界 の あら ゆる 大 学 で 教え られ 学ば れ て いる 。 あ ら ゆ る 人 が それ 
を 学ぶ こと が で き 、 ま た それ を 学ぶ 時 間 が な い 人 は 、 そ の 言葉 を 知り 、 
クル アー ン の 意味 を 説明 し て くれ る 人 々 を 至る 所 に 見 出す こと が で 
きる 。 

ホホ ) 世界 の さま ざま な 民族 の 間 に 存 在 す る 聖典 は いずれ も 、 あ る 特定 の 
民族 に 対し て 呼び か け て きた 。 いずれ の 聖典 も 、 特定 の 歴史 の 時 代 に 
の み 意 義 が あり 、 そ の 時 代 の 要求 だ け を 満た し た よう に 思え る 教義 を 
含ん で いる 。 それ ら は 今日 で は 必要 も な いし 、 また 円 滑 適切 に 実行 に 
移す こと も で き な い 。 ま た これ ら の 諸 書 は ある 一 定 の 民族 だ け に 特に 
意味 が ある も の で あっ て 、 そ の どれ ひと つと し て 全 世 界 に 対し て 通用 
する も の は な い 。 その 上 それ ら の 諸 書 は 、 そ れ が 下さ れ た 民族 で さえ 
も 、 永遠 に 従う こと が で き な い よう な も の も ある 。 それ ら は ある 一 定 
の 時 代 に の み 効 果 を 発揮 する だ け で ある 。 これ に 反し て 、 クル アデ アーン 
は 全 人 類 に 対し て 呼び か けら れ て いる 。 ク ルアー ン の 中 で ある 特定 の 
民族 に だ け 呼 び か けら れ て いる と 思わ れる 教え は ひと つも な い 。 ク ル 
アー ン の 中 の あら ゆる 法 と 教え は あら ゆる と ころ 、 あ ら ゆ る 時 代 に 、 
全く 同じ よう に 適合 する 性 格 の も の で ある 。 この 事実 は い 、 ク ルレ アーン 
が 全 世 界 に 呼び か けら れ た も の で あり 、 終 末 の 日 まで の 人 間 生 活 の 規 
男 で ある こと を 証明 し て いる 。 

へ ) 以前 の 啓典 も 善 と 徳 を 包含 し 、 道徳 と 真理 の 原理 を 教え 、 唯一 神 の 
頁 み し 給 う と ころ に か な っ た 生き 方 を ホ し て いた が 、 そ れ ら の うち で 、 
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基き 人 間 生 活 に 必要 な あら ゆる こと を 過剰 も 、 不 足 も な く 一 包含 す 
る ほど 総括 的 な も の は ひと つも な か っ た 。 そ れ ら の うち で ある も の は 
ひと つの 面 で 勝 れ て いた が 、 他 の 面 で は 他 の も の が より 勝 れ て いた 。 
以前 の 啓典 の 中 の 善 な る も の を すべ て 包 打 し 、 ア ッ ラ ー の 道 を 完成 し 、 
アッ ラー の 道 を あま す と ころ な く 示 し 、 こ の 世 の 人 間 に 必 要 な あら ゆ 
る こと を 総括 し た 人 生 の 規範 を 提示 し て いる の は クル アー ン で あり 、 
クル アー ン の 他 に だ ない 。 「 

ト ) 人 間 の 勝手 な 手入れ と 書き 換え の 為 に 真理 に 反 し 、 理性 に 背 き 、 正 
義 に 絶対 に 合わ な いよ うな 多く の 事柄 が これ ら の 諸 書 の 中 に 差し 入 
れ ら れ た 。 そ の 中 に は 残酷 で 、 不 正 で 、 人 間 の 信仰 と 行動 を 不純 に さ 
せる も の も ある 。 さ ら に は 、 不幸 に も 、 狼 ら で 、 下 品 で 、 不 道徳 な も 
の さえ も 付け 加 そ られ て いる 。 ク ルアー ン は これ ら 一 切 の 愚 劣 な こと 
を 超越 し て いる 。 クレ アー ン は 理性 に 反する も の 、 誤り と 認め られ る 

_ も の は 一切 含ん で いな い 。 その 教え に 不正 な も の は ひと つも な い 。 そ 
の 中 に は 疑惑 を 起こ させ る よう な と ころ は ひと つも な い 。 淫 狼 と 不 道 
徳 の 跡 は その 中 に は 決し て 見 出す こと は で き な い 。 始終 一 貫 こ の 「 万 
人 の 書 」 は 葵 知 と 真理 に 満ち て いる 。 クレ アー ン は 人 間 の 文明 の 為 に 
最善 の 哲学 と 最高 の 規 幼 を 持っ て いる 。 ク ルアー ン は 正しい 道 を 指示 
し 、 成功 と 教 済 に 人 間 を 導く 。 全 世界 の 人 々 が クル アー ン を 信じ 、 ク 
ルアー ン 以 外 の 諸 書 を 放棄 し 、 ク ルアー ン の み に 従 う の は 、 以上 の よ 
うな クル アー ン の 特徴 の た めで ある 。 な ぜ な ら ば 、 クル アー ン は 唯一 
神 の 嘉 み し 給 う こと に 一 致し た 生き 方 に 不可 欠 な こと を 全て 含み 、 そ 
れ 以外 に 他 の 啓典 を 必要 と する こと は 絶対 に な いか ら で あ る 。 


クル デア デーン と その 他 の 啓典 の 相違 を 研究 する と 、 ク ルアー ン を 信仰 す 
る の と 以前 の 啓典 を 信仰 する の と は 性 質 が 同一 で は な いこ と が 人 容易 に 
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理解 で きる 。 以前 の 啓典 へ の 信仰 は 、 それ ら の 諸 書 が 全て 唯一 神 か ら 下 
され た も の で あり 、 真理 で あり 、 クル アー ン が 下さ れ た の と 同じ 目的 を 
成 式 す る 為 に 下さ れ た も の で ある 、 と いう こと の 確認 に 制限 すべ き で あ 
る 。 これ に 対し て クル アー ン の 信仰 は 、 純粋 か つ 絶 対 的 に 神 御 自 身 の 御 
言葉 で あり 、 それ は 完全 に 真理 で あり 、 そ の あら ゆる 言葉 が 保存 され て 
お り 、 その 中 で 述べ られ て いる あら ゆる こと が 正しく 、 そ の あら ゆる 法 
を 実行 する こと が 人 間 の 責任 を も っ て な すべ き 義 務 で ある 。 そ し て それ 
に 反逆 する も の は 全て 拒絶 され な けれ ば な ら な い 。 


4. 唯一 神 の 預言 者 を 信じ る こと 


前 章 で は 、 唯一 神 の 御 使 い 達 が あら ゆる 民族 の 間 に 生 まれ 、 彼ら は 全 
て 本 来 、 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 唱え た あの 宗教 ニ イ 
スラ ー ム ー と 全く 同じ 教え を も た らし た こと を 論じ た 。 こ の 点 に 関し て 
は 、 唯一 神 の あら ゆる 御 使い 達 は 同じ カテ ゴリ ー に 属し 、 お 互い に 立場 
を 同じ くす る 。 も し 御 使い 達 の 中 の 一 人 に 背く な ら ば 、 全て に 背く こと 
に な る 。 も し 御 使い 達 の 一 人 を 認め 信じ る な ら ば 、 先駆 的 に 全て を 認め 
な けれ ば な ら な い 。 十 人 の 人 間 が ひと つの 同じ 陳述 を し た と 仮定 し よう 。 
も し あな た が た 十 人 の 中 一 人 を 正しい と 認め る な ら ば 、 あ な た が た は 残 
り の 九 人 を も 正しい と 認め た こと に な る 。 な ぜ な ら ば 彼ら の 一 人 を 信じ 
な いな ら ば 、 暗 に 彼ら 全て を 信じ て いな いか ら で あ る 。 イス ラー ム に お 
いて 、 唯 一 神 の あら ゆる 預言 者 達 を 絶対 的 に 信じ る 必要 が ある の は この 
理由 の た めで ある 。 預 言 者 達 の 中 で 誰か 一 人 を 信じ な い 者 が ある と すれ 
ば 、 た と え 他 の あら ゆる 括 言 者 を 信仰 し て いて も や も 、 彼 は カー フィ ル で あ 
る 。 

様々 な 時 代 の 様々 な 民族 に 出現 し た 預言 者 達 の 総数 は 、 伝 説 的 に 12 
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万 4 千 人 と 言わ れ て いる 。 地 球 に 人 類 が 住む よう に な っ て 以来 、 い か 
に 多く の 民族 と 民 が 地上 に 生ま れ 消 えて いっ た か を 考え る な ら ば 、 こ の 
預言 者 の 数 が 決し て 多い と は 思え な いで あろ 2 う 。 我 々 は クル アー ン に 述 
べら れ て いる 預言 者 達 を 積極 的 に 信じ な けれ ば いけ な い 。 その 他 の 預言 
者 達 に つい て は 、 我 々 は 人 類 を 導く た め に 唯一 神 か ら 遣 わ ちさ れ た あら ゆ 
る 預言 者 達 は 真実 で ある と 信じ る よう に 教え られ て いる 。 我 々 は イン ド 、 
中 国 、 ベ ル シ ャ 、 エ ジ プ ト 、 ア フリ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 そ の 他 世 界 の あら 
ゆる 国々 に 出現 し た あら ゆる 預言 者 達 を 信じ し る 。 し か し ある 人 間 に 関し 
て は 、 正確 に 知ら され て いな いか ら 、 彼 が 本 当 に 預言 者 で あっ た か どう 
か 明確 に 言え な い 立 場 に ある 。 ま た 我々 に は 他 の 宗教 の 聖人 に 反する よ 
うな こと を 言う こと は 許さ れ な い 。 これ ら の 聖人 の 中 で 何人 か は 唯一 神 
の 預言 者 で あっ た か も 知れ な い が 、 ち ょ うど ムー サー (モー ゼ ) と イー 
サー (イエ ス ) (2 人 の 上 に 平安 あれ ) の 後継 者 達 が その 宗教 を 作り 変 
えた よう に 、 彼 ら の 後継 者 達 が 彼ら の 寂 滅 後に 、 そ の 教え を 作り 変え た 
こと は よく あり 得る こと で ある 。 それ ゆえ 、 我々 が その 聖 入 達 の こと を 
語る 場合 は いつ で も 、 その 宗教 と 教義 と 儀式 に つい て で あり 、 こ の 宗教 
の 創始 者 に つい て 語る こと は 、 預 言 者 に 対し て 不敬 の 罪 を 犯す と いけ な 
いか ら 、 そ れ を 避け る 。 
唯一 神 の 預言 者 で ある と いう 事実 と “イス ラー ム "” と いう 同一 の 正 し 
い 道 を 教え る た め に 唯一 神 か ら 遣 わ ちさ れ た と いう 事実 に 関し て は 、 ム ハ 
ンマ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) と 他 の 預言 者 達 ( 神 の 恵み が 彼ら すべ て に 
あり ます よう に ) の 間 に 相 違 は な い 。 我々 は 彼ら を すべ て 同じ よう に 信 
じ る こと を 合 ぜ られ て いる の で ある 。 し か し この 点 に 関し て 彼ら が 平等 
で ある に も か か わら ず 、 彼 ら の 間 に は 次 の よう な 3 つの 区 別 が ある の 
で ある 。 - 
イ ) 過去 の 預言 者 達 は ある 特定 の 時 代 に 、 特定 の 民族 の た め に 出現 し た 
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が 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 未来 永 速 に わた っ て 全 世 界 の 
た め に 間 わ され た の で ある 。 
※ 注 この 点 で は 第 3 章 に 詳し く 述 べた 。 

ロ ) 預言 者 達 の 教え の 真 の 意味 は この 世 か ら 失 われ た か 、 残存 し て いて 
も 純粋 な 形 で は な く 、 多 く の 虚 偽 と 誤解 の 記述 が 混ざっ て 発見 され る 
か ら で あ る 。 こ の た め 、 そ の 教え に 従 お うと し て も 、 従 うこ と が で き 
な い の で ある 。 こ れ に 反し て 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教 
え 、 彼 の 説話 、 彼 の 生活 方 法 、 彼 の 道徳 と 習慣 と 美徳 一 要する に 、 彼 
の 生涯 と 業 跡 の あら ゆる 詳細 な 記録 一 は 保存 され て いる 。 そ れ ゆ え 、 
ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は あら ゆる 預言 者 の 中 で 、 生 きた 人 
格 を 持ち 、 そ の 歩 ま れ た 跡 を 正しく 自信 を も っ て 従う こと が で きる 
ー の 預言 者 で ある 。 

ハ ) 過去 の 預言 者 達 か ら 伝 えら れ た 導き は 完全 か つ 総 括 的 で は な か っ た 。 
あら ゆる 預言 は 次 の 後継 者 が 受け 継い だ が 、 後 継 者 は 先 人 の 教え と 指 
示 に 変更 を 加え 、 こ の よう に し て 改変 と 発展 が 続け られ た 。 これ が 、 
初期 の 預言 者 達 が 説い た 純粋 の 教え ん が ある 一 定 の 時 が 経過 し た 後 、 忘 
却 さ れ た 理由 で ある 。 遂に 最も 完全 な 導き の 規 幼 が ムハンマド ( 彼 の 
上 に 平安 あれ ) を 通じ し て 人 類 に 告げ られ 、 以前 の 規範 は すべ て 自動 的 
に 廃棄 され た 。 な ぜ な ら ば 、 完璧 な る 規範 が 出現 し た の に 、 不 完全 な 
規範 に 従う こと は 無益 で 量 か だ が ら で あ る 。 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平 
安 あ れ ) に 従う 人 は 全て の 預言 者 達 に 従う 。 な ぜ な ら ば 、 彼ら の 教え 
の 中 で 、 善 で あり 終末 まで 有効 な も の は すべ て 彼 の 教え の 中 に 具現 さ 
れ て いる か ら で あ る 。 そ れ ゆ え 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 
教え に 従う こと を 拒否 し 、 他 の 預言 者 に 従う こと を 選ぶ 者 は 、 ム ハン 
マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え の 中 に 具現 され 、 初期 の 預言 者 達 の 
啓典 に 存在 せ ず 、 最 後 の 預 言 者 を 通じ し て の み 啓 示さ れ た 膨大 な 有益 で 
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貴重 な 教え と 導き を 失う こと に な る だ け で ある 。 


これ が ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) を 信仰 し 、 彼 の み に 従 うこ と 
が あら ゆる 人 間 の 義務 で ある 理由 で ある 。 真 の ムスリム (唯一 神 の 遣わ . 
し た 預言 者 の 生き 方 に 従う 人 間 ). に な る た め に 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 
平安 あれ ) を 完全 に 信じ 、 以 下 の 事柄 を 確信 する こと が 必要 で ある 。 
A. ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 唯一 神 の 真 の 預言 者 で ある 。 

B. ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 教え は 絶対 的 に 完全 で 、 少 し も 
欠点 や 虚偽 が な い 。 

C. ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 最後 の 預言 者 で ある 。 彼 の 後に 
は 、 最 後 の 審 判 の 日 まで いか な る 民族 の 間 に も 決し て 預言 者 は 現 わ 
れ な いし 、 ま た 預言 者 に 類する 人 間 が 将来 現われ な いと 信じ る こと 
が ムスリム に と っ て 絶対 必要 な こと で ある 。 そし て 、 も し 彼 が 最後 
の 預言 者 で ある こと を 否定 する 者 が いる な ら ば 、 そ の 人 は カー フィ 
ル で ある 。 


5. 死後 の 世界 を 信じ る こと 


イス ラー ム の 第 5 番目 の 信仰 箇条 は 死後 の 世界 を 信じ る こと で ある 。 

預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 われ) は 、 死後 の 復活 と 最後 の 審判 の 

日 を 信じ る よう に 指示 し て いる 。 この 信仰 の 根本 的 な 要因 は 、 彼 が 教え 

る と ころ に よれ ば 、 次 の 如く で ある 。 

イ ) この 世 の 寿 命 と この 世に 現存 する 一 切 の も の の 生命 が 、 定め られ た 
日 に 終 杜 する と いう こと 。 こ の 時 に は 地上 の あり と あら ゆる も の が 絶 
江 し 地上 の 生物 界 は 終電 と な る 。 そ の 日 が 、 キ ヤー マ す な わ ち 「 最 後 
の 日 」 と 呼ば れる 。 
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ロ ) この 世 の 始 まり か ら 最 後 の 日 まで に 、 この 世に 生 を 受け た あら ゆる 
人 間 が その 時 に 生命 を 復活 し 、 至 高 者 アッラー の 前 で 最後 の 日 の 審判 
の 座 に 立た され る 。 こ れ が ハシ ュ ル 、 すなわち 、「 復 活 」 で ある 。 

ハ ) あ ら ゆ る 男女 の 全 記 録 一 彼ら の 生前 の すべ て の 苦行 と 罪 業 と の 完全 
な 記録 一 が 最後 の 審判 の た め に 唯一 神 の 御前 に 出さ れる 。 

ニ ) 唯一 神 は あら ゆる 人 間 の 報い を 最終 的 に 決め られ る 。 


唯一 神 は 各 人 の 善悪 を 清算 され 、 善行 に 対し て は 矢 き 報奨 を 、 悪事 非 
行 に 対し て は 罰 を 下 し 給 う 。 唯一 神 の 償 弄 に は 微塵 の 狂い も な い 。 この 
審判 に 合格 する 者 に は 永遠 の 楽園 の 門 が 開か れ 、 そ の 悪行 の 為 有罪 を 宮 
告 さ れ た 者 は 地獄 一 火 と 苦し み の 場 一 へ 送ら れる 。 以 上 が 死後 の 世界 に 
関す る 基本 的 な 確信 で ある 。 


A. この 確信 の 重要 性 

死後 の 世界 に お ける 生命 の 存在 に つい て は 今 ま で の 預言 者 達 に よっ 
て も 常に 説 か れ て 来 て いる 。 どの 預言 者 も その 信者 達 に 向かっ て これ を 
信じ る よう に 説い た 。 

最後 の 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) も その 例外 で は な か っ 
た 。 これ を 信じ る こと は イス ラー ム 信 者 の 基本 的 条件 で ある 。 総 て の 預 
言 者 は 「 こ れ に 疑問 を 抱く も の は カー フィ ル で ある 」 と 宣言 し て いる 。 
事実 死後 の 生命 を 否定 する こと は 信仰 の 他 の 要素 を 無 意 味 に し 、 等 の 成 
果 を 克 壊 し 、 人 を 無知 と 不信 の 淵 へ 追い や る 。 

少し 考え れ ば この 点 は すぐ 明白 と な る 。 日 常 生 活 に お いて 他人 か ら 何 
か や っ て 欲し いと 頼ま れ た 時 は それ を や る 利益 と 、 そ れ を や ら な い 不 利 
健 と を すぐ 考え て みる だ ろう 。 こ れ は 極め て 自然 の 事 で 、 誰 で も 無駄 な 
行為 は 本 能 的 に や り た が ら な い 。 だ れ も 無 益 で 効果 の な い 仕 事 に 時 間 と 
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精力 を 費 や そ うと は し な い 、。 同 様 に 無害 な も の に 気 を 配る 努力 も 不要 で 
ある 。 概して 利用 し よう と する 決心 が 強けれ ば 強い ほど 、 それ に 対す る 
関心 は 深まる し 、 効果 が 疑わ し けれ ば 尻込み せ ざ る を 得 な い 。 子供 が な 
ぜ 火 の 中 へ 手 を 入れ る か 、 そ れ は 火 が 危険 で も わる こと を 知ら な いか ら で 
ある 。 子供 が な ぜ 各 強 し た が ら な い の か 、 それ は 勉強 が 安易 な も の で な 
い 他 に 、 教育 の 重要 性 と 効果 を 十分 に 把握 せ ず 、 また 先輩 の 云う こと を 
信用 し な いか ら で あ る 。 さ て ここ で 「 最 後 の 審 判 」 を 信じ な い 人 に つい 
て 考え て みよ う 。 そ の 人 は 唯一 神 そ の も の や 唯一 神 の 啓典 に よる 死後 の 
世界 に つい て も 信じ な い の か 。 彼 に と っ て は 唯一 神 へ の 服従 は 何 の 利 益 
も な く 、 唯 一 神 へ の 反逆 も 何ら 損失 が な い 。 そ れ ゆ え に 彼 は 唯一 神 、 そ 
の 預言 者 、 聖 典 の 禁止 事項 を 注意 深く 守 ろ うと する こと が で き な い の か 。 
世俗 的 な 快楽 の 追 宮 に の み 波 々 と せ ず 、 人 生 の 試練 や 犠 牧 に 耐え 定め ら 
れ た 人 道 を 力強く 行き 抜 こう と する 発想 が な い の だ ろう か 。 も し 人 が 唯一 
神 の 法 に 従わ な いで 自己 の 好き 嫌い だ け で 生き よう と する な ら ば 、 一 体 
彼 は 唯一 神 に つい て どの よう な 考え 方 を 持っ て いる の か 。。 

し か し 少し 掘り 下げ て 冷静 に 考 宗 す れ ば 「 死 後 の 生 命 の 存在 を 信じ る 
こと は 現世 に お ける 最大 の 決定 的 要素 で ある 」 と の 結論 に 到達 する は ず 
で ある 。 そ れ を 信じ る か 信じ な いか で その 人 の 生き 方 が 決定 づけ られ る 。 

この 世 の 成 功 と 失敗 だ け を 目的 に 物事 を 考え る 人 は 、 そ の 生涯 に 起こ 
る 利害 の み に 関 心 が あ る 。 現実 的 な 利益 を 得る 望み が な い 限 り 、 決 し て 
書 行 を し よう と せ ず 、 ま た いか な る 不正 不義 で も 自分 の 利益 が 侵害 され 
_ な い 限 り これ を 避け た り 拒 ん だ りす る こと も し な い 。 こ れ に 反し 来世 を 
信じ 自分 の 行為 の 結末 に 確信 を も つ 者 は すべ て 、 こ の 世 の 得失 は 一 時 的 
か つ 暫 定 的 な も の で 永遠 の 天国 へ 持ち 運べ る も の で は な いこ と を 知っ 
て いる 。 物事 を 幅広 い 視 野 で 眺め 、 利 害 に 対し て 目先 に 捕らわれ な い 。 
それ が 世俗 的 収益 の 点 よ りす れ ば いか に 有益 で あろ うと も 、 ま た 現実 の 
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利害 関係 より すれ ば いか に 不利 で あろ うと も 、 必 ず 善 を 行ない 、 悪 を 避 
ける 。 た と え そ れ が いか に 魅力 的 で あろ うと も 、 物事 を 長い 目 ( 現 来世 
を 通じ て ) で 判断 し 、 決 し て 自分 の 気まぐれ や 好き 嫌い で 決め な い 。 こ 
の よう に 両者 の 間 に は 信仰 、 行動 、 生活 の 上 に 根本 的 な 開き が ある 。 現 
世に 縛ら れる 人 間 に と っ て 、 善行 と は は か な いこ の 世 の 人 金銭 、 財宝 、 社 
会 的 貴 農 また は 他 の 同様 の も の 、 た と えば 地位 、 権力 、 名 声 お よび 世俗 
的 幸福 と 言う 形 で 得 ら れる 範囲 内 の 思 恵 に 限ら れん た も の で ある 。 個人 の 
願望 の 充足 、 富 の 大 が 生涯 の 幸せ と な る 。 その た め に は 残酷 で 不正 な 
手段 も 敢えて 辞 さ な い 。 同様 に 悪事 に 関す る 考え 方 も 、 こ の 世に お いて - 
自分 の 利益 を 損なう も の 、 た と えば 生命 財産 の 宮 失 、 病気 、 名 声 の 失 隊 
また は その 他 の 不愉快 な 結果 を も た ら す も の を 指 ず 事 に な る 。 

これ に 反し 、 信仰 者 の 善悪 に つい て の 考え 方 は 全く 異な る 。 彼ら に と 
っ て 唯一 神 を 喜ば す も の は すべ て 善 で あり 、 唯 一 神 の 怒り を 買う も の は 
総 て 悪 で わる 。 た と え こ の 世 で 何 の 利益 も 与え ず ま た 危 書 を 伴 な っ た り 、 
所 有 物 を 失う 結果 に な っ て も や は り 善 事 は 善 事 で ある と 考え る 。 唯 一 神 
が 必ず 善 事 に 対し て 現世 ある い は 来世 に お いて 報奨 を 用 意 さ れる こと 
を 信じ 、 そ し て それ が 真 の 目的 達成 だ と 確信 する 。 従っ て 、 こ の 世 の 物 
質 的 な 収益 の た め に 悪事 に 荷担 する こと は 決し て な い 。 た と え 短 いこ の 
世 で 罰 を 免れ て も 唯一 神 の 法廷 に お いて 結局 失敗 者 と な る こと を 知っ 
て いる か ら で あ る 。 道徳 の 相関 関係 を 認め ず 、 唯一 神 の 啓示 に よる 絶対 
的 規準 を 厳守 し 、 現 世 の 利害 損失 は 後回し に する 。 

この よう に 死後 の 生命 を 信じ る 者 と 否定 する 者 は 異な っ た 人 生 を 歩 
む 。 最 後 の 審 判 を 信じ な い 者 に は イス ラー ム 的 な 人 生 を 送る こと は 絶対 
的 に 不可 能 で ある 。 例 えば イス ラー ム で は 「 貧 者 に ザ カ ー ト ( 捨 ) を 
施せ 」 と いう が 、 こ れ に 対し て 彼ら は 「 い や 、 各 捨 を すれ ば 自分 の 癌 が 
減る 。 逆 に 金利 が 欲し いく らい だ 」 と 答え る 。 金儲け に か け て は 情け 人 容 
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赦 な く 、 借り手 が 貧乏 で 人 角 え て いて や 元利 の 回 収 に 暗 路 し な い 。 イス ラ 
ー ム は 「 常 に 真実 を 語れ 。 た と え 上 庶 言 に よっ て 得 を し 、 真実 を 語っ て 損 
する よう な こと が あっ て も 真実 を 語れ 。」 と 教え る 。 し か し この 人 の 答 
え は 「 今 すぐ 何 の 役 に も 立た ぬ 真 実 な どど うし よう も な い 。 まし て 損失 
を 受け る な ど 真 っ 平 、 リ スク も 悪評 も 受け ず に 利益 を 得 ら れる 場合 、 な 
ぜ 距 を つく の が よく な い の か 」 と 反撃 する 。 仮に 人 気 の な い 場 所 で 貴重 
品 を 見 つけ た 場合 、 イ スラ ー ム は 「 そ れ は あな た の 財産 で は な いか ら 手 
を つけ て は な ら ぬ 」 と いい 、 そ の 人 は 「 こ こ に は 警察 へ 報告 する 人 も や 、 
法廷 で 私 の 反対 に 立つ 証人 も 、 公 衆 に 告げ ロ を する 人 も 誰 一 人 いな い の 
に 、 な ぜ こ の 価値 ある も の を 私 が 利用 し て 悪い の か 」 と 答え る 。 あ る 人 
は この 男 に 密か に 何 か を 預託 し その 後 死亡 し た と する 。 イ スラ ー ム は 
「 託 せら れ た 財産 に つい て 公正 で あれ 。 それ は 預託 者 の 遺族 に 返し て や 
りな さい 」 と 教え る が 、 彼 は 反 問 し て 「 私 が 彼 の 財産 を 預かっ て いる 何 
の 証拠 も な いし 、 彼 の 遺族 達 は 何 も 知 ら さ れ て いな い 。 私 が 困る こと や 
な いし 、 法 に 問わ れる 心配 も な い 。 また 名 を 傷つけ る こと も な く こ れ を 
目 分 の も の と する こと が で きる の に な ぜ そ うし て は いけ な い の か 」 
要する に 人 生 の 行動 の ひと つ ひ と つ に お いて イス ラー ム は ある 特定 
の 方 向 と 態度 と あり 方 を 要請 する 。 し か し 不信 者 は まっ た く 逆 の コー ス 
を 採る こと が 多い 。 イス ラー ム は 判断 の 標準 を 永遠 の 目標 に 定め る 。 一 
方 来世 を 信じ な い 人 は 、 常 に 利 那 的 な 欲望 に 基づく 個人 的 望 で 行動 す 
る 。 こ こ に 大 き な 開 き が ある 。 こ こ で 「 最 後 の 審 判 を 信じ な い 者 は ム ス 
リム た り 得 な い 」 こと の 意味 が 明らか に な っ た こと と 思う 。 イス ラー ム 
の 信者 と な る の は 偉大 な こと で ある 。 信 仰 な くし て 真 の 善 者 に は な り 得 
な い 。 その 善行 に 確固 た る 根拠 が な いか ら で あ る 。 最後 の 審判 の 否定 は 
人 間 を 最低 の 動物 の 地位 に 始め る こと に な る 。 
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B. 死後 の 生命 
ここ で は 、 信 仰 の 構成 要素 が 理論 的 に 理解 され る よう 考慮 し て みた 。 
ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 死後 の 生命 に 関し て 我々 に 語ら れ 

た 所 は 明らか に 理由 が 存在 する 。 そ の 日 に つい て の 信念 は 唯一 神 の 使者 

を 固く 信頼 する こと に か か っ て いる が 、 一 方 で 理論 的 に 考察 すれ ば この 

信念 を 再 確認 する の みな ら ず 、 こ の 面 で ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) 

の 教え は 死後 の 生命 に 関す る 他 の 人 の 見 解 よ り も 妥当 か つ 理 解 さ れ 易 

いも の で あっ た 。 死後 の 生命 に つい て は 、 この 世に お いて 次 の 解釈 が 行 

われ て いる 。 

イ ) ある 一 部 の 人 々 は 言う 。「 人 の 死後 は 何 も 残 され な い 。 従 っ て この 
人 生 の 終電 は すべ て の 終わ り で 他 の 生命 な ぞ あ り 得 な い 」 彼ら は 、 死 
後 の 世界 な ぞ 存 在 の 可能 性 が な いし そん な 信念 は 非 科 学 的 で ある と 
言う 。 これ は いわ ゆる 無神論 者 の 見 解 で ある 。 彼ら は 自分 達 の 考え 方 
は 科学 的 で あり 、 近 代 西 欧文 化 に 立脚 する こと を 主張 する 。 

ロ ) 他 の 一 派 の 人 々 は 自己 の 行為 の 結果 に よっ て この 世 へ 何 回 も 復活 し 
て 来る と いう 考え 方 を 持つ 。 も し 人 が 良く な い 生 涯 を 過ごし た 後 の 生 
まれ 変わ り は 動物 の 形 、 た と えば 犬 や 猫 、 あ る い は 植物 や ある 種 の 下 
等 人 間 と な り 、 人 の 一 生 が 善 だ っ た 時 は 高位 の 人 間 に 再生 し て くる 。 
この 見 解 は 東洋 の 宗教 の 中 に 見 出さ れる 。 

ハ ) 第 三 番目 の 見 解 は 最後 の 審判 (復活 、 唯一 神 の 法廷 へ の 出廷 、 唯一 
神 の 賞罰 ) を 信じ る 人 々 で ある 。 これ は すべ て の 預言 者 達 の 共通 の 信 
念 で あっ た 。 


さて 以上 の 見 解 を 検討 し て 見 る と 、( イ ) は 科学 の 権威 と 支持 に か け 
て 死後 の 生命 の 存在 を 否定 する 。 死 人 が 死後 生き 返っ た の を 見 た 人 は 誰 
も いな いし 、 復 活 の 例 は 唯 の 一 回 も な か っ た と 主張 する 。 人 は 死ん で 土 
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と 化す 。 それ が 人 生 の 最後 で あり 死後 の 生命 な ど 無い と する 。 し か し な 
が ら こ れ は 本 当 に 科学 的 な 論法 だ ろう か 。 こ の 主張 は 正当 な 理論 付け に 
よる も の だ ろう か 。 死 者 の 復活 を 見 た こと が 無い と いう 理由 で 死後 の 生 
命 を 否定 する の は 明らか に 論理 の 飛 虫 で ある 。 こ の 場合 「 死 後 何 が 起き 
る の か 我々 に は 分 か ら な い 」 と 述べ る の が 正しい 態度 で あろ う 。 彼ら は 
知識 の 高 さ に 誇り を 持っ て 「 死 後 何 事 も 起 ら な い 」 と 言い 切る が 、 こ の 
場合 科学 は 育 定 も 否定 も し 得 な い は ず で ある 。 彼 ら の 主張 は 飛行 機 を 見 
た こと が 無い 者 が その 知識 に 基づい て 飛行 機 は 無い と 断言 し て いる よ 
2 で ある 。 見 た こと が 無い か ら そ の も の が 無い と は 言え な い 。 これ こそ 
正 に 幻影 的 で 非 科 学 的 で あり 、 も の の 分 か る 人 は この 説 を 重視 で き な い 。 
次 に ( ロ ) は 言い 換え れ ば 、 人 間 に 生ま れる の も 動物 に な る の も 前 代 
に お ける 本 人 の 行為 の 結果 で ある と する 考え 方 で ある が 、 で は 一 体 最初 
に どちら が あっ た の だ ろう か 。 人 か 動物 か 植物 か 、 も し 人 間 が 動物 より 
先 に 在 っ た と いう な ら そ の 人 の 前 身 は 動物 だ っ た が その 善行 に よっ て 
人 と な っ た と い 2 う 理屈 も 通る 。 動物 が 先 だ と いっ て も 今 の 論 の 逆 が 通 ず 
る こと に な る 。 これ は 結局 堂々 巡り と な りこ の 信仰 の 主唱 者 は 初め の 型 
が いずれ と も 決定 で き な い 。 た だ 前 代 の 行為 の 結果 に よっ て 死後 の 生ま 
れ が 定まる と いう 見 解 で あや り 、 こ れ は 条 理 が 立っ て いな い 。 (ハハ) の 見 
解 を 要約 する と 、「 こ の 世 は いつ か 最後 の 日 が 来る 。 唯 一 神 は 現在 の 宇 
宙 を 破壊 し 、 絶 滅 し 、 新 た に 遥か に 高級 な 宇宙 を 創 られ る 」。 この 声明 
は 否定 の 余地 無く 正しい 。 その 真実 性 に 疑い を か ける 者 は いな い 。 宇宙 
の 次 を 研究 すれ ば する ほど 現世 の 組織 は 永久 不変 の も の で は な いこ と 
が 判る 。 な ぜ な ら そ の 中 に 動く 全て の カ は 有限 で あり 、 いつ の 日 か 完全 
に 停止 する 時 が 来る 。 太 陽 も いつ か は 冷却 し て 運動 の エネ ルギー を 失い 、 
星 は 互い に 衝突 し 合っ て 、 や が て 宇宙 の 組織 が 破壊 され る 時 が 来る こと 
を 現代 の 科学 者 は 認め て いる 。 現在 の 宇宙 の 構成 要素 に つい て 、 進化 論 
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に 誤り が な いと する な ら ば 、 こ れ が 全て の 場合 に 適用 され な い の だ ろう 
か 。 宇宙 が 全面 的 に 非 存在 (消滅 ) の 方 向 に 向かっ て いる と いう の に 別 
の 面 に お いて は 、 そ れ が 進化 の 過程 を た どり 更に 一 層 進 歩 し た 理想 的 秩 
度 が 到来 する で あろ うと いう 主張 に は 納得 し か ね る 。 この 信念 の 第 二 の 
点 は 「 人 は 再び 生命 を 授け られ る 」 で ある 。 こ れ は 不可 能 な の だ ろう か 。 
も し 不可 能 な ら 、 今 の 人 間 に ど の よう に し て 生命 が 授け られ た の だ ろう 
か 。 今 の 世に 生 を 授け 給 う た 神 (創造 主 ) が 次 の 世 で は それ が 不可 能 で 
あろ うか 。 こ れ は 単に 可能 性 の 問題 で は な く 、 後 述 の 通り 、 必要 性 の 問 
題 で ある 。 

第 三 の 点 は 「 現 世に お ける 人 の 行為 は 全て 記録 され 、 復活 の 日 に 提示 
され る 」 に つい て は 今日 の 科学 に よっ て 証明 され 得る 。 例え ば 音 は 初め 
に 空中 に 生ずる 波状 の 運動 体 で や が て 消滅 する と 考え られ た 。 今 は それ 
は 周囲 の 物体 に 影響 を 残し 、 ま た 再生 し 得る こと が 判っ た 。 蓄音機 は こ 
の 原理 の 応用 か ら 発明 され た 。 人 の 運動 (行為 ) の 記録 も その 運動 波 と 
接触 し た 全て の 物 の 上 に 残さ れ て いる は ず で ある 。 そ う で ある な ら ば 、 
我々 の 行動 の 全て が 完全 に 保存 され 再生 され 得る も の で ある こと は 染 
空 で は な い 、。 

第 四 の 点 の 「 復 活 の 日 、 唯一 神 が 審 判 の 座 に 就 か れ 、 人 間 の 生前 の 番 
行 悪行 に 対す る 賞罰 を 裁 か れる 」 こ と に つい て 納得 が いか な い の だ ろう 
か 。 唯一 神 は 公平 に 裁 か れる と いう が 、 現実 に 善 事 を し て も この 世 で は 
全く 報い られ な か っ た 人 の 例 も 我々 は 知っ て いる 。 ま た さん ざん 悪 業 を 
重ね て も 何 の 各 めも 受け な か っ た 例 も 知っ て いる 。 以 上 の 例 の み に あ ら 
ず 善 行 の ゆえ に 眼前 の 不幸 を 招き 、 非 業 悪徳 が 却って 満足 と 幸せ を も た 
ら し た 幾 百 千 の ケー ス を 見 て いる 。 日 常 こ れ を 見 る に つけ 、 この 世 の 裁 
き は つく づく 不 完全 な も の と 思う 。 そし て 正義 に 対す る 理性 を 強め 、 唯 
一 神 が 真 の 正 邪 を 両断 し 、 公 正 な 裁判 が 行わ れる 日 が 来る こと を 希求 し 
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て 止ま ぬ の で ある 。 現状 の 秩序 は 物質 的 法則 の 下 に 立っ て いる た め 、 悪 
事 を 行なう 手段 を 持つ 者 は 望む 時 に それ が で きる 。 そ の 悪 の 結果 が 自分 
の 上 に 全体 的 また は 部 分 的 に 跳ね 返す か どう か は わか ら な い 。 も し 石油 
一 缶 と マッ チー 箱 あ れ ば 反対 者 の 家 へ 火 を 放つ こと が で きる . そ し て こ 
の 世 の 力 が 味方 すれ ば 、 この 行為 の 結果 か ら 逃 れ ら れる 。 その 時 は この 
行為 は 結局 何で も な か っ た の だ ろう か 。 た だ 物理 的 な 結果 が 現われ て 、 
道徳 的 結果 が 表面 に 出 な か っ た 。 そ し て この 道徳 的 結果 が その まま 葬 ら 
れ て し まう の は 当 を 得 て い る だ ろう か 。 も し それ が 不当 な ら ば 問題 は い 
つか 、 ど こ か へ 姿 を あら わす だ ろう 。 た ぶん 現世 で は な い 。 物質 的 現世 
に お いて は 行為 の 物質 的 結果 の み が 具 現さ れ 、 理 性 的 道徳 的 結果 は 影 を 
ひそ め る 。 この 結果 は 、 理性 的 道徳 的 法則 が 最高 に 活用 され 物質 的 法則 
が 秩序 の 世界 に お いて 初め て 充分 な 効力 を 発揮 する の で ある 。 先 に 述べ 
た 通り それ は 宇宙 の 次 期 の 進化 の 過程 で 来世 に 起き る こと で あり 、 物 質 
的 法則 より むし ろ 道 徳 律 に 支配 され る 点 に お いて 進化 する と 言え る 。 現 
世に お いて 全面 的 また は 部 分 的 に 残さ れ た 人 の 行為 の 理性 的 結果 は そ 
こ に 次 を 現 わ す 。 こ の 試練 の 現世 に お ける 行為 に 対し て 下さ れ た 裁決 の 
理性 お よび 道徳 的 価値 に よっ て 人 間 の 真 の 地位 が 決定 付け られ る 。 

この 信念 の 最後 の 命題 は 天国 と 地獄 の 存在 で ある 。 そ の 存在 は 不可 能 
だ ろう か 、。 唯一 神 が 太陽 、 月 、 星 、 地球 を 創 ら れん た の に な ぜ 天 国 と 地獄 
が 創れ な い の か 、。 唯一 神 が 審 判 の 法廷 に お いて 最後 の 裁き を 行ない 、 人 
の 秋 悪 を 哲 罰 され る 際 、 善 者 に 対す る 報償 、 栄誉 、 幸福 を 享受 する 場所 
すなわち 天国 と 、 罰 を 被っ た 者 達 の 刑 に 服 す る と ころ すなわち 地獄 は 当 
状 必 要 と な る 。 以上 諸 問 題 を 詳細 に 検討 する と 、 死後 の 生命 を 信じ る こ 
と は 条 理 に 沿っ た 常識 の ある 人 な ら ば 誰 で も 容認 し 得る こと で ある 。 そ 
の 上 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の よう な 真 の 預言 者 が これ が 事実 
で ある こと を 述べ て いる し 、 知恵 は それ を 信じ る こと の 中 に あり 、 反対 
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する 中 に は な い 。 以上 が 信仰 の 5 箇条 で イス ラー ム の 柱 と な る も の で 
ある 。 それ の 主旨 は カリ マ ・ タ イイ バ と 呼ば れる 短い 文章 の 中 に 含ま れ 
て いる 。「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 (アッラー の 外 に 神 は な し ) 
を 唱え る 時 、 誤っ た 崇拝 の 対象 を 捨て 、 唯一 神 ア ッ ラ ー の 被 造 者 で ある 
こと を 真 に 自覚 し 、 更 に 次 の 語 を 添え る 時 ムスリム と し て 完全 な も の と 
な る 。 

「 ム ハン マ ド ッ ラス ー ル ッ ラ ー」( ム ハン マ ド は アッ ラー の 使者 で ある )。 
彼 が 預言 者 で ある こと を 受け 容れ た 後 は 、 唯 一 神 の 本 性 と 属性 を 信じ 、 
唯一 神 の 天使 達 を 信じ 、 唯一 神 の 啓典 を 信じ 、 死後 の 生命 を 信じ 、 預言 
者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 説 か れ た 方 法 に 則っ て 唯一 神 に 礼 
拝 を 捧げ る よう 真心 を 込め て 従わ な けれ ば な ら な い 。 か くし て ここ に 成 
功 と 唯一 神 の 権威 が ある 。 


105 


第 5 草 礼拝 と 祭 拝 行為 


ここ に 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 説い た 5 ヶ条 の 信 
仰 の 基礎 を 要約 する と 次 の よう に な る 。 
イ ) 神 の 唯一 性 、 絶 対 性 を 信じ る こと 。 
ロ ) 唯一 神 の 天使 達 を 信じ る こと 。 | 
ハ ) 唯一 神 の 諸 啓 典 を 信じ る こと 。 特に クル レル アーン は 唯一 神 か ら の 最後 

の 族 典 で ある こと 。 
二 ) 唯一 神 の 諸 預 言 者 を 信じ る こと 。 特に ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あ 
れ ) は 唯一 神 の 最後 の 使徒 で ある こと 。 

ホ ) 死後 の 生命 (世界 ) が ある こと を 信じ る こと 。 

以上 の こと を 信じ て 疑わ む な い 者 は イス ラー ム の 門 に 入り 、 ム スリ ム 社 
会 の メン バー と な る 。 し か し 口頭 の 告白 だ け で は 完全 な ムスリム と は 言 
えな い 。 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) を 通じ て 下さ れ た 唯一 神 の 命 
令 を 立派 に 実行 し て こそ 、 初め て 真 の ムスリム と な る 。 今や 唯一 絶対 の 
神 ア ッ ラ ー が あな た の 神 、 創 造 者 で あり 、 あ な た は その 被 造 者 で ある 。 
唯一 神 は あな た の 主 で あり 、 あな た は 唯一 神 の 下僕 で ある 。 唯一 神 は あ 
な た の 支配 者 で も わり 、 あな た は その 臣下 で ある 。 唯一 神 が あ な た の 主 で 
あり 、 支 配 者 で ある と 認め て か ら そ の 命令 を 拒む こと は 自ら の 心 の 反逆 
者 で ある 。 唯 一 神 へ の 忠誠 の みな ら ず クル アー ン が 唯一 神 の 書 な る こと 
を 、 あな た は 認め た 。 すなわち クル アー ン の 内 容 は すべ て 唯一 神 か ら 賜 
っ た も の で ある こと を 認め る 。 そ し て その 中 に 書か れ て いる こと を 学び 、 
それ を 守る こと が 義務 と 同時 に 喜び が と な る 。 あな た は ムハンマド ( 彼 の 
上 に 平安 あれ ) が 唯一 神 の 使徒 で あわ る こと を 認め られ た の だ か ら 、 彼 が 
勧め る こと や 禁じ る こと の ひと つ ひ と つが 唯一 神 の 命令 に 基づく も の 
で ある こと に 医 い を 挟ま な い 。 そし て 使徒 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あ 
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れ ) に 対す る 従順 も あな た の 義務 の ひと つ に な る 。 すなわち 告白 に 並行 
し て 実践 が 伴っ て 一 人 前 の ムスリム と 言え る 。 そ う で な けれ ば 不 完全 な 
ムスリム で ある 。 

ここ で ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 全能 者 アッ ラー より 授け ら 
れ た 行為 の 規定 と は いか な る も の か 見 て みよ う 。 最 初 に 挙げ られ る こと 
は イ バ ー ダ ー ト (アッ ラー を 信じ る 者 は 誰 で も 守る べき 基本 的 義務 ) で 
ある 。 


1. イ バ ー ダ ー ト (上 侍 拝 行為 ) の 精神 


イ バ ー ダ ー ト は 元 来 アラ ビア 語 で 、 語源 は アバ ダ す な わ ち 奴 線 下僕 
を 意味 し 、 そ こ か ら 「 従 順 」 と な る 。 唯一 神 は あな た の 主 で あり 、 あ な 
た は 唯一 神 の 下僕 で ある か ら 主 の 思 召 に 従順 と し て 波 々 と し て 仕え る 
こと 、 す な わ ち イ バ ー ダ ー ト で ある 。 この 言葉 の イス ラー ム 的 概念 は 非 
常に 広い 。 卑 狼 、 錯 誤 、 悪 意 、 黒 胃 雑 言 口 に せ ず 、 常 に 真実 を 話し 、 
良い こと の み 語 り 、 唯 一 神 の 命ぜ られ た と ころ の み を 行なう こと は イ バ 
ー ダ ー ト で ある 。 た と え 外 見 は いか に 世俗 的 で あっ て も 、 商売 や 取引 に 
お いて 唯一 神 の 法 に 従い 、 ま た 両親 、 親族 、 朋友 、 そ の 他 接 する 一 切 の 
人 々 と の 応対 に 際 し て も この 心掛け を 忘れ な いな ら ば 、 あ な た の 行動 は 
すべ て イ バ ベー ダー ト で ある 。 も し 貧者 や 困 処 者 を 助け 、 触 え る 人 に 食物 
を 恵み 、 病める 人 や 悩め る 人 を 慰め る な ら 、 そ し て それ が 自分 の 利得 の 
た めで な く 唯 一 神 の 喜び の た め に の み 行 われ る の な ら 正 に それ こそ イ 
バー ダー ト で ある 。 自 分 の 生活 費 お よび 家族 を 養う た め に 働く 活動 も 計 
実 公正 に 唯一 神 の 法則 に 従っ て 行なう 限り 、 イ バー ダー ト で ある 。 つま 
り 人 の 活動 、 人 生 行動 の 全て が イ バ ー ダ ー ト で ある と も 言え る 。 それ が 
唯一 神 を 異 散 し 、 唯一 神 の 法 に 従い 、 唯一 神 を 音 ば そう と の 心掛け で な 
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され た も の な ら ば 、 人 生 の 活動 分 野 に お いて 常に 唯一 神 を 想い 、 善 を 行 
な い 、 悪 を 避け る な ら ば 、 イ スラ ー ム の 義務 を 果たし て いる こと に な る 。 
これ が イ バ ー ダ ー ト の 真 の 意味 で あっ て 、 要約 すれ ば 「 唯 一 神 を 喜ば す 
日 常行 動 を 取る こと 」 に 他 な ら な い 。 この 目的 の 達成 を 容易 に する た め 
に 、 形式 的 な イ バ ー ダ ー ト が 実践 訓練 と し て 定め られ て いる 。 この 訓練 
を 熱心 に 実践 すれ ば する ほど 、 よ り よ い 習 慣 が 身 に つく 。 イベ バー ダー ト 
は イス ラー ム を 構成 する 柱 で ある 。 


2. サラ ー ト (礼拝 ) 


礼拝 は イス ラー ム の 義務 の 中 で 最も 重要 な 第 一 義 的 な も の で ある 。 礼 
拓 と は 何 か 、。 そ れ は アッ ラー を 賛 美 し て 捧げ る 、 日 常 の 定め られ た 礼拝 

言う 。 信 仰 を 確実 に する た め 毎 日 5 回 唯一 神 の 前 に その 信念 を 反復 
し て 、 それ を 新た に 深め る 行為 で も る 。 まず 早朝 日 の 出前 に 起き て 身体 
を 清め 、 そ の 上 で 神 に 感謝 の 拝 を 捧げ る 。 こ れ が 日 の 出 の 前 に 行わ れる 
礼拝 で ある 。 礼拝 の 時 の 各種 の 姿勢 は 服従 の 精神 を 現 わ し た も の で あり 、 
唯一 神 の 御 言葉 を 読 論 し 、 唯一 神 へ の 服従 を 再度 確か め る 。 唯一 神 の 導 
き を 請 い 、 そ の 怒り を 人 避け 、 選 ば れ た 道 を 歩 ま せ て いた だ く こ と を 祈る 。 
唯一 神 の 書 ク ルアー ン の 章 句 を 詠み 、 預言 者 の 真実 性 を 確証 し 、 審判 の 
日 と その 時 に 生涯 の 全 記 録 を 唯一 神 へ 提示 すべ きこ と を 想い 起こ し て 
反省 する 。 それ か ら 数 時 間 後 、 正 午 過 ぎ に 礼 拝 を 捧げ る 。 すべ て 礼拝 の 
時 が 来れ ば 、 数 分 間 の 時 間 を 割 党 し て 、 その 時 従事 中 の 仕事 や 遊び 事 か 
ら 際 れ 一 切 の 雑念 を 払っ て ひたすら 唯一 神 に 祈る 。 こ の 祈り に より 人 生 
に お ける あな た の 真 の 役割 を 反省 し 、 魂 の 純化 を は か る 。 礼拝 の 後 は 直 
ち に 仕事 に 戻る 。 それ か ら 日 が 傾く 頃 に 午後 の 礼拝 を 行ない 、 自分 の 信 
爺 が 誠実 で ちる よう に 気持 ち を 集中 させ て 唯一 神 を 再び 想い 起こ す 。 次 


108 


は 日 没後 の 礼拝 で 、 夜 の 聞 が や っ て 来 て も 信仰 の 義務 を 忘れ な いよ う に 、 
唯一 神 へ の ゆる ぎ な い 忠 誠 を 扱う 。 4 床 に 就く 前 に 夜 の 礼拝 を 行 
な う 。 

この よう に 、 毎 日 の 礼拝 の 回 数 と 時 刻 は 定め られ て お り 、 必 ず 定 時 、 
随所 で これ を 実行 し な く て は な ら な い 。 人 は 人 生 の 目的 と 使命 を 世俗 的 
な 繁忙 の 迷路 の 中 に 見 失っ て は な ら な い の で ある 。 

毎日 の 礼拝 が どれ ほど 信仰 の 基礎 を 強め 、 唯一 神 へ の 忠誠 、 徳 義 の 尊 
守 を 助け 、 勇 気 、 誠 実 、 希望 、 心 の 純潔 、 魂 の 浄化 の 培養 に 役立つ も の 
で ある か は 計り 知れ な い 。 預言 者 の 教え られ た 方 法 に 従い 、 ま ず ウ ドッ 
ー ( 小 浄 ) を 済ま せ て か ら 礼 拝 す る 。 読 衣 も 預言 者 の 指示 に 従っ て 行 な 
2 う 。 な ぜ そ うす る か 。 そ れ は ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 預言 者 
で ある こと を 信じ る か ら で あ る 。 な ぜ ク ルアー ン の 章 旬 を 長 れ る の か 。 
クル アー ン は 唯一 神 の 書 で あり 、 故 意 に その 教え か ら 人 逸脱 すれ ば 罪 で あ 
る 。 礼拝 は 無言 で 唱え る 部 分 も 多い 。 祈り の 語句 を 飛ば し て も 誰 も チェ 
ッ ク で き な い が 、 誰 も 故意 に そう し て は な ら な い 。 唯一 神 は 現われ ご と 
も 秘め ご と すべ て 知り 給 う か ら で あ る 。 誰 も 見 た り 開い た り し て いな い 
場所 で 礼拝 する の は 、 唯 一 神 が 常に 見 守っ て お られ る と いう 確信 に 基 づ 
くも の で ある 。 どう し て 重要 な 仕事 や 用 事 を さて 置い て 礼拝 の た め に モ 
スク に 騙 け つけ る の か 。 何故 夜明け 前 か ら 目 覚め 、 あ る い は 著 い 真昼 に 
モス ク に 向かい 、 夕方 の 娯楽 より 礼拝 に 勤しむ の か 。 それ は 信仰 する 者 
に と っ て 、 何 は と も あれ 主 に 対す る 責任 を 果たそ うと する 義務 感 に 他 な 
ら な い 。 な ぜ 礼 拝 に お ける 過ち を 気遣う の か 。 それ は 唯一 神 に 対す る 虹 
れ と 審判 の 日 に は そん な 半 細 な 事柄 で さえ 、 良 いこ と も 悪い こと も 裁 か 
れる こと を 知っ て いる か ら で あ る 。 考え て みる と 、 礼拝 に まさ る 道徳 と 
精神 の 訓練 が 他 に ある だ ろう か 。 こ れこ そ ム スリ ム の 人 格 を 完成 する 絶 
好 の 習 練 で ある 。 も し 人 が 創造 皇 に 対す る 状 務 感 を 他 の いか な る ろ る 利益 よ 
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り 重要 視 し 、 礼拝 を 通じ て 常に それ を 浄化 する な ら ば 、 その 人 の 心 と 行 
な い に 曇 り が な い 。 その 人 の 信念 に よれ ば 、 礼拝 を 怠 れ ば 必ず 唯一 神 の 
不 興 を 破る こと が わか っ て お り 、 そ れこ そ 最 も 気 に 掛け て 避け た いこ と 
で ある 。 信仰 す る 者 は 全 生涯 を 唯一 神 の 法則 に 従っ て 毎日 5 回 の 礼拝 
を 続け る 。 人 が 生き る た め に 毎日 3 回 の 食事 を る こと を 忘れ な いよ 
うに 、 礼拝 を し 、 唯一 神 の 教え を 常に 自覚 する こと に よっ て 、 人 生活 動 
の 他 の 分 野 に お いて も 人 か ら 信 頼 さ れる 。 な ぜ な ら 罪 悪 や 央 購 の 誘 惑 が 
自分 に 近づい て き て も 、 常 に 心 の 中 に 唯一 神 へ の 硝 れ が ある た め 拒 否 す 
る か ら で あ る 。 | 

特に 金曜 日 の 礼拝 は 集団 で 行わ れん る べき で ある 。 こ の 礼拝 は ムスリム 
の 間 に 相互 に 理解 と 愛 を 育み 、 互い に 団結 心 を 呼び 起こ し 、 民族 的 親 療 
を 助成 する 。 参加 者 は すべ て 同じ 行動 の 礼拝 を 捧げ 、 兄弟 愛 の 深い 感情 
に 目覚 め る 。 礼 拝 は 平等 公平 の 象徴 で や り 、 人 々 は 唯一 神 の 前 に 、 貧 富 、 
身分 、 主従 関係 、 教 育 、 皮膚 の 色 、 人 種 、 老 若 の 違い な く 、 全 員 が 平等 
に 一 線上 に 並ん で 平 身 す る の で ある 。 自 分 達 が 選ん だ 指導 者 の 先導 に 1 
っ て 、 強い 共感 を 持っ て 一 糸 乱れ ぬ 合 同 礼拝 を 行なう の で ある 。 礼拝 と 
は 個人 生活 と 集団 生活 の 豊か さ を 発展 させ る 多く の 徳 性 を 高め る 訓練 
で ある 。 

以上 が 日 常 礼拝 より 得 ら れる 様々 な 徳 の 一 部 で ある 。 も し 礼拝 を 避け 
れ ば 、 損 を する の は 他 の 誰 で も な い 礼 拝 を 怠っ た その 者 で ある 。 礼拝 を 
避け る の は 、 そ れ を 義務 と 認め な いか ある い は 義務 と 認め て も や ろう と 
し な い の か の いずれ か で ある 。 前 者 の 場合 は 信仰 を 持つ 者 と し て は 取 知 
ら ず の た わ ご と で ある 。 な ぜ な ら 唯 一 神 の 命令 を 拒否 する こと は 、 唯一 
神 の 権威 を 認め な いこ と に な る 。 後 者 の 場合 は 唯一 神 の 権威 を 認め て 唄 
一 神 の 命令 を 愚 弄 する 者 、 従 っ て 地上 に 住む 生物 と し て 最も 不信 極まる 
も の で ある 。 な ぜ な ら 全 宇宙 の 最高 至上 な も の に 対す る 愚 弄 は 言語 道断 
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で あり 、 他 の 人 間 に 対 する 同様 の 行為 は 許し 難く 、 社 会 の 秩序 を 破壊 し 、 
落ち 行く 先 は 不 統一 の 地獄 の み し か な い 。 


3. サウ ム (断食 ) 


礼拝 は 毎日 5 回 捧げ る こと が 定め られ て いる が 、 ラ マダ ー ン 月 ( イ 
スラ ー ム 麻 第 9 月 ) の 断食 は 毎年 1 ヶ月 に 古っ て 行わ れる 。 この 期間 
中 は 暁 か ら 日 没 に 至る 日 中 は 飲食 し て は な ら な い 。 た と え ご 馳 走 を 目 の 
前 に し 空腹 で あっ て も 、 ど うし て 自発 的 に 行動 を 規制 し よう と する の か 。 
それ は 唯一 神 を 崇拝 し 最後 の 審判 を 信じ る か ら で あ る 。 断 食 の 最 中 常に 
感情 と 欲望 を 抑え 、 唯一 神 の 法則 が 絶対 で あわ る こと を 讃え 奉る 。 義務 を 
自覚 し 、 耐 え 忍 ぶ が 精神 は 1 ヶ月 の 行 を 成功 させ 、 信 仰 を 強め る 。 こ の 
月 の 厳格 さと 鍛錬 は 私 た ち に 人 生 の 現実 に 直面 させ 、 そ の 年 の 残り の 
11 ヶ月 を 心から 唯一 神 の 意志 に 服従 し て 生き る こと を 助け る 。 

また 他 の 観点 か ら み て も 、 断 食 は 社会 的 に 非常 に 大 き な 影 響 を 及ぼ す 。 
すなわち ムスリム は すべ て 身分 や 地位 に 関係 な く こ の 期間 に 断食 を し 
な けれ ば な ら な い 。 こ の こと は 、 人 間 の 基本 的 平等 性 を 高く 引き 上 げ 、 
兄弟 愛 と 同情 心 を 育ま せる 。 ラ マダ ー ン 月 は 、 悪 が 自ら 影 を ひそ め 、 醤 
が 前 へ 進み 出 て 、 社 会 の 紛 囲 気 が 神聖 か つの 清浄 と な る 。 

断食 は 我々 自身 の 利益 と し て も 大 きく は ね 返っ て くる 。 こ の 課せ られ 
た 原則 的 義務 を 果たさ な い 者 は 他 の 義務 を 果たす 時 も 十分 信用 され 得 
な い 。 し か し 最も 好ま し く な い 行 為 は この 聖なる 月 に 平気 で 公然 と 飲食 
する こと で ある 。 自 分 た ちの 創造 主 お よび 維持 者 と し て 信仰 する アッ ラ 
ー の 法 を 全く 意 に 介さ ず 、 自 分 勝手 た こと を する 人 達 で ある 。 それ だ け 
で は な く 、 彼 らち は ムスリム 社会 の 誠実 な メン バー で は な いこ と を 目 ら 示 
し て いる 。 むし ろ ム スリ ム の 社会 と 縁 の な い 人 達 で ある 。 この 偽善 者 達 
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に は 最悪 の も の が 訪れ る こと は 自明 の 理 で ある 。 
4. ザ カ ー ト ( 喜 捨 ) 


第 3 の 義務 は ザ カ ー ト で ある 。 ム スリ ム は 誰 で も 財政 状態 が 定め ら 
れ た 最少 額 以 上 の 余裕 が あれ ば 、 毎 年 その 現金 の 残高 の 2.5% を 貧者 、 
新入 信者 、 旅行 者 な ど に 施す の で ある 。 こ れ は 最低 ライ ン で あり 、 こ れ 
以上 に 間 捨 する こと は アッ ラー の 報奨 が 更に 増大 され る 。 

ザ カ ー ト と し て 支払 われ る 金額 は アッラー が 必要 と する も の で は な 
く 、 ま た アッ ラー が 取る も の で も な い 。 唯 一 神 は 何 の 不足 も 要求 も な く 、 
唯 そ の 慈悲 の 御 心 よ り 我 々 の 善行 に 対し 様々 な 報い を 与え られ る の で 
ある 。 ザ カ ー ト を 出す 時 は アッ ラー の 御名 に お いて 行ない 、 受取 人 か ら 
は 何 物 を も 決し て 期待 、 要求 し て は な ら な い 。 また 自己 の 官 伝 を 目的 と 
し て や も な ら な い 。 

ザ カ ー ト は 礼拝 断食 と 同じ く イ スラ ー ム の 基本 的 な 義務 の 行為 で あ 
る 。 ザ カ ー ト の 重要 性 は 犠牲 と 献身 の 気持 ち を 助長 させ 、 無 悪 悲 と 利己 
心 よ り 遠 ざけ る こと に ある 。 自 分 で 苦労 し て 作り 上 げた 富 の 一 部 を 中 一 
神 の 道 に 進ん で 快く 喜 捨 し 、 そ れ に よる 直接 の 見 返り や 恩恵 を 考え な い 
純粋 な 行為 で な けれ ば な ら な い 。 こ れ は 私 欲 家 に は で き な い 。 真 の ム ス 
リム は 一 昌 唯 一 神 の 思 召 し ( 死 ) が あれ ば 、 喜ん で 全て の 所 有 物 を 己 の 
手 より 離し て 去る こと に 徹し て いる 。 ザ カー ト に よっ て 充分 に 訓練 され 
て いる か ら 何 の 未練 も な い 。 

ムスリム の 社会 は ザ が カート の 制度 に よっ て 慕 大 な 恩恵 を 受け て いる 。 
裕福 な ムスリム が 己 よ り 貧し く 困 っ て いる 者 を 助け る 一 種 の 援助 で あ 
り 、 社 会 全体 の 福祉 と 平安 に 貢献 する 。 富 者 の 富 は 全て 快楽 と 約 沢 の た 
め に の み 消 費 さ れる べき で は な い 。 富 に 対し て 多く の 正統 な 権利 の 主張 
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者 が いる こと を 忘れ て は な ら な い 、 す な わ ち 雰 婦 、 孤 児 、 病 人 、 身体 障 
害 者 、 失 業者 、 苦 学生 な ど 枚 挙 に いと まな い 。 

富 者 が 自分 の 所 属す る 社会 の 中 で 困っ て いる 人 達 を 助け よう と し な 
いな ら ば 、 その 社会 の 健全 性 は 得 ら れず 、 唯一 神 の 繁栄 と 平安 の 道 に 沿 
うこ と が で き な い 。。 多 数 の 人 々 が 角 え に 苦し み 、 失 業 に 麹 い て いる の に 、 
自分 の 懐 に 貯め る こと だ け を 考え て いる の は 残酷 で ある 。 そ ん な 利己 的 
で 食欲 、 強欲 な 者 は イス ラー ム の 敵 で ある 。 不信 者 や 博愛 心 の 欠け た 者 
は 、 大 金 を 貯め る こと に 波 々 と し 、 利子 を 取っ て 他人 に 貸す 。 イ スラ ー 
ム の 教え は これ と は 正反対 で ある 。 人 は 自己 の 富 を 他人 に 分 け て 与え 、 
独り 立ち を 助け 、 早 く 社 会 の 有用 な 一 員 と な れる よう に 援助 する 。 


5. ハッ ジ ( 碗 礼 ) 


巡礼 すなわち ハッ ジ は イ バ ー ダ ー ト の 第 4 番目 の 基本 的 義務 で ある 。 
これ は 経済 的 、 時 間 的 に 余 傘 の ある 人 に 課せ られ た 一 生 に 1 回 ば 行なう 
べき 義務 で ある 。 今 日 の マッ カ は 預言 者 イプ ラー ヒー ム (アプ ラ ハ ム ) 
に よっ て 唯一 神 を 礼拝 する た め 建 立 さ れ た 方 形 の 建物 (カアバ ) を 中 心 
と する 聖地 で ある 。 唯一 神 は それ を 「 神 の 家 」 と 呼び 、 地 上 に お ける 礼 
拝 は 全て いつ も この 方 向 に 向かっ て 行なわ れる 。 毎年 イス ラー ム 唇 12 
月 8 日 に マッ カ を 出発 し て 、 9 日 は 東方 の アラ ファ ー ト の 丘 に 至り 、 12 
月 12 日 また は 13 日 に 再び マッ カ に 帰る まで 、 世 界 各地 か ら 集 まっ た 
巡礼 者 に よっ て 勤行 され る 諸 行 事 が いわ ゆる ハッ ジ ( 芝 礼 ) で ある 。 ハ 
ッ ジ は 単なる 儀礼 的 訪問 で は な い 。 この 巡礼 に は 我々 の 信仰 の 力 と 善行 
を 強化 する た め に 一 定 の 行事 と 条件 が 備わっ て いる 。 ハ ッ ジ に 参加 する 
場合 、 信 仰 に 対す る 情熱 を 燃やし 、 殺生 を 慎み 、 言動 に 心 を 配る こと が 
要求 され る 。 唯一 神 は 我々 の 誠実 さと 忠 順 を 御 喜 びに な る で あろ う 。 ハ 
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ッ ジ は イ バ ー ダ ー ト の 最大 の も の で ある 。 な ぜ な ら 真 の 唯一 神 を 敬愛 す 
る こと な く 、 近 親 や 最愛 の 者 を 残し て この よう な 長い 旅 に 出 ら れる は ず 
が な いで あろ う 。 

し か も ハッ ジ は 物 見 遊山 の 旅行 と は 異な る 。 全 思考 は 唯一 神 に 集中 さ 
れ 、 生命 は 唯一 神 へ の 強い 献身 の 精神 に 打ち 謀 え 、 や が て ミナ の 谷 の 聖 
地 に 到達 する と 、 信 仰 と 崇拝 が 充満 する 周囲 の 雰囲気 に 包ま れる 。 更に 
_ イス ラー ム の 光栄 に ゆか り 深 い ア ラフ ァ ー ト の 丘 に ある ムズ ダリ ファ 
の 両 聖地 を 歴訪 し た 後 、 強 く 焼 き 付け られ る 消す こと の で き な い 清らか 
な 印象 は 一 生 永く 心 に 残る で あろ う 。 イ バー ダー ト が 持つ 他 の 意味 に お 
いて も 、 巡 礼 を 果たし た 人 た ち が 章 受 し 得る 利益 は 数 多く ある 。 マ ッ カ 
は ムスリム が 1 年 に 1 回 集結 する 中 心地 で あり 、 会 合 し 、 意 見 を 交換 
し 、 共同 利害 関係 を 討議 し て 、 地域 や 文化 の 差 に 係わり な く 全 信徒 の 平 
等 な 相互 親愛 の 信念 を 強化 実践 する と ころ で ある 。 こ の よう な 巡礼 に よ 
っ て 、 世 界 の ムスリム は アッ ラー が 教え る 国際 友愛 の 下 に 団結 され る 。 


6. イス ラー ム の 防衛 と ジハード (悪戦 ) 


イス ラー ム の 防衛 は イス ラー ム の 柱 の ひと つ で は な い が 、 ク ルアー ン 
や ハデ ィ ー ス に お いて この こと が 繰返し 強調 され て いる 。 

それ は イス ラー ム の 信奉 者 と し て の 誠意 と 実 才 さ を 示す も の で ある 。 
も し 上 自分 の 友 を 敵 の 陰謀 や 公然 た る 攻撃 か ら 守 ろう と せ ず 、 友 人 の 利益 
に 無頓着 で 、 利己 一 点 張 り で 振舞 うな ら ば 、 それ は 実に 偽 の 友情 と 云わ 
ざる を えな い 。 同様 に イス ラー ム を 信じ る 限り は 、 イ スラ ー ム の 尊 貴 を 
守り 、 それ を 掲げ な く て は な ら な い 。 我々 の 行動 の 目標 は ムスリム 大 衆 
の 関心 事 で あり 、 その 最も 重要 で ある イス ラー ム へ の 奉仕 に は 、 こ の 考 
慮 が 深く 浸透 し て いな く て は な ら な い 。 
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ジハード は イス ラー ム の 総括 的 な 防衛 の 一 部 で ある 。 ジハード は 個人 
の 能力 を 最大 限 に 活用 し 努力 する こと を 意味 する 。 自己 を 肉体 的 、 精神 
的 に 唯一 神 の 道 に 捧げ 、 そ の た め の 物 質 的 支出 も 顧み な い 態 度 が ジ ハ ー 
ド に 専念 し て いる 姿 で ある 。 シャ リー ア に よれ ば 、 これ は 特に イス ラー 
ム の 敵 と し て 侵略 する 者 に 対し 「 唯 一 神 の 御名 の 下 に 行わ れる 総 て の 戦 
い 」 と し て 用 いら れる 。 この 唯一 神 に 対す る 人 生 で 最大 の 犠牲 は すべ て 
の ムスリム に 負わ され る 。 だ が 、 も し 集団 の 中 で 一 部 の ムスリム が ジ ハ 
ー ド へ の 参加 を 申 し 出 た 場合 は 、 全集 団 の 参加 は 免除 され る 。 し か し 族 
も 参加 する 者 が な い 場 合 は 全員 の 義務 が 問わ れる 。 この 免除 は 、 非 教徒 
の 勢力 が イス ラー ム 国 家 に 攻撃 を 仕掛 け て きた 場合 に は 通用 し な い 。 こ 
の 場合 は 誰 で も 全て ジハード の た め に 立ち 上 が ら な けれ ば な ら な しい 。 攻 
撃 さ れ た 国 が 反撃 する 充分 な カカ が な い 時 は 、 近 降 の ムスリム は これ を 助 
ける 宗教 的 義務 が ある 。 も し それ で も 失敗 すれ ば 、 全 世 界 の ムスリム は 
この 共通 の 敵 に 対し て 立ち 上 が ら な けれ ば な ら な い 。 この よう に 、 ジ ハ 
ー ド は 日 常 の 礼拝 や 断食 と 同様 に ムスリム の 基本 的 な 義務 で ある 。 これ 
を 避け る こと は 罪 で ちる 。 そ し て その 人 の ムスリム と し て の 存在 自体 が 
疑問 視 さ れる 。 それ は 明らか に 偽善 者 で あり 、 誠実 さと イ バ ー ダ ー ト の 
失敗 者 で あり 、 その 礼拝 は 偽善 で あり 、 無 価値 で うつ ろ な 見 世 物 的 な も 
の に すぎ な い 。 
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第 6 章 ディ ー ン と シャ リー ア 


本 書 で は 、 こ れ ま で ディ ー ン 、 すなわち 信仰 その も の の 関係 に つい て 
述べ て きた 。 こ れ か ら 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の シャ リ 
ー ア を 取り 上 げ 論 し る 。 最初 に に ディ ー ン と シャ リー ア の 相違 を 明らか 
に し た い 。 


1. ディ ー ン と シャ リー ア の 区 別 


既に 各 章 で 述べ た よう に 、 過 去 の 各 時 代 に 遣わ され た すべ て 預言 者 は 、 
イス ラー ム の 道 を 説き 広め た 。 これ は 極め て 重要 な 基本 的 事実 で ある 。 
彼ら は イス ラー ム を 伝 紅 し た 。 す な わ ち 唯一 神 一 諸々 の 属性 を 持つ 一 に 
対す る 信仰 、 最後 の 審判 に 対す る 信仰 、 預言 者 と 啓典 に 対す る 信仰 、 そ 
し て 主 に 対す る 服従 ・ 帰 令 の 生活 を 送る ろ こ と を 人 々 に 説い た の で あっ た 。 
これ が ディ ー ン (信仰 ) を 構成 する も の で あり 、 すべ て の 預言 者 の 教 
え に 共 通す る 。 
この ディ ー ン (基本 的 信仰 ) と は 別に 、 シ ャ リー ア す な わ ち 人 間 行 為 
の 詳細 な 法典 ある い は 祭 拝 の 方 法 や 形式 を 編 録 し た 規則 、 道 人徳 と 生活 の 
標準 、 容認 お よび 禁止 に 関す る 法律 、 善悪 の 判別 を する の が シャ リー ア 
で ある 。 こ うい っ た 施行 細則 的 な 規則 は 時 代 に 応じ て 修正 する 必要 が あ 
る 。 預言 者 達 は 皆 同 じ デ ィ ー ン を も た らし た が 、 その 時 代 の 特定 の 人 々 
の 条件 に 適応 し た 別々 の シャ リー ア を 持っ て 来 た の で あっ た 。 これ は す 
べ て の 時 代 を 通じ し て 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 人 々 を 訓練 する 目的 に お いて 、 
さら に より よい 文明 の 建設 の た め 、 さ ら に より 高い 道徳 の 育成 の た め に 
役立っ た 。 こ の 過程 は 最後 の 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 
出現 に よっ て ピリ オド が 打 た れ た 。 彼 は 来る べき 人 類 す べ て に 適合 する 
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完全 か つ 最 終 的 な 法典 を も た らし た の で ある 。 デ ィ ー ン (基本 的 信仰 ) 
に は 何 の 変化 も ない が 、 過去 の シャ リー ア の 総 て は ムハンマド ( 彼 の 上 
こ 平安 あれ ) の この 総括 的 な シャ リー ア に 取っ て 代わ っ た の で ある 。 こ 
れ は 人 類 時 代 の 梨 明 期 に 発足 し た 鍛錬 の 大 過程 に お ける クラ イマ ッ ク 
ス で あり 、 フ ィ ナ ー レ で も ある 。 


2. シャ リー ア の 法 源 


預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の シャ リー ア の 二 大 原典 、 す 
な わ ち クル アー ン と ハデ ィ ー ス に つい て 要約 すれ ば 、 ク ルアー ン は 唯一 
神 の 啓示 で あり 、 その 章 句 は すべ て 唯一 神 よ り 出 た も の で あり 、 ハ ディ 
ー ス は 最後 の 預言 者 で あわ る ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) の 言行 の 記 
録 と 教 調 の 集大成 で ちあ る 。 そ れ は 預言 者 と 直接 会 っ た 教 友 た ち に よっ て 
伝承 され た も の で ある 。 こ の 資料 が 後に 神学 者 達 に よっ て 集積 され 厳選 
され 叢書 の 形式 と し て 編入 され た の が ハデ ィ ー ス 集 で ある 。 こ の 叢書 の 
中 の マー リク 、 プ ハー リー、 ム スリ ム 、 テ ィ ル ミズ ィ ー、 ア プー・ ダ ー 
ウー ド 、 ナ サ ー イ ー、 お よび イブ ン ・ マ ー ジ ャ 等 諸氏 の コレ クシ ョ ン が 
最も 信頼 度 が 高い と 云わ れる 。 


3. フィ ク フ の 学説 


人 の 世 の 流 れ の 中 で 起こ る 千 差 万 別 の 諸事 件 に 関す る 細則 (クル アー 
ン と ハデ ィ ー ス に 基づく ) は すでに 多く の 著名 な 立法 学者 に よっ て 公 版 
され て いる 。 我々 ムスリム は これ ら 鍛 達 の 博識 者 や 、 一 生 を クル アー ン 
と ハデ ィ ー ス の 精通 の た め に 捧げ 、 ま た シャ リー ア の 要請 に 従い 、 いか 
に 日 常 生 活 に 適用 させ る か を 明快 か つ 平 易 に 書き 表し た 立派 な 人 々 に 
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対し て 、 我々 は 感謝 すべ き で ある 。 世界 中 の ムスリム が シャ リー ア に 容 
易 に 従う こと が で きる よう に な っ た の は 、 こ れ ら 諸 先 覚 者 の 功績 に 帰す 
る と ころ が 大 きい 。 た と え ク ルアー ン や ハデ ィ ー ス に つい て 正確 に 要点 
を 明らか に する 解釈 を 下 せ る ほど の 学識 が な い 人 達 で も 、 こ の よう な 先 
達 の 解説 か ら 大 き な 利 益 を 受け て いる 。 

当初 は 多数 の 指導 者 た ち が こ の 仕事 に 取り 組み 専念 し た が 、 今 は 以下 
- の 4 学説 が 代表 学説 と し て 残っ て いる 。 
イ ) ハナ フィ ー 学 説 

アプ ブー・ ハ ニー ファ に よっ て 主唱 され た 学説 で アプ ブー・ ユ ー ス フ 、 ズ 
ーー・ フ ァ ル その 他 信 頼 さ れ た イス ラー ム 太 学 者 の 支持 と 協力 に よっ て 編 
述 さ れ た も の 
ロ ) マー リキ 学説 

主唱 者 マー リク ・ イ ブン ・ ア ナス に よっ て 解 彼 され た 学説 
ハ ) シャ ー フ ィ イ 一 学説 

ムハンマド ・ イ ブン ・ イ ドリ ー ス ・ ア ッ シ ャ ー フ ィ イ ー に よっ て 創 唱 
され た 学説 
ニ ) ハン バリ ー 学 説 

アフ マ ド ・ イ ブン ・ ハ ン バ ル の 主唱 し た 学説 


アブ ー・ ハ ニー ファ は 西暦 699 年 (ヒジ ュ ラ 暦 80 年 ) に 生ま れ 767 
年 に 没 し た 。 こ の 学説 の 同調 者 は 主として トル コ 、 パ キス タン 、 ア フ ガ 
ニス タン 、 ヨ ル ダ ン 、 イ ンド 、 ン ソ連 等 で その 数 は 3 億 4 千 万 と 云わ れ 
て いる 。 マ ー リ ク ・ イ プン ・ ア ナス は 714 年 に 生ま れ 798 年 に 没 す 。 
同調 者 は 4 千 5 百 万 で モロ ッ コ 、 ア ル ジ ェ リア 、 チ ュ ニ ジア 、 ス ー ダ 
ン 、 ク エー ト お よび バハ レー ン 等 に 多い 。 

ムハンマド ・ イ ブン ・ イ ドリ ー ス ・ ア ッ シ ャ ー フ ィ イ ー は 767 年 に 
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生ま れ 852 年 に 没 し た 。 同調 者 は レバ ノン 、 エ ジ プ ト 、 イ ラク 、 サ ウ 
ディ アラ ビア 、 イ エメ ン 、 イ ンド ネシア に 多い 。 

アフ マ ド ・ イ ブン ・ ハ ン バ ル は 780 年 に 生ま れ 、855 年 に 没 す 。 サ 
ウデ ィ ア ラビ ア 、 シ リア 、 レバノン 方 面 に 約 3 百 万 の 同調 者 が ある 。 

これ ら の 学説 の すべ て は 預言 者 の 時 代 か ら 200 年 間 の 内 に 最終 形式 
が 整え られ た 。4 つの 学説 に 見 られ る 違い は 、 真理 が 多く の 面 を 持つ と 
いう 事実 の 当然 の 結果 に すぎ な い 。 これら の いろ いろ な 学説 に 真実 性 を 
与え る も の は 、 そ れ ぞ れ の 主唱 者 の 高貴 な 人 格 と 彼ら の 取っ た 方 法 の 真 
実 性 で ある 。 そ の た め 、 ム スリ ム が どの 学説 を 受け 入れ よう と も 、4 つ 
の 学説 は 基本 的 に すべ て 真実 で 正しい と 信じ る 理由 で ある 。 

も っ と も 、 知 識 と 学問 を 習得 し た 者 は 直接 クル アー ン と 言行 録 (ハデ 
ィ ー ス ) に 導き を 求め る べき で あり 、 そ れ だ け の 知識 と 能力 の な い 者 は 、 
特に 好き な 学説 を 選ん で 、 それ に 従う べき だ と 説く アハ リ ・ ハ ディ ー ス 
と いう グル ー プ も ある 。 


4. タ サ ウー フ 


"フィ ク フ は 一 目 で 明らか に 解 か る 行為 、 す な わ ち 外見 的 所 作 に 関す る 
も の を 扱い 、 文字 通り 義務 の 遂行 で ある 。 行為 の 精神 的 な 面 に 関す る こ 
と は タ サ ウー フ と 呼ば れる 。 例え ば 礼拝 する 時 、 フ ィ ク フ は ウド ゥ ー に 
関す る こと や カアバ の 方 向 に 向く こと 、 ラ カ ア ト (礼拝 単位 ) 数 や 時 間 
な ど に 関す る も の に つい て 規定 する が 、 タ サウ ー フ は 精神 の 集中 力 、 熱 
心 さ 、 純粋 さ 、 礼拝 に 対す る 精魂 の 打ち 込み 方 な ど に 関す る こと に 言 

する 。 こ の よう に フィ ク フ は 夏 律 を 最後 まで 詳細 に わた っ て 遂行 する こ 
と に 関係 し て お り 、 真 の イス ラー ム の タ サ ウー フ は 信者 が どれ ほど 従順 
で 誠実 で も る か の 度合 いで ある 。 そ の 所 作 が 正しく て も 精神 の 伴わ な い 
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イ バ ー ダ ー ト は 、 外 見 は ハン サム で ある が 品 性 が 欠け て いる 人 の よう な 
も の で あり 、 精 神 は 入っ て いる が その 方 法 に 欠点 が ある イ バ ー ダ ー ト は 、 
品 性 は 高 貫 で ある が 外見 は 端 衣 で な い 人 の よう な も の で ある 。 

この 例え は フィ ク フ と タ サ ウー フ の 関係 を 明らか に し て いる 。 後 に ム 
スリ ム は 知識 と 品 性 に 埋もれ て し まい 、 外見 を な お ざり に し た た め ( つ 
まり 実践 が 空転 し た た め ) 、 時 が 経つ の に つれ て 、 当 時 流行 し た 、 イ スラ 
ー ム を 歪曲 し 教義 を 偽装 し た 、 誤っ た 国家 の 理念 に 妥協 し た こと は 、 ム 
スリ ム に と っ て 不幸 な こと で ある 。 

誤っ た 国家 の 指導 方 針 は 、 い くら 善意 に 解 息 し て も 、 ク ルアー ン と 言 
行 録 に 基づい て 正当 化す る こと が で き な い 非常 識 さ の た め 、 タ サウ ー フ 
の 純 料 性 を 汚 し た 。 次 第 に ムスリム は シャ リー ア の 要求 に 麻痺 し 、 そ れ 
を 超越 し て いる と 考え た り 主 張 す る ムスリム の 一 派 が 現われ て きた 。 か 
れ ら は 全く イス ラー ム を 知ら な い の で ある 。 な ぜ な ら ば 、 イスラーム は 
シャ リー ア か ら 遊 離し て 勝手 に 振舞 う タ サウ ー フ を 許す は ず が な いか 
ら で あ る 。 い か な る 信者 も シャ リー ア の 限界 を 超え る 権利 を 持た な いし 、 
日 常 の サラ ー ト (礼拝 )、 サ ウム (断食 )、 ザ カー ト ( 長 捨 )、 ハ ッ ジ ( 巡 
礼 ) な どの 基本 的 義務 を 軽視 する こと は 許さ れ な い 。 タ サウ ー フ は 本 当 
の 意味 で は アッ ラー と ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) に 対す る 心から 
な る 敬愛 で ある 。 そし て 、 そ の よう な 散 愛 は 唯一 神 の 啓典 と 唯一 神 の 預 
言 者 の スン ナ に 記さ れ て いる アッ ラー と ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あ 
れ ) の 命令 に 厳重 に 従う こと を 要求 する の で ある 。 この 命令 に 背く 者 は 
アッ ラー と その 使者 に 対し て 偽り の 愛 を 抱く 者 で ある 。 
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第 7 剖 シャ リー ア (法典 ) の 原理 


イス ラー ム の 原理 を 研究 し 、 イ スラ ー ム が どの よう な 人 間 と 社会 を 作 
ろう と し て いる の か を 明確 に 理解 し な けれ ば 、 イ スラ ー ム の 本 質 に つい 
て 議論 する こと は で き な い 。 この 最後 の 章 で は 、 我々 の イス ラー ム の 擬 
念 が 完全 に な り 、 イ スラ ー ム の 生き 方 が いか に 素晴らし いも の で ある か 
が よく 分 か る よう に 、 シ ャ リー ア の 原理 の 研究 を し て みた い 。 


1. シャ リー ア の 人 性格 と 意味 


人 間 は 発展 する 能力 と 機能 を 与え られ て お り 、 唯 一 神 は この 点 に お い 
て 全く 惜しみ な く 人 間 に 恵 み 給 われ た 。 人 間 は 知性 と 手 知 、 意志 と 決断 
力 、 五感 、 四 肢 の 機能 、 喜 怒 哀楽 の 感情 等 を 与え られ て いる 。 こ れ ら す 
べ て は 人 間 に 非 常に 役立ち 、 そ の どれ ひと つと っ て や 不 必要 で あっ た り 
祭 分 で めった りす る も の は な い 。 与 えら れ た この さま ざま の 能力 は 人 間 
に と っ て 切実 に 必要 で あり 、 人 間 に 必 要 欠 くべ か ら ざ る も の と な っ て い 
る 。 人 間 の 生活 と 幸福 その も の が 、 己 の 必要 と 欲望 を 満た す た め に これ 
ら の 能力 を いか に 使う か に よっ て 決ま る ほど 、 重要 に な っ て いる 。 この 
天 虹 の 能力 は 人 間 に 役 立つ た め に 与え られ て いる の で あっ て 、 そ れ を 十 
ー 分 に 活用 し な けれ ば 、 人 生 は 生き が い の あ る も の と は な ら な い 。 唯一 
神 は さら に 、 人 間 が 天風 の 能力 を 働か せ 、 要求 を 満た す た め に 必要 な あ 
ら ゆ る 手段 と 原動力 を 与え 給 う た 。 人 間 の 肉体 は 人 生 の 目標 を 達成 する 
同 い に お いて 、 最も 偉大 な 武器 と な る よう に 作ら れ て いる 。 さら に 人 間 
が 住ん で いる 世界 が ある 。 人 間 の 住む 世界 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 資源 を 有 
し て いる 。 そ の 資源 を 人 間 は 己 の 目的 を 達成 する 手段 と し て 使う の で あ 
る 。 あり と あら ゆる も の は 人 間 の 利用 を 待っ て お り 、 人 間 は それ を あら 
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ゆる こと に 利用 する こと が で きる 。 その 上 、 より よく 豊か な 生活 を 構築 
する た め に お 互い に 協力 で きる よう に 、 人 間 の 同胞 が いる の で ある 。 

この 現実 を も う 少 し 考え て みる と 、 こ れ ら の 能力 や 資 源 は すべ て の 人 
類 が 使え る よう に 与え られ て いた の で ある 。 これ ら は 人 間 の 幸福 の た め 
に 由 与 さ れ た も の で あり 、 決 し て 人 間 を 傷つけ た り 破 壊す る た めで は な 
い 。 そ れ ら を 活用 する の は 、 善意 と 美術 を も っ て 人 生 を 豊か に し 、 人 生 
を 危険 に 陥れ な いた めで ある 。 これ ら の 能力 を どの よう に 適切 に 使う か 
は 、 そ れ ら を 自分 達 の た め に どの よう に 役立た せる か に か か っ て いる 。 
多少 困難 が あっ て も 、 そ れ を で きる か ぎり 無駄 に し な いよ うに し な けれ 
ば な ら な い 。 そ うし て こそ 、 こ れ ら の 能力 を 適切 に 活用 し た こと に な る 。 
その 結果 が 浪費 や 破 壌 に か る よう な こと は すべ て 愚か で あり 、 誤 り で あ 
り 、 不 合理 で ある 。 例え ば 、 も し 自分 を 傷つけ た り 、 自分 の た め に な ら 
な いこ と を する な ら ば 、 そ れ は 過ち で ある 。 ま た 、 自分 の 行為 が 他人 に 
危害 を 与え 、 迷惑 を か ける な ら 、 そ れ は 全く 愚か な 行為 で あり 、 唯 一 神 
か ら 与 えら れ た 能力 を 誤っ て 使っ た こと に な る 。 あ る い は 資源 を 浪費 し 、 
それ ら を 無 意 味 な こと に 浴用 し た り 破 壌 すれ ば 、 そ れ も ま た 大 き な 過 失 
で ある 。 この よう な 行為 は 言語 道断 の 不 合理 で ある が 、 破壊 と 損害 を 避 
け て 繁栄 と 利益 の 道 を 追求 し な けれ ば な ら な いと 示唆 する の が 人 間 の 
理性 と いう も の で ある 。 も し 損害 が 起こ る 場合 は 、 そ れ が 不可 抗力 の 場 
合 か 、 将来 さら に 大 き な 利 益 を 生む 場合 か 、 ど ちら か の み で ある 。 そ れ 
以外 は 不 合理 と いう も の で ある 。 

この 根本 的 な 考察 を 念頭 に お いて 人 間 を 観察 する と 、 人 間 に は 2 種 
類 の タイ プ が ある こと が わか る 。 

第 1 は 、 故 意 に 自分 の 能力 と 資源 を 誤っ て 使い 、 こ の 誤用 に よっ て 
天然 の 資源 を 浪費 し 、 自分 の 重要 な 利益 を 損ない 、 他 の 人 々 に も 害 を 及 
ぼ す 人 間 で ある 。 第 2 は 、 誠 実 で 真面目 で ある が 、 無 知 の た め に 誤り 
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を 犯す 人 で ある 。 第 1 の 故意 に 能力 を 誤用 する 人 間 は 悪質 で あり 、 彼 
ら を 補導 し 改心 させ る た め に は 断固 た る 法 的 処置 を と る 必要 が ある が 、 
第 2 の 無知 の た め に 誤り を 犯す 人 間 に は 、 彼 ら が 正しい 道 を 知り 、 自 
分 の 能力 を 最大 限 に 活用 で きる よう に 、 適 当 な 知識 と 指導 が 必要 で ある 。 
そし て この 必要 を 満た す た め に 、 唯 一 神 が 人 間 に 啓 未 し 給 う た 行動 の 規 
範 一 シャ リー ア が 重要 と な る 。 

シャ リー ア は 唯一 神 を 根源 と する 法典 で あり 、 人 間 に 最 も 便宜 を 与え 
る よう な 生活 態度 の 道徳 を 提供 し て いる 。 そ の 目的 は 人 間 に 「 至 上 の 道 」 
を 示し 、 人 間 の 要求 を 最も 効果 的 か つ 最 も 望ま し い 形 で 満た す 方 法 と 手 
段 を 与え る こと で ある 。 唯 一 神 の 法典 は 常に 人 間 の 幸福 の た め に ある 。 
その 中 に は 、 能力 を 浪費 し た り 、 また 人 間 の 本 来 の 要求 と 欲望 を 抑制 し 
た り 、 さ ら に は 正常 な 感情 と 本 能 を 阻止 し た りす る も の は 全く な い 。 そ 
れ は 難 行 苦行 を せよ と は 云っ て いな い 。「 世 界 か ら 隠 癌 せよ 。 人 生 の あ 
ら ゆ る 安 逸 と 快楽 を 捨て よ 。 出家 し 、 食物 も 着物 も 持た ず に 、 荒野 や 山 
や 密林 を 行脚 し 、 苦 難 に 身 と を さら せ 。」 と いう よう な こと は 一 切 言 ら て 
いな い 。 | 

この よう な 説教 は イス ラー ム の 法 と は 無 線 で ある 。 イ スラ ー ム の 原理 
は 宇宙 を 創り 給 う た 唯一 神 に よっ て 規定 され た も の で ある 。 シャ リー ア 
は 万 物 を 人 間 の 下 に 創り 与え た 。 唯 一 神 は 神 自身 の 創造 物 の 破 寺 を 情 ま 
れ な い 。 唯 一 神 は 人 間 に ひ と つと し て 不 必要 で 無駄 な 能力 は 与え られ な 
か っ た 。 また 唯一 神 は 人 間 の 役に立つ 諸々 の も の を 、 天上 に も 地上 上 に も 
創り 給 わ れ た 。 人 間 一 被 造物 の 中 で 最も 高綱 な る も の 一 が 、 地 - で も 天 
空 で も その 能力 を 活用 し て 、 人 間 の 利用 を 待っ て いる あら ゆる も の を 最 
も 上 手 に 最も 建設 的 に 活用 する こと が で きる た め に 、 唯 一 神 は 朋 確 な 令 
意志 を 持っ て この 宇宙 一 この 複雑 多岐 な 運動 を する 壮大 な 工場 一 を 壇 
障 な く 円 滑 に 働か せ 続 け て いる の で ある 。 人 間 は それ ら か ら 素 晴らし い 
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収穫 を 得る こと が で きる よう に 活用 すべ き で あり 、 故意 で あれ 、 無意識 
で あれ 、 唯一 神 の 創造 物 を 決し て 損ね て は な ら な い 。 シ ャ リー ア は この 
点 で 人 間 の 道しるべ と な る の で ある 。 シ ャ リー ア は 人 間 に 害 に な る あら 
ゆる こと を 禁じ 、 人 間 に 有 益 ・ 有 効 ・ 有 為 な こと を 薦め て いる 。 こ の 規 
範 の 根本 的 原理 と は 、「 人 間 は あら ゆる 純粋 な 要素 と 欲望 を 成就 し 、 か 
つ 利 益 を 高め 、 繁 栄 と 幸福 を 獲得 する た め に あら ゆる 努力 を する 権利 を 
持っ て いる し 、 あ る 場合 に は それ が 義務 で ある 。 一 し か し (この 「 し か 
し 」 は 重要 で ある ) 人 間 は 、 他 人 の 利益 の 妨害 を し た り 、 彼 ら が 自分 達 
の 権利 と 義務 を 達成 する た め に 和 蒼 開 し て いる の を 邪 魔 し た り し て は 絶 
対 に いけ な い 」 の で ある 。 それ ぞ れ の 目的 の 達成 を 目指 し て 奮 開 し て い 
る 人 間 同 士 の 間 に は 、 で きる 限り の 社会 協力 と 相互 扶助 が 不可 欠 で ある 。 
善 と 悪 、 利 益 と 損失 が 不可 避 的 に 結び つい て いる も の に 関し て は 、「 大 
き な 利 益 を 得る た め に は 、 で きる だ け 少 な い 損 失 を 選び 、 大きな 損 害 を 
避け る た め に で きる だ け 少 な い 利 益 を 犠牲 に する 」 と いう の が 、 この 規 
範 の 教義 で ある 。 こ れ が シャ リー ア の 基本 的 な アプ ロー チ : で ある 。 

我々 は 人 間 の 知識 が 限ら れ て いる こと を 知っ て いる 。 自 分 に と っ て 何 
が た め に な り 何 が 害 に な る か 、 いか な る 時 代 の いか な る 人 間 も 、 自 分 だ 
け で は 判ら な か っ た 。 その 知識 は 、 人間 に 正しい 真理 を 与え る に は あま 
り に 限ら ちら れ て いる 。 そ の た め 唯 一 神 は 人 間 が この 面 で 過誤 に 陥ら な いよ 
うに 配慮 され 、 全 人 類 の 正しく 完全 な 生活 の 規範 と な る 法 を 啓示 され た 。 
この 規範 の 価値 と 真理 は 時 を 経る に つれ て 、 ま すま す 人 間 に 明 ら か に な 
っ て き て いる 。 数 世紀 前 に は 、 この 規範 価値 の 多く は 人 々 の 目 か ら 閉 ざ 
され て いた 。 し か し 今や 知識 の 発達 と 共に それ ら は 次 第 に 明らか に な っ 
て きた の で ある 。 今日 で も 一 部 の 人 々 は この 規 範 の 価値 を 認め な い が 、 
も っ と 知識 が 進歩 すれ ば それ ら に 新しい 光 が あ て られ 、 こ の 規範 が いか 
に 優れ て いる か が 明らか に な る だ ろう 。 世界 は 合 応 な し に 唯一 神 の 法 に 


124 


向かっ て いる 一 この 法 を 認め な い 者 の 大 部 分 は 暗中 模索 と 試練 と 過誤 
を 重ね た あげ く 、 結 局 この 規範 の いく つか の 条項 に 従わ ざ ろ を えな い 。 
啓示 の 真理 を 否定 し 、 導 標 の な い 人 間 の 理性 を 絶対 的 に 信仰 し て きた 人 
も 、 過 和 失 と 苦し い 経験 を 経た 後 、 結果 的 に シャ リー ア の 教え えい くつ も 
実践 し て いる 。 し か し こう いう 人 は な ん と 損し て いる の だ ろう か 。 そし 
て 遅れ ば せ に 唯一 神 の 道 に 従っ て も 完全 で は な い の で ある 。 こ れ に 反し 
て 唯一 神 の 預言 者 達 を 信じ 、 その 言葉 を 受け 入れ 、 シ ャ リー ア を 学び 完 
全 に 理解 し 、 そ れ に 従う 人 々 が いる 。 彼ら は ある 教え に つい て は 、 その 
総 て の 価値 を 知ら な いか も し れ な い が 、 真 の 知識 の 真人 で あり 、 害悪 無 
知 の 暗中 模索 や 過失 か ら 救 っ て くれ る 規範 を 全面 的 に 受け 入れ て いる 
の で ある 。 こ の よう な 人 々 こそ 正しい 道 を 進み 、 栄 える に ちがい な い 
人 々 で ある 。 


2. シャ リー ア そ の 権利 と 義務 


イス ラー ム が 描く 人 生 の 計画 は 権利 と 義務 か ら 成 り 立 っ て いる 。 イ ス 
ラー ム を 信じ る 人 間 は 総 て それ ら に よっ て 生き な けれ ば な ら な い 。 お お 
ま か に 言え ば 、 イ スラ ー ム の 規 幼 は 次 の 4 つの 権利 と 義務 を 総 て の 人 
韻 に 課 し て いる 。 (1) すべ て の 義務 が 果たさ れ な けれ ば な ら な い 唯 一 
神 に 対す る 権利 (2) 自分 自身 に 対す る 自分 自身 の 権利 (3) 自分 に 対 
する 他 の 人 々 の 捧 利 (4) 唯一 神 が 人 問 に 奉仕 すろ る よう に と 作り 給 い 、 
また 人 間 が それ ら を 使う こと が で きる よう に させ 給 う た 能力 と 資源 の 
権利 これら の 権利 と 義務 は イス ラー ム の 礎石 を な し て お り 、 それ ら を 
理解 し 、 真剣 に 用 心 深 く 実 践 する こと が 、 あら ゆる 真 の ムスリム の 義務 
で ある 。 シ ャ リー ア は あら ゆる 権利 を 明確 に 論じ 、 仔 細 に 説明 し て いる 。 
ンジ シャ リー ア は さら に 、 それら が すべ て 実践 され 、 ひ と つと し て 無視 され 
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た り 史 器 され た りす る も の が な いよ うに 、 そ の 義務 を 行なう 方 法 と 手段 
を 説明 し て いる 。 ここ で 、 イ スラ ー ム の 生き 方 と その 根本 的 な 価値 の 概 
念 を は っ きり と 理解 で きる よう に 、 こ の 権利 と 義務 に つい て 若干 考察 し 
よう 。 


A. 唯一 神 の 権利 

まず 、 人 間 の 創造 主 に 対す る 基本 的 な 関係 を 研究 し な けれ ば な ら な い 。 
唯一 神 の 最も 根本 的 で 第 1 義 的 な 権利 は 、 人 間 は 唯一 神 の み を 信仰 す 
べき で ある と 言う こと で ある 。 人 間 は 唯一 神 の 権威 を 認め 、 唯一 神 に 何 
も の を も 結び 付け て は な ら な い 。 こ の こと は ラー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ 
ラー と いう カリ マ に 要約 され て いる 。 

玉 注 この こと は 既に 第 4 章 で 詳し く 述 べた 。 

人 間 に 対 する 唯一 神 の 第 2 の 権利 は 、 我 々 が 唯一 神 の 導き 一 唯一 神 
が 人 間 に 啓 示し 給 う た 規範 一 を 心から 受け 入れ 従い 、 全 身 全 霊 を 尽く し 
て 唯一 神 の 満足 を 求め る こと で ある 。 我 々 は 唯一 神 の 預言 者 の 導き と 指 
示 に 従い 、 こ の 権利 の 神 命 を 成就 する 。 

人 間 に 対 する 唯一 神 の 第 3 の 権利 は 、 我 々 が 唯一 神 に 誠実 に 何等 の 
含み も な く 従 わな けれ ば な ら な いと いう こと で ある 。 我 々 は この 権利 の 
要求 を クル アー ン と スン ナ に 記さ れ て いる 唯一 神 の 法 に 誠心 誠意 従う 
こと に よっ て 成就 で きる 。 

人 間 に 対 する 唯一 神 の 第 4 の 権利 は 唯一 神 を 崇拝 する こと で ある 。 
これ は 礼拝 を 捧げ る こと と 前 述 の イ バ ー ダ ー ト を 実行 する こと に よっ 
て 成就 され る 。 

これ ら の 権利 と 義務 は 他 の あら ゆる 義務 に 先行 する た め 、 他 を ある 程 
度 犠 御 に し て も 、 そ れ ら を 最初 に 成就 し な けれ ば な ら な い 。 例え ば 、 礼 
拝 や 断食 を する 時 は 、 個人 的 な 権利 の 多く を 秩 牲 に する 。 唯一 神 に 対す 
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る 義務 を 完全 に 果たす た め に 、 人 間 は 困難 を 克服 し 犠牲 を 払わ な けれ ば 
な ら な い の で ある 。 礼 拝 す る た め に 朝 早 く 起き な けれ ば な ら な いか ら 、 
その た め に 睡眠 と 休息 を 犠牲 に する 。 日 中 に は 創造 主 を 礼拝 する た め に 、 
多く の 重要 な 仕事 を 後回し に し 、 休憩 を 犠牲 に する 。 ラマ ダー ン 月 ( 断 
食 月 ) に は 、 た だ 唯一 神 の 喜び を 得る た め に 、 空 腹 と 苦難 を 耐え 忍ぶ 。 
ザ カ ー ト (義務 的 喜 捨 ) を する こと で 富 の 一 部 を 手放す が 、 唯一 神 へ の 
愛 は な に も の に も まし て 大 きく 、 富 へ の 愛 も それ を 妨げ る こと は で き な 
いと いう こと を 示す 。 巡礼 の 時 に は 、 富 と 時 間 を 犠牲 に し て 、 困難 な 旅 
を する 。 そ し て ジハード (聖戦 ) に 際 し て は 、 金 も 物 も その 他 持て る あ 
ら ゆ る も の 一 生命 さえ も 一 を 犠牲 に する の で ある 。 

同様 に 、 こ れ ら の 義務 を 遂行 する た め に は 、 人 間 は 他人 の 権利 を も あ 
る 程度 犠牲 に する こと も 生じ 、 そ の た め に 結局 自分 の 利益 を 犠牲 に し な 
けれ ば な ら な い 。 召使 い は 仕事 を その まま に し て 、 主 な る 唯一 神 を 礼拝 
し に 行く 。 実業 家 は 事業 を 中 断 し て 、 マ ッ カ に 巡礼 に 行く 。 ジ ハー ド の 
時 に は 、 た だ アッ ラー の た め の み に 生命 を 奪っ た り 捨 て た りす る 。 同様 
に 、 唯一 神 の 権利 を 遂行 する た め に は 、 例え ば 家畜 や 財貨 の よう な 大 事 
に 貯え て いる 多く の も の を 犠牲 に する の で ある 。 し か し 唯一 神 は 人 生 の 
さま ざま な 場面 で 調和 と 均衡 が 取れ 、 他 の 権利 の 犠牲 は で き る 限り 少な 
く て すむ よう に シャ リー ア (法典 ) を 規定 され た 。 つ まり 唯一 神 か ら 規 
定 さ れ た 限界 を 守れ ば よい の で ある 。 唯一 神 は サラ ー ト (礼拝 ) の 義務 
を 和 層 行 する の に あら ゆる 便宜 を 我々 に 授け 給 うた 。 も し レ ウド ッ ゥ ー( 小 浄 ) 
を する の に 水 が な い 場 合 、 あ る い は 病気 の 場合 に は 、 タ ヤン ム ム ( 土 に 
よる 小 浄 ) を する こと が で きる 。 旅行 中 は サラ ー ト を 短縮 する こと も で 
さる 。 病状 に 伏し 、 立っ て 礼拝 が で き な い 場合 は 、 生 っ た り 横 に な っ た 
り し た まま 礼拝 を 捧げ る こと が で きる 。 礼拝 時 の クル アー ン 章 句 の 朗 語 
は 自由 で ある か ら 、 礼 拝 は 好き な よう に 短く する こと も 長く する こと も 


127 


で きる 。 

用 事 が な い 時 は クル アー ン の 長い 章 を 読み 、 忙 し い 時 に は ほん の 数 行 
読む だ け で も よい 。 集会 や 仕事 時 間 の 礼 拓 で は 、 読 褒 は 短く な けれ ば な 
ら な いと 指示 され て いる ほど で ある 。 唯 一 神 は それ ぞ れ の 場合 に 任意 の 
礼拝 を 長 ば れる の で あっ て 、 礼 拝 の た め に まっ た く 眠 ら な か っ た り 休 ま 
な か っ た り 、 子 供 の 権利 を 犠牲 に し た り 、 家庭 を 犠牲 に し た りす る こと 
を 認め られ な い の で ある 。 イ スラ ー ム は 人 生 の 様々 な 活動 の 調和 を 計る 
こと を 我々 に 要望 し て いる の で ある 。 

サウ ム (断食 ) に つい て も 同様 で ある 。1 年 の 断食 の 義務 は わずか 1 
ヶ月 で ある 。 旅行 中 や 病気 の 際 は これ を し な く て や も よく 、 代 わり に 都合 
の 良い 月 に すれ ば よい 、。 婦人 は 妊娠 中 や 、 乳児 の ある 時 、 生 理 中 の 場合 
は 断食 を 免れ て いる 。 断食 は 定め られ た 時 間 に 解き 、 そ れ よ り も 遅れ る 
こと は 良い こと と され な い 。 そし て 日 没 か ら 夜明け まで の 間 は 、 通常 通 
り 食 べた り 飲 ん だ り し て 過ごす 。 ま た 時 々 任意 に 断食 を する こと は 大 変 
よい こと で あり 、 唯 一 神 も 喜ば れる 。 だ が 唯一 神 は いつ も 断食 を 続け 、 
普通 の 仕事 も 満足 に で き な い ほど 身体 を 衰弱 させ る こと を 左 わ れる 。 

同様 に ザ カ ー ト ( 喜 捨 ) の 場合 を 見 る と 、 ザ カー ト の 最低 限 だ けが 
唯一 神 か ら 定 め ら れ て いる が 、 人 間 は アッ ラー の た め に 好き な だ け 多 く 
喜 捨 する 自由 を 持っ て いる 。 も し 喜 捨 する な ら ば 、 義務 を 果たし た こと 
に な る が 、 も っ と 多く 慈善 の 施し を する な ら ば 、 も っ と 多く の 唯一 神 の 
恩 電 を 得る 。 し か し 唯一 神 は 我々 の 財産 を 全て 素 善 に 施す こと や 、 自 分 
自身 と 親戚 縁者 が も た な けれ ば な ら な い 権 利 と 慰安 まで 犠牲 に する こ 
と を お 喜び に な ら な い 。 唯 一 神 は 我々 が 健生 に な る こと を 常 まれ な い 、 
我々 は 適度 に 喜 捨 する こと を 要求 され て いる の で ある 。 

次 に ハッ ジ ( 礼 ) を 見 て みよ う 。 巡 礼 は 旅行 する 経済 的 余 容 が あり 、 
その 困難 に 耐え うる 健康 を 持っ た 人 々 に だ け 課 せら れ た 義務 で ある 、 し 
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か し それ は 一 生 に た だ 1 度 だ け 、 都合 の 良い 年 に 行く こと が 義務 な の 
で ある 。 も し 戦争 や 生命 の 危険 が ある 場合 に は 、 巡礼 を 延期 する こと も 
で きる 。 その 場合 、 年 いた 両親 が 巡礼 者 の 留守 中 に 不愉快 な こと に 償 
むと いけ な いか ら 、 両 親 の 許可 を 得る こと が 巡礼 の 大 事 な 条 件 で ある 。 
この こと は 唯一 神 が 人 間 の 権利 を どれ ほど 尊重 し て いる か を 明白 に 示 
し て いる 。 一 時 に は 唯一 神 は 神 自ら の 権利 以上 に 人 間 の 権利 を 尊重 され 
て いる の で ある 。 

唯一 神 の 義 の た め の 最 大 の 犠牲 は ジハード (聖戦 ) の 際 に 発揮 され る 。 
その と きこ そ 人 間 は 唯一 神 の た め に 自分 の 生命 も 財産 も 捧げ る の で あ 
る 。 だ が この 場合 に お いて すら 、 基 大 な 損害 か ら 我 々 を 救う た め に 多少 
の 損失 は や む を 得 な いと いう の が イス ラー ム の 原則 で ある 。 た と え 数 人 
の 生命 を 一 数 千 人 また は それ 以上 の 生命 を 失っ た と し て も 、 それ は 、 悪 
が 善 を 制 謀 し た 悲 公 、 無神論 が 唯一 神 の 宗教 を 侵略 し た 悲惨 、 世界 の ム 
スリ ム が 屈服 させ られ て 堕落 し た 悲惨 に 替え そる こと は 絶対 に で き な い 。 
明らか に それ は 最大 の 悲惨 で あり 不幸 で ある 。 何 故 な ら ば 、 そ の 結果 は 、 
唯一 神 の 款 教 が 破 壌 する ば か り で な く 、 世 間 は 不 道 術 と 曲解 の 地獄 と 化 
し 、 生活 は 内 か ら も 外 か ら も 崩壊 する か ら で あ る 。 だ が 同時 に 唯一 神 は 
不 必要 な 流血 沙汰 と 、 老 人 、 婦人 、 子供 、 病 人 、 負傷 者 に 危害 を 与え る 
こと を 固く 禁じ られ る 。 唯 一 神 の 命 は 戦い を 挑む 者 に 対し て の み 戦 うこ 
と で ある 。 敵国 の 中 に さえ 不 必要 な 失 乱 を 起こ し て は な ら な い 。 また 敗 
者 に も 名 誉 を 重んじ て 公正 に 対処 する べき で ある と 唯一 神 は 我々 に 命 
じ ら れ て いる 。 我々 は 敵 と の 協定 を 遵守 し 、 相手 方 が 挑戦 を 中 止 する か 
侵略 的 な 反 イ スラ ー ム 行動 を 止め れ ば 、 戦 闘 を 中 止 す る べき で ある と 教 
えら れ て いる 。 こ の 様 に イス ラー ム は 唯一 神 の 権利 を 擁護 する た め に 生 
倒 、 財 産 、 そ の 他 の 権利 の 、 最小 限 の 犠牲 を 許す だ け で ある 。 イ スラ ー 
ム は 人 間 の 様々 な 要求 の 調和 を 作り 、 生 活 が 最高 の 価値 と 実績 で 豊か に 
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な る よう に 様々 な 権利 と 義務 を 調整 する こと に 主眼 が 置か れ て いる 。 


B. 自己 の 権利 

次 に 人 間 個 人 の 権利 、 す な わ ち 自分 自身 の 権利 に つい て 述べ て みよ 2。 
実際 に 、 人 間 は 他人 に 対し て より も 自分 自身 に 対し て より 残虐 で 不正 で 
ある 。 ち ょ っ と 考え る と 、 こ れ は 非常 に 奇異 に 聞こ える か も し れ な い が 、 
人 間 は 自分 自身 を 最も 愛す る と いわ れる の に 、 ど うし て 自分 自身 に 最も 
残虐 で あり 得る の か 。 ど うし て 人 間 は 自分 自身 の 敵 と な り 得 る の か 。 そ 
れ は 全く 理解 し が た いよ うに 思わ れる 。 だ が も っ と 深く 考え れ ば 、 そこ 
に は 大 き な 真 理 が 含ま れ て いる こと が 明らか に な る 。 人 間 の 最大 の 弱み 
は 、 強い 欲望 を 感じ る と それ に 抵抗 で きず 、 誘 惑 され て し まい 、 悪い と 
知り な が ら ず る ずる と それ に 叉 源 し 、 自 分 自身 を 傷つけ る こと で ある 。 
酒 に 慰 消 し て いる 人 が いる 。 一 彼 は 酒 を 飲む と コン トロ ー ル が きか な く 
な る が 、 金 、 健康 、 名 声 そ の 他 彼 の 持つ あら ゆる も の を 犠牲 に し て も 飲 
酒 を 止め な い の で ある 。 ま た 、 健 康 を 害し 、 生命 を 危な くす る ほど 大 食 
する こと が 好き な 人 も いる 。 性 欲 の 虜 と な り 、 過度 の 性 的 享楽 の た め に 
身 を 滅ぼす 人 も いる 。 さ ら に 霊 性 を 向上 させ る こと に 導 り 固まっ て いる 
人 も いる 。 一 彼 は 純粋 な 欲望 を も 抑制 し 、 肉体 的 な 欲求 と 必要 を 満た す 
こと も せ ず 、 食 欲 を 制限 し 、 着 物 も ま と わ ず 家出 し て 山野 に 明 遂 する 。 
彼 は 世界 が 自分 に は 全く 無 意 味 で ある と 信じ 込み 、 世 界 の あら ゆる 形 姿 
と 表示 を 憎悪 する の で ある 。 これ ら は 極 痛 に 走り や すく 、 偏狭 な 世界 に 
迷い 易い 人 間 の 性 格 の 例 で ある 。 日常 生活 の 中 で その よう な 不調 和 と 不 
均衡 の 例 は ここ で あえ て 取り 上 げ な い が 他 に も た くさ ん ある 。 

イス ラー ム は 人 間 の 幸福 を 標 棒 し 、 そ の 高く 掲げ て いる 目的 は 人 生 に 
均衡 と 調和 を も た ら す こと で ある 。 シャ リー ア が あな た 方 自身 も 自分 に 
対し て この 権利 が ある と 明言 する の も この 理由 か ら で あ る 。 そ の 基本 的 
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原理 は 、 人 間 に は 自分 自身 に 対す る 権利 が ある 、 と いう こと で ある 。 
シャ リー ア は 人 間 の 肉体 的 、 精神 的 、 道 徳 的 に 有 寄 な あら ゆる こと を 
禁じ て いる 。 血 を 流す こと 、 酒 類 な ど 興 奮 さ せる 薬物 、 死 体 、 死 肉 、 血 
液 、 豚 肉 、 肉 食 貞 、 有 毒 で 不 深 な 動物 な ど を 食べ る こと を 禁じ て いる 。 
これ ら は 全て 人 間 の 生活 に 、 肉体 的 、 精神 的 、 知性 的 霊 的 に 見 て 悪い 影 
響 を 与え る か ら で あ る 。 その よう な も の は 禁じ て いる が 、 イ スラ ー ム は 
清 深 で 健康 的 で 有益 な こと を 積極 的 に 勧め 、 人 間 の 肉体 も 人 間 に 対し て 
権利 を 持っ て いる こと か ら 、 我 々 の 肉体 か ら 食物 を 奪っ て は な ら な いと 
説い て いる 。 こ の イス ラー ム の 規範 は 裸 で いる こと の 代わ り に 優雅 で 威 
厳 の ある 着物 を 着る こと を 命じ て いる 。 さ ら に 真面目 に 働く こと を 勧め 、 
意 情 を 強く 非難 する 。 シャ リー ア の 精神 と は 、 人 間 は 唯一 神 に よっ て 授 
けら れ た 能力 と 唯一 神 が 地 上 と 天上 に 与え られ た 資源 を 、 人 間 の 平安 と 
幸福 の た め に 十分 に 活用 すべ き で ある と いう こと に 他 な ら な い 。 

イス ラー ム は 性 的 欲望 を すべ て 抑圧 せよ と 言っ て いる の で は な い 。 そ 
れ を 制御 し 調節 し 、 結 婚 に お いて それ を 正しく 満足 させ る こと を 我々 に 
要望 し て いる の で ある 。 

イス ラー ム は 自己 虐待 や 全面 的 な 自己 否定 を 禁じ し 、 む し ろ 人 生 の 正 し 
い 慰 安 の 快楽 を 育 定 し 、 そ の 中 に お いて 敬 度 で 堅実 に 生き る こと を 黄 め 
て いる 。 霊 的 向上 、 道徳 の 純粋 、 唯一 神 へ の 接近 、 来 世 で の 救い を 求め 
る た め に 、 こ の 世 か ら 生 離 隠 遂 す る 必要 は な い 。 いや 、 人 間 の 試練 は こ 
の 世に 存在 する か ら 、 我々 は この 世 の 真 っ 只 中 に 在 っ て 、 ま ず ア ッ ラ ー 
へ の 道 に 従う べき で ある 。 一 それ 故 生 命 を 軽々 し く 取 扱っ た り 、 無駄 に 
使っ た り 、 破 壌 させ て は な ら な い 。 こ の こと が 人 間 個 人 は それ ぞ れ ある 
権利 を 持ち 、 こ の 権利 を シャ リー ア に 示唆 され て いる よう な 方 法 で 最大 
限 に 果たす こと が 人 間 の 義務 で ある 。 それ が 、 イ スラ ー ム が 人 間 の 心 に 
呼び か ける 所 以 で あり 、 ま た この こと が 人 間 が 自分 自身 に 対し て 真実 で 
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あり える 所 以 で ある 。 


C. 他人 の 権利 

シャ リー ア は 人 間 に 自 分 自身 の 権利 を 遂行 し 、 自 己 に 忠実 で あれ と 命 
じ て い る が 、 他方 それ は また 、 他人 の 権利 を 侵さ な いよ うに し て 自己 の 
権利 を 遂行 し な けれ ば な ら な いと 教え て いる 。 シ ャ リー ア は 人 間 の 権利 
と 社会 の 権利 の 間 の 衝突 を 避け 、 あ ら ゆ る も の が 協力 し て 唯一 神 の 法 を 
立証 する よう に 両者 の 調和 を 計っ て いる 。 イ スラ ー ム は 嘘 を 強く 禁止 し 
て いる 。 嘘 は その 人 を 汚し 、 他 の 人 々 に 害悪 を も た らし 、 社会 に 対し て 
不幸 の 前 兆 と な る か ら で あ る 。 イ スラ ー ム は 補 盗 、 強 盗 、 贈 賭 、 偽 造 、 
詐 頑 、 高 利和 貸し 、 金利 稼ぎ の 行為 を 固く 禁じ て いる 。 こ の よう な 不正 な 
手段 で 得 ら れ た も の は すべ て 他人 に 迷惑 や 損害 を か け て 得 た も の で あ 
る 。 陰 口 、 告 げ ロ 、 中 傷 、 護 謗 な ども 禁じ られ る 。 賭博 、 富 鐵 、 相 場 投 
機 そ の 他 あ ら ゆ る 偶然 が 目当て の 賭け 事 は 一 人 の 人 間 が 利益 を 得る た 
め に 、 他 の 何 千 人 も の 人 々 が 犠牲 に な ら な けれ ば な ら な いか ら 、 禁止 さ 
れ て いる 。 一 方 だ けが 損失 する よう な あら ゆる 形態 の 搾取 的 な 商売 は 禁 
じ ら れ て いる 。 殺 人 、 流 血 沙汰 、 社 会 的 不安 の 流布 な ど は 罪 と され る 。 
何人 も 他人 の 生命 や 財産 を た だ 自分 の 利益 や 満足 の た め に う 権利 を 
持た な いか ら で あ る 。 不貞 、 姦通 、 不 自然 な 性 行為 は 厳重 に 禁じ られ て 
いる 。 何 故 な ら ば 、 そ れ ら は 道 値 を 汚し 、 社会 に 其 落と 頒 廃 を 搬 き 散ら 
し 、 病原 と な っ て 、 生活 の 健全 性 を 破壊 し 、 い 世代 の 健康 と 道徳 を 低 
下さ せ 、 人 間 同 士 の 関係 の 転落 、 文 化 の 根本 と 社会 の 機構 その も の の 分 
裂 を 招く か ら で あ る 。 イ スラ ー ム は その よう な 足 まわ し い 不 義 の 罪 を 徹 
底 的 に 根絶 し よう と する 。 

これ ら の イス ラー ム の あら ゆる 祭 今 と 破 寺 は 他人 の 権利 を 侵害 し な 
いと する 原則 に よっ て 定め られ て いる 。 イス ラー ム は 、 人 間 が 肉体 的 あ 
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る い は 精神 的 な いく つか の 殆 惑 的 な こと を 達成 する た め に 、 恥 知ら ず に 
も 他人 の 権利 を 侵害 し た り 、 道 徳 に 外れ る こと を する な ど 利 己 的 で 自己 
本 位 に な る こと を 嫌う 。 ま た イス ラー ム は 自分 個人 の 権利 を 達成 する た 
め に 他人 の 利害 を 犯す こと も 許さ な い 。 イ スラ ー ム の 法 は 万 人 に 幸福 が 
得 ら れる よう に 人 生 を 規定 し て いる 。 し か し 人 類 の 幸福 と 文化 の 向上 を 
達成 する た め に は 、 少 し ぐら い の 禁 令 だ け で は 不 十 分 で ある 。 本 当 に 平 
和 で 栄え た 社会 を 作る に は 、 人 間 が 他人 の 権利 を 侵害 せ ず 彼ら の 利害 を 
妨害 し な い だ け で な く 、 お 五 い に 積 極 的 に 協力 し 合い 、 万 人 の 幸福 と 理 
想 的 な 人 間 社 会 の 建設 に 貢献 する よう な 相互 関係 と 社会 機構 を 打ち 立 
て な けれ ば な ら な い 。 シャ リー ア は この 点 で も また 我々 の 道徳 と な る の 
で ある 。 

で は さら に この 人 生 と 社会 の 面 を 解明 する いく つか の イス ラー ム の 
教え を 見 る こと に し よう 。 人 間 が 最初 に 成長 する 場所 は 家庭 で ある 。 人 
間 の 根本 的 な 性 質 が 形成 され る の は 家庭 で ある 。 そ の た め 家 庭 は 人 間 の 
ゆり か ご で ある ば か り で な く 、 文明 の 揺 鑑 地 で ある 。 で は 一 体 、 家族 と 
は 何で あろ うか 。 家族 は 両親 と その 子供 達 で 構成 され て いる 。 子供 が 目 
を 開き 、 養育 され て 成長 し 、 人 生 の 第 一 印象 を 受け る の は 実は この 家族 
の 間 に お いて 行わ れる 。 家 族 に 関す る イス ラー ム の 教え は 非常 に 明 自 に 

- 示 され る 。 イ スラ ー ム は 世 の 男 性 に 対し 自分 の 妻 と 子供 た ちの た め に 働 
さ 、 生活 の 柱 を 供給 し 、 人 生 の 荒波 か ら 彼ら を 保護 する 責任 を 命じ て い 
る 。 女性 に 対し て は 、 イ スラ ー ム は 家族 を 切り 盛り し 、 子供 た ち を で き 
る だ け よ く 育 て て 湿 し 、 夫 と 子供 た ち に で きる 限り の 休息 と 満足 を 与え 
る 義務 を 命じ て いる 。 子供 た ちの 義務 は 両親 を 遇 敬 し 、 両 打 に 従い 、 そ 
し て 成人 に な っ た な ら ば 両親 に 区 行 し 、 そ の 診 を 叶え て あげ 、 家庭 を 
居心地 の 良い と ころ に する こと で ある 。 

その た め に 、 イ スラ ー ム は 次 の 2 つの か 法 を 取っ て いる 。 
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イ ) 夫 は 家族 の 家長 の 地位 を 与え られ て いる 。 リー ダー と な る 人 が いな 
けれ ば 、 いか な る 団体 も 円 滑 に 働か な い 。 校長 の いな い 学 校 や 市 長 の 
いな い 都 市 を 考え る ろ こ と は で き な い 。 も し 団体 を 管理 する 人 が いな け 
れ ば 、 混 乱 を 招く だ け で ある 。 も し 家族 の 全員 が 自分 勝手 に 振舞 えば 、 
混乱 以外 の 何 も の も 残ら な い だ ろ う 。. も し 夫 が 一 方 の 道 を 行き 、 妻 が 
別 な 道 を 行く と すれ ば 、 子 供 た ち は 路頭 に 迷う で あろ う 。 家庭 に 規律 
が 保 た れ 、 家族 が 社会 の 理想 的 な 結合 体 と な る た め に は 、 家長 と な る 
誰か が いな く て は な ら な い 。 イス ラー ム は この 地位 を 夫 に 与え 、 家族 
を 良く する た め に 維持 され た 文明 の 基礎 単位 、 社 会 全般 の モデ ル と す 
る の で ある 。 

ロ ) この 家長 は いく つも 責任 を 負っ て いる 。 生 活 の 糧 を 得 て 、 家庭 外 で 
の あら ゆる 仕事 を や り と げ る の が 夫 の 義務 で ある 。 そ れ に よっ て 主婦 
は 家庭 外 の 用 務 か ら 解 放さ れ 、 そ れ ら の 用 務 は 夫 の 方 に か か っ て いる 。 
主婦 は 家庭 外 の 用 事 か ら 開 放さ れ て いる か ら 、 家 庭 内 の 用 事 に 十分 専 
心 す る こと が で き 、 家 庭 の 維持 と 将来 の 民 の 構成 員 と な る 字 供 の 養育 
に 全力 を 尽く すこ と が で きる の で ある 。 主婦 は 家 に 留まり 、 割 り 当 て 
られ た 責任 を 果たす よう に 命ぜ られ て いる 。 イ スラ ー ム は 主婦 に 二 
の 負担 、 つ まり 子供 を 育て 、 家庭 を 守る こと と 、 生 活 の 楊 を 得 て 、 家 
寿 外 の 仕事 を する こと を させ な いよ うに し て いる 。 二 重 の 責任 は 明 ら 
か に 全く 不 公平 で も わる 。 そ の た め イ スラ ー ム は 男女 の 本 質 に ふさ わし 
い 仕 事 の 分 担 を 定め て いる 。 


し か し この こと は 婦人 が 家 か ら 一 歩も 出 て は な ら な いと いう こと で 
は な い 。 婦人 は 必要 な 時 に は 家庭 の 外 に 出 て も よい 。 イス ラー ム の 原理 
に お いて は 、 家 庭 こ そ 女性 の 本 質 に ふさ わし い 働 き の 場 で も や る こと を 明 
白 に し 、 女性 は 家庭 生活 の 向上 に 専心 すべ き で ある と 強調 し て いる 。 女 
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性 が 外 に 出 な けれ ば な ら な い 時 は 、 男性 と 同様 、 あ る 必要 な 規定 を 守ら 

ね ば な ら な い 。 
家庭 の 範囲 は 通例 、 血縁 関係 と 結婚 関係 を 通じ し て 広がる 。 家族 の 構成 

員 を ひと つ に 結び つけ る た め に 、 家 族 相 互 の 間柄 を 親密 に また 健全 に 保 

つた め に 、 ま た 家族 の 一 人 一 人 を 他 の 者 の 支え 、 活力 、 満足 の 尋 に させ 

る た め に 、 イ スラ ー ム は 基本 的 な 規範 を 規定 する 。 それ ら を 要約 し た も 

の が 以下 に 示さ れる 。 

ア . 近親 同士 の 結婚 は 禁じ し られ て いる 。 結婚 が 禁じ られ て いる 間柄 は 母 
と 息子 、 父 と 娘 、 継 父 と 継 女 、 兄 と 妹 、 異 母 見 弟 と 異母 姉妹 、 伯 父 と 
姫 、 叔母 と 鏡 、 義理 の 母 と 義理 の 息子 、 義理 の 父 と 義理 の 娘 。 これら 
の 結婚 が 禁じ られ て いる 理由 は 、 家 庭 内 親戚 間 の 関係 を 清純 潔白 に し 、 
お 互い に こだわ りな く 誠 実 な 情愛 で 結び つけ る た めで ある 。 

イ . 以上 の 間柄 を の ぞ け ば 、 血縁 関係 で も 結婚 で きる 。 互い に 交際 し 合 
い 、 互い に 習慣 、 伝統 を 知り 合っ て いる 両家 の 間 の 結婚 は うま くい く 
こと が 多い 。 その た め 、 シャ リー ア は 血縁 関係 の 結婚 を 許し て いる ば 
か りか 、 全 く 知 ら な い 家 族 同士 の 結婚 (も ちろ ん 禁じ られ て いな い ) 
より も 優れ て いる と し て むし ろ 薦 め て いる 。 

ウ . 血縁 関係 の 親族 の 中 に は 、 富 者 も いれ ば 貧者 も お り 、 紫 夫 し て いる 
者 も いれ ば 、 没 落し て いる 者 も あろ う 。 イ スラ ー ム の 原則 に よれ は 、 
親戚 を 必ず 大 切 に し な けれ ば な ら ず 、 親戚 同士 の 関係 を 尊重 する 。 ム 
スリ ム は で きる か ぎり 、 こ の 絆 を 尊重 し な けれ ば な ら な い 。。 親戚 の 者 
に 対し て 誠意 を 持た ず 、 自 分 が 背負 っ て いる 彼ら の 権利 を 無視 する こ 
と は 大 き な 罪 で あっ て 、 唯一 神 は これ を 許さ れ な い 。 も し 親戚 の 者 が 
貧困 や 苦難 に 悩ん で いる 場合 は 、 そ れ を 助け る の が 富み 栄え て いる 親 
戚 の 義務 で ある 。 ザ カー ト ( 喜 捨 ) や その 他 の 慈善 の 形 で 親戚 の 権利 
に 対し て 、 特 に 考慮 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 
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エ . 相続 の 原則 も イス ラー ム の 法則 の 中 に 規定 され て いる 。 故人 が 残し 
た 遺産 は ある 一 部 の 者 だ けが 独占 する こと は で き な い 。 遺 産 は すべ て 
の 親族 の 間 で 分 配 し な けれ ば な ら な い 。 故人 の 息子 、 娘 、 妻夫 、 父 、 
母 、 兄弟 、 姉妹 は 最も 近い 親族 で ある か ら 、 遺産 の 相続 の 分 配 は 優先 
的 に 彼ら に 与え られ る 。 つま り 彼 ら が 第 一 の 相続 人 と な る の で ある 。 
この よう な 親族 が いな い 場 合 に は 、 遺 産 は 次 に 近い 親族 の 間 で 分 配 さ 
れる 。 その た め 人 が 死亡 する と 、 その 人 の 財産 は まず 彼 の 親類 縁者 の 
間 で 分 配 さ れる 。 これ は 富 が 一 個人 に 集中 する こと を 回 避 す る 目的 が 
ある 。 この 遺産 分 配 に 関す る イス ラー ム の 法則 は 他 に 類 を 見 な い ほど 
優れ て いる 。 だ が 皮肉 な こと に 、 ムスリム 自身 が この 方 法 が 非常 に 優 
れ た も の で ある こと を 十分 に 気がつか ず 、 無知 で ある た め 、 それ を 実 
行 す る こと を 避け て いる 者 が ある 。 イ ンド と バキ スタ ン の ある 地方 で 
は 、 娘 に は 遺産 相続 の 権利 が な いと し て いる と ころ が ある 。 これ は 明 
ら か に 不正 で あり 、 ク ルアー ン の 賢明 な 教え に 違反 し て いる 。 


以上 家族 と その 関係 を 取り 上 げ て きた が 、 次 に 友人 や 隣人 、 村落 都 
市 な どの 同じ 地域 の 住民 、 日 常 交際 する 人 々 に 対す る 人 間 関 係 を 調べ て 
みよ う 。 イ スラ ー ム は この よう な 関係 を 重視 し 、 人 々 に は 正直 、 誠 実 、 
公平 、 礼儀 正しく 対応 する よう に 命じ し て いる 。 イス ラー ム は 信者 に 、 他 
人 の 気持 ち を 末 重 する こと 、 不 平 や 口 汚い 言葉 を 避け る こと 、 お 互い に 
助け 合う こと 、 病 人 の 看護 を する こと 、 困 馬 者 や 障害 者 を 助け る こと 、 
悩み 苦し む 者 に 同情 する こと 、 孤 児 と 論 婦 を 世話 する こと 、 負 える 者 に 
食物 を 恵 む こと 、 着物 が な い 者 に は 着物 を 恵 む こと 、 失業 者 を 助け る こ 
と な ども 命じ て いる 。 イ スラ ー ム は も し 唯 - 神 が 賞 を 恵み 給 う た な ら ば 、 
語 を 贅沢 三昧 の た め に 浪費 し て は な ら な いと 説い て いる 。 イ スラ ー ム は 
金 や 銀 の 容器 を 使う こと や 男性 が 高価 な 紺 の 着物 を 身 に つけ る こと 、 つ 
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ま ら ぬ 事 業 や 導 沢 な 享楽 の た め に 金 を 無駄 遣い する こと を 禁じ て いる 。 
この シャ リー ア の 教え は 、 数 千 人 の 人 間 を 養える ほど の 富 を 自分 一 人 の 
た め に 浪費 する こと は 許さ れ な いと いう 原則 に 基づい て いる 。 多 く の 貧 
科 者 の 生活 を 維持 で きる ほど の 金 が 無 意 味 で 約 沢 な 装飾 や 見 世 物 な ど 
に 浪費 され る の は 非情 か つ 不正 で ある 。 イ スラ ー ム は 人 間 か ら 富 や 所 有 
物 を 春 お うと いう の で は な い 。 働 いて 得 た 物 や 相続 を 受け た 物 は 勿論 当 
事 者 の 所 有 物 で ある 。 イス ラー ム は 人 間 の 権利 を 尊重 し 、 人 間 が その 権 
利 を 草 楽 し それ を 最大 限 に 活か すこ と を 教え て いる 。 イ スラ ー ム は また 、 
も し 高 容 で あれ ば よい 着物 を 着 て 、 結構 な 構え 、 安楽 な 生活 を する よう 
に 薦め て いる 。 だ が イス ラー ム は 人 間 の あら ゆる 行為 の 中 で 人 間 的 本 質 
が 見 和 失わ れ て は な ら ぬ と 提言 する 。 イ スラ ー ム が 厳し く 排 撃 す る こと は 、 
他人 の 繁栄 と 幸福 を 無視 し 、 極 端 な 個人 主義 を 生み 出す 高慢 な 自己 中 心 
主義 で ある 。 イ スラ ー ム で は 限ら れ た わずか の 個人 が 私 服 を 肥やす の で 
は な く 、 社 会 全体 が 繁栄 する こと を 要求 し て いる 。 イス ラー ム は 信者 の 
心 に 社会 へ の 意 議 を 教え 込み 、 質素 傘 約 の 生活 を し 、 過度 に 人 生 の 欲求 
を 持つ こと を や め て 、 自 分 た ちの 欲求 を 充足 し て いる 間 に も 親類 縁者 や 
友人 同僚 、 隣 人 同胞 の 欲求 と 願望 を 配慮 すべ き で ある と 信者 た ち に 提言 
し て いる 。 

クル アー ン は 、 あ な た が た の 富 は 貧者 和 を 食 、 困 徐 者 に も 分 か ち 与 え 
な けれ ば な ら な い 、 と 教え て いる 。 


以上 身近 で 親しい 交際 範囲 に 対す る 人 間 関 係 に つい て 論じ て きた が 、 
捧 に も っ と 視野 を 拡大 し 、 イ スラ ー ム が どん な 社会 を 建設 し よう と し て 
いる か を 見 る こと に する 。 イス ラー ム を 受け 入れ る と 、 誰 で も 教義 を 信 
替 す る だ け で な く 、 進ん で イス ラー ム 社 会 の 一 員 と な る 。 シャ リー ア は 
広い 範 囲 で 社会 に 対す る 行為 の 規範 を 規定 し て いる 。 ム スリ ム が お 五 い 
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に 助け 合う こと を 命じ 、 善 を すす め 、 悪 を 禁じ 、 害悪 が イス ラー ム 社 会 

に 忍び 込ま な いよ うに 見 守っ て いる 。 この 点 に 関す る イス ラー ム の 規範 
の 主要 な 教え は 次 の と お り で ある 。 

イ ) 民 の 道徳 の 源泉 を 守り 、 健 全 な る 社会 の 発展 を 期す る た め に 、 男 女 
両性 の 区 別 を 混合 すろ こと は 禁じ し られ る 。 イ スラ ー ム は 男女 両性 の 本 
質 に ぶさ わし い 分 担 を 定め 、 両 性 の 本 質 に 適し た それ ぞ れ の 活動 範囲 
を 定め て いる 。 女性 は 家庭 内 の 仕事 に 専心 する の に 適し て お り 、 男性 
は 社会 経済 分 野 の 活動 に 従事 する の に 適し て いる 。 結 婚 が 禁 ヒ られ て 
いる 親戚 同士 の よう な 近親 の 家庭 の 範囲 外 で は 、 男 女 の 自 由 勝手 な 交 
際 は 禁じ し られ て いる 。 

女性 が 外出 する 時 は 、 男性 と 同様 、 華美 な 服飾 を 避け 、 き ちん と 身 
な り を 整え る 。 ま た 女性 は 結婚 を 禁じ られ た 親戚 以外 の 前 で は 顔 と 手 
以外 を 覆う べき で ある 。 一 方 男性 は 眼 を 下 に し て 女性 を 凝視 し な いよ 
うに 努め る 。 た と えば 偶然 に 視線 が 女性 に 触れ た 場合 は 急い で 眼 を そ 
ら さ な けれ ば な ら な い 。 女 性 を 見 つめ よう と する こと は 悪 条 で あり 、 
女性 の 容姿 を 北 視 する こと は さら に 悪い 。 自分 の 徳 義 を 守り 、 魂 か ら 
不純 な も の を すべ て 一 掃 する こと が あら ゆる 男女 の 義務 で ある 。 結 婚 
は 性 的 関係 の 適切 な 次 で ある 。 何 びと も この 限界 を 逸 脱し た り 、 性 の 
放 縦 を 考え る こと は 許さ れ な い 。 

ロ ) 人 間 の 思想 と 想像 その も の を 随 落 類 廃 し た 考え か ら 純 湊 に 保 た な け 
れ ば な ら な い 。 | 

ハハ ) また 同じ 目的 の た め に 人 間 は 適当 な 着物 を 常に 着 て 、 男 は 身体 の 膝 
か ら へ そま で の 部 分 を 見 せ ず 、 女 は 夫 と 結婚 を 禁じ られ た 親族 以外 の 
いか な る 男 に も 顔 と 手 を 除く 部 分 を 見 せ て は な ら な いと 定め られ て 
いる 。 そ れ ら の 身体 の 部 分 を 杉 っ て いる こと は あら ゆる 男女 に と っ て 
宗教 上 の 義務 で ある 。 この 政 律 を 通じ し て イス ラー ム は 信者 が 深い 講 慎 
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と 純潔 の 念 を 養い 、 無 秩 訂 と 道徳 の 堕落 の あら ゆる 現われ を 抑制 する 
こと を 望ん で いる の で ある 。 

ニ ) イス ラー ム は 色情 の 官能 を 刺激 し 、 道徳 の 規範 に 外れ る よう な 娯楽 
や 慰安 を 認め な い 。 こ の よう な 行為 は まっ た く 金 と 時 間 と 精力 の 浪費 
で あり 、 社 会 の 道徳 的 基盤 を 触 む 。 し か し 慰安 その も の は 必要 で ある 。 
それ は 活動 へ の 刺激 と な り 、 み な ぎる 活力 と 冒険 を 喚起 し て くれ る 。 
慰安 は 水 や 空気 の よう に 人 生 に と っ て 必要 で あり 、 体 験 と 慰安 が な け 
れ ば 困難 な 仕事 は な か な か 貫徹 し が た い 。 し か し 慰安 は 精神 を 蘇ら せ 、 
活力 を 喚起 する も の で な けれ ば な ら な い 。 意 気 泊 宮 さ せ 精神 を 随 落 さ ・ 
せる よう な も の で あっ て は いけ な い 。 多く の 人 々 が 慰 り 、 罪悪 感 を 無 
くさ せ 不 道徳 に 駆 ら せる 愚 劣 で 無駄 な 娯楽 は 健康 な 慰安 に は お よそ 
ほど 遠い も の で ある 。 そ の よう な 娯楽 は 官能 を 満足 さす る か も し れ な 
い が 、 人 々 の 精神 と 道徳 に 与え る 影響 は 実に 恐ろし い 。 それ は 民 の 伝 
統 と 道徳 を 破 壌 し 、 イ スラ ー ム の 社会 と 文化 に いか な る 意義 を も 与え 
る こと が で き な い の で ある 。 

ホホ ) 民 の 結束 と 団結 を 保ち 、 ムスリム 社会 の 繁栄 と 幸福 を 達成 する た め 
に 、 信者 は 相互 の 敵意 、 社会 的 不 和 と 見 解 の 相違 、 主 義 の セク ショ ナ 
リズ ム を 捨て る こと が 要求 され て いる 。 ム スリ ム は それ ら の 不 和 や 紛 
争 を クル アー ン と スン ナ で 規定 され て いる 原則 に 従っ て 解決 する こ 
と が 勧め られ て いる 。 も し 紛争 の 関係 者 や 当事者 が 解決 に 到 ら な か っ 
た 場合 は 、 彼ら 同士 で 口論 や 喧嘩 を せ ず に 、 アッラー の 御名 に よっ て 
その 紛争 の 決定 を 唯一 神 に 委ね る べき で ある 。 


国家 の 安寧 の た め に お 互い に 助け 合い 、 紛 争 を 避け 、 指 導 者 に 従う 。 
時 細 な こと に 闘争 し て 精力 を 浪費 し て は な ら な い 。 こ の よう な 不 和 や 分 
像 は 社会 の 不 名 誉 で あり 、 国家 弱体 化 の 原因 に も な る か ら 、 いか な る 犠 
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牲 を 払っ て も 避 け る べき で ある 。 

(へ ) イス ラー ム は 知識 と 科学 を 人 間 の 共同 の 遺産 と 考え て いる 。 ム ス 
リム は その 応用 方 法 を あら ゆる 方 面 に お いて 学び える 完全 な る 自由 を 
持っ て いる 。 

し か し 文化 と 生活 方 法 の 問題 に 関す る 限り 、 イ スラ ー ム は 他 の 民 の 生 
活 方 法 を 模 個 する こと を 禁ず る 。 模 個 す る 心理 は 劣等 感 と 屈辱 感 か ら 生 
まれ 、 物質 的 豊か さ を 重 視 する 価値 観 を 培養 する 恐れ が ある 。 他国 の 文 
化 的 模 般 は 時 に 国家 に 破壊 的 な 結果 を も た ら す 。 一 それ は 自国 の 内 的 活 
カ を 破 壌 し 、 そ の ヴィ ジョ ン を 曇ら せ 、 その 批判 能力 を 麻痺 させ 、 劣等 
感 を 生み 、 徐 々 に で は ある が 確実 に 文化 の 源泉 を 枯 潟 させ 、 死 の 鑑 鏡 を 
鳴ら させ る の で ある 。 こ れ が 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) が 
非 ム スリ ム の 文化 と 生活 方 法 を 受け 入れ る こと を 強固 に 禁じ た 理由 で 
ある 。 国家 の 強 さ は その 衣裳 や 作法 や 美術 に ある の で は な く 、 国家 の 真 
の 力 や 繁栄 は 正しい 知識 、 科学 、 規 律 、 組織 、 活動 力 に 負っ て いる の で 
ある 。 他国 か ら 何 か を 学 ぼ うと する な ら ば 、 その 国 の 活動 へ の 意志 と 社 
会 的 規律 か ら 教 調 を 流 み 取り 、 そ の 学問 と 技術 的 業績 を 活用 すべ き で あ 
る が 、 文 化 的 妹 属 と 国家 的 劣等 感 を 生み 出す 芸術 や 手先 の 技術 に 幻惑 さ 
れ て は な ら な い 。 ムスリム は その よう な 影響 か ら 自 国 を 保護 すべ き で あ 
る 。 

捧 に ムスリム と 非 ム スリ ム に 対す る 関係 を 見 る こと に し よう 。 ム スリ 
ム が 非 ムスリム に 対応 する 時 に は 、 寛 容 を 欠き 偏 狂 で あっ て は な ら な い 
と 教え られ て いる 。 ム スリ ム は 、 他 の 民族 の 宗教 指導 者 や 聖人 を 非難 し 
た り 、 部 口 を 云っ た り 、 彼 ら の 宗教 を 作 唇 する こと を 口 に し て は な ら な 
いと 倒 じ られ て いる 。 ム スリ ム は 彼ら と 紛争 し て は な ら な い 。 平和 と 友 
愛 を も っ て 生き る べき で ある と 教え られ て いる 。 非 ムスリム が ムスリム 
に 対し て 平和 的 友好 的 な 態度 を 守り 、 そ の 領土 や その 他 の 権利 を 侵害 し 
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な いな ら ば 、 そ れ に ふさ わし い 友 好 的 な 関係 を 彼ら と 結び 、 公明 正大 に 

対応 すべ き で ある 。 ム スリ ム が いか な る ろ 民 より も 僅 大 な 人 間 的 同情 心 と 
礼儀 を 保ち 、 最 も 気品 に 溢れ 、 また 償 ま し く 振舞 うべ き で ある と イス ラ 
ー ム は 命じ て いる 。 不 作法 、 無 礼 な 言動 、 抑 圧 、 侵略 、 偏 屈 な ど は イス 
フー ム の 精神 に 反する 。 ム スリ ム は 善行 。 高貴 、 悲 の 生け る 象徴 と な 
る た め に この 世に 生ま れ て きた の で ある 。 ム スリ ム は 自己 の 品 性 と 模範 
に よっ て 人 々 を 心 服 さ せる べき で ある 。 そ うし て こそ ムスリム は イス ラ 
ー ム の 真 の 使節 と な る こと が で きる の で ある 。 


D. あら ゆる も の の 権利 

さて 今や 最後 の 権利 を 考察 する こと に な っ た 。 唯 一 神 は 人 間 に 唯 一 神 
の 創り 給 う た 数 限り な い 被 造物 を 支配 する 能力 を 与え 給 うた 。 万 物 は 人 
間 に 利 用 され る 。 人 間 は それ ら を 服従 させ 、 人 間 の 目的 の た め に それ ら 
を 役立て る 力 を 与え られ て いる 。 こ の 優越 し た 立場 は 万 物 の 長 た る 権威 
を 人 間 に 与 え 、 人 間 は 好き な よう に それ ら を 利用 で きる 権利 を 持っ て い 
る 。 し か し この こと は 唯一 神 が 人 間 に 勝手 気まま な 自由 を 与え 給 う た と 
いう 意味 で は な い 。 イ スラ ー ム は あ ら ゆ る 被 造物 が 人 間 に 対 し て 一 定 の 
種 の 権利 を 持つ と 説く 。 その 権利 と は すなわち 、 人 間 は それ ら を 無益 な 
こと の た め に 浪費 し て は な らい し .、 不 必要 に それ ら を 傷つけ た り 寄 し た 
り し て は な ら な い 。 人 間 が それ ら を 役立て よう と し て 利用 する 時 は 、 そ 
れ ら に で きる だ け 害 を 与え な いよ うに し な けれ ば な ら な い 。 ま た それ ら 
を 利用 する 際 に 最上 で 最も 傷 が つか な い 方 法 を 取ら な けれ ば な ら な い 。 

イス ラー ム の 原理 は これ ら の 権利 に つい て 多く の 教え を 具現 し て い 
る 。 た と えば 食用 に 動物 を 居 殺 する こと は 許さ れ て *\ る が 、 た だ 司 み や 
道 び の た め に 動物 を 殺す こと 、 必 要 も な い の に 動物 の 生命 を 春 う こと は 
禁じ られ て いる 。 動 物 を 居 条 する た め の 方 法 ( ザ バ ハ ) 一 動物 か ら 内 を 
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得る 最も 良い 方 法 一 が 規定 され て いる 。 他 の 方 法 は 動物 に も っ と 苦痛 を 
与え る か また は 肉 を 悪く させ 肉 の 上 等 な 部 分 を な くさ せる か ら で あ る 。 
イス ラー ム は この よう な 障害 を 避け 、 動 物 に 与え る 苦痛 を 少な くす る と 
共に 、 有 益 で 良質 な 肉 の 部 分 を 保存 させ る 方 法 を 教え て いる 。 さ ら に 、 
動物 の 苦痛 が 長引く よう な 方 法 で 殺す こと は イス ラー ム で は 残忍 な こ 
と と みな され で いる 。 イ スラ ー ム は 危険 で 有害 な 動物 と 猛獣 を 殺す こと 
を 許し て いる の は 、 イ スラ ー ム が それ ら 動 物 の 生命 より も 人 間 の 生命 を 
尊重 する か ら に 他 な ら な い 。 だ が この 場合 で も また 、 苦痛 の 長引く よう 
な 方 法 に よっ て 殺す こと は 許さ れ な い 。 

使役 や 乗物 や 運搬 で 使わ れる 動物 に つい て は 、 イ スラ ー ム は それ ら の 
動物 を 負え させ て お く こ と 、 そ れ ら に 耐え られ な い ほ ど 困 難 な 仕事 を さ 
せる こと 、 そ れ ら を 酷使 し 較 打 つこ と な ど を 厳重 に 禁じ て いる 。 鳥 を 捕 
まえ て 、 特 別 の 目的 も な い の に 人 籠 の 中 に 拘束 する こと は 残 丸 と みな され 
る 。 動物 だ け で は な い 。 イス ラー ム は 樹木 を 無益 に 切る こと さえ 認め て 
いな い 。 人 間 は 樹木 か ら 果 実 や その 他 の 収穫 を 得る こと は で きる が 、 そ 
れ を 破壊 する 権利 を 持た な い の で ある 。 野菜 も 生命 を 持っ て いる 。 それ 
ば か り で は な い 。 イ スラ ー ム は 生命 の な いも の で さえ 浪費 する こと を 許 
さ な い 。 イ スラ ー ム は あま り に 多量 の 水 を 浪費 する こと も 非難 し て いる 。 
イス ラー ム が 自ら 公然 と 認め る 目的 は 、 考 えら れる あら ゆる 形 の 浪費 を 
避け 、 あ ら ゆ る 資源 一 生物 も 無生物 も 含め ー を 最大 限 に 活用 する こと で 
ある 。 


E. シャ リー ア は 永遠 普遍 の 法 

既に 述べ た 通り 、 イ スラ ー ム の 法 一 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 
あれ ) が 人 類 に 与え た 永遠 の 法 一 の 簡単 な 要約 を 挙げ た 。 こ の 法 は 信仰 
と 宗教 以外 で 人 間 と 人 間 の 差別 を 認め な い 。 人 種 、 国籍 、 皮膚 の 色 な ど 
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に 基づい て 人 間 を 差別 する 宗教 、 社 会 機構 、 政治 、 文 化 、 イ デオ ロ ギ ー 
は 決し て 普 過 的 な 信条 や 全 世 界 の イデ オロ ギー に な る こと は で き な い 。 
解り きっ た 理由 で ある が 、 あ る 人 種 に 属す る 人 間 は 別 の 人 種 に 生ま れ 変 
わる こと は で き な い し 、 黒 人 や 中 国人 や 白人 の 持っ て 生ま れ た 皮膚 の 色 
は 変え る こと が で き な い 。 そ の よう な イデ オロ ギー や 社会 機構 は ひと つ 
の 人 種 、 国 家 、 社 会 に 留め て お くべ き で ある 。 それ ら は 常に 偏狭 、 頑 迷 、 
国粋 主義 的 で あり 、 普 記 的 で は な い 。 こ れ に 反し て 、 イスラーム は 普遍 
的 な イデ オロ ギー で ある 。 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー、 ム ハン マ ド 
ッ フ スー ルッ ラー (アッ ラー の 外 に 崇拝 に 値する 神 は な し 、 ムハンマド 
は 唯一 神 の 使徒 な り ) を 信じ る と 定 言 し た 人 は 誰 で も イス ラー ム の 門 に 
入り 、 他 の ムスリム と 同じ 権利 を 受け る 資格 を 持つ の で ある 。 イス ラー 
ム は 人 種 、 国家 、 皮膚 の 色 、 言語 な ど に 基づい て 差別 する こと は 決し て 
な い 。 イス ラー ム の 呼び か け は 全 人 類 に 対し て で あり 、 イス ラー ム は 偏 
狭 な 差別 を 認め て いな い 。 

さら に この 法 は また 永遠 で ある 。 こ の 法 は いか な る 特定 の 民族 の 條 習 
や 伝統 に 基づい て いな いし 、 ま た 人 間 の 歴史 の 特定 の 時 代 に の み 意 義 が 
ある の で は な い 。 そし て その 自然 は いか な る 時 代 、 いか な る 環境 の 下 に 
あっ て も 同一 で ある か ら 、 そ の 完全 な 原理 に 基づい た 法 も また いか な る 
時 代 、 いか な る 環境 の 下 に あっ て も 当て は まる の で ある 。 この 普遍 的 な 
永遠 の 宗教 こそ イス ラー ム で ある 。 
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